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海 人 草 の 純 粋 有効 成分 ミサ ント 
ニン ミ & ミ を 最 も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 率 を る 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 原 虫薬 マク 
ニン は 、 そ の 高い 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン S は 、 夜 ね る また か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と と が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
団 で 、 高い を も ち 、 配 布 に 
便利 な の で 集団 時 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 謙 な の で 、 学校 、 工場 
会 計 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 (大 人 一 人 分 80 円 ・6 150 円 
団体 2 (大 人 100 人 分 ) 


大 市 東 区 町 藤沢 薬品 東京 ・ 福 ・ 札 
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第 9 巻 第 6 号 


寄生 虫 学 雑 誌 


昭和 35 年 12 月 (1960) 


花房 状 和 器官 の 形態 と 生理 


石 川 


名 古屋 犬 学 医学 部 解剖 学 教室 
(昭和 35 年 2 月 24 日 受領 ) 


花房 状 器 官 が 単細胞 性 の 器 官 で ある か , 又は 多数 の 細 
胞 が 集 鑑 し た 組織 性 の 器官 で ある か , その 構造 , 周囲 の 
組織 と の 関係 並び に その 生理 作用 な ど に 就 い て は 従来 諸 
説 が あぁ あり まだ 確定 し て いな い . 

私 は 花房 状 器官 を 組織 学 的 に 検索 し , 2, 3 の 実験 を 加 
え , その 構造 並び に 生理 作用 に つい て , いさ さか 得る と 
ころ が あつ た の で 報告 する . 

実験 材料 並び に 方 法 

材料 は 名 古屋 市 の 居 殺 場 で 採取 し た 運動 の 活 潤 な 豚 回 
虫 を 魔法 短 で 温度 37°C 前 後に 保つ た リン ゲル 液 に 入れ 
て 研究 室 に 持ち 帰 つ た も の を 用 いた . 

花房 状 器 官 の 組織 学 的 検索 に 当り , 固定 液 に は Zen- 
ker 液 , Bouin 液 , Carnoy 液 を 用 いた . 包 埋 法 は 主 と 
し て パラ フィ ン 包 埋 を 用 い , 4g 連続 切片 を 作成 し た . 
染色 法 は Zenker 液 固 定 の も の は 主として Hiéimatoxylin- 
Eosin 重複 染色 ,; Bouin 液 固 定 の も の は Unna-Pappen- 
heim の Pyronin-Methylgreen 染色 を 施し , Ribonuclease 
の 消化 試験 を 併用 し た . Carnoy 液 固定 の も の は Muci- 
carmin 染色 と を し た 。 な お 必要 に 応じ て , 花房 状 器官 を 
リン ゲル 液 内 に 浮遊 させ て , 位相 差 法 で 生態 観察 し た . 

自己 所 見 

I. 組織 所 見 

花房 状 器 官 は 体 の 前 方 か ら リ z。 及び リ 。 の 部 分 に 各々 
1 対 , 計 4 個 存 在 す る . 各 花 房 状 器官 は 終 に 長い 星 状 を 
量 し , 細胞 の 集 鱗 し た 組織 性 の 器官 で ある . 中 心 は 長 椿 
円 体 の 放 胞 で , その 周囲 に 体 部 が あぁ あり, これ か ら 樹 枝 状 
に 多数 の 分 枝 を 外 方 に 突出 し , 分 枝 は 更に 分 れ て 小 分 枝 
と な り , 更に 分 れ て 細い 終末 分 枝 を 形成 する . これ ら の 
分 枝 , 小 分 枝 , 終末 分 枝 の 辺 縁 及び 末端 に は 無数 の 小さ 
い 球 状 の 終末 器官 が あぁ る. 

(1①) 胞 

胞 は 長 析 円 形 で , 成 中 で は 縦 径 は 約 0.3 mm, 横 径 


は 0.2mm を 人 算 し , 忠 体 の 長 軸 の 方 向 に 生々 長く , 両 
極 は 開口 し , 茎 状 を 量 し て 側 管 に 連結 する (写真 1). 壁 
は 比較 的 厚く , 粘膜 及び 線維 膜 か ら 成 る . 粘膜 の 表面 は 
或 は 突出 し 乳頭 , 或 は 綾 毛 を 作る (写真 2 ). 表面 の 上 皮 細 
胞 は 不正 多角 球状 で , 核 は 円 形 な る も 染色 性 に 乏しい . 
胞体 は 明る く , 大 小 不 同 の Mucicarmin 可 染 題 粒 を 含有 
する (写真 3 ). 該 は 題 粒 に 移行 する 。 線 維 膜 は 
数 層 の 線維 か ら な り , 体 部 の も の に 移行 する . 旗 胞 内 容 
は 塩基 染色 性 の 大 小 不同 の 題 粒 , 並び に Mucicarmin 
可 染 題 粒 に 満 さ れる . 又 斉 胞 内 に は Pyronin 好 性 題 粒 
を 多量 に 含有 する . これ 等 題 粒 は Ribonuclease で 消化 
され る . 放 胞 の 内 容 物 は 側 管 に 排出 され る が , 内 容 充満 
の 際 は 胞 の 内 膝 は 広く , 細胞 は 低く な る (写真 4). こ 
れ に 反し , 内 容 排出 後 は 細胞 は 高く , 内 腔 は 狭く , 不 整 
形 を 量 す る (写真 5). この 所 見 は 位相 差 法 で よく 観察 で 
きる (写真 6). 

(② 体 部 

体 部 は 電 胞 の 周囲 を 包囲 し て , 略 々 椿 円 体 を な し , 閑 
粗 な 線維 か ら 成 る . 体 部 か ら 前 方 に 出し た 太い 分 枝 は 上 
行 枝 , 後方 に 出し た 分 枝 は 下行 枝 で , 夫々 その 中 に 論 胞 
と 側線 と を 連結 する 導 潮 が ある (写真 1). 体 部 及び 上 ・ 
下 枝 か ら は 数 十 の 分 枝 を 出し , 更に 数 本 の 小 分 枝 と な 
り , 時 に 更に 分 れ て 終末 分 枝 と な る . 体 部 周辺 に 時 に 酸 
好 性 題 粒 が 存在 する (写真 7 ). 

(3) 終末 器官 

大 小 不同 の 球状 を 量 す る 細胞 か ら 和 形成 され , その 直径 
は 5~20m を 算 す る . 核 は 中 心性 で 円 形 , 染色 性 に 逐 し 
い . 時 々 核 を 欠く . 胞体 内 に は 酸 好 性 題 粒 だ が あぁ る (写真 
7). 時 に 胞体 は 明 調 性 で 核 が 圧 平 され て いる こと が あ 
る . 之 等 の 終末 器官 は 互 に 線 細 な 結合 組織 で 連結 され て 
いる . 終末 分 枝 と は 交通 が だが ない. 

更に 位相 差 法 で 観 祭 する と , 終末 器官 は 大 小 不 同 の 球 
状 体 を 放出 する . この 球状 体 は 腸管 な ら び に 側 管 に は 移 
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写真 1 花房 状 器 官 横 新 面 , Zenker 固定 , HX-E 


染色 (5Xx10), の 一 は 開口 し , 状 
を し て , 側 連結 する . 


写真 3 花房 状 器 官 加 胞 横断 面 , Carnoy 固定 , Mu- 
cicarmin 染色 (5X60), 表 面 の 上皮 
細胞 は は 円 な る も, 染色 性 に し い . 
胞体 内 に は 大 小 不 同 の Mucicarmin 可 染 題 
粒 が ある . 


写真 5 花房 状 器官 横 , Zenker 固定 , HX- 
E 染色 (5X20), の 内 容 は し く , 内 
有 狭く , 壁 の 細胞 は 高い 。 


花房 状 器 壁 横 面 , Zenker 固定 , 
HX-E 染色 (5Xx60), 壁 粘膜 は 表面 は 
或いは 突出 し 乳頭 或 は 綾 毛 を 作る . 


花房 状 器 横断 面 , Zenker 固定 , HX- 
E (5X20), の 内 容 は 多く, 内 
は 広く 壁 の 細胞 は 低い . 


写真 6 花房 状 器 官 の 位相 差 鏡 所 見 
壁 細胞 は 小 粒 を 放出 する . 
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写真 7 花房 状 器官 の 体 部 並び に 終末 器官 , Zenker 
に 終末 内 に は 酸 好 性 題 ある. 


写真 9 Adrenalin 千 倍 液 0.1cc を 体腔 内 
に 注射 後 1 時 間 の 終末 器官 , Zenker 固定 , 
HX-E 染色 (5X60), 終末 器官 の 胞体 は 暗 
調 する . 


行 せ ず , 体腔 内 に 拡散 する . 

I 

(1) Pilocarpine 1,000 倍 深 液 0.1cc を 活 潤 な 回虫 体 
腔 内 に 注射 する と , 回 虫 は 生存 し て いる が , 注射 後 1 時 
間 の 所 見 で は 胞 は 異常 な い が , 終末 器官 の 胞体 は 明 調 
膨大 する (写真 8). 

(2) Adrenalin 1,000 倍 深 液 0.1cc を 活 淫 な 回 虫 体 
腔 内 に 注射 する と , 放 胞 に は 異常 な い が , 終末 器官 の 胞 
体 は 暗 調 す る (写真 9). 

(3) 0.1 % 黒 Ringer 液 0.1cc を 回 虫 体腔 内 に 注射 し 
た 場合 の 花房 状 器 官 の 所 見 は , 前 報 で 述べ た よ ょ うに, 黒 
を 摂取 し た 細胞 は 花房 状 器 官 の 斉 胞 内 に 入り , 墨 は 消化 
され る . 

(4) 花房 状 器 官 を 電気 焼 す る と 体 色 は 赤 変 する . 
考 
Schneider (1866) が 初め て 4A. osculZata に 花房 状 器 官 
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写真 8 Pilocarpin 千 倍 溶 液 0.1cc. を 箇 虫 体腔 内 
に 注射 後 1 時間 の 終末 器官 , Zenker 固定 , 
HX-E 染色 (5Xx60), 終末 器官 の 胞体 は 明 

調 膨大 する . 
が 存在 する こと を 記載 し , 次 で Cobb(1889) は 4. 8- 
kenthalii の 花房 状 器 官 の 構造 を ““ Sie bestehen aus vielen 
Hunderten von sackformigen, meistentheils polygonalen 
Elementen, die miteinander durch fein bindgewebige 
Fasern verbunden sind.” で あぁ る と 記載 し , その 生理 作用 
は 高等 動物 の Darmdriisen に 相 等 する と 述べ た . Spen- 
gel (1897) は Linstow (1895) の A. osculZata の 食道 神経 
節 は 花房 状 器 官 に 相 等 する と 述べ た . Jagerski6ld (1898) 
は 4A. oscalata の 花房 状 器 官 の 分 枝 終 末 は 側 管 に 移行 
し て いる か ら 食 作用 が ある と 述べ た . Nasonow (1900) は 
体 に カル ミン 又は セ ビ ヤ を 注入 し て 花房 状 官 
が それ ら の 天 粒 を 摂取 する の を みた . 

この よう に 花房 状 器 官 は 今日 で は 食 喰 器官 で ある と 考 
えら れ て いる が , 如何 な る 機構 で それ が 営ま れ て いる 
か に つい て は 明らか で な い . 

花房 状 器官 の 中 央 は 従来 巨大 核 と いわ れ て いる が , 私 
の 所 見 で は 核 の 所 見 を 備え ず , 中 央 部 は 談 胞 膝 で ぁ つ 
て , 両極 が 開口 し て 側 管 と 交通 し , 内 壁 は 粘膜 上 皮 に よ 


つて 被 わ われ る. 上 胞 の 低い 場合 は の 内 は 広 ・ 


く , 皮 細 胞 の 高い 場合 は の 内 腔 は 狭く 不 形 を 
する . 前 報 で 述べ た よう に , 墨 を 体腔 内 に 注入 する と , 
食 細胞 は 黒 を 摂取 し , 旗 胞 内 に 侵入 し , そこ で 消失 す 
る . な お , 談 胞 内 に は Ribonucease で 消化 され る ピ ョ ニ 
ン 好 性 題 粒 を 含有 する . 

終末 器官 は Nasonow (1900) は 独立 し た 食 細胞 と な し , 
土橋 (1934) は 体 部 に 接続 し た 原形 質 の 活動 能力 を 増大 す 
る 球状 体 で 食 作 用 を 営 や も の と し た . 併 し 私 の 所 見 で は 
食 作 用 は 全く な く , Pilocarpine, Adrenalin に よっ て 変化 
する 点 か ら 考 える と 分 泌 と 関係 が ある ら しい. ・ 
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花房 状 器 官 を 電気 焼 灯 す る と , 体 色 は 赤 変 する . これ 
は 体液 の 流動 に よる の か , 或 は 視 紅 の よう な 色素 題 粒 の 
出現 に よる の か , 直 に 決定 で き な い が , 組織 学 的 に は 色 


素 題 粒 の 出現 は みな い . 
1) 花房 状 器官 は 裏 胞 , 体 部 , 分 枝 , 小 分 枝 , 終末 器 
官 か ら 成 る . 


2) は 両極 は 開口 し , 茎 を て 側 管 に 連結 す 

る . 壁 は 粘膜 及び 線維 膜 か ら 成 り , 粘膜 細胞 か ら ム チ 
カル ミン 可 染 粒 を 内 に 分 泌 す る . 内 に は ピ 
ニン 好 性 題 粒 が あり . 之 等 題 粒 は Ribonuclease で 消化 
され る . 

3) 体 部 は の 周囲 を し て 略 々 体 を な し , 
閑 粗 な 線維 か ら な る . 体 部 か ら 前 方 に 上 行 枝 , 後方 に 下 
行 枝 を 出し , 夫々 その 中 に 斉 胞 と 側線 と を 連結 する 導 腔 
が ある . 体 部 周辺 に 時 に 酸 好 性 題 粒 が 存在 する . 

4) 終末 器官 は 大 小 不 同 の 球状 細胞 か ら 成 る . 胞体 内 
に 酸 好 性 題 粒 が あぁ る . 時 に 分 泥 現 像 が ある . 

5) 体腔 内 に ピロ カル ピン 千 倍 液 0.1cc 注射 
後 1 時 間 で は 斉 胞 に は 何等 異常 な い が , 終末 器官 の 胞体 
は 明 調 膨大 する . 

6) に アド レナ リン 1,000 倍 液 0.1 cc 
注射 後 1 時間 で は 斉 胞 は 異常 を 示さ な い が , 終末 器官 の 
胞体 は 暗 調 す る . 


7) 
する 


花房 状 器 官 を 電気 焼 和 泡 する と , 回 虫 の 体 色 は 赤 変 


御 校 を つた 戸 教 授 に 深謝 いた し ます . 
本 論文 の 要 引 は 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 策 14 回 大 
会 に 発表 し た . 
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MORPHOLOGICAL AND PHYSIOLOGICAL STUDIES 
ON "BUSHY ORGAN " OF ASCARIS 


MicHIO ISHIKAWA 
(Department of Anatomy, School of Medicine, Nagoya University, Nagoya, Japan) 
1) So-called ‘““ bushy organ ’”’ consists of cyst, body, branch, minute branch, final branche 


and final organ. 
2) The cyst is connected with the lateral cannal at the both pores. The cyst wall consists 


of mucous membrane and fibrinous membrane, and mucicarmine stainable granules, which are 


digested by ribonuclease, are secreted into the cyst. 
3) The body surrounded the cyst shows an ellipsoid and is covered with a crude fibre. 
Ascending and descending branches are discharged from the body. In these branches a leading 


canal is located to connect the cyst with the lateral line. Acidophilic granules are found frequently 


arround the body. 
4) The final organ consists of various sized blobular cells and contains acidophilic granules. 


5) When 0.lcec of pilocarpine (1 : 1000) was injected into the body cavity of ascaris, the' 
final organ was lightened and swelled, though normal state was observed in the cyst for 1 hour. 

6) A similar phenomenon was observed when 0.lcc of adrenalin (1:1000) was injecte 
into the body cavity, but in this case the final organ was darkened and diminished. 

7) When the bushy organ was heated by electricity, the body colour was changed to red. 
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一 般 に 吸虫 類 ( 住 血 吸 忠 類 を 除く ) は 雌雄 同体 で ある 
が , その 生殖 は 主として 相互 交接 に よ つ て 営ま れ , 自家 
交接 を 行う 場合 は ろ 稀 で あぁ る と され て いる . 肺 吸虫 の 
場合 も 犬 , 猫 等 の 肺 の 躍 審 内 に は 殆 と ど 常 に 2 中 宛 , 時 
に は 3 虫 が 同棲 し て いる の が 普通 で ある . と ころ が 人 体 
肺 吸 虫 症 に お いて は 肺 の 躍 旗 内 に は 1 虫 の みな の 寄生 の 場 
合 が 普通 で , 2 も し く は 3 由 生 を 認め る 場合 は 
稀 で ある と され て いる . 即ち 古く は 桂 田 富士 郎 ら (1899) 
は 5 例 の 本 症 例 で 2 る コ な いし 14 の を 各 例 に 
見 出し た が , その 中 で 2 中 の み ら れ た 唯 コ 
。 に すぎ ず 他 は すべ て 貝 訟 内 に は 1 虫 の み 寄 生 し て いた と 
報じ て いる . 又 最 近著 者 ら (1959, 1960) は 本 症 患 者 の 肺 
病巣 部 を 外科 的 に 切除 し て 得 ら れ た 16 例 の 忠吉 を 調べ 
た 所 , 虫 体 の みとめ られ な か つた 1 例 を 除き , すべ て 貝 
府内 に は 1 虫 の み の 寄 生 で あぁ つた . 人 体 に お ける 場合 と 
動物 に お ける 場合 と か く の 如 く 差 違 が だ み ら れ る 事 は 宿主 
に よる 差異 に 基く も の か , 或 は 桂 田 等 の いう 様 に 宿主 騰 
回 の 大 小 の 差 に よる も の か , 感染 虫 体 数 の 多 究 に よる も 
の か , 或 は その 他 の 理由 に 基づく も の か 尚 明 か で は な 
い . そこ で 著者 は 本 実験 に お いて 企 犬 に 本 種 メ タ セ ルカ 
リア を 1 = っ の み 投 与 し た 場合 , 虫 体 は 如何 な る 運命 を と 
り , 上 且 宿 主 側 に 如何 な る 病 的 変化 を 及ぼ すか を 追 完 する 
実験 材料 と 方 法 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を その 第 2 中 
主 で ある モク ズ ガ ニ の 血管 より 型 の 如く 分離 
し , その 1 コ 宛 を 確実 に 生後 約 2 ヵ月 を 経た 同 腹 の 仔犬 
8 頭 に 経口 的 に 投与 し た . 即ち 毛細 管 ピ ペット に て 少量 
の 水 と 共に メタ セル カリ ア を 1 っ コ だ け 吸 引 し これ を 仔犬 
の 日 腔 の 奥深 く 流し 込み , 確実 に 嘩 下 し た 事 を 確 め た . 


肺 吸虫 の 単数 寄生 に 関す る 研究 


吉村 裕之 
千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教 守 


国立 公衆 衛生 院 微生物 学部 寄生 虫 


(昭和 35 年 4 月 14 日 受 
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感染 後 84 日 目 か ら 142 日 に 至る 間 に 逐次 剖検 し , 虫 体 
寄生 の 有無 を 調べ 検出 され た 虫 体 は 直ちに タイ ロー ド 液 
に て その 運動 状況 を 調べ た 後 , 圧 平 標本 を 作り , ブ ア テン 
液 固定 後 , デイ ラフ ィ ー ル ド ・ ヘ へ マト キシ リン 染色 を 施 
し , 封入 後 虫 体 の 大 き さ を 計測 する と 共に その 形態 学 的 
観察 を 併せ 行 つ た . 尚 剖 検 に 際 し て は 胸腔 は も と より 腹 
腔 及び その 他 の 臓器 を も 詳細 に 検査 し た が 病変 の みとめ 
られ た 肺 臓 に つい て は これ を 顕微 鏡 標 本 と な し 病理 組織 
学 的 に も 観 祭 し た . 
実験 成 

最初 感染 に 用 いた 仔犬 は 同 腹 の 8 頭 で る つた が その 内 
1 頭 は 感染 後 40 日 目 に 突然 死亡 し た が 丁度 著者 等 は 不 
在 中 で ぁ つ た た め 誠 検 し えな か つた . し た が つて 実際 に 
観 た の は 計 7 頭 で あ つた . 等 の た て 得 ら 
れ た 所 見 は Table I. に 示す 如く 84 日 か ら 142 日 に 至る 
間 に 得 られ た も の で 雄 犬 1 頭 の 他 は 橋 く 雌 犬 で あぁ つた . 
か くし て の 見 出さ れ た も の は 85 日 経過 の 犬 1 頭 
及び 142 日 経過 の 雌 犬 2 頭 で ぁ っ つた 

(1) 誠 所 見 

今 こ ゝ > に 曰 体 の 検出 され た 85 日 経過 の 実験 犬 No. 2 
及び 142 日 経過 の No. 5 及び No. 6 の 所 見 を 先 き に 記 
述 し , 次 いで 由 体 の 検出 され な か つた 了 机 余 の も の に つい 
て その 概 の べ る . 

i) No. 2( 感 染 後 85 日 経過 ) の 所 見 

曰 体 検出 部 位 

虫 体 は 左側 肺 表面 に 吸 著 し て いた . 因みに 肺 臓 その 他 
に 中 斉 形成 は 全く 認め られ ず 腹 部 諸 臓 器 に も 著 変 は な か 
つっ た: 

肺 臓 の 肉眼 的 所 見 

左側 の 肺 上 葉 前 面 に は 粟 粒 大 より 帽 針 頭 大 に 至る まで 
の 々 円 形 を る や > 辺 の 隆起 し た 境界 明瞭 な 出 


; 
た に 
内 
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Table I. Experiments of infection of puppies with a single metacercaria of P. westermani. 


infection to 


autopsy 


Sex kgl/weight 


Days from 
of worm 


Pathological findings of 


Site of worm fhe 


84 days 


F 950 


950 
2 M 1.255 lM 85 


3 F 1.345 107 


4 F 1.110 136 


6 F 1.440 142 


7 F 1.530 142 


0 No change. 


| Localized haemorrhagic 
|pneumonia, defect and 
1 Pleural cavity -fibrous thickness of 
ipleura (in left upper 
'lobe) 

Same as the above (in 
| lower lobe and right 
upper lobe) 

Localized interstitielle 
pneumonia, or haemorrha.- 
ges in parenchyma, and 
fibrous thickness of pleura 
(in right and left upper 
lobes) 
Mediastinum (aro- (Same as the above (in 
1 und the oesopha- 拉 upper and middle 
Mediastinum (bet- (Same as the above (in 
ween oesophogus upper and middle 

and spinale colum) Uobes) 


e as the above (in 
0 right middle and lower 
lobes) 


巣 が 数 存在 し , その 中 央 部 に は 小 陥 入 が 夫々 1 コ 先 認 
め ら れ , 暗 赤 色 を 呈し て いた . 猫 下 葉 に お いて も これ に 
類似 し た 小 出 血 $ 巣 数 っ が 認め られ た . 

肺 肛 の 病理 組織 学 的 所 見 

先述 し た 小 出 血 巣 の 中 央 部 の 陥 入 を 示し て いた 部 は 不 
正 析 円 形 の 物質 欠損 を 認め , これ の 辺 緑 部 に 出血 性 肺炎 
像 が 認め られ た . 即ち 和 肺 胞 腔 内 に は 多核 白血球 , 組織 
球 , 洲 巴 球 様 小 円 形 細胞 が 充満 し , 肺 胞 壁 も 赤 線 維 芽 細 
胞 の 増生 と 相 俊 つて 肥厚 し , 所 々 に へ モジ デリ ン を 胞体 
に 有する 大 喰 細胞 が 散見 され た . 気管 支 腔 も 赤 一 部 拡張 
し , フイ ブリ ン 様 物質 が 出現 し , 耐 離 し た 上 皮 細 胞 ゃ 多 村 
白血球 が 多数 認め られ , 上 上 皮 細 胞 の 増生 像 を 認め る 部 も 
存在 し た . 物質 欠損 を 除い た 周辺 部 の 肪 膜 は 浮腫 状 且 , 
フイ ブリ ン 様 物質 の 出現 と 共に 線維 性 肥厚 を 認め た . 

i) No. 5 及び No. 6( 感 染 後 142 日 経過 ) の 所 見 

虫 体 検 出 部 位 

何れ も 腹腔 諸 騰 器 に 変化 は 認め られ ず , 貝 体 は 縦 隔 洞 
に お いて 食道 の 上 部 約 リ 』 の 部 に お いて 周辺 部 の 軟組織 
に 潜ん で いた . 何れ の 場合 も 中 誰 の 形成 は どこ に る ゃ も 認 
め ら れ な か つた . 

肺 臓 の 肉眼 的 所 見 

No. 5 及び No. 6 何れ の 実験 例 に お いて る も 左右 両側 


性 に 新旧 混在 し た 大 小 の 出血 斑 並 びに 物質 欠損 を 認め , 
所 々 に 暗 赤 色 の 出血 巣 を 中 心 に 肺 の 硬化 像 を 認め た . 

肺 肛 の 病理 組織 学 的 所 見 

出血 巣 並び に 物質 欠損 部 の 組織 学 的 所 見 は 先 に 述べ た 
No. 2 の 実験 例 の それ と 類似 し て いた . 然し 陳 旧 肺炎 像 
の 部 で は 肺 胞 壁 の 高度 の 線維 性 肥厚 を みとめ 肺 胞 腔 は 著 
る し く 縮 少し 所 々 に へ モジ デリ ン 沈 着 を 認め た 大 喰 細胞 
が 多数 出現 し 、 洲 巴 球 様 円 形 細胞 浸潤 が 著 明 で あぁ つた . 

iii) その 他 の 実験 犬 (No. 1, No. 3, No. 4 及び No. 

7) の 所 見 

No. 1 に お いて は 何等 特記 すべ き 所 見 が えら れ な か つ 
た が , 際 余 の 3 例 に お いて は 両側 性 若く は 片側 性 に 夫々 
数 っ の 出血 点 や 出血 巣 を 認め た . 陳 旧 な 出血 巣 は 黒褐色 
を 量 し , この 部 を 中 心 に 硬化 し た 限局 性 の 肺炎 像 を 認め , 
組織 学 的 に は 躍 体 の 検出 され た 実験 例 と 略 々 同様 の 出血 
性 間 質 性 の 肺炎 像 で 一 部 に フィ ブリ ン 様 物質 の 肺 胞 腔 内 
析出 及び 可 成 り 高 度 の 肪 膜 肥厚 像 を 認め た . 

(2) 検出 体 の 形態 

No. 2。 No. 5 及び No. 6 より 夫々 1 貝 移 得 られ た 
虫 体 は 直ちに 37°C に 温め られ た タイ ョ ロー ド 液 中 に 入れ 
た 所 活 潤 な 運動 が 認め られ た . これ ら の 由 体 は 型 の 如く 
圧 平 染色 標本 と な し た が その 大 き さ を 測定 し た 結果 を 
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Table 2. Measurements of the worms obtained from the puppies infected with a single 
metacercaria of P. westermani 


No. 2 No. 5 No. 6 Control* 
85 days after 142 days 142 days 102 days after 
Preparation infection after infection after infection -_infection 
body length 5:5 6.9 8.0 
body width 5.5 
oral sucker 0.73xX0.57 0.65Xx0.54 0.69x0.61 0.88 XC.67 
ventral sucker 0.60Xx0.59 0.83 x0.62 0.77x0.65 0.73 Xx0.69 
testis 
right side 0.68 Xx0.43 0.75x0.69 1.69x0.60 
left side Not differentiated. 0.72x0.68 0.66 x0.88 1.20x0.77 
ovary Not differentiated. 0.71x0.78 0.88 Xx0.82 1.30Xx0.73 


* Adult of P. westermani from the dog infected with 15 metacercariae of P. westermanit. 
Note: All preparations were fixed by Bouin’s solutions and stained by Delafield’s Haematoxylin. 
And all measurements were expressed in millimetre. 


Table 2. に 示し た . 因みに 対照 と し て 同種 メタ セル カ 
リア を 15 = 功 犬 に 投与 し 102 日 経過 後 害 検 に より えら 
れ た 貝 体 の 計測 値 を も 示し た (勿論 この 場合 の 貝 体 は 成 
就 忠 体 で ぁ つ た ). 次 ぎ に こ の 圧 平 染色 虫 体 に つい て 皇 
丸 卵 巣 等 の 生殖 器官 の 発育 程度 の 観 祭 に 主眼 を 置き 詳細 
に 調べ た 結果 を の べ れ ば 先 づ , No. 2 の 85 日 経過 の 忠 
体 で は 内 丸 は 左右 共に 発育 は 著しく 遅延 し , 右 内 丸 は 円 
形 又 は 椿 円 形 の 細胞 集団 か ら 成 り 立 ち , 腺 管 様 構 造 を な 
し 個々 の 細胞 も 赤 ク ョ マチ ン に 比較 的 富ん だ 円 形 細胞 の 
集まり で あぁ つた . 左 府 丸 に お いて も 上 下 に 並ん だ 2 = の 
細胞 集団 か ら 成 り 立 ち , 細胞 細胞 構築 も 赤 の 
それ と 略 々 同様 で あつ て 失 丸 組織 の 未 分 化 性 を 思わ せる 
も の で あつ た. 卵巣 は 腸管 の 第 1 細 曲 の 下行 脚 と 第 2 細 
曲 の 上 行脚 と の 間 に 境 界 不鮮明 な 細胞 集団 を な し , メー 
リス 腺 は 未だ 形成 され ず , 子宮 は この 卵巣 組織 の 内 側 及 
び 内 後方 側 に 放 状 若く は 帯状 に 不 完 全 征 ら 形 成 さ れ て は 
いる が 腔 内 に 卵 暖 形成 の 像 や 虫 卵 は 全く 認め られ な か つ 


7 こ . 


次 いで No. 5 及び No. 6 の 由 体 所 見 で は 先 づ No. 
2 の 体 に 比 し て その 形状 が 可 成 り 大 きく 上 且 及び 
巣 の 発育 も 前 者 に 比 し て は 著しく 進展 し て いる 点 が 注目 
され た . 即ち 率 丸 , 卵巣 共に 成熟 し た 忠 体 に み ら れ る 様 
な 突起 若く は 分 葉 を 明らか に 示し , メー リス 腺 も 認め ら 
れ , 子宮 も 赤 成 熟 虫 体 に 近い 形態 に 発育 し て いた . 然し 
征 ら 子宮 腔 内 に は その 起 始 部 の 一 部 に お いて 重 屈折 性 の 
粗大 粒 ( く 黄 粒 と 思わ れる ) の 集積 が 認め られ 
て は いる が 未だ に は 全く 形成 され て お ら ず 
で あつ た. 

総括 並び に 考察 
ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を その 好適 宿 


主 で あぁ る 犬 或 は 猫 に 経 日 的 に 与え た 場合 , その 投与 メタ 
セル カリ ア 数 が 著しく 多く な い 限 り , 即ち 20~60 っ 位 の 
間 で は その 70~80 % が 成虫 と し て 見 出さ れる 事 及 び 区 
便 内 に 忠 卵 の 見 出さ れる 時 期 は 感染 後 大 凡 60~80 日 前 後 
で ある と いう 事 は 既に 多数 の 研究 者 に より 報告 され て い 
る 所 で も あり , 著者 等 も 日 常 経験 する 所 で ある . 又 忠 体 
が 肺 組 織 内 に 容 入 し , 躍 井 を 形成 し は じ め る 時 期 も 4~ 
5 週 目 頃 と され て いる . 然し これ ら は 何れ も 多数 の メタ 
セル カリ ア を 投与 し た 場合 に えら れる 成績 で あぁ つて , こ 
\ に 著者 等 の 行 つ た 唯 1 コ の メタ セル カリ ア を 投与 し た 
実験 に つい て の 吟味 は これ まで に 見 当ら な い 様 で ある . 

著者 等 は 7 頭 の 同 腹 の 仔犬 に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メ 
タ セ ルカ リア を 1 コ 宛 経 昌 投与 し , 85 日 より 142 日 に 豆 
る 期間 に 訓 見 し て その 感染 状況 及び 躍 体 の 発育 状況 を 精 
査 し た . その 結果 は 実験 例 数 7 頭 の 内 3 頭 (42.8%) に 虫 
体 の 寄生 を 認め た . 叉 残り 4 頭 中 3 頭 に お いて も 貝 体 こ 
そ 見 出さ れ な か つた が 肺 臓 に お ける 病変 所 見 か ら 恐 らく 
虫 体 が 或 る 期間 胸腔 内 に 生存 し て いた こと が 推 侍 され 
た . 換言 すれ ば 7 頭 中 肺 臓 そ の 他 の 臓器 に も 全く 所 見 の 
認め られ な か つた の は 僅か に 1 頭 の み で あぁ つた と いう 事 
は 本 種 メ タ セ ルカ リア の 感染 力 が 極め て 強い 事 を 物語 つ 
て いる と 思わ れる . 

次 ぎ に 本 実験 で 明らか に され た 点 は 1 コ の メタ セル カ 
リア を 与え た 場合 , 既に 84 日 か ら 142 日 に 至る 経過 日 
数 で 訓 検 され た に も 拘ら ず 成 熟し た 躍 体 は 1 虫 も 見 当ら 
ず , 大 き さ も 著しく 小さ く 且 生殖 器官 等 の 発育 も 著 明 に 
遅延 し て いる 事 で あぁ つた . 猫 赤 本 実験 に お いて 興味 の あ 
る 点 は 唯 1 エ 例 も 忠 喪 の 形成 が 認め られ ず 躍 体 は 遊離 の 状 
態 で 胸腔 内 或 は 縦 隔 洞 部 に 附 着 し て いた 点 で あぁ つた . メ 
タ セ ルカ リア を 多数 に 投与 し た 場合 に は この 期間 に 至れ 
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ば 既に 体 は 成 て お り 肺 に は 忠 形 成 も み ら 
れる 答 で ある が , 本 実験 で は それ が 全く 認め られ な か つ 
た . 由 体 所 見 に つい て は 殊 に 85 日 経過 の も の に お いて 
府 丸 , 卵巣 共に その 形態 が 非 定 型 的 で , 細胞 構築 も て 成熟 
虫 体 の それ に 比 し て 未 分 化 的 で あつ た が 142 日 経過 に 至 
つて 型 に 近い 形態 を 示し つく ある こと が 認め ら 
れ た . この 点 か ら 考 える と , た と え ぇ 単数 寄生 の 場合 で も 
更に 長 時 日 経過 すれ ば 或いは 成熟 , 即ち 躍 卵 の 形成 が み 
られ る に 至る か も 知れ な いと 推察 され る . 猫 虫 体 の 検出 
され な か つた 病 余 の 実験 例 に お いて も 唯 1 例 を 除き , す 
べ て 両側 着く は 片側 の 肺 臓 に 病 的 変化 を みとめ , 由 体 が 
一 定期 間 生 存 し 肺 臓 へ 侵 龍 し た と 考え られ た . 最近 著者 
等 (1957, 1958) は 大 平 肺 吸虫 を と 用 いて , その メタ セル カリ 
ア を 1 コ ,3 コ っ,5 コ 等 種々 の 数 を に 経口 投与 し , 体 
の 体内 お ける 運命 及び 宿主 側 に 及ぼ 病変 に つい 
て 詳細 に 検討 し た 所 , 1 = の み 投 与 し た 何れ の 実験 例 に 
お いて る も 由 斉 形成 は 全く 認め られ ず 有 片側 又は 両側 の 肺 臓 
に 病 的 変化 を 認め た 事 及 び 大 平 肺 吸虫 の 場合 で は 感染 後 
31 日 以上 の 経過 日 数 の 虫 体 で は 屋 々 成熟 し , 胸腔 内 或 は 
肪 膜 表面 に 産 以 し て いる 事 を 報告 し た が ウェ ステ ルマン 
肺 吸虫 に よる 犬 を 用 いて の 本 実験 に お いて は 上 述 の 様 に 
成熟 し た 忠 体 は うる 事 が 出来 な か つた . 富村 ら (1958) も 
小型 大 平 肺 吸虫 の 種々 の 数 の メタ セル カリ ア を 白 昧 に 感 
染 せ し め , 虫 体 の 寄生 状況 及び 宿主 側 に お ける 病変 を 追 
完 し て 単数 寄生 の 認め られ た 例 に お いて は 肺 に は 忠 裏 形 
成 は 認め えな か つた 事 を 報告 し て いる . 肺 吸 虫 の 成熟 , 
産 関し て は て 桂 田 富士 郎 は 肺 吸虫 は 本来 2 
宛 生 棲 す る こと を 希望 する も の で あぁ ろう と し 人 体 誠 検 に 
際 し て 1 放 中 1 虫 が 多い の は 説明 に 苦し む 所 な り と し , 
人 体 の 場合 に は 肺 の 容積 が 大 で あぁ る た め に 2 虫 の 謗 返す 
る 機会 が 乏しい 事 に よる も の か も し れ な いと 推 人 し て い 
る . 文 横川 定 (1919) は 胸腔 内 に ある 幼 ヂ デス トマ の 肺 臓 に 
侵入 する 模様 は 多く は 2 貝 相 接 し て 肪 膜 面 よ り 侵入 し , 
一 定 の 場所 に 至 つ て 住 す る こと を 認め “思う に 生 殖 腺 
の 発育 と 共に 配偶 者 を 欲求 する は 生物 の 適性 に し て あえ を 
て あぁ や し む に 足 ちら ず と 洪 も 内 臓 寄生 虫 の 如く 現 然 これ を 
示す も の は 稀 な り ” と 述べ て いる . 著者 等 の 実験 が 示す 
様 に 1 虫 の み の 寄 生 の 場合 , 性 的 成熟 が 遅延 し 且 虫 褒 の 
形成 を 認め えな か つた 事 は 甚だ 興味 の あぁ る 点 で , 相互 交 
接 と 虫 体 の 成就, 寄生 虫 体 数 と 虫 体 の 発育 , 或 は 寄生 忠 
体 数 と 虫 放 形 成 の 機転 等 相互 の 聞 に は 何ら か の 関連 性 が 
あぁ る と 考え られ る が この 点 に つい て は 肺 吸虫 の 種類 及び 
答 主 の 差異 と 共に 今後 経時 的 且 長 期間 に 豆 つ て の 観察 が 


必要 と 思わ れる . 

ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 1 コ 宛 生後 
約 2 ヵ月 を 経た 同 腹 の 仔犬 7 頭 に 経口 投与 し , 84 日 よ 
り 142 日 に 豆 る 期間 に お いて 害 検 し 虫 体 の 運命 と 宿主 側 
に 及ぼ す 影 響 等 に つい て 寄生 虫 学 的 並び に 病理 学 的 に 観 
察 を 行い 大 略 次 の 如き 結果 が えら れ た . 

(1) 7 頭 中 3 頭 (42.8%) に 貝 体 が 検出 され た . 猫 こ れ 
ら の 検出 され た 体 は 隔 洞 胸腔 内 臓器 に 吸着 し て 
いた 。 

(2) 貝 体 の 検出 され た 犬 の 何れ の 肺 臓 に も 虫 体 の 移動 
に 起因 する と 考え られ る 片側 若く は 両側 に 出血 巣 を 多数 
に 認め 所 々 に 肪 膜 の 限局 性 肥厚 及び 欠損 を 認め た 。 こ れ 
ら の 部 は 組織 学 的 に は 出血 性 肺炎 の 像 を 呈し て いた が 虫 
井 の 形 成 は 1 例 も 認め えな か つた . 

(3) 検出 され た 忠 体 は 何れ も 小さ く 発 育 が 著 明 に 遅延 
し て お り , 142 日 を 経過 し た 体 と いえ どる も 成 ず 
誤 丸 , 卵巣 共に 発育 の 遅延 或 は 異常 を 認め , 子宮 内 に は 
卵 形成 は 全く みとめ る 事 が 出来 な か つた . 

(4 貝 体 を 検出 出来 な か つた 際 余 の 実験 例 に お いて も 
1 例 を 除き 橋 く 片側 若く は 両側 共に 肺 臓 に 出血 性 肺炎 の 
像 を 所 々 に 認め た . 

(5) 以上 の 所 見 より ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の メタ セル 
カリ ア を 唯 1 コ 経口 投与 し た 場合 に も その 感染 力 の 強い 
こと が 解り , 上 且 躍 体 の 寄生 数 と 躍 体 の 発育 若しくは 肺 臓 
に お ける 由 旗 形成 の 機転 等 に つい て も 興味 ある 示唆 を 得 

本 研究 の 要 引 は 昭和 31 年 第 25 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 
に いて し た . 
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STUDIES ON THE EXPERIMENTAL INFECTION OF DOGS WITH A 
SINGLE METACERCARIA OF PARAGONIMUS WESTERMANI 


MUNEO YOKOGAWA, Hiroyukl YOSHIMURA & ToMo0 OSHIMA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, 
Chiba, Japan $ the Division of Parasitology, Institute 
of Public Health, Tokyo, Japan.) 


Seven puppies were infected with a single metacercaria of P. westermantz at the same time. 
They were autopsied at the periods from 85 days to 142 days after infection, and the pathologi- 


cal changes of the hosts and the development of the worms were examined. 


The results obtained were as follows. 
1) 3 puppies (42,8%) out of 7 puppies were infected with P. westeamani and 3 other 


puppies were suspected to be infected with P. westermani by the same pathological changes as 


those of the former 3 puppies though any worm was not found in them. 
2) The one worm which was found in the pleural cavity on the 85 days after infection was 
still very immature and its size (fixed in 10% Formalin) was 5.5 mm in length and 3.2 mm in 


width. The other two worms which were found in the mediastinums of two puppies on the 142 


"days after infection were also still sexually immature and no egg-formation was found. 
3) The worm-cyst formation was never found in the lungs but localized haemorrhagic 
pneumonia and the thickness or defect of the pleura which were suspected to be caused by the 


migration of the worm were found in them. 
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赤痢 アメ ー バ が 腸管 内 で 被 胞 する 原因 に つい て は , 末 
だ 不明 で あぁ る. 培地 内 で 被 胞 する こと は 時 に 経験 され る 
こと で ある が , この 要因 に つい て る も 充分 解明 され て いな 
い . この 原因 を 追求 し , また 実験 に 必要 な と き に 任意 に 
チ ス テ を 人 入手 する 目的 で , 古く か ら 多 く の 実 験 が 試み ら 
れ て いる . 

これ ら の 実験 は 培地 内 の 栄養 型 に 何等 か の 刺 載 を 与え 
る 方 法 で , その 刺 載 と し て は (1) 温度 の 変化 (Culter, 
1918 ; Dobell & Laidlow, 1926 ; 山田 , 1955), (2) 水素 
イオ ン の 濃度 の 変化 (Dobell & Laidlow, 1926 ; Craig, 
1936 山 1952), (3) 圧 大 気圧 , 培地 の 塩類 
濃度 の 変化 (Dobell & Laidlow, 1926 ; Zuckerman & 
Meleney, 1945), (4) 培地 へ 化学 的 物質 その 他 種 々 な 物 
質 の 添加 (Culter, 1918 ; Dobell & Laidlow, 1926; 山 
田 ,1955), (5) 種々 異 つ た 培地 へ の 移植 ある いわ 米粉 
の 漆 加 の 変更 (Dobell & Laidlow, 1926 ; Cleveland & 
Sanders, 1930 ; Stone, 1935 ; 谷 日 , 1939 ; Kessel et al., 
1944 ; Everritt, 1950 ; Balamuth 1951 ; 山田 , 1955 ; 
森口 , 1956) 等 が ある . 

これ ら の 実験 で ある る も の は チ ス テ の 形成 に 成功 し , あ 
る も の は その 目的 を 達し て いな い . 特に 培地 の 変更 は 比 
較 的 に 成績 が 良く , Balamuth は 一 度 濃 度 の 低い Bala- 
muth 培地 に 移植 し て 48 時 間 培 養 の 後 , 肝臓 エキ ス を 含 
ん だ 高 濃 度 の 培地 に 移植 する こと に より 常に 50 % 以 上 
の チ ス テ 形 成 を 見 て いる . 私 も 栄養 状態 の 異な る 培地 の 
間 で 移植 を 行 つ て いる と き に チ ス テ が 形成 され て いる 事 
に 再三 遭遇 し た . これ ら の こと か ら 培 地 の 栄 養 状態 の 
変化 が 赤痢 アメ ー バ の 被 胞 に 重要 な る 役割 を 演ずる の で 
は な いか と 想像 され た . 然し 前 記 の 諸 実 験 は 培地 の 栄養 
状態 の 変化 だ け で は な く , . 寒天 , 肝臓 エキ ス 等 の 添加 に 
より , 成分 の 変化 と ゆう 因子 も 加わ つて いる の で , 厳密 
に は 培地 の 栄養 状態 の 変化 だ け と は 考え 難い . そこ で 私 
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は Balamuth 培地 を 使い , その 卵黄 成分 の 濃度 だ け 違 
え , その 組成 は 相似 か ょ つた 幾つ か の 培地 を 作り , その 
間 に 種 々 移植 を 行い 、 チ ステ の 出来 具合 を 観察 し , また 
Balamuth と ほぼ 同じ 方 法 で チ ス テ を 作り その 出来 方 に 
つい て し た 
材料 お よび 方 法 

供用 赤痢 アメ ー バ の 株 

HH 株 お よび S 株 で , いづ れ も 古 く か ら 教 室 に お いて 継 
代 培 養 さ れ て いた も の で ある . 

使用 培地 

次 の 様 な 培地 を 使用 し た . 

1) Pepton 加 Balamuth 培地 (B+P) 

普通 の Balamuth 培地 で , 継 代 に も この 培地 を 使用 し 
た . 製法 の 概略 は , 鶏卵 4 個 を 煮沸 凝固 させ , 卵黄 を 取 
出し 粉末 と な し , これ に 0.8 % の 食塩 水 125cc を 加え 
る . これ を 80°C 20 分 間 加 温 し , 有効 成分 を 浸出 させ 
る . 次 いで 濾紙 を 通し て 吸引 濾過 し , 濾液 に 更に 0.8 % 
食塩 水 を 加え て 全量 を 125cc と する . これ を 15 ポン ド 
20 分 間 高 圧 滅菌 し て , 1 昼夜 冷蔵 庫 に 保管 , 透明 部 を 中 
引 し , Mol 衝 液 (pH 7.5) を 同 量 加 え , さら 
に Pepton を 0.5 % の 割 に 加え て 後 pH を 7.4 に 補正 す 
る . これ を 試験 管 に 4cc 宛 分 注 し , 再び 滅菌 し て 供用 

2) Pepton 加 濃度 Balamuth 培地 

卵黄 成分 を 2 個 と し た ほか は すべ て 上 記 と 同じ 様 に 
し , それ に Pepton を 0.5 % の 割 に 加え た も の . 

3) 2 倍 濃度 Balamuth 培地 (2B) 

卵黄 成分 を 8 個 と し , 他 は すべ て 1) と 同様 に し て 作 
つた も の . 但し Pepton は 加え な い . 

4) Pepton 加 2 倍 濃度 Balamuth 培地 (2B+P) 

上 記 2B 培地 に Peptoan を 0.5 % に 加え た も の . pH 
は や は り 7.4 に 補正 し た . 
5) Balamuth の 被 胞 培地 (2B P+L) 
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Balamuth の 被 胞 培地 に 準じ し て 作っ た も の で 肝臓 エキ 
ス と し て は , 和牛 肝臓 の 浸出 液 を 使用 し た . 和牛 肝臓 100g 
を 0.5 % 食 塩水 で 1 時 間 浸 出し , 濾紙 で 濾し , この 濾液 
に 蒸発 で 減じ た 水分 を 補 な わな いう ち に , J/:Mol NasPO, 
12H,0 を 6.4cc, 1Mol K:HPO, を 7.15cc お よび 1 
Mol KHzPO, 0.45cc を 加え , 更に 蒸溜 水 を 加え て 100 
cc と する . これ に 3 % の 割 に 寒天 を 加え て 落 解 し , pH 
を 7.4 に 補正 する . これ を 3cc 移 試 験 管 に 分 注 し 120°C 
20 分 間 滅 菌 し , 斜面 に し て 固め る . この 上 に 上 記 の Pep- 
ton 加 2 倍 濃度 Balamuth 培地 5cc を 加 注 し た も の . 

移植 培地 の 組合 せ 

次 の 如く 組合 せ た . 

1) 継 代 培 地 よ り の 移植 


| 


2) 被 胞 前 培地 に 移植 の 後 高 濃度 培地 へ 移植 


+P) 
eg +P) 


(B+P)—(%8B+P) 


算 


3) Balamuth 法 に 準じ た 移植 

(B+P)—> (/:B+P) 一 > (2B+P+L) 

移植 の 上 記 2), 3) の P) へ の 移植 の 場合 を 
除き すべ て 少量 の 米粉 を 添加 し た . 

移植 の 方 法 

移植 は 48 時 間 37°C の 器 内 で し た 後 , 培養 
液 の 上 部 約 2cc を ピペット で 吸引 し て 捨て た 後 , 残部 
を よく ピペット で , その 0.5cc を 新 ら し い 
た に 移植 し た . 

全 体 数 よび ステ 数 の 計算 

それ ぞ れ の 培地 に 移植 後 48 時 間 目 に , その 培地 の 全 
量 を 計算 し , その 後 ピ ペット で 良く 提 振 し, その 一 部 を 
血球 計算 板 に と り , 栄養 型 チ ス テ の 区 別 な く 全 躍 体 数 
を 計算 し , 培養 基 中 の 全 虫 体 数 を 算出 し た . 次 いで 残り 
の 培養 基 に 栄養 型 中 を 破壊 死 さ せる 目的 で 水 を 
加え て 4~5 回 洗 浴 す る . これ を 氷室 に 入れ , 2~4 日 の 
後 液 量 を 一 定 に し て , 全 忠 体 数 算出 の 場合 と 同様 に し て 
チ ス テ 数 を 算出 し た . 


第 1 表 チ ス テ の 陽性 回 数 , 陽性 率 


HH 株 S 株 
胞 前 地 被 胞 陽性 陽性 実験 陽 
数 


性 

回 数 回 数 率 回 数 回 数 率 

% % 
(米粉 な し ) 2B+P 14 5 35.7 16 50.0 
B+P 6 116.7 10 5.50.0 


成 

出来 た チ フ ステ の 数 と は 関係 な く 試験 管内 に チ ス テ が 
見 られ た 回 数 お よび その 率 , すなわち 陽性 率 は 第 1 表 に 

全般 的 に 見 て HH 株 , S 株 と も に 比較 的 よく チ ス テ の 有形 
成 が 見 られ , 最高 86.6 % 最 低 20 % で 平均 H 株 46.4 %, 
S 和 株 56.2 % の 陽性 率 で あぁ つた . Balamuth の 方 法 で は 移 
々 成績 が 悪く , 
で あっ た . 

被 胞 前 培地 で /:B+P) を 経て 被 胞 培 地 に 移植 し た 場合 
と , 継 代 培地 か ら 直 接 移 植 し た も の と で は 陽性 率 は 吾 株 


・ で 被 胞 前 培地 を 経由 し た も の 42.8 %, 経由 し な いも の 


。8.8 %, S 株 で は 前 者 は 59.3 %, 後者 53.1 % で 大 差 は 
認め らち ら れず , 被 胞 前 培地 へ 移植 し た 効果 は 認め られ な か 
っ た た 。 

被 胞 培地 の 濃度 の 違 " で の 影響 は , 一 般 に 前 後 の 濃 度 の 
差異 が 少 い も の が 陽性 率 高く 違 て が 大 きく な る 程 低 く 
な る 傾向 に あぁ つ た . 継 代 培 地 (B+P) よ り 移 植 の 場合 は 
同じ (B+P) へ 移植 し た も の が 最高 で 86.6 %, 次 いで 低 
濃度 で /B+P) で 33.3 % で , 高 濃度 (2B) へ の も の 20 % 
で 最低 で あぁ つ た . S 株 で は (2B)80%, (B+P)63.6 %, 
2B 十 P)18.2 % で , (2B) へ の も の が 良 か つ た が , (B+ 
P) と の 差 は 少く , (B 寺 PP) と (/:B 寺 P) と の 間 に は 可 な 
り の 開き が 見 られ る . 被 胞 前 培地 で /: B+P) より 移植 の 
場合 は 両 株 と も 濃度 の 違う ほど 陽性 率 が 悪く 了 H 株 で は 
(B+P)50%, (2B+P)35.7 %, S 株 で は (B+P) 
68.8 %, (2B+P)50.0 % で あぁ つた. 

移植 後 48 時 間 目 に 出来 て いる アメ ー バ の 数 , チ ス テ 
の 数 お よび チ ス テ の 形成 率 を 第 2 表 に 示し た . アメ ー バ 
の 数 は チ ス テ が 見 られ た 試験 管 に 出来 て いた アメ ー バ の 
数 の 平均 で あり , チ ス テ 数 は 出来 た チ ス テ の 数 の 平均 で 
あぁ る. 
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2 地内 の 全 体 チ ス テ 数 ょ び 形 成 率 


H 株 S 株 
胞 前 培地 胞 地 
メー 数 チ テ ア メー 数 チ ス テ 数 
"B+P 213,000 7,000 3.28% 215,000 150 0.07% 
B+P 367,000 149,000 382,000 5,400 1.41 
2B 920000 7,700 0:84 8001000 3,500 0.44 
B+P 350,000 2,000 0.57 281,000 3,800 1.35 
(米粉 な し ) 2B+P 430,000 1,600 0.37 330,000 3,300 1.00 
2B+P+L 20,000 600 3.00 4,000 2,000 4.88 
移植 後 48 時 間 目 に 出来 て いる アメ ー バ の 数 は 両 株 と チ ス テ 形 成 率 は 高く な つて いる . 
も 明らか に 移植 され た 培地 の 濃度 が 高く な る ほど 多く な 者 接 


つて いる . また 被 胞 前 培地 に 移植 し て 後 被 胞 培 地 に 移植 
し た 場合 の アメ ー バ の 増殖 は 悪く その 平均 値 で H 株 で 
は 被 胞 培地 を 経 な いも の 500,000, 経た も の 390,000, 
S 株 で は 前 者 465,700, 後者 305,500 で あつ た . Bala- 
muth の 方 法 で は アメ ー バ の 数 は 著しく 少く , 株 で 
20,000, S 株 で 41,000 で 他 の 場合 の リ i。 以下 で あぁ つた . 

出来 た チ ス テ の 数 は 何れ の 場合 も 比較 的 近い 値 で ぁ つ 
た が , や は り 移 植 前 後 の 培 地 の 濃 度 の 差異 の 少 い も の ほ 
ど 多 く 出 来 て いた . すなわち 両 株 と も 継 代 培地 (B+P) 
より 移植 の 場合 は (B+P) へ の も の が 多く 株 で は 
14,900, S 株 で 5,400 で ぁ り , 次 いで (2 B) へ の も の H 
株 で 7,700, S 株 3,500 で , 低 濃 度 (/: 手 +P) へ の 移植 の 
も の が 最も 悪く 了 H 株 7,000, S 株 150 で ぁ つ た . 被 胞 前 
培地 で / 毛 +P) より 移植 の も の は (BP) へ の も の 有 H 株 
1,600, S 株 3,300 で あぁ つた . また 被 胞 前 培地 経由 の 効 
果 は 株 は 経由 し な いも の 平均 9,900, し た も の 1,800 
で 経由 し た も の は 相当 に 悪かっ つた が , S 株 で は 前 者 
3,000, 後者 は 3,550 で 著しい 差 は な か つた . 

チ ス テ の 形成 率 は 以上 の 如く 形成 され た チ ス テ の 数 が 
比較 的 相似 た 値 で あつ た の で , 出来 た アメ ー バ の 数 が 
多い 程 低 い 率 と な つて いる . 然し 形成 率 に お いて も や は 
り 移 植 前 後 の 栄 養 状態 の 変化 が 少な い ほ ど 高 率 と な つて 
お り , 株 の 継 代 塔 地 よ り 移 植 の も の で は (B+P)4.05 
%, (/:B+P)3.28 %, (2B)0.84 %, S 株 の それ は (B+ 
P)1.41 %, (2B)0:44 %, % で あり , 
B+P) より 移植 の 場合 は HH 株 (B+P)0.57 %, (2 B 十 
P) 0.37 %; S 株 (B 填 P)1.35 %, (2B+P)1.00% と 
な つて いる . Balamuth の 方 法 で は 両 株 と も チ ス テ 形 成 
率 は 高く な つて いる が , これ は 被 胞 培 地 に 出来 た アメ ー 
バ の 数 が 他 に 比 し て 非常 に 少く , リ i。 以下 で あつ た の で 


被 胞 実験 の うち で は Balamuth(1951) の 方 法 は 非常 に 
高 率 の チ ス テ が 形成 され て いる . 本 実験 を これ に くら べべ 
る と あま り 満 足す べき 成績 で は な く 最高 で 僅か に 4.05 
9% で あつ た . Balamuth の 方 法 に 準じ し て 行 つ た 場合 は 多 
少 チ ステ 形成 率 は よく な つて いる が , 出来 た アメ ー パ の 
少く チ ス テ の 比較 的 少な か つた . 山田 (1954), 
森口 (1955) の 成績 に 比較 すれ ば 大 差 は な い 結果 で あぁ つ 
た . 

赤痢 アメ ー パ は 一 般 に 培地 内 で は 被 胞 し な い が , 時 に 
何等 の 操作 を 加え な いで る も 被 胞 し て いる こと が あぁ る こと 
は すでに 屋 々 報告 され て いる (吉田 , 1919 ; Dobell & 
Laidlow, 1926 ; 双 原 , 1929). 本 実験 で は 何等 操作 を 加 
えて いな い (B 二 +P) よ り (B+P) へ の 移植 で , HH 株 , S 
株 と も に チ ス テ が 認め られ , 然 も 陽性 率 , チ ス テ 和 形成 率 
と も に 高 か つ た . この こと より 両 株 は 比較 的 チ ス テ 和 形成 
の お こり や すい 状態 に あり , また この 実験 の 終了 後 2 ヵ 


月 経つ て 再び 種々 操作 を 加え て チ ス テ の 形成 を 試み た 


が , 容易 に チ ス テ の 形成 が 見 られ な か つた 点 よ り , ちよ 
うど 実験 の 時 期 に は 比較 的 チ ス テ が 形成 され や すい 状態 
に あつ た の で は な いか と 考え られ る . 

培地 を 変化 さして 被 胞 させ ん と する 試み と し て いく つ 
か の 実験 が あぁ ある. Dobell Laidlow (1926) は 米粉 を 加え 
な い 二 層 の RES 培地 に 1~2 代 培養 し て 後 米粉 を 加え 
る こと に より 被 胞 し た と 報告 し て いる . Cleveland & 
Sanders (1930) は 肝臓 浸出 液 を 含ん だ 寒天 斜面 お よび 
Loeffier の 血清 斜面 に 血清 食塩 水 を 加え た も の に 移植 し 
て 被 胞 さ し て お る . Stone (1935) は 小麦 粉 を 加え た ロッ 
ク 液 に 移植 し て チ ス テ 形 成 を 見 , Kessel et aZ.,(1944) は 
Cleveland の liver medium に 米粉 を 加え ず 移 植 し た 後 , 
Cleveland の 肝臓 浸出 液 を 含ん だ 寒天 斜 面 に , 血清 加 食 
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塩水 を 加 注 し た 培地 で 最も よく チ ス テ 和 形成 を 見 た と 報告 
し て いる . Everritt(1950), Balamuth (1951) も 肝臓 浸出 
液 を 含ん だ 培地 に 移植 する こと に より チ ス テ の 形成 を 見 
て いる . 

これ ら の 実験 で は 移植 前 後 の 培 地 の 成 分 の 相違 , 栄養 
状態 の 違い が チ ス テ 形 成 の 要因 の 如く 見 られ る . 然し 主 
と し て 成分 の 濃度 の み を 変化 さして その 栄養 状態 を 異 に 
し た 本 実験 で は , チ ス テ の 陽性 率 , 形成 率 と も , 前 後 の 
栄養 状態 の 相違 が 少 い も の が 最も 成績 よく , 違い が 大 き 
く な る ほど 陽性 率 , 形成 率 と も 低く な る 傾向 に ちり , 栄 
養 状態 の 変化 は 逆 の 効果 と な つて あら われ た . 

本 実験 で は た また ま 両 株 と も 何 か 他 の 要因 で 被 胞 し や 
すい 状態 に あり , その 様 な 要因 が ある と き は , 環境 の 栄 
養 状態 の 変化 は 被 胞 に は 不利 に 働き , 被 胞 に 対し て は 環 
境 の 栄養 状態 の 変化 は 出来 る 丈 少 い 方 が よい の か , 又は 
以上 の 諸氏 の 実験 で は , 被 胞 の 要因 は 栄養 状態 の 変化 で 
は な く , それ 以外 の 要因 例え ば 成分 の 変化 と か , 米粉 の 
有無 等 が 要因 で あぁ る の か は 尚 検討 を 要する も の と 考え ら 
れる . 

Balamuth は 上 記 の 実験 で チ ス テ の 形成 に 大 切な こと 
は 被 胞 前 培地 で 培養 し て アメ ー バ の 増殖 を お さえ て 後 , 
栄養 に 富ん だ 層 元 物質 の 多い 培地 に 移植 する こと で ある 
と 述べ て いる が , 本 実験 で は 被 胞 前 培地 に 移植 する こと 
に より , むし ろ 陽 性 率 , チ ス テ 形 成 率 と も 悪く 被 胞 前 塔 
地 の 必 要 性 な いし 効果 は 認め られ な か つた . 

Everritt (1950) (山田 , 森口 に よる ) は チ ス テ の 数 は 培 
地内 に 出来 た アメ ー バ の 数 に 対 迷 的 に 比例 し て 増加 する 
と 述べ て お り , 森口 (1955) も 同様 な こと を 観 祭 し て いる 
が , 山田 (1954) は 必ず し も その 様 な 結果 は 得 ら れ な か つ 
た こと を 報告 し て いる . 本 実験 で は 培地 の 栄養 状態 が 良 
く な る ほど アメ ー バ の 増殖 は 良好 で あぁ つ た が , 出来 た チ 
ステ の 数 は 比較 的 相 近 い 値 で あつ た の で , 増殖 の よい も 
の ほど むし ろ チ ステ の 形成 率 は 悪く , Everritt の 観察 と 
は 逆 の 成績 と な つて いる . : 

Balamuth に 準じ た 方 法 で は 両 株 と も や ゃ や ゝ お も むき を 
異 に し , チ ス テ の 形成 率 は 比較 的 高 か つ た が , アメ ー バ 
の 増殖 は 著しく 悪く 他 の 場合 の リ i。 以下 で ぁ つ た . これ 
は 肝臓 エキ ス を 含ん で いる た め に , 随伴 細菌 が 著しく 増 
殖 レ アツ ター バ の 増殖 に 不適 当 な 状態 に な つた も の と 考え 
られ , 随伴 細菌 の 増殖 状態 も チ ス テ 形 成 に 関係 ある 要因 
と 考え られ る . 

チ ス テ を 任意 に 作る こと は 仲 々 困難 な こと で あり , 同 
一 方 法 で 処理 し て も 必ず し も 同じ 結果 は 得 ら れず , また 


同一 研究 者 で も 時 期 に より その 成績 に 相違 の ある こと 
は , 環境 の 物理 的 変化 , 化学 的 変化 , 栄養 状態 な いし 成 
分 の 変化 , 随伴 細菌 の 影響 等 は 単に 間接 的 に , 二 次 的 要 
因 で あぁ つて , その 奥 に 更に 何ら か の 重要 な 直接 的 要因 が 
あぁ ある の で は な いか と 想像 させ る . 

総括 な ら び に 結論 

赤痢 アメ ー バ の 被 胞 化 に 対し て , 環境 の 栄養 状態 の 変 
化 が 如何 な る 影響 を 有する か を 検討 する た め , 赤痢 アメ 
ー バ の 2 種 の 株 を 用 い , 卵黄 浸出 液 を 主 成分 と する Ba- 
lamuth 培地 で , その 卵 黄 成分 の 濃度 の 違 で を 主 と す る 
いく つか の 培地 を 作り , その 問 を 種々 移植 し , 48 時 間 目 
に 培地 内 に アメ ー バ の 見 られ た 率 , 出来 た アメ ー パ 数 , 
チ ス テラ テ 数 を 観 鶴 し 比較 し た . 又 Balamuth の 方 法 に 準じ 
て 肝臓 エキ ス を 含ん だ 培地 で 同様 な 操作 を し て , その 成 
績 を 比較 し た . 

1. 本 実験 に 使用 し た 株 は 2 種 の 株 と も 比較 的 よく 被 
胞 し た . 特に 何等 の 操作 を 加え な く と る も 被 胞 が 見 られ た 
の で , 本 株 は 特に チ ス テ が 形成 され や すい 状態 に あつ た 
の で は な いか と 考え られ た . 

2. 培地 の 栄養 状態 の 変化 が 少 い しほ ど チ ステ が 見 られ 
た 回 数 (陽性 回 数 ) が 多く , 従 つ て 陽性 率 も 高 か つ た . 佐 
濃度 へ の 移植 と 高 濃 度 へ の 移植 と で は , 株 に より 相反 す 
る 成績 で どちら が よい か 不明 で あぁ つた . また 培地 の 栄養 
状態 の 差異 が 大 きぐ な る ほど 陽性 率 は 低下 した. 

3. アメ ー バ の 増殖 は 培地 の 栄養 状態 が 良く な る ほど 
多く な つた が , チ ス テ の 形成 率 は や は り 栄 養 状態 の 変化 
が すく な い ほ ど よ く , 相違 が 大 きく な る ほど 低下 し た . 
高 濃 度 と 低 濃 度 と へ の 移植 の 場合 の チ ス ラテ 形成 率 は 両 種 
株 に より 相反 する 成績 で あぁ つた . 

4. 以上 に より 培地 内 で の チ ス テ 形 成 に 対し て 培地 の 
栄養 状態 の 変化 は 逆 の 効果 が ある も の と 判断 され た . 

5. 被 胞 前 培地 の 使用 は 陽性 率 , チ ス テ 和 形成 率 に 対し 
て 悪い 影響 を 与え た . 

6. Balamuth の 方 法 に 準じ て 処理 し た 実験 で は アメ 
ー バ の 増殖 は 著しく 悪く , 形成 され た チ ス テ の 数 も 他 に 
比 し て 少な か つた が , 形成 率 は 比較 的 高 か つ た . 

稿 を 終る に 際 し 御 指導 , 御 校閲 を 糞 い た 松林 久吉 教授 
並び に 浅見 敬三 助教 授 に 深謝 し ます . 谷本 諭 の 要 皿 は 第 
27 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 に て 示説 し た . 
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EFFECTS OF NUTRIENTS UPON THE IN VITRO ENCYSTATION 
OF ENTAMOEBA HISTOLYTICA 


HARUHITO UEDA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


Encystation in vitro of Entamoeba histolytica has been studied by many investigators. A 
method reported to be successful by an investigator, however, does not give always the same suc- 
cesstul results when tried by other investigators. Problems upon the encystation remains still to be 
solved. 

In this study, Balamuth’s medium was used as a basic medium in which some modifications 
were made as follows : 

1) Balamuth + 0.5% pepton (B + P). 

2) One half conc. of Balamuth + 0.5% pepton (1/2B + P) 

3) Two folds conc. of Balamuth (2B). 

4) Two folds conc. of Balamuth + 0.5% pepton (2B + P) 

5) Two folds conc. of Balamuth + 0.5% pepton + liver extract (2B +P + L). 

Amoebae growing in the stock cultures (B + P) were transplanted into each of these media 
and the number of tubes in which cysts were produced was counted and percentages were com- 
pared. Generally speaking, the transplantation from (B+P)to (B+P) gave the highest fre- 
‘quency of cyst production in one strain and the transplantation into (2B) gave the highest fre- 


quency in another strain. 
The number of cysts produced in each tube was largest in the transplantation from (B + P) _ 層 
to (B+P) in both strains. The transplantation into media of different concentration seemed to § 
give not good effects on cysts production, contrary to the report of Balamuth. The higher concen- | 如 
tration of media usually gave better yields of trophozoites. The number lof cysts, however, was 1 
not proportional to the number of trophozoites produced. The ability of cysts production seems to 1 ‘ 
be much influenced by the strain of amoebae concerned and especially to the associated bacterial ~ | 


flora. 
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日 本 の 多 虫 症 並 びに その 治療 に 関す る 調査 


市 岡 四 鈴木 昭雄 和田 


守 忠雄 上 
大 阪 医科 大 学内 科 (指導 岩田 教授 ) 


(昭和 35 年 5 月 16 日 受領 ) 


第 1 表 緒 言 
の 治療 に 関す る 調査 用 紙 戦後 著しく まん し た 回 
‘a は 1948 年 を ピー ク と し て 浦 次 

減少 し , 特に 都市 に いて は 著 
I 多 虫 寄生 率 調査 PP し く 減 少し て 戦前 の 状態 に まで 

病院 所 在 地 $ 復帰 し て いる . 
E し か し ら , 虫 は 減少 し つ 
を > ある も , な お 山村 で は 可 成 
ーー i り の 寄生 率 を 示 め し, 重症 の 釣 


虫 性 貧血 患者 も 少な く な い . 


© る $ 用 を 見 出 新 多 駆除 法 を 提 
虫 寄生 状況 | ピ = 
チモール 。 ナフタリン , ナフトール 。 へ ノボ ポチ (アス カリ ドー ) 生理 と 治療 の 研究 を 継続 し て い 
使用 名 | レン ミン へ を シル レブ ルレ ンー を の る が , 我々 は この 研究 の 一 と 


し て 1957 年 10~11 月 , 全国 各 
医科 大 学 , 公立 並び に 私 立 病院 


用 1 2 診療 所 , 各 府 県 衛生 部 , 保健 所 
た 解 集計 し , 最近 5 ヵ年 間 
の 全国 に お ける 症 の 実態 
びに 治療 の 現況 に つい て 調査 し 
使用 名 | | | - た . 
方 法 
投与 予め , 第 1 表 に し めす よう な 
| 調査 用 紙 を 作製 し , 各 医 科大 学 
、 及び 医学 部 全 内 科学 一 部 


学 教室 ; 同 関係 研究 所 を 始め , 


お ね 願い: 月 日 又は 検査 期 記 人 し て きい 。 
で 下さ るい 


の の つい て は 1) 吐 が 3 9 が 病院 , 診療 所 , 各 府 県 衛生 部 , 
大 阪 医科 大 学内 科学 教室 に 保健 所 に 送付 し て 調査 を 依頼 し 
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第 2 表 調 査 票 (2) 
負 虫 症 の 治療 に 関す る 調査 用 紙 (B) 
整理 番 号 大 阪 医 科大 学 附属 病院 岩田 内 科 
ご 調 査 者 (所 属 ) ( ) 
- 地 区 町 大 字 
府 市 
叉 は 検査 期間 年 月 ~ 年 


〇 調 査 対 欲 : 小 ・ 中 ・ 高 校生 , 農業 従事 者 , 工場 労務 者 , 商業 , 公務 員 , 自由 業 , 一 般 住 民 , その 他 
〇 調査 地 の 環 境 :1. 都市 , 2. 都市 近郊 の 農村 , 3. 農山 村 , 4. 海浜 叉 は 漁村 , 5. その 他 


O 〇 年 齢 , 性 別 も 判明 し た ら 記 入 の 事 
使用 薬品 名 


型 カプ ャ セル, 球 , 鏡 丸 粉末 乳剤 , その 他 。 


〇 投与 方 法 (1) 内 服 , 十二指腸 ダン デ , その 他 , 
(2) 用量 (1 回 球 カプ ャ ル , 丸 
(3) 回 数 (1 日 ) 1, 2, 3, 4 回 又は 隔 日 , 2, 3, 4 5, 6, 7, 8, 9, 10 日 連用 . その 他 
(4) 投与 時 期 , 就 床 時 , 起床 時 , 卒 腹 時 (午前 , 午後 ) その 他 。, 


(5) 下剤 の 併用 , 有 , 無 , 下剤 名 


(6) 下剤 併用 の 場合 . a) 用 量 (1 回 量 ) 


b) 投与 時 期 . I. 度 虫 剤 と 同時 , I. 時 間 後 
c) 数 (1 日 ) ・ 
効 投与 人 員 数 名 
卵 陰 転 者 数 名 卵 陰 転 率 % 
排 虫 者 数 名 排 虫 者 率 % 
減少 者 数 名 率 % 
〇 作 用 : 1 が 9% 
% 
論 題名 ( 年 ) 
] 査 成 
調 相 用 紙 は 全都 道府県 に わた る よう に 考慮 し た . (1) 検査 対象 


解答 され た 用 紙 と 本 調査 の た め に 贈ら れ た 多数 の 文献 
と を 基 に し て , さら に 第 2 表 に し めす よう な 使用 薬剤 別 
カー ド を 作製 し , これ に つい て 集計 し た . 

調査 票 回 収 率 は 278 通 中 110 通 (38.3 %) で , 内 訳 は 医 
科大 学 及び 医学 部 内 科 , 小児 科 46 (41.8 %), 大 学 寄生 
虫 学 教室 , 同 関係 研究 所 14(12.7 %), 府県 衛生 部 , 保 健 
所 21(19.1 %), 病院 19(17.3 %), 診療 所 9 (8.2 %), 
その 他 6 (0.9 %) と な つて お り , その 地域 は 北海 道 2, 


東北 6, 関東 41, 北陸 15, 東海 6, 近畿 18, 中 国 9, : 


罰 4 九州 9 で 殆 ん ど 全 国 に わた つて いる (第 3 表 ). 


年 齢 は 乳幼児 を 除く 全 年 齢 層 に わた つて お り , その 間 
に は 大 差 は な い . 

環境 は 都市 , 農山 村 , 漁村 な ど 全 域 に わた る が だ , 集団 
検診 の 成績 は や や 農山 村 が 多い . 

職業 別に も 特に 差異 は 見 られ な か つた . 

従 つて 学童 期 以 上 の 年 齢 で , あぁ あら ゆる 環境 ゃ 階級 に わ 
た つて の 調査 結果 と いう こと が 出来 る . 

II) 症 びに 寄生 頻度 

内 科 入 院 患 者 の 多 症 

37 施設 の 56~57 年 度 , 内 科 入 院 患 者 総数 , 42,299 名 
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第 3 表 答 料 を 提供 され た 方 々 と 所 属 機 関 (人 敬 称 略 ・ 順 不同 ) 


鳥居 (北大 内 科 ) 井 ( 同 ) 川瀬 芳郎 (神戸 液 済 会 病院 ) 

光井 庄 太 郎 (岩手 医大 内 科 ) 小坂 落 夫 (岡山 大 内 科 ) (兵庫 ・ 豊 岡 病院 ) 

鳥飼 竜 生 (東北 大 内 科 ) 水田 信夫 (山口 医大 内 科 ) 川本 隆 (広島 ・ 双 三 中 央 病院 ) 

若林 俊一 (福島 医大 内 科 ) 油谷 三 ( 鼻 島 犬 内 科 ) 緒形 一 保 (南大 阪 病 院 ) 
粟野 武 ( ) 和夫 ( 同 ) (東京 ・ 亀 谷 医 院 ) 

中 尾 喜久 (群馬 大 内 科 ) 木村 登 (久留 米 大 内 科 ) 秒 秀夫 (埼玉 ・ 小 林 医 院 ) 

三 三 ( 季 葉 大 内 科 ) 河 背 靖夫 (熊本 大 内 科 ) 三好 喜久 造 (静岡 ・ 峰 之 沢 鉱業 所 ) 
田坂 定 孝 (東大 内 科 ) 造 う 秀一 (三重 ・ 本 診療 所 ) 

英雄 ( 同 ) 佐藤 信郎 (鹿児島 大 内 科 ) 真島 啓治 ( 取 市 ) 

沖 中 重雄 同 ) 松村 竜 (群馬 生田 正治 (鳥取 ・ 江 府 第 一 診療 所 ) 

和 柳 金太 郎 (東京 医 歯 大 内 科 ) 小林 収 ( 新 潟 大 小児 科 ) 松田 鎮座 (広島 市 ) 

大 油 重 敬 ( 同 ) 谷川 久治 (千葉 大 衛生 ) 鈴木 孝 四 郎 (山形 県 庁 ) 

ーー 一 沢 (慶応 内 科 ) 柳沢 利 豆 雄 ( 同 公衆 衛生 ) 篠原 正道 (新潟 ・ 高 田 保 健 所 ) 

相沢 st 同 ) 横川 宗雄 ( 同 医 動物 ) 中 川 秀幸 (富山 ・ 黒 部 保健 所 ) 

有賀 和 三 (日 大 内 科 ) 佐々 学 ( 伝 研 寄 生 虫 ) (石川 ・ 七 尾 保健 所 ) 

大 島 三 ( 同 ) 久 津 見 量 族 ( 予 研 寄生 虫 ) 小野 田 孝 義 (東京 ・ 町 田 保 健 所 ) 

林 直 内 科 ) 松崎 . 義 周 (横浜 市 大 寄生 ) 十 和子 (川崎 ・ 高 津 保健 所 ) 

赤木 勝雄 (日 本 医大 内 科 ) 大 鶴 正 満 (新潟 犬 医 動物 ) 宇治 守正 (神奈 川 寄 生 躍 予防 会 ) 

( 同 吉田 幸 ( 京 府 大 医 動物 ) 沖山 郎 (木更津 保健 所 ) 

小宮 悦 造 (東京 医大 内 科 ) 森下 ( 阪 大 ) 三郎 (栃木 保健 所 ) 

邦夫 (順天堂 内 科 ) 長 花 操 ( 島 大 公衆 衛生 ) 五目 謙一 (宇都 宮 保 健 所 ) 

中 山 光 重 : (女子 医大 内 科 ) 山口 富雄 (徳島 大 病理 ) 大 串 茂 ( 茨 域 ・ 水 海道 保健 所 
阿部 達夫 (東邦 大 内 科 ) 岡部 浩 洋 (久留米 大 寄生 虫 ) 舟 生 秀夫 ( 茨 域 ・ 古 河 保健 所 ) 
森田 久 ( 同 ) 細江 (自衛 隊 幌 病院 ) 飯塚 三 郎 (茨城 ・ 下 館 保 健 所 ) 

等 一 雌 (横浜 市 大 内 科 ) 越山 健二 (富山 ・ 上 市 厚生 病院 ) 中 井川 武義 (大 宮 保 健 所 ) 

田宮 ( 同 ) ・ 病院 ) (神奈 川 研 ) 

桂 重 殿 (新潟 大 内 科 ) 伊藤 常 秋 (石川 ・ 珠 州 中 央 病院 ) 加藤 勝也 (名 古屋 寄生 虫 予防 会 ) 
神前 幸 (石川 ・ 能 院 ) 福永 (鳥取 ・ 倉 吉保 所 ) 
高森 時 雄 (岐阜 県 大 内 科 ) = 次 一 (石川 ・ 小 松 病 院 ) 浜崎 一 嘉 (高知 ・ 佐 川 保健 所 ) 

乾 成美 ( 同 ) (石川 ・ 輪 謀 病 院 ) (福岡 寄生 虫 予防 会 ) 

誠 藤 宏 (名 市 大 内 科 ) 小林 博 (金沢 市 民 病 院 ) 今村 創 ( 熊 本 ・ 松 橋 保健 所 ) 

脇坂 行 一 ( 京 大 内 科 ) 出崎 俊幸 (川崎 病院 ) 渡辺 福 岡 ・ 赤 薬 研 ) 

木谷 威 男 ( 阪 大 内 科 ) 関 和夫 (舞鶴 市 民 病 院 ) 武山 正雄 (青森 県 立 中 央 病院 ) 
同 の 北浦 保 (京都 ・ 国 立 福知山 病院 ) 財津 吉 (門司 ・ 財 津 医院 ) 

緒方 準 一 (奈良 医大 内 科 ) 加納 一 夫 (大 阪 ・ 松 下 病 院 ) 野原 正雄 (富山 ・ 城 端 厚 生 病 院 ) 

( 同 ) 小沢 (大阪 ・ 泉 佐野 市 民 病 院 ) 小沢 ( 栃 木 ・ 今 市 病院 ) 

岩 堆 竜三 (和歌 大 医大 内 科 ) 木村 晴夫 ( 交 察 ・ 富 田林 分 院 ) 

中 , 釣 虫 症 患 者 は 1,152 名 (2.72 %) で , 最高 は 大 阪 市 内 1956~57 年 度 に お ける 35 施設 の 集計 は 第 1 図 に 示す 

基 病 院 の 11.91 % で ある . よう に 都市 , 町 に 比較 し て 農山 村 お よび 漁村 は いずれ も 
内 科 外 来 患者 の 釣 虫 症 頻 度 高 率 を 示し て お り , 殊 に 山村 で は 検査 人 員数 は 少な い 
46 施設 の 56~57 年 度 , 内 科 外 来 患者 総数 497,158 名 が , 31.93 % と 圧倒 的 な 高 率 で ある . 

中 , 多 虫 症 患者 は 8,097 名 (1.63 %) で , 最高 は 三重 県 菜 (TIN) 臨床 治療 

診療 所 の 21.8 % と な つて いる . 調査 時 , 使用 され て いた 多 虫 駆虫 剤 は 12 種類 で , 93 
年 凡 別 釣 虫 寄生 率 施設 の 使用 頻度 は 第 2 図 の 通り で あぁ る. この 中 に は 一 
これ . ら 銘 虫 症 患 者 並び に 集団 検診 に よ つ て 発見 され た 部 , 実験 的 に 使用 され た 薬剤 も 記載 され て いる が , 四 塩 


化 ニ エニ チレン, 2-Bromo Naphtol (2) が 圧倒 的 多数 を 占め, 
ヘ へ ノ ポジ 油 , チモール ・ ナ フタ リン 併用 が これ に 次 いで 
いる . 


多 虫 症 キ ャ リャ ー の 年 齢 別 頻度 は 学童 期 で や や 低い 値 を 
示す が , 青年 期 か ら 老 年 期 ま で の 間 に は 大 差 は な い . 
環境 別 釣 虫 寄生 率 
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| 
| 
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第 4 表 投与 法 (数 値 は 使用 施設 数 ) - 
30% 上 
名 臨床 治療 集団 | 
31.93 内 十 無 内 十 無 
25.27 服 腸 デ 服 腸 デ 
四 塩 化 テ チレ ン 39 
1-Bromo Naphtol- (2) 
ポジ 15 3 4 1 1 
チモール ・ ナ フタ リン 
ヘ キシ ー ル レジ シン 
四 塩 化 素 
8.00 A- ナフトール 1 
計 (施設 数 ) 109:.16 24.. 
・ 5 表 下剤 の 有無 と 下剤 の 種類 
| | 5239 | 1h9721 | 23223 | 398950 ( は 使用 施設 
に 人 人 人 た 
下剤 下剤 の 
薬剤 名 
マ 
70 有 無 シ 
60F 1-Bromo Naphtol (2) 
チモール ・ チ ナチ ナフタリン 14 0 13 1 
四 塩 化 素 
6 
ヘ へ キシ ー ル レジ ダル シ ン _5 0 5 
-Bromo Naphtol (2) 3 
チ モ 一 ル 
計 (施設 数 ) 90 
これら 薬剤 使用 頻度 を , 医療 機関 別に 見 る と 大 学 病院 
で は 四 塩 化 エ チレ ン が 最も 多く 使用 され , その 他 , 殆 ん 2 
どの 薬剤 が 用 いら れ て いる . 
ポ これ に 比 し て 病院 , 診療 所 で 1-Bromo Naphtol(2)〔[ オ 
, ルル ー ミ ン 〕 が 四 塩 化 エ チレ ン よ り も や や 多く 用 いら れ , 保 s 
健 所 関係 で は 大 部 分 1-Bromo Naphtol(2) を 用 いて いる . , 
第 2 図 人 国 93 施設 の 虫 使用 1) 投与 方 法 
3 ( 化 テ レン 薬剤 別 の 方 法 は 第 4 表 で 示 め す よ うに 臨床 治療 , " 
- 排 虫 率 (10 施 設 ) 66.3 % 集団 駅 躍 共に 内 服 が 大 部 分 で , 臨床 治療 で は 十二指腸 "4 
: 卵 陰 転 率 (22 施設 ) 58.3 % ン デ に よる 投与 も 全体 の 12.8 % を 占め て いる . 4 
オォ オー ミン = 
G 卵 陰 転 率 (30 施設 ) 85.1 % : も 使用 量 , 回 数 等 は まち まち で ある . 


大 体 , 四 塩 化 エ チレ ン の 場合 は 1 日 1 回 , 5:4g を 1 
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| 


[15.9% 80% | 6.5% | 20% 
| 28.6% | 19.5% 2% 

I 


7.9% 7.3% 20% 6% 


3 薬剤 別 副 作用 


第 6 表 薬剤 別 最多 排 虫 数 


薬 名 排 虫 数 
1-Bromo Naphtol(2) 639 
四 塩 化 テ チレ イン 441 

320 
四 塩 化 炭 素 300 
チ モ — ル 145 
112 
チ モ 一 ル 
8 トー ル 50 
12 


~2 日 間 , 朝 又は 就寝 前 に 服用 する 方 法 が 多く , 1-Bromo 
Naphtol (2) の 場合 は 粉末 4.0g を 1 日 量 と し , 1 日 1 
回 , 又は 2 日間 朝 又 は 就寝 前 に 服用 する も の が 多い . 

中 に は 5 日 間 連 続投 与 の 方 法 も 用 いら れ , 又 , この 両 
者 の 併用 療法 も 少な く な い . 

2) 駆虫 剤 投与 と 下剤 の 有無 

四 塩 化 エ チレ ン , 1-Bromo Naphtol(2) の 他 は すべ て 下 
剤 を 併用 し て お り , 殊 に 1-Bromo Naphtol(2) は 下剤 抜 
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き 投 与 が 63.6 % を 占め て いる . 
下剤 と し て 用 いら れる 薬剤 は 硫酸 マグ ネシア が 圧倒 的 
に 多い (第 5 表 ). 

3) 多 虫 駆虫 剤 の 副作用 

使用 頻度 の 多い 四 塩 化 エ チレ ン , 1 -Bromo Naphtol (2), 
チモール ・ ナ フタ リン , へ ノ ポ ジ 油 の 副作用 は 第 3 図 の 
通り で , 従来 か ら 指 適さ れ て いる よう に 四 塩 化 エ チレ ン 
の 楓 町 感 , 頭痛 は か な り 高 率 に 現われ て いる . 

これ に 比較 し て 1-Bromo Naphtol?? は 全体 に 副作用 が 
少な い が , や は り 楓 町 感 , 悪心 が 見 られ , へ ノ ポジ 油 は 
, 多い . こ > に 現われ た 値 で は チ 
モー ル ・ ナ フタ リン が 最も 副作用 が 少な い . 

4) 多 最多 排 数 

各 薬 剤 別 多 虫 最多 排 中 数 は 第 6 表 の 通り で , 1-Bromo 
Naphtol (2) を 用 いた 共 の 639 令 が 最高 で あぁ る. 

5) 駆虫 効果 

四 塩 化 エ チレ ン の 10 施設 に お ける 排 由 率 は 66.3 %, 
22 施設 の 卵 陰 転 率 は 58.3 % と な つて いる . 1-Bromo 
Naphtol (2) の 場合 は 8 施設 に お ける 排 貝 率 は 99.1 %, 
30 施設 の 卵 陰 転 率 は 85.1 % で ある . 

この 値 か ら 見 れ ば , いずれ る も 1-Bromo Naphtol(2) の 
方 が 優秀 な 成績 と し て 現われ て いる が , 投与 方 法 の 項 で 


述べ た よう に 投与 量 , 回 数 等 の 相違 や 1 回 の 投与 に より 


排 卸 が な く , さら に 他 の 薬剤 を 用 いて 排 所 を 見 た 場合 等 
も 含ま れ て いる の で , これ だ け で は 優劣 を 決め が た い . 

な お , 調査 京 に は 量 の 不明 ( 無 記 載 ) が か な り 多 か つた 
の で , その 他 の 薬剤 に つい て る も 正確 な 排 由 率 , 卵 陰 転 率 
は 出せ な か つた . ; 

TV) 集団 駆虫 の 時 期 

主として 文献 に より 各地 方 別に 集団 駆虫 の 時 期 に つい 
て 調べ た が , 季節 的 に は 夏季 が や > 多く , 春 , 秋 , 冬 の 
間 に は 差 が 見 られ な い . 

地域 的 に は 北海 道 , 東北 , 北陸 の 各地 方 は 冬季 か ら 大 
季 に か け て 殆 ん ど 集 団 駆 虫 が 行わ れ も て お ら ず , 夏季 に 集 
中 され た 感 が ある . 

その 他 , 関東 以西 の 各地 方 で は 時 期 的 な 差異 は 見 られ 
ず , 秋 の 農 築 期 は や > ゝ 少な い 傾 向 が ある . 

【 附 〕 多 虫 症 患 者 の 合併 症 ( 東 大 沖 中 内 科 ) 

この 調査 に 対し て 東京 大 学 医学 部 沖 中 内 科学 教室 か ら 
特に 詳細 な 資料 を 提供 され た . これ は 患者 別に 臨床 所 
見 , 血液 所 見 等 を 記載 され た も の で 138 例 に 及 ん で いる . 

こ > に その 一 部 , 合併 症 を 集計 し , 表示 する (第 7 
表 ). 
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第 7 表 釣 虫 症 患 者 の 合併 症 ( 東 大 沖 中 内 科 ) 


疾 患 名 例 数 
消 化 器 疾 14 
器 疾 11 
神 経 疾 8 
疾 上 6 
寄 生 虫 疾 患 6 
内 分 泌 ・ 代 謝 疾 患 6 
伝 性 疾 3 
ネ の 他 6 
虫 症 の み 48 
者 


本 調査 は あぁ く まで 全国 の 多 虫 症 の 実態 と 治療 の 現況 を 
知る こと が 目的 で あり , 寄せ られ た 資料 に も と ずい て 論 
し て いる 点 , 若干 異論 も ある 事 と 思う が , 多 虫 寄生 率 の 
推移 や 治療 の 現況 に つい て 概観 的 に 実態 が 把握 出来 た と 
考え て いる . 

1. 多 虫 寄生 頻度 は 厚生 省 の 統計 に よれ ば , 1953 年 の 
多 虫 症 患 者 は 入院 , 1,590 名 , 外来 8,943 名 で , 病院 , 診 
療 所 の 総 加 者 の 0.5 % に 当り , 54 年 度 で は 0.4 % と な つ 
て いる . 

今回 の 調査 は その 後 の 2~3 年 に あたり , むし ろ 入 院 
2.7 %, 外来 1.63 % と 前 年 を 上 妖 つて いる. 

大 阪 府 の 多 虫 寄生 頻度 で も 56 年 度 , 1.5 % で 今回 の 調 
査 の 外来 患者 1.6 % と 略 々 一 致し て いる . 

し か し 作ら , 大 阪 府 下 の 羽 曳 野 市 駒 ケ 谷 , 本 堂 両 地区 . 
の 12.5 %, 南河内 郡 狭 山 町 の 8.42 % (岩田 ら , 1959), 
摩 接 の 京都 府 相楽 郡 木津 町 鹿 山 , 大 里 両 地区 の 25.4 
%, 兵庫 県 川西 市 東谷 , 黒川 地区 の 20.8 % (吉田 ら , 
1957) 等 , 地域 的 に は いずれ る も 高 率 を 示し て いる 所 が 多 
い 

これ ら は すべ て 上 農山 村 で あぁ あり, 公衆 衛生 の 立場 か ら ゃ も 
尚 , 検討 の 余地 が ある . 

又 , 本 調査 で は 病院 , 診療 所 を 訪れ た 患者 の 実数 を 示 
し た も の で , 集団 検診 で 発見 され る 無自覚 性 多 虫 症 の 実 
態 は 判然 と し な い . 

2. 釣 虫 駆虫 剤 は 12 種類 の 薬剤 の 内 , 四 塩 化 エ チレ 
ン , 1-Bromo Naphtol (2) が 圧倒 的 に 多く 使用 され て い 
る . 

1-Bromo Naphtol(2) は 保健 所 関係 で 特に 多く 用 いら れ 
て いる が , それ は 岩田 らち の 提唱 し て 来 た よ うに 剤 型 が 任 
意 に 選び 得る 事 , 絶食 を 必要 と せ ず , 1 日 迷 回 分 服 が 可 
能 で , し か も 下剤 を 使用 せ ず , 効果 を 挙げ 得る 利点 が あ 
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り , 副作用 の 少な い 事 も 便利 で 集団 駆虫 に 適し て いる か 
ら で あ ろう . : 

駆虫 効果 は 各 薬 剤 毎 に 使用 法 が 異な り , その 効果 判定 
基準 が 決定 され て いな い 現 在 と し て は 正確 に 優劣 を 論 ず 
る こと が 出来 な い . 

1:Bromo Naphtol(2) に つい て は 現在 , 教室 で は 粉末 
2.0g と 仮 製 マグ ネシア 0.3g を 朝夕 2 回 に 分 服 , 2~4 
日 間 , 持続 投与 する 方 法 を と つて いる . この 方 法 で は 80 
% の 卵 陰 転 率 を 認め て いる . 

3. 集団 駆虫 の 時 期 に つい て (1931) が 卵 , 及 
び 仔 躍 が 寒冷 に 対し て 抵抗 力 が 弱く , 畑地 で は これ が 殆 


. ん ど 死 滅する こと を 報告 し て 以来 , 北山 (1951) は 冬期 弁 


虫 の 重要 性 を 強調 し , さら に 小宮 (1953), 松崎 (1956), 
森下 (1957), 松林 ら (1957) に よ つ て 実証 され て いる . 

し か し 自ら , 今回 の 調査 で は むし ろ , 夏季 の 集団 駆虫 
が や > ゝ 多く, その 他 , 春秋 冬 の 間 に は 差 が 見 られ な いこ 
と を 知 つ た . 

これ は 休暇 その 他 の 理由 に よる も の と 思わ れる が , 敏 
々 は こ > ゝ > に 冬期 駆虫 の 必要 性 を 再 認識 する と 共に 一 考 を 
要する と 思う 5. 

4. 東大 沖 中 内 科 の 釣 虫 症 患 者 の 合併 症 を 見 る と 循環 
器 疾 患 等 も か な り 含 まれ て いる . 

この 点 , 多 虫 症 に お ける 和 賃 血 も 合併 症 を 考慮 し て 論 ず 
る 必要 が ある こと を 示し て いる . 

全国 に お ける 多 虫 症 の 実態 と 治療 の 現況 を 知る 目的 で 
全国 各 大 学 を 始め , 保健 所 その 他 の 医療 機関 に 調査 票 を 
送り , 寄せ られ た 解答 を 基 に し て 釣 虫 寄生 頻度 , 臨床 治 
療 等 を 調査 した. 

1) 多 寄生 は 近年 減少 し つつ ある る も 村 で は 
末 だ に 可 成 り の 高 率 を 示し て いる . 

2) 現在 用 いら れ て いる 多 虫 駆虫 剤 は 12 種類 に 及び , 
その 中 , 四 塩 化 エ チレ ン , 1-Bromo' Naphtol(2) が 最も 多 
く , 後者 は 特に 集団 治療 に 賞 用 され て いる . 

3) 投与 方 法 は 内 服 が 大 部 分 で , 1-Bromo Naphtol(2) 
は 下剤 抜き 投与 が 専ら 用 いら れ て いる . 

4) 副作用 は 各 薬 剤 共 , 従来 報告 され て いる よう に 義 
曽 感 , 頭痛 , 悪心 等 が 見 られ る が , 1-Bromo Naphtol(2) 
は 四 塩 化 エ チレ ン よ り も や > 副作用 が 少な い . 

5) 各 薬 剤 別 の ! 駆 虫 効果 は 効果 判定 基準 の 確立 し て 
いな い 現 在 , 優劣 は つけ 難い が , 本 調査 で は 1-Bromo 
Naphtol(2) , 四 塩 化 エ チレ ン が 最も 優れ て いる . 

6) 弁 虫 の 時 期 は 松崎 ら , 諸家 の 実証 され る よう に 冬 
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期 が 最も 好ま し い が , 現在 で は むし ろ , 夏季 が 多く , 春 
秋冬 の 間 に は 差 が 見 られ な い . . 


終り に 御 指導 , 御 校 を 賜 わ っ た 恩師 岩田 教授 並 
びに 中 村 逸 朗 助 教授 に 深謝 する と 共に , 本 調査 に 当り 貴 
重 な 盗 料 を 提供 され た 各位 に 感謝 致し ます . 

本 報告 の 要 引 は 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 3# い て 
発表 し た . 


1) 


2 


3) 


4 


“— 


5) 


6) 


7) 


8) 


9) 


10 


11) 


12 


13) 
14) 


15) 


参考 文献 


生 秀夫 ・ 小 (1956) : 農村 に ける 
Carrier と 1-Bromo-Naphtol(2) に 依る 集団 駆虫 , 
新薬 と 臨床 , 5(11), 81-86. 
東松山 市 高坂 支所 (1955) : 
衛生 の 歩み . 

岩田 ・ 中 村 朗 ・ 三 浦 (1952) : 一 新 
虫 度 虫 剤 の 研究 (予報 )) ブロ ョ ムチ フト ー ル に 就 
て , 日 本 内 科学 会 第 18 回 近 地 方 会 . 

岩田 ・ 橋 本 和 昇 (1953) : 治療 の 新 構 想 , 
縮合 臨床 , 2(6), 590-596 

岩田 ・ 中 村 ・ 三 浦 ・ 緒 形 一 保 (1953) : 
銘 虫 症 の 化学 療法 , Chemotherapy, 1(2), 65. 
岩田 ・ 中 村 朗 ・ 島田 ・ 三浦 ・ 緒 形 
一 保 (1953) : の 新 駆除 と その 療法 , 新薬 
と 臨床 , 2(7), 2-8 

岩田 ・ 中 村 ・ 三浦 本 ・ 福本 圭 ・ 好 
井 須 ・ 緒 形 一 保 ・ 石 塚 達 (1955) : 
虫 症 の 予防 と 治療 た 関す る 研究 (続報 ), 日 本 内 
科学 会 入 52 回 総会 . 

岩田 穫 雄 (1958) : 大 阪 府 南河内 郡 狭山 町 た 所 け 
る 多 虫 保有 者 集団 駆虫 並 びに 調査 成績 , 大 阪 府 
部 予防 課 . 

岩田 (1958) : 釣 虫 と その 治療 , 日 本 寄生 
忠 学 会 第 27 回 総会 シン ポジ ウム , 寄生 虫 学 雑誌 , 
7(3), .307. 

岩田 (1959) : 症 の 治療 , 日 本 の 医学 の 
1959 年 (第 15 回 日 本 医学 会 総会 学術 集会 記録 ), 
2, 585-594. 

岩田 ・ 中 村 ・ 三浦 楼 ・ 好 井 
木 恒 ・ 山 中 直 ・ 田 郎 ・ 陰 山 克 ・ 
宗 定 ・ 市 岡 四 鈴木 昭雄 ・ 黒坂 ・ 
彗 一 ・ 和 和田 晃 直 ・ 藤 田 豊 治 (1959) : 大 阪 府下 地 
区 に け る 銘 キャ リヤ ヤー の 実態 調査 並び に そ 
の 治療 , 大 阪 医大 内 科学 教室 . 

石塚 達 (1959) : 虫 血清 蛋白 に 関す る 研究 , 
大 阪 医大 誌 , 19(3), 353-393. 

基山 加 一 郎 (1951) : 多 虫 症 の 臨床 , 日 本 内 科学 
会 雑誌 , 39, 259-280. 

松田 鎮座 ・ 前 田 義 雄 ・ 今 田 親 人 (1955) : 釣 虫 症 
の 研究 , 広島 医学 , 8(9), 原著 号 3 (16), 77-80. 
松林 久吉 ・ 門 部 道夫 ・ 齋藤 昭三 ・ 伊 従 ・ 
・ 川 辺 (1957) : の 冬期 集団 駆虫 にょ 


高坂 村 た に け る 公 


(22 ) 


.20 


16 


17 


18 


19 


22) 


23) 


24) 


25 


26) 


27) 


28) 


29) 


30) 


31 


32) 


る 感染 予防 の 効果 に つい て , 公衆 衛生 , 22(1), 
45-49. 
松崎 義 周 (1931) : アン キロ スト ー マ 種 並 に ネ カ 


トー ル を 種 十二指腸 虫 卵 た 対す る 自然 力 の 影響 , 
慶応 医学 , 11(10), 2157-2215. 

森下 (1957) : 十二指腸 の 冬期 集団 虫 の 効 
果 に っ つい て, 大 阪 府 衛生 部 予防 課 . 

森下 薫 (1958) : 冬期 集団 駆虫 反復 た ょ る 十 二 指 
腸 防 過 効果 並び に 各種 温 ける 同 虫 卵 及 
び の 関す る 研究 , 大 府 衛生 部 予防 
課 . 

三浦 (1952) : 4 ョ ムチ フト ー ル の 作 
用 に つい て 及び 多 虫 駆除 成績 , 日 本 寄生 虫 学会 
第 7 回 近畿 支部 例会 . 

三浦 本 (1958) : 多 除 に 関す る 研究 , 大 
阪 医大 誌 . 18(4) ; 319-348. 
村上 賢三 ・ 立 村 森 (1956) : 
ォ オー ミン と テト レン の 効果 比較 だ に だ ついて, 
, 20(5), 96-99. 

中 村 ・ 三 好 井 照 ・ 福本 圭 ・ 
形 一 保 (1955) : 多 病態 生理 と 治療 に 関す 
る 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 4(2), 190. 

中 西 靖 郎 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 青野 宏 ・ 大 塚 昭 男 ・ 海 導 
原 進 ・ 森 木 隆 (1957) : 兵庫 県 の 一 農村 に 於 ける 
寄生 虫 (特に 銘 虫 ) た に 関す る 調査 報告 , 公衆 衛生 , 
21(3), 54-61 

中 西 靖 郎 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 松 尾 喜 久男 (1958) : 京都 
府 南 部 の 二 農 村 に 於 け る 釣 虫 の 調査 と 集団 駆虫 , 
公衆 衛生 , 22(6), 337-340. 

岡部 浩 山 口 富 ・ 古賀 ・ 渋江 浩 ・ 松 瀬 
転 也 (1952) : 多 虫 分 布 調 査 , 第 2 報 , 福岡 県 洋 
羽 郡 に 3# け る 調査 , 久留 米 医 誌 , 15(9-10), 120- 
121. 

岡部 浩 洋 ・ 山 口 富 雄 ・ 古 賀 敵 造 (1952) : 
策 3 報 , 大 分 県 玖珠 郡 に ける 調査 , 
(9-10), 122-124. 

岡部 浩 古 賀 造 ・ 渋 浩 ・ 松 瀬 幹 也 (1953) : 
同上 , 第 4 報 , 長崎 県 北松浦 郡 に 於 ける 調査 , 
同上 , 16(9-12), 15-17. 

岡部 古 賀 造 ・ 江 浩 (1954) : 同上 , 第 5 
報 , 大 分 県 日 田 郡 に 於 け る 調査 , 同上 , 17(1-2), 
1-4. 

岡部 松 瀬 ・ 平 木 達 (1954) : 同上 , 
第 6 報 , 鹿児島 県 大 島 郡 喜 界 島 た に た 於 ける 調査 
同上 , 17(7-8), 73-76. 

岡部 松 瀬 幹也 ・ 加 正和 (1955) : 同上 , 
第 7 報 , 川村 に 於 ける 調査 , 同上 , 18(3-4), 23- 
25. 

岡部 岡 原 場 直 材 ・ 下 村 実 (1958) : 
同上 , 第 8 報 , 福岡 県 草木 市 ・ 朝 倉 郡 に 於 ける 
調査 , 同上 , 21(5), 1176-1178. 

岡部 加 正 知 ・ 岡 原 哲 (1957) : 若菜 病 
の 二 家 族 発 生 た に たつ いて, 同 E, 20(5), 557-561. 


に 対す る 


公 


同上 , 
同上 , 15 


< 
| | 
| | 
| 


33) 岡部 浩 松 瀬 幹 世 ・ 加茂 正 知 ・ 岡 原 哲 ・ 下 
村 実 (1956) : 上 本 住 血 虫 延 地区 に ける ォ 
ー ミ ン の 使用 成績 , 診療 , 9(9), 85-87. 

34) 岡 原 哲 大 場 直 材 (1958) : 所 に る 
虫 集 団 駆虫 指導 , 新薬 と 臨床 , 7(4), 65-68. 
35) 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 藤 孝 林 ・ 三 浦 昭 子 ・ 
若杉 幹太 郎 ・ 白 坂 意 高 田 ・ 徳 久 二郎 ・ 
仲村 英 一 ・ 野本 (1957) : 九州 北海 道 等 の 
久 従 業 員 寄生 虫 相 の 比較 研究 , 公衆 衛生 ,21(11), 

1-5, 同 , 21(11), 6-9. 

36) 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 徳 力 久 二郎 ・ 折 上 坂 意 中 ・ 三浦 
昭子 ・ 佐 藤 孝 高 田 敦 科 若杉 幹太 郎 ・ 福井 
正信 ・ 長 田 泰 博 (1958) : 同 , 第 3 報 , ブロ ョ ロム ナチ ナ 
フト ー ル よ び ピ ペラ ジン ょ る 成績 , 


同 , 22(4), 34-38. 

37) 佐藤 信郎 ・ 中 馬 康 男 ・ 尾辻 義人 ・ 外山 寛 樹 ・ 中 
村 精 吉 (1958) : 負 虫 駆除 に 関す る 研究 , 鹿児島 : 
医 誌 , 9(6), 補 217-224. 

38) 山口 富 雑 ・ 古 賀 靖 造 ・ 江 浩 (1952) : 分 
調査 , 第 1 報 , 久留 米 市 附近 の 調査 , 久留 米 医 
誌 , 15(1-2), 40-42. 

39) 柳沢 利 喜 雄 (1957) : 衛生 より 見 を た る 
題 , 寄生 虫 学 雑誌 , 6(3-4), 13-32. 

40) 雄 (1958) : 東 四 国 に け る 釣 虫 の 
的 研究 ( 負 虫 3 ), 四国 医学 誌 , 13(1), 50-70. 
41) 好 井 敏昭 三 浦 河 野 明 (1957) : マビ 
虫 多 数 寄生 患者 の 一 例 , オー ミン に よる 治験 例 。 

寄生 虫 学 雑誌 , 6(5), 469-475. 


A STATISTICAL STUDY ON THE PRESENT TREND OF HOOKWORM 
DISEASE AND ITS THERAPY IN JAPAN 


SisHO ICHIOKA, AKIO SUZUKI, AKINAO WADA, Toyojl FUJITA, 
JyuUN-iCHI KUROSAKA, Ko-ICHI TAKI, TADAO 
SHUZUI & IWwAO KISIGAMI 


(Department of Internal Medicine, Osaka Medical College, Osara, Japon) 


‘We sent inquiries to each universities, health centers, and other medical institutions for the 


purpose of investigating the state of ancylostomiasis and its treatment in Japan. From the infor- 


mation recieved we investigated the parasitic rations medical treatments and complications with 


ancylostomiasjis. 


Results obtained were as follows : 


(1) The incidence of ancylostomiasis is decreasing, but in rural communities 3 still high. 

(2) At present, there are 12 different anthelmintics for ancylostomiasis in Japan, and usually 
Ethylene tetrachloride and I-Bromo Naphtol (2), WORMIN are used. 

The latter is often used for mass treatment. 

(3) . Mostly per os administration is used, and Wormin is given without any purgatives. 

(4) All drugs have side effects (drunkenfeeling, headache, nausea etc), but side effects with 


Wormin are less than with Ethylene tetrachloride. 
(5) Tt is said that winter is suitable for desinfestation, but there is no great seasonal according 


to our investigation. 
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負 虫 症 に お ける 鉄 出納 に 関す る 研究 
(1) 鉄 定量 法 と 鉄分 布 形 式 


津 見 晴 
国立 予防 研究 所 上 


(昭和 35 年 5 月 20 日 受領 ) 


まえ が き 

多 症 の 著 明 な 臨床 症状 は 血 あり , これ は 小腸 壁 
着 す る が 断 え ず 吸 血 し て いる た め と み ら れ , 
虫 の この よう な 習性 に より 人 体側 の 症状 が 失血 に 基く 衝 
血 , 又は 代謝 産物 に よる 障害 で あろ うと いう こと は 既に 
知ら れ て いる と ころ で ある (小宮 , 1956). 
著者 ら は 虫 Carrier の 臨床 研究 に り 中 心 と 
し た 各種 症状 の 出現 を 寄生 躍 数 , 寄生 虫 種 な どか ら 検 対 
し て きた が , 衝 血 に 関す る 面 で は Carrier の 血色 素 量 は 
寄生 虫 数 の 増加 に 伴 つ て 低下 する こと を 認め た . し か し 
また 寄生 躍 炒 の み で は 血色 素 量 の 変動 を 説明 出来 な い 場 
合 が あぁ あり, これ に 対し て は 臨床 的 検査 成績 の 解析 に より 


人 体側 に お ける 造血 機能 の 増減 , 即ち 和 賃 血 に 対す る 抵抗 ・ 


力 の 存在 を 認め る に 至 つ た (石崎 ら , 1959). 
一 方 , 一 般 農 村 住民 ( 多 虫 非 感染 者 ) の 血色 素 量 の 測定 
を , 釣 虫 Carrier の 調査 と 同時 に 行 な つ た と ころ , 血色 
素 量 が 低下 し て いる も の の 存在 が 認 の られ た . これ は 多 
虫 寄生 者 の 中 に は 釣 虫 感染 以前 に すでに 笛 血 状態 に 陥 つ 
て いる も の が ある こと を 示す も ' の で あろ 5 (荻野 , 1958). 
多 虫 寄生 者 の 衝 血 は この よう な 内 因 的 或いは 外因 的 な 種 
々 の 要因 に より 発現 する も の で あり , その 変動 に つい て 
は 未だ 完全 に 明らか に され て いる と は 言え な い . 

そこ で これ ら の 問題 を さら に 明らか に する た め は , 現 
在 の と ころ 多 虫 寄生 者 の 床 内 に お ける 出血 量 の 測定 と , 
詞 時 に 生体 の 鉄 出納 の 測定 を 行なう こと が 最も 必要 で あ 
ろう と 考え , 今回 は 生体 に お ける 鉄 出 納 を と りあ ぁ あげ, こ 
れ を 定量 的 に 測定 する こと に より , 他 の 要因 と の 関連 を 
追求 する こと に し た . ここ で は 鉄 出納 を 尿 内 鉄 量 に よ つ 
て 求め る た め に 床 内 鉄 定量 法 を 考案 し , あわ せ て 鹿 内 鉄 
の 分 布 形 式 を 検討 し た の で 報告 する . 

鉄 定量 法 
1. 料 と 灰 化 法 
訂 材 料 は 清浄 な 紙 製 又は ガラ ス 製 シャ ー レ に 採り 鉄 の 


混入 が な いよ うに 保存 し , 灰 化 を 行なう まで 次 の 準備 を 

し た . ま づ こと な く 少量 を 楊 子 で 30~ 
50 枚 の カバ ー ガ ラス 上 に の も , 夫々 の 重量 を 計 つ て か ら 
器 に 収め て 約 3 日 間 乾 燥 する . 水分 発 で リ : 
~ リ : に 減量 する の で , 齋 燥 後 の 重 量 を 計 つ て 束 燥 重量 
と 水分 含量 を 求め る . 定量 に は 主として この よう な 東 燥 
床 を 使 つ た が , 齋 燥 し な い 原 材料 を 使用 し た 場合 と の 比 
較 に は , 上 記 水 分 含量 に よ つ て 換算 し た . 

灰 化 法 は 磁 製 ルッ ツボ 内 で 焼く 間 性 灰 化 と , 硫酸 ・ 過 酸 
化 水 素 に よる 湿性 灰 化 の 2 方法 を 行 な つ た . 東 性 灰 化 は 
ルツ ボ 内 に 入れ た 選 を 弱火 で 煙 の 出 な く な る まで 熱し , 
それ か ら 蓋 を し て ブン ゼン 類 前 端 を ルツ ボ の 底 に あて 強 
火 で 30 分 ~2 時 間 加 熱し た . 加熱 が 済ん だ も の は 室温 
に お き 内 容 を 6 N 塩 酸 に 深 解 し 24 時 間 放 置 , 更 に 沸騰 
水上 で 1 時 間 加 熱し て 鉄 の 抽出 を 行 な つ た . 

湿性 灰 化 は 予め 6 N 硫 酸 2ml を 入れ た 中 試験 管 に 民 
を 入れ , 沸 防ぐ た め に ガラ ス 球 1 を 入れ て バーナ 
ー で 管 底 を 熱 す る . 黒 姓 が 出 な く な つて か ら 15 分 毎 
に 過 酸 化 水素 液 0.5ml を 加え , 過 酸 化 水素 液 は 合計 2 
ml 加え る . 以上 の よう に し て 灰 化 , 抽出 を 行ない , 何 
れる ゃ も 室温 に 放置 し て 冷却 し 蒸 激 水 で 総量 10ml と し , 
この 一 部 (この 実験 で は 2ml) を 比 色 定量 に 用 いた . 

2. 発色 試薬 及び 旦 色 法 

鉄 発色 用 試薬 は NRME (O-nitroso-resorcin monome- 
thyl ether, 鳥居 , 1955) を 用 いた . これ は 若干 の 金属 と 
着色 化合 物 を 作る . コバ ルト , 3 価 鉄 , パラ ヂ ウ ム と は 
有機 溶媒 に 移行 する 錯 化 合 物 を 作り , 2 価 鉄 , ニッ ケ 
ル , 銅 と は 有機 深 媒 に 移行 し な い 水 溶性 錯塩 を 作る . こ 
れ ら の 旦 色 錯塩 の うち 2 価 鉄 は 緑色 を 呈す る 唯一 の も の 
で , 波長 360 mu, 285 mz, 700 mz に 最大 吸収 を 有 す 
る . これ は 700 mz に お いて Lambert-Beer の 法則 に 1 
い , 共存 する イオ ン の 影響 を 受け る こと は 極め て 少な 
い . 現在 まで 血清 鉄 を 測定 し て 良い 結果 を 得 て い る の で 
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鉄 に し て も これ を 使用 し た 

量 色 法 は 鳥居 原 法 を 若干 改変 し , 以下 の 順序 で 行 な つ 

1) 鉄 抽出 液 2.0ml 

2) 10% 塩 酸 ヘ イド ロキ シル アミ ン 水 深 液 

0.5ml 60 分 放置 (溶解 直後 使用 ) 
3) -1% パ ラニ トロ フェ ノー ル 水 落 液 1 滴 
4) 6N ア ン モ ニア 水 黄色 まで 
5) 醍 酸 ・ 醍 酸 ツ ソー ダ 緩 衝 液 (pH 4.5) 2.0 ml 
( 醍 酸 ツ ー ダ 33.5g を 200 ml の 水 に 深 解 し 濾過 
する . 27.2ml の 柳 酸 を 加え て 水 で 250ml と す 
る ) 

6) NRME 飽和 水落 液 1.0 ml 60 分 放置 
( 水 100ml に 40.2mg と ける . 濾過 し て 使用 す 
る . 20°C 以下 で 教 週間 保存 出来 る ) 

7) 水 を 加え て 10.0ml と する . 

測定 は 日 立 光 度 計 FPO-B 型 , 波長 660 mz, 層 厚 16 
mm に て 行 な つ た. 検量 線 は 鉄 標準 液 ( 第 一 製薬 , lcc= 
lmg) を 0~20g と つて 以上 の 方法 で 測定 し , Beer 
の 法 測 に 従う こと を 確か め た . 

な お この ほか 星 色 法 の 精度 の 比較 の た め に , 従来 か ら 
広く 使用 され て いる e-e'-dipyridyl と O-phenanthroline 
を 用 いた . 前 者 は 中 和 後 0.5M 亜硫酸 ソー ダ 1.0 ml, 
dipyridyl 0.2 % 1 M ク ェ ン 酸 溶液 2.0 ml, 100°C 15 分 
加熱 , 冷却 後 520 mz で 測定 する . 後者 は 中 和 後 , O- 
phenanthroline 0.1 % 2 M ・ 酸 ツ ー ダ 緩衝 液 1.0 
ml, 更に 2 % 塩 酸 ヘ ハイ ドロ ョ キシ ル ア ミ ン 液 0.5ml を 加 
え 37°C に 1 夜 置 いて 500 mz で 測定 する . 

3. 実験 成績 

上 述 の 方 法 に より 選 内 鉄 の 定量 を 行ない , 次 の よう な 
結果 を 得 た . 

1) 灰 化 及び 抽出 時 間 

同一 材料 か ら 得 た 等 量 の 鹿 に つい て 灰 化 時 間 , 抽出 時 
間 の 差 に よる 発色 値 を 比較 し て みる と 次 の 如く で ある . 
乾性 灰 化 で は 灰 化 時 間 を 15 分 ~2 時 間 と する と 発色 値 
は 次 第 に 増加 する が , 60~90 分 で 最も 高く その 間 に 殆 ん 
ど 差 を 認め な い . 従 つて 東 性 灰 化 で は 90 分 加熱 と し て 
実験 を 行 な つ た. 又 こ の 場合 灰 化 後 6 NN 塩酸 に 深 解 し て 
24 時 間 放 置 し た が , 更に 100°C 1 時 間 加 熱し た 場合 は 
加熱 し な い 場合 に 比 し て 発色 値 は 高く な つた . し か し 
30 分 加熱 と 1 時 間 加 熱 で は 差 を 認め な か つた の で 1 時 
間 加 熱 す る こと に し た . ; 

湿性 故人 化 に だ お いて は 硫酸 ・ 過 酸化 水素 液 で 加熱 する と 
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第 1 NRME に ょ る 発色 の 時 間 的 経過 
上 : 鉄 標準 液 , 下 : Sample(s) 十 鉄 標準 液 


約 1 時 間 で 完全 に 灰 化 ・ 抽 出 が 行なわ ゎ われる. これ ら は 以 . 
下 の 添 加 鉄 回 収 試験 の 結果 と 考え 合わ せ て 検討 し た 結果 . 
に 基く も の で ある . 

2) の 時 間 的 変動 

塩酸 又は 硫酸 に よる 抽出 後 ,. 上 記 方 法 の 項 に 示す ご と : 
く NRME 試薬 を 加え , 鉄 を 緑色 錯塩 と し て 量 色 させ る 
こと が 必要 で ある . し か し NRME を 加え た 直後 か ら 旦 
色 は 時 間 的 に 変動 する の で , これ を 追 完 し て みた の が 第 : 
1 図 ( 上 ) で ある . 

これ に よる と 鉄 を 含ま な い blank は NRME を 加 を . 
る と 上 間 的 に 発色 し , その 後 色 の 変化 は 認め られ な い . 
一 方 鉄 標準 液 で は 鉄 量 の 増加 に 伴 つ て 完全 発色 まで の 時 : 
間 は 延長 し , 最高 濃度 15 a 遍 の 場合 30~40 分 で 一 定 と 
な る . 鹿内 鉄 抽出 液 に 既知 量 の 鉄 標準 液 を 加え た 場合 - 
は , 第 1 図 ( 下 ) の 如く 60~70 分 で 完全 発色 する . 

以上 の 結果 か ら NRME に よる 鉄 星 色 に は 鉄 量 の 多い - 
場合 を 考慮 し , 完全 発色 の た め に 60 分 放置 し その 後に 
測定 し た . た だ し これ ら は NRME 添加 後 の 変動 で ぁ つ 、 
て , 測定 に 当 つ て は 液 量 を 一 定 と する た め 水 を 加え で 
10.0ml と する が , 図 に 見 られ る よう に 各 濃 度 の 相互 雅 
係 は 水 を 加え た 後 も 変化 せ ず , 24 時 間 後に 至 つ て も 変ら . 
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第 1 表 洒 加 鉄 の 回 収 試験 成績 
( 灰 化 , NRME 色 ) 


3 表 灰 化 に ょ る 鉄 回 収 試験 成績 
((NRME 発色 , 単位 


検 出 鉄 回 収 


総 鉄 量 回 収量 0 
C-A % 
21.5 100 114.0 92.5 92.0 
15.0 321.0 306.0 100.2 
0 422.0 407.0:、 


は 個別 使用 , 下段 は 同一 を 脱脂 均 分 
使用 , 単位 zg 
表 鉄 の 回 収 試験 成績 
(発色 別 , 灰 化 ) 
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dipyridyl 上 段 の み 個 別 , 他 は 均 分 用 , 
単位 


な い . 従っ つて NRME を 加え て か ら 60 分 間 発 色 さ せ , 
水 を 加え て 10.0ml と し て か ら 直 ち に 測定 し た . 

3) 加 鉄 回 収 試験 

以上 の 如く 鉄 定量 に 個々 の 条件 を 規定 し た が , 定量 法 
の 精度 の 検討 の た め 灰 化 前 の 戻 に 一 定量 の 鉄 標準 液 を 添 
- 加 し 回 収 率 を 調べ た . 

同一 の 戻 を 等 分 割 し , これ に 鉄 標準 液 を 添加 し た も の 


(26:3 


単独 合 混合 収量 
0.5 


実測 値 A,B,C は それ ぞ れ 別に 測定 , 理論 値 D は 実 
測 値 A ナオ B で あり 理論 値 E は 実測 値 C の 値 か らち ら A の 
平均 値 を 引い た も の で ある . 


と 無 添加 の も の を 作り , 上 記 の 方 法 で 灰 化 , 抽出 , 発色 
を 行ない , 両者 を 比較 し て 回 収 率 を 求め た . ま づ 齋 性 灰 
化 法 で は 無 加 燥 の 尿 各 mg に 鉄 標準 液 を 50 gg, 100 gg 
加え た も の , 等 分 割 し た 床 に 50~400gg 加え た も の を 
作り 加 燥 し て 用 いた . 第 1 表 に 示す よう に その 鉄 回収 率 
は それ ぞ れ 81.0~98.6 %, 84.4~100.2 % と な つた . 
一 方 これ と は 別に 灰 化 抽出 を 既に 行 な つ た も の を 2 分 
し , 鉄 無 添 加 を 対照 と し , 他 に 5~10gg を 添加 し た 場 
合 の 回 収 率 を 見 る と , 第 2 表 に 示す 如く NRME で は 
100.0~100.3 %, ec-e-dipyridyl で は 93.0~112.0 % で 
あぁ つた . 

以上 の 如き 実験 か ら NRME の 場合 を みる と 分 る 通 
り , 添加 後に 灰 化 ・ 抽 出 ・ 発 色 を 行 な つ た 場合 と 添加 後 
に 発色 だ け を 行 な つ た 場合 に つい て 比較 する と , 前 者 に 
若干 の 回 収 率 の 減少 が 認め られ , 灰 化 ・ 抽 出 の 操作 が こ 
れ の 原因 と み ら れ る 結果 が 得 ら れ た . 

湿性 灰 化 法 で は , 予め 硫酸 中 で 尿 を 少し 加熱 し て 均一 
な 尿 液 と し , これ か ら 選 単 独 , 鉄 標準 液 単独 , 床 と 鉄 標 
人 準 液 混合 物 を 準備 し , すべ て 同一 条件 の 湿性 灰 化 , 抽 
出 , 発色 の 操作 を 行っ つて, それ ぞ れ の 値 を 調べ た (第 3 
表 ). その 結果 , 平 均 26.3 鉄 標準 液 9.5 zg (以上 
の 混合 物 の 理論 値 は 35.8g と な る ), 実際 の 床 と 鉄 標 
人 準 液 混合 物 で は 平均 35.8g と な り , この 値 か ら 明 ら か 
な よう に 選 と 鉄 標準 液 混 合 物 の 値 は 計算 上 両者 を 混合 し 
た 値 に よく 一 致 し た . 即ち この 時 の 鉄 標準 液 の 回 収 率 は 
98.0~100.0 %, 平均 99.0 % で あつ た . 

正 人 内 鉄 量 

上 述 の 選 内 含有 鉄 定量 法 に より , 次 の 如く 正常 人 ( 多 
曰 非 感染 者 ) の 床 内 鉄 量 と その 分 布 形式 を 調べ た . 用 い 
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第 2 図 (a)~(e) は 整 燥 諾 内 鉄 量 測定 値 と の 関係 , (f) は 各 例 に # け る 選 内 鉄 量 ( 選 100 mg 単位 ) の 正規 確率 紙上 


に ける 百分率 


た 訂 は 清浄 カバ ー ガ ラス 上 で 乾燥 し た 後 , 乾性 灰 化 法 , 
湿性 灰 化 法 に より 灰 化 し , 抽出 , 発色 を 行ない 鉄 含有 量 
を 測定 し た . 乾燥 選 は 予め 5~40mg と な る よう に 作 つ 
て お き , これ ら 同 一 戻 の 各 量 と 含有 鉄 量 と の 関係 を 調べ 
た . その 結果 は 第 2 図 (a) ~ (e) に 示す よう に , 縦 軸 に 鉄 
量 g, 横 軸 に 乾燥 尿 量 mg を と る と 両者 の 関係 は 正 相関 
を 示し , 床 量 の 増加 に 伴い 含有 鉄 量 が 直線 的 に 増加 し た . 
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次 に これ ら の 測定 値 を 訂 100 mg 当り の 量 に 換算 する 
と , これ は 理論 的 に 燥 床 100 mg 中 の 鉄 量 と な り , 選 
内 鉄 量 分 布 を 100 mg 単位 で 調べ た こと に な る . そこ で 
個々 の 例 に つい て 換算 に よっ つ て 100 mg 中 の 鉄 量 を 求め 
昧 積 百分率 を 出し て 正規 確率 紙上 に プロ ョ ロット し て みた . 
その 結果 は 第 2 図 (f ) に 示す 如く , 各 例 と も 一 直線 上 に 
の る こと が 認め らち られ, 即ち 単位 鹿内 の 鉄 量 は 正規 分 布 を 
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4 表 , 性 灰 化 法 に ょ る 燥 100 mg (換算) 中 の 鉄 量 (wg) NRME 使用 


2 酸 100 mg 中 鉄 量 


相関 係数 相関 直線 の 検定 全 


37 6.0 


39.0 土 7.0 


出来 な 135 20% 
95 
113 


0.9621 

0.9513 
0.9574 

| 105 


する こと が 明らか に な つた . 戻 内 の 鉄 量 は 連続 的 に 存在 

し , その 一 部 を 標本 と し て 抽出 し 分 布 を 調べ た 結果 が 正 
規 型 で あつ た こと は , 母 集 団 で ある 尿 内 に お ける 鉄 の 分 
布 が 均等 分 布 で ある こと を 推定 せしめ る . 

尿 内 鉄 が 均等 に 分 布 す る こと 確 を と かめ る に は , 母 集団 
の 性 質 の 検討 及 び 無 作為 標本 を 多数 抽出 すべ き で ある 
が , ここ で は 各 例 と も 水分 含量 が ほぼ 同一 の 範囲 内 に あ 
る 同一 個所 か ら 標 本 を と り , 標本 数 は 少数 例 の 処理 に 必 
要 な 30 例 以 上 と し た . 

各 例 に つい て の 単位 床 内 の 含有 量 の 平均 値 及び 標準 誤 
差 , 相関 係数 の 結果 は 第 4 表 の 如く で ある . A 例 で は 東 
燥 忌 100 mg 当り 39.0+7.0gg (第 2 図 a), B 例 で は 


79.5 12.5』g( 同 b), C 例 で は 99.7 10.1gg( 同 D 


例 で は 湿性 灰 化 112.2 土 6.5 gg, 乾性 灰 化 で 115 土 9.2 gg, 
し て 113.1+7.6 gg( 同 d),E 例 で は 湿性 灰 化 で 98.6 
6.3 gg, 乾性 灰 化 で 103.8 土 6.2mg, 合 し て 101.4 
土 6.8mg ( 同 ee と な つた . 従 つ て 人 選 内 鉄 は 被 検 尿 量 の 
増加 に 正 比 例 し て 直線 的 に 増加 する こと が 明らか に な 
り , 単位 忌 内 の 鉄 量 測 定か ら 全 尿 内 の それ に つい て の 測 
定 が 可能 で あぁ あるこ と が 認め られ た . 

そこ で 実際 に 上 記 の 単位 氷 内 含有 鉄 量 か ら 全 氷 内 の 鉄 
量 を 求め る と 次 の 如く で ある . A 例 で は 東 燥 尿 100 mg 
当り の 鉄 量 を 10 倍 し て 1g 中 の 値 を 出し , これ に 束 燥 
全 を 乗 ず れ ば よく , 39.5X10X X135=10665 
(ug), 即ち 10.7mg と な る . 同様 に し て b 例 で は 16.6 
mg, c 例 で は 20.1mg, d 例 で は 22.0mg, e 例 で は 
18.0mg と な つた . ここ に 得 ら れ た 値 を みる に , 我が国 
に お ける 1 日 摂取 鉄 量 と いわ れる 10 mg 前 後 と 比較 し 
て a 例 は 等 し く 他 は これ より 若干 高い 値 を 示し て いる . 
そこ で b~e 例 に つい て 調べ た と ころ 線 合 ビ タ ミ ン 剤 
1 錠 を 内 服 ( 鉄 量 公 称 5 mg) で あり, 従 つ て 何れ も 1 日 
摂取 鉄 の うち 鹿内 に 排 洪 され た それ を 測定 し た と 考え ら 
れ . この よう な 方 法 に より 1 日 排 江 必 内 の 鉄 量 ひい て は 
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1 日 摂取 量 の 推定 が 可能 で ある と 思わ れる . 
考 

従来 恒 内 鉄 の 検討 は 殆ど 放射 性 鉄 に よっ つて 行なわ ゎ われ 
て いる . 岩城 (1956) は 成 犬 に Fe'' を 注射 又は 経口 投与 
し , 30 日 間 内 を 測定 , そ の 後 感染 ・ 
に 至る 56 日 間 の 推移 を 見 て いる . また Dubach et aZ. 

(1946), Hahn(1939), Greenberg(1943), Moore et al. 

(1958) な ど 多 数 の 研究 者 が 放射 性 鉄 の 静脈 注射 又は アス 
コル ビン 酸 と 併用 投与 し , その 吸収 ・ 排 港 を 見 て いる . 

今回 は この よう な 放射 性 物質 を 使用 を せ ず , 選 内 鉄 測定 に 
未だ 使用 され た こと の な い 鉄 発色 試薬 NRRME を 用 い 選 
内 鉄 定量 を 試み た . は する こと に より 取扱 い 
易く も 正確 に 行ない 得 た . 

1. 灰 化 法 

動物 組織 に は 一 般 に カル シウム が 多く は 

クロ ロール が 多い と され て いる . は メタ ・ ピ 酸 塩 と 
し て 鉄 の 検出 を 妨害 する と いわ ゎ われ (Elvehjem et alZ., 

1927 ; 滝野 ら , 1957), は 動物 の 骨 ・ 筋 肉 組 織 に 
べ て 訂 で も 少な く な いと 考え られ る . 滝野 ら (1957) は 
鉄 と な つた も の は 使用 の 場合 これ に け な い の 
で 検出 不良 で ある と し て , 代り に クエ ェ ン 酸 の 使用 を 奨め 
て いる . そこ で 動物 組織 の 灰 化 に 良好 と され る 湿性 灰 化 
法 と 同時 に 性 灰 化 法 を 行ない , 緩衝 液 に ク ェ ン 酸 を 使 
用 する ce-e'-dipyridyl に よる 発色 と , 酷 酸 ・ 醍 酸 ツ ソー ダ 
を 用 いる NRME に よる 発色 を 比較 し た . その 結果 灰 化 
法 及 び 発 色 試薬 に よる 差 は 殆ど ど 認 め な か つた . 灰 化 に 
際 し どの 鉄 抽 出 害 因 子 が 多量 に ある と すれ ば , 
量 の 増加 に つれ て 阻害 物質 も 増量 し 未 回 収 率 が 増大 する 
こと に な る が , この 試験 で は 定量 的 に 増加 し て いる (第 
3 図 ). ピ ョ 炎 酸 塩 は 塩酸 と 24 時 間 加 熱 で 加水 分 解 し 
(Farrar, 1935), Neumann の 硝酸 ・ 硫 酸 混 液 湿性 灰 化 , 
Stolte-Kramer-Tisdall の 灰 化 ( 藤 井 . 1943) も の 
化 を 行ない 得る と し て いる の で , 今回 の 方 法 に より 充分 
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第 3 図 抽出 液 ょ より の 使用 量 と 含有 鉄 量 
——0 —— 6N.HCl 抽出 
ーー 一 6 NH:SO, 抽出 


注意 を 払 つ て 灰 化 を 行なえ ば , 鉄 の 定量 的 検出 及び 乾性 
灰 化 法 は 鉄 の 損失 な く 行 な い 得 る 結果 を 得 た . 

2. 測定 法 

鉄 の 回 収 は 3 価 鉄 を 2 価 鉄 に た 寅 元 する こ と が 最も 重要 
で , 使用 し た NRME は 2 価 鉄 の 発色 剤 で ぁ るる か ら 灰 化 
後 の 鉄 の 選 元 に 注意 する 必要 が ある . 一 般 に hydroxyl- 
amine, hydrazine, ascorbic acid, hydroquinon な ど が 使 
用 され て いる が , 吉川 (1956) は この 反応 は 燃 酸 塩 , ピ ョ 
焼 酸 塩 の 存在 下 で 遅延 する か ら 長 く 時 間 を か ける 必要 が 
あぁ る こと を 認め て いる . ここ で は 10 % hydroxylamine 
hydrochloride 0.5ml, 60 分 放置 で 行 な つ た と ころ 良好 
な 結果 を 得 た . また NRME 飽和 液 は 抽出 液 2ml に つ 
き 1ml を 用 いた が , これ は 0.5ml か ら 4.0ml の 範囲 
内 で 量 色 値 は 変ら ちず, 発色 試薬 固有 の 色 は 旦 色 に 影響 が 
な い . 過剰 に 加え る こと は 差 支え な く , むし ろ 安 定性 を 
増す こと を 認め た の で , 原 法 の 4 塩化 炭素 に よる 過剰 試 
薬 の 除去 を は いた が , この こと は その 後 矢野 (1957) に 
よっ つて も 認め られ て いる . 

3. 回 収 試薬 

野田 (1957) は 血清 鉄 に 無機 鉄 を 添加 する と 自然 状態 の 
血清 鉄 と 同様 に な り , その 添加 回 収 試験 は 高く 評価 され 
る と 報告 し , 回 収 率 に つい て は Elvehjem (1927) が 鉄 の 
還元 は 最も 困難 で ぁ る と 述べ る と と ゃ も に , 肉類 中 の 鉄 に 
関し 0.1 mg (100 gg) の 鉄 を 加え て 95~104 % の 回 収 率 
を 得 て , これ が 95~105 % の 範囲 に あれ ば その 方 法 は 良 
好 で ある と 述べ て いる . 松原 (1958) は 同一 血清 ナン プル 
に つき 本 報 と 近似 の 61.4/g の 鉄 を 添加 し 98.5~100.8 
% (平均 99.63 %) の 回 収 率 , 野田 (1957) は 43 ag を 添 
加 し て 92.5~109.2 % の 回 収 率 を 得 て い る . 以上 を 参考 
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と し て 今回 の 成績 を みる と (第 2 表 NRME), 電 性 灰 化 
の 場合 5~10 gg の 鉄 添加 で 100~103 % の 回 収 率 , 50~ 
100 gg の 添加 で 81~98.6 % の 回 収 率 ( 第 1 表 上 段 ), 100 
へ ~400 gg の 場合 92.0~100.2 % の 回 収 率 と な つて いる 
(第 1 表 下 段 ). 

乾性 灰 化 に お ける 回 収 率 の 検討 に 際 し , 一 つの 方 法 と 
し て 鉄 含 有 量 の 異な る 各種 の 民 を それ ぞ れ 同 量 と り , 片 
方 を 無 添加 の 対 早 と し 他 に 鉄 を 加え て 測定 し 対 螺 の 値 を 
引い た 場合 (第 1 表 上 段 ) と , 他 の 一 つの 方 法 と し て は 同 
一 床 を 脱脂 後 均 分 し て 同様 鉄 添加 値 か ら 対 照 値 を 引い て 
回 収 値 を 求め た 場合 (第 1 表 下 段 ) を 比較 する と , 後者 は 
当然 の こと な が ら 成 績 の 乱れ が 少な い . 束 性 灰 化 の 場合 
これ が 顕著 で ある が , 湿性 灰 化 の 場合 は 尿 液 を 作っ つて 分 
割 す る こと が 容易 で 回 収 率 の 精 鹿 は 良好 と な り , 9.5 gg 
の 鉄 添 加 の 場合 98~100 % (平均 99 %, 第 3 表 ) で ぁ つ 
た . また 第 4 表 に つい て 各 標 本 と も 抽出 液 を 塩酸 6 ml Ga, 
b,c 例 ) と 塩酸 10 ml (d, e 例 ) た 分 け て 比較 する と , こ 
れる ゃ 後者 の 平均 値 は 誤差 少な く 抽出 塩酸 量 10ml か ら 
発色 用 に 2ml を と る こと が 6ml か ら 2ml を と る より 
も 当然 誤差 を 少な くす る こと を 示し て いる . 

鉄 標準 液 単独 の 場合 , 灰 化 ・ 抽 出 ・ 発 色 の 全 過 程 を 経 
た 回 収 率 は , その 処理 を 行なわ ぬ 発 色 の み の 対 居 と の 間 
に 全く 差 を 認め ず , 発色 まで の 操作 に よる その 損失 は な 
か つた . 以上 に より 今回 の 方 法 に よれ ば 良好 な 回 収 率 を 
も つて 選 内 鉄 の 定量 が 行ない 得る と 考え る . 

4. 鉄 量 と その 分 

床 内 に 排 洪 され だ 物質 に つい て の 絶対 量 を 求め る こと 
は 選 内 水分 量 , 固形 成分 の 不 均 一 な 状態 な どか ら 必 ず し 
も 容易 で は な い . 従 つ て 鹿内 鉄 の 測定 に 当 つ て まず 鉄 の 
分 布 状 態 を 調べ , 恒 の 一 部 を と つて 試料 と する こと の 適 
を 検討 し た . その 結果 の 増加 に 伴 な い 検 出 鉄 
量 は 増加 し , この 関係 は 直線 的 と な る こと を 見 出し た . 
一 方 個々 の 標本 に つい て の 鉄 量 を 床 100 mg 単位 に 換算 
し た と ころ , 100 mg 単位 中 の 鉄 量 は 正規 分 布 を な すこ 
と を 認め た . それ は 選 内 に 混在 する 鉄 が ほぼ 均等 な 状態 
で 分 布 す る こと を 示す も の で ある . 従 つ て 選 の 一 部 を と 
り 含 有 鉄 量 を 調べ る こと に より 全 選 内 又は 1 日 排 江 尿 内 
鉄 量 を 推定 する こと が 可能 に な る . 実際 に これ を 1 日 排 
江 l 量 に つい て 求め て みる と 10mg 内 外 と な り , 平均 的 
な 1 日 摂取 鉄 量 と いわ れる 値 に 概ね 一 致す る 結果 を 得 
た . . 
更に この 方 法 に より 集団 的 に 行なっ つた 場合 に つい で て み 
る と (石崎 ・ 久 津 見 らち , 1960), 都 下 農村 地区 住民 84 名 
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の 成績 で は 乾燥 尿 100 mg 内 の 鉄 量 は 5~45 zg の 範囲 
に あつ た . また その 頻度 分 布 は 概ね 正規 分 布 を な し 最 六 
値 は 15~20 mg に あぁ つた . この 値 は 今回 の 値 に 比 し か な 
り 低 い が , これ は 一 般 に 紅 村 地区 住民 の 粗食 に よる 鉄 摂 
取 量 の 低下 が も た ら す も の と , その 排 洪 尿 量 が か な り 大 
きく 従 つ て 単位 当り の 鉄 量 は か な り 稀 釈 さ れる こと に よ 
る も の と 思 われ る . これ を 理論 的 に 検討 し て みる と 選 
100mg 当り 15gg と し , を 200g, その 量 を 20 
% と する と 15X10X200X20/100=6,000 (wg) で 約 6 mg 
と な る . 虐 村 地区 の 食事 で は 乾燥 量 が 20 % よ り は 多く 
30 % 以 上 に 及ぶ の で 実際 に は この 値 よ り 生 々 高く な る 
も の と 推定 され る . これ ら の 例 は 1 日 排 洪 尿 量 の 測定 が 
出来 な か つた の で , 今後 再 に 検討 する つも り で ある . 
以上 が 選 内 鉄 量 の 測定 及び その 分 布 で ある が , 寄生 虫 
・ 卵 或 い は 躍 卵 類似 物質 を 材料 と し て その 排 江 形式 を みた 
も の に 石崎 (1953), 価 藤 (1953), 横川 ら (1956) が あり , 
石崎 , 佐藤 は それ ぞ れ 回 虫 卵 , の 単位 尿 検出 数 
か ら , これ ら 離 散 量 だ が ポア ソン 分 布 を な すこ と を 明らか 
に し た . 横川 ら は メタ アク リー ル 球 を 定期 的 に 服用 すれ 
ば 選 内 に 均等 に 分 布 し て 排 洪 され る と し た . 以上 いづ れ 
も 離散 量 で あぁ る 貝 卵 , 樹脂 球 が ほぼ 均等 に 分 布 す る こと 
か ら , 腸 内 容 が 充分 失 拝 混和 され て いる と 見 父 し て 差 支 


えな く , つて 連続 量 で あぁ る 選 鉄 は 単位 と つて み 


た 場合 正規 分 布 を する こと は 当然 予想 され る . 本 報 の 成 
績 で は この 推論 が 正しい も の で ある こと が 認め られ た . 

し か し 御 ら , 以上 の 如く 選 内 鉄 量 と その 分 布 を 調べ た 
が , 現在 で は 鉄 が 大 腸 か ら 真 の 意味 の 排 江 が ある か どう 
か , これ に 加え る に 洗 離し た 白血球, 絢 離 し た 粘膜 細 
胞 , 胆汁 液 中 の 鉄 な ど は 尿 に 混在 する も の で あり , これ 
ら を 個々 に 区 別 す る こと は 不可 能 に 近い . 

今後 は 各種 臨 床 検査 結果 , 血液 系 の 諸 成 績 と 鹿内 鉄 量 
と の 関係 を 検討 する つも り で ある . 

要 約 

1. 症 に お ける 鉄 出納 を 調べ る た め , ま づ 鉄 
の 定量 法 を 試み た . 尿 は 予め 乾燥 する こと に より 取扱 い 
易く 衝 量 も 正確 に 行ない 得 た . 灰 化 は 硫酸 ・ 過 酸化 水素 
に よる 湿性 灰 化 , 磁 製 ル ツボ に よる 豆 性 灰 化 法 に よっ つた . 
これ を 6N 塩 酸 に よっ つて 熱 時 抽出 し 発色 試薬 NRME 
(o-nitroso-resorcin monomethyl-ether) を 用 いて 2 価 鉄 と 
し て 量 色 , 単位 鹿内 の 含有 鉄 量 を 良好 な 回 収 吉 を も つて 
定量 する こと が 出来 た . また 灰 化 法 , 測定 法 , 回 収 試験 
に 関す る 考察 を 行 な つ た . 

2. 以上 の 如き 新しく 考案 し た 民 内 鉄 定量 法 に より 多 


虫 非 感染 者 の 尿 内 鉄 量 と その 分 布 形式 を 検討 し た . その 


・ 結果 , 単位 鹿内 の 鉄 量 は 原 量 と 正 相関 が あぁ あり , 氷 量 の 増 


加 に 比例 し て 鉄 量 が 増加 する こと , 及び 個々 の 定量 値 か 
ら 氷 100 mg 中 の 鉄 量 を 換算 に よ つ て 求め る と , その 分 
布 は 正規 分 布 を な ず こ と を 認め た . 民 内 鉄 は 一 定 範囲 床 
内 に お いて は 均等 に 分 布 す る こと か ら , 訂 の 一 部 を と つ 
て 1 日 排 江 鉄 量 を 推定 する こと が 可能 に な つた . その 排 
洪 鉄 量 は 1 日 平均 10 mg~15 mg で あり , 農村 地区 に お 
いて 集団 的 に 検査 し た 場合 も 概ね 近い 値 を 得 た . 

稿 を 終る に 当り , 御 指導 御 校 を 賜 わ や つた 小宮 義孝 部 
長 , 石崎 達 博士 た 厚く 感謝 致し ます . 本 研究 の 一 部 は 昭 
和 32 年 9 月, 第 17 回 日 本 寄生 虫 学 会 東日本 支部 大 会 で 
発表 し た . 
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STUDIES ON IRON CLEARANCE IN HOOKWORM CARRIERS 
(1) Determination and distribution of iron in feces 


HARUHIKO KUTSUMI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


For the analysis of hookworm anemia the iron clearance of patients were studied by the 1 
quantitative determination of iron in the feces. In this report the procedure of the determination 
and the distribution of iron in feces were examined. 

The procedure of incineration and extraction are the followings ; } 

Before ashing feces are dried in the incubator for 3 days and 20-40 mg of dried feces are . 
used. (1) Wet ashing ; Add 2ml of 6N sulfuric acid to the dried feces and boil for 15 minutes ! 
until white fumes appear, then reduce the flame add 0.5 ml of hydrogen peroxide every 15 minutes | 
‘during one hour. Two ml of hydrogen peroxide will be sufficient to complete the ashing. (2) | 
Dry ashing ; Dried feces placed in a crucible are heated over a burner. After incineration iron is { 
dissolved with 10 ml of 6N hydrochloric acid. Next place the crucible in a boiling water bath for 1 
one hour, then cool to room temperature. | 

Reduction and colorimetry of iron are the followings ; 0 

After centrifugation 2 ml of the supernatant is transfered to a tube and iron is reducted to 間 
the ferrous state with 0.5 ml of 10% hydroxylamine hydrochloride. Next 1 drop of p-nitrophenol = 
solution is added and neutralized with 6N ammonia solution. Then 2ml of a acetate buffer solution i 
is added to adjust pH 4.5. The solution is made up to 10 ml with 1ml of a satulated NRME ; 
solution and distilled water,. The reading is made on the colorimeter with the filter of 660mg. § 

On the above mentioned method the recovery rate of adding iron was examined. In this 
‘experiment 5-400 pg of iron was added to the various amount of feces and the recovery rate was 
81-108%,. 

By this method determination was carried out on the iron contained in the various amount 
of feces and the straight-line relationship was observed between both weight of feces and iron., 
Each of these values of iron was converted into the value of 100 mg of dried feces. | 

As the result it was clarified that these values gave the normal curve, from which iron was | 
distributed equally in the feces. - 
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大 腸 - ラ ンチ ジウ ム に 対す る 各種 動物 正常 血清 の 為 害 作用 


義 学 医学 部 寄生 貝 学 教 (主任 松林 久吉 教 ) 


(昭和 35 年 5 月 24 日 受領 ) 


諸 動 物 の 正常 血清 が 微生物 に 対し て za vztro で 障害 作 
用 を も つこ と は , Buchner (1889) に よる Alexine 作用 の 
発見 以来 知ら れ た 事実 で ある . すなわち 生体 が 微生物 に 
対し て 生ま れ な が ら に も つ 防 衛 力 と し て , 喰 細胞 等 の ほ 
か に Alexine 作用 が 重要 な 役割 を 果たす も の で ある こと 
が 判明 し て いる . Alexin 作用 は 後に 正常 殺菌 素 (正常 抗 
体 ) と 補 体 の 協力 に よる 殺菌 系 の 作用 と し て 解釈 され , 理 
解 さ れる よう に な り , この 面 に お ける 自然 免疫 の 機構 が 
導 次 明らか に され て 来 た . 一 方 近年 Pillemer et aZ. (1954) 
は properdin な る 物質 が 自然 免疫 の 因子 と し て 血清 中 に 
存在 する こと を 発見 し , この 物質 は 上 記 の 正常 抗体 の ご 
と く 補 体 と 協力 し て 働き , 自然 免疫 に 重要 な 役割 を 果 た 
す も の で ある こと を 明らか に し た . し か る に 最近 Nelson 
(1958) は properdin が 所 調 正 常 抗体 と 同じ も の で ある と 
する 仮説 を 発表 し , この 両者 の 異同 に つい て 論議 せら れ 
る 所 と な つた が , これ に つい て の 明確 な 結論 は 未だ 得 ら 
れ て いな い . 

原虫 学 の 領域 に お いて も , 後に 述べ る ご と く 種 々 の 原 
虫 に 対す る 正常 血清 の vztro の 障害 作用 を 認め た 諸家 
の 報告 が 見 られ る . この 障害 作用 が 原虫 の 種類 な いし は 
血清 の 動物 種 に よ つ て いか な る 差異 を 示す か は 興味 ある 
問題 で るる. この こと は , 原虫 寄生 に お いて 宿主 の 防衛 
力 と 和 宿主 体内 に お ける 寄生 部 位 と の 関係 を 知る た め の 一 
つの 参考 資料 と も な る . つま り 和 宿主 の 血清 に よっ つて 障害 
を 受け る ご と き 種 類 の 原虫 は 口腔 , 腸管 , 騰 腔 に 寄生 する 
「 こと は 可能 で あぁ つて る も 血液 , 組織 内 に 寄生 する こと は 困 
難 で あぁ る と 考え られ る . また 一 方 この よう な 障害 が 正常 
血清 中 の いか な る 因子 に よ つ て ひき 起こ され る か , 言 
換え る と この 障害 因子 が 正常 抗体 の 系 で ある か , _pro- 
perdin の 系 で ある か , ある い は 原虫 の 種類 と ょ つて この 
両者 の いずれ か に 規定 せら れ て いる も の か , この 点 末 だ 
明らか で な い . この 障害 因子 の 本 態 を 追 完 す る こと は , 
原虫 学 の 分 野 に お ける 自然 免疫 の 機構 を 明らか に する 上 


に 重要 で あり , 免疫 学 的 に 興味 ある 課題 で あぁ る. 

本 研究 は 上 記 の 目的 で 数 種 動物 の 正常 血清 が 豚 の 
Balantidium coli に 対し て tn vtro で いか な る 作用 を 
も つか を , また その 作用 因子 の 本 態 を 追求 し た も の で あ 
り , 若干 の 見 る べき 成績 を 得 た の で こ ゝ に 報告 する . 

実験 及び 結果 

実験 1. Balantidium colzi に 対す る 各種 動物 正常 血 
清 の vztro の 作用 

各種 動物 の 正常 血清 の 中 に それ ぞ れ 玉 . colz を 入れ 

材料 及び 方 法 

被 検 正常 血清 : 健康 な 人 , 牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , モル 
モッ ト , ラッ テ , マウ ス か ら 採 血 し て , 血清 を 分 離し , 


・ 探 血 後 15~20 時 間 の 新鮮 な も の を 実験 に 用 いた . 


中 体 像 の 観 宗 : 先ず 人 血清 0.3 ml を 小 試験 管 に 入れ 
これ に 次 に 述べ る co リン ガー 液 0.03 ml を 
加え て , 混和 する . これ を 直ちに 37°C の 恒温 槽 に 入れ 
て , 30 分 , 60 分 , 90 分 , 120 分 後に お ける 由 体 像 を 細 
拡大 (80 倍 ) で 鏡 検 し た . 対照 血清 と し て , 被 検 血清 に 用 
いた と 同じ 人 血清 を . 別 の 器 に 入れ て 56°C 30 分 間 の 加 
熱 に よ つ て 非 働 性 と な し た も の 0.3 ml を 慎 い た . 

ス の 各 血 清 に つい て 上 記 の 人 血清 に お ける と 同じ 方 法 で 
実験 を 行 な つ た . 

浮 ン ガ ー : 実験 に 用 いた 選 は 
の 盲腸 内 か ら 分 離し て , 減 菌 米粉 加 Balamuth 培地 に 継 
代 し た 株 で , その 最終 継 代 後 24~48 時 間 経過 し た も の 
で ある . この 培地 の 底 に 沈ん だ 虫 体 を 残し て 上 清 を 捨て 
る . 次 いで リン ガー 液 を 加え て 混和 し , 貝 体 が 壊 わ れ な 
いよ うに 手動 遠心 沈 淫 機 で て しずか に 10~15 廻 転 さ せ て で 
虫 体 を 沈め , 上 清 を 捨て る . この よう な 洗 浴 操 作 を 2 回 
反復 し た 後 , ご く 少 量 の リン ガー 液 を 加え て 混和 する . 
加え る リン ガー 液 の 量 は 虫 体 数 が 略 5X105/ml に な る よ 
うに 適宜 加減 し た . 
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1 表 下 血清 の 動物 種別 に よる の 虫 体 数 百分率 の 差異 (実験 1.) 


分 % % % 

被 検 血清 30 100 100 100 90 100 97 100 100 0 
各 0.3ml 60 100 100 100 90 100 96 100 100 0 
働 性 90 100 100 100 86 100 97 100 100 £ 
120 100 100 100 68 100 96 100 100 0 

30 0 0 0 0 0 0 0 0 

各 0.3ml 60 4 0 0 0 0 る 2 ト 0 
加 90 2 0 2 2 3 0 
非 働 性 120 る 0 0 0 流 1 1 0 0 


結果 実験 の 結果 , 人 , 牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , モル モ 
ッ ト , ラッ テ の 各 血 清 は の 体 を 殺す 作用 を 
も ち , 貝 体 は 運動 障害 , 変形 , 落 解 の 像 を 示し て 死亡 す 
る こと が 分 か つた . すなわち 貝 体 の 運動 は 不 活 油 に な 
り , ある も の は 貝 体 が 崩壊 し , 原形 質 が 融 出 し て 運動 が 
全く 停止 し , ある も の は 崩壊 も ず に 運動 が 全く 停止 する 
像 が 観 侍 され た . また この よう な 変化 の 過程 に お いて 虫 
体 が 丸く 変形 ,* また は 忠 体 の 一 部 が 膨 隆 する も の も 見 ら 
れ た . これ ら の 中 体 像 は 血清 の 動物 種 に よ つ て 特別 な 差 
異 は 認め られ な か つた . 一 方 マウ ス 血 清 は 躍 体 を 殺す 作 
用 が な く , 貝 体 の 形態 , 運動 に 対し て 全く 影響 が 認め ら 
れ な か っ つた. 各 血 清 に つい て 任意 の 虫 体 50 個 ま た は 
100 個 を 数 え , この 中 で 運動 が 全く 停止 し て 死亡 し た と 
思わ れる 貝 体 数 の 百分率 を 算出 し た も の を 第 1 表 に 示し 
た . 死 虫 体 の 出現 は 比較 的 早く , この 表 に は 示さ な か つ 
た が 15 分 前 後 で ほぼ 完了 する . その 完了 後 は 躍 体 像 に 
変化 は 見 られ な い が , 表 の 豚 血 清 に お ける ご と く , 貝 体 
の 運動 が 全く 停止 し て 死亡 し た と 思わ れる 貝 体 の 中 に も 
一 部 に は 時 間 の 経過 と 共に その 運動 が 回 復 し て くる も の 
も 認め られ た . 一 方 , 対 居 の 非 働 性 血清 で は 被 検 血清 に 
お ける ご と き 現 象 は 全く 認め られ な か つた . 従 つ て この 
よう な 現象 は 正常 血清 中 の 易 熱 因子 に 基づく こと が 分 か 
り , マウ ス 血 清 中 に は この 易 熱 因子 が 欠け て いる こと が 
分 か る . 

実験 2. 殺 作用 を も つ 数 種 動物 正常 血清 の 
各種 濃度 に よる zn vztro の 作用 の ちがい に つい て 

前 実験 で 人 , 和牛 , 司 , 豚 , 羊 , 兎 , モル モッ ト , ラッ 
テ の 各 血 清 が 戸 . coZz を 殺す 作用 を も つこ と が 判っ た . 
次 に これ ら の 血清 を リン ガー 液 で 稀釈 し , 何 倍 稀釈 まで 
に この よう な 作用 が 見 られ る か を 追求 し た . 

材料 及び 方 法 この 実験 に 用 いた 牛 , 馬 , 豚 , 羊 の 各 
血清 は 前 実験 に と 用 いた と 同じ も の で あり , その 他 は 別 の 
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第 2 表 人 正常 血 測 に よる coli 
の 死 虫 体 数 百分率 の 変動 (実験 2.) 


作 補 血清 各 0.3 ml 対照 0.3ml 
用 人 働 性 面 清 の 人 加熱 非 リン ガ 
時 リン ガー 液 系 働 人 性 一 液 
間 1:1 1:4 1:8 1:16 1:32 1:1 

% % 
0 0 
45 100 99 5 6 3 1 2 
60 100 98 2 4 1 2 0 
120 100 100 6 3 2 0 99 


血清 を 用 いた . 方 法 は 次 の ご と く で ある . 

第 2 表 に 見 られ る よう に 人 血清 の 原液 , 並び と リン が ガ が 
ー 液 で 2 倍 階段 に 稀釈 し た も の 0.3 ml あて を 5 本 の 小 
試験 往 に 入れ , 以下 前 実験 と 全く 同じ 操作 に より 実験 を 
行 な つ た . 血清 対照 は 前 実験 に お ける も の と 同様 で あ 
る . この ほか に リン ガー 液 対 し て , 検 血清 の 稀 
に 用 いた と 同じ ヒ リ ン ガー 液 0.3 ml を 置い た . 

次 に 和牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , モル モッ ト , ラッ テ の 各 血 
清 に つい て 上 記 の 人 血清 に お ける と 同様 の 実験 を 行 な つ 
た : 

結果 結果 は 第 2~9 表 に 示し た . 表 で 見 る と 各 血 清 が 
選 . coli を 殺す こと の 出来 る 濃 慶 の 限界 は , その 血清 の 
動物 種 に よ つ て 多少 の 差異 が 見 られ る が , 大 体 1:2 な 
いし 1: 8 稀釈 まで の 比較 的 高 濃度 で あぁ る こと が 分 か つ 
た 。 な お 第 3,7,9 表 に 見 られ る よう に , 作用 の 現われ る 
限界 の 濃度 に お いて 作用 の 開始 な いし 完了 の 遅れ が 認め 
られ る も の も ある . 

実験 3. zymosan 処理 を 行なっ つた 人 正常 血清 の 選 . 
coli に 対す る tn vztro の 作用 

前 実験 で , を 殺す 作用 を も つ 正常 血清 中 の 
因子 が 易 熱 性 の 物質 で ある こと を 知 つ た . この 易 熱 物質 
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第 3 表 和牛 正常 血清 の 濃 に ょ る . coli 表 正常 血清 の 濃 に よる . coli 
の 虫 体 数 百分率 の (実験 2.) の 虫 体 数 百分率 の (実験 2.) 
作 血 各 0.3 ml 対照 0.3ml 作 補 血清 各 0.3 ml 対 各 0.3ml 
用 和牛 働 性 血清 の 和牛 加 リン が ガ が 用 働 性 血 の 加熱 非 リン が 
リン ガー 系 働 性 一 リン ガー 液 系 働 性 血清 一 液 
% % % % 
15 2300 100 36 0 0 0 0 15 100 51 - 0 0 0 0 
お 4 10 8 8 8 i100. 0 0 1 0 
60 100 100 90 0 3 10 8 45 100 72 3 2 0 2 る 
90 100 100 92 18. $5 12 12 60 100 80 2 1 0 0 
120 100 100 80 16 16 10 36 90 100 96 # 4 2 4 3 
120 100 95 4 2 1 1 99 
第 4 表 正 常 血 の 濃度 差 に よる 選 coli 
る 
の 体 数 百分率 の 変動 (実験 2.) 
選 の 虫 体 数 百分率 の (実験 2.) 
作 検 血清 各 0.3 ml 対照 各 0.3ml - 
用 馬 働 性 血清 の 馬 加 熱 非 リン ガ が 作 被 検 血清 各 0.3 ml 対照 。 各 0.3ml 
1:1 1:4 1:8 1:16 1:32 - リン ガー 液 系 働 性 
4 6 10 8 分 % % 
60 100 98 12 10 8 0 0 1 1 
00 300 12 12 14 12 12 30 100 86 2 2 1 
00 10. 22 36 10 36 45 100 94 2 1 1 5 
0. 100.:95 2 3 4 1 2 
第 5 表 豚 正 常 血清 の 濃度 差 に よる coli 1 5 
の 虫 体 数 百分率 の 動 ( 実 験 2.) 
coli の 価 数 百分率 の (実験 2.) 
1 ラッ テ 加 
用 ラッ テ 働 性 血清 の 非 リン ガ が 
% % 時 リン ガー 一 液 
18: 40 1 40 36 15 100 100 0 0 
45 100 100 3 2 1 
第 6 表 正常 血清 の 差 に ょ る coli 
の 虫 体 数 百分率 の 変動 (実験 2.) 120. 300. 8 7 
作 検 血 各 0.3ml 各 0.3ml 
"用 羊 働 人 性 血清 の 症 加 熱 非 リン が と し て properdin が 関与 し て いな いか と いう 点 に つい て 
に し た すなわち 人 に zymosan 処理 を 行 な 
< つて properdin を 除い た も の に 上 記 の co 殺 作用 
82 0 0 0 0 を 検討 し た . 
0300 84 0 2 0 0 0 properdin は 補 体 と Mg イオ ン の 存在 下 で zymosan 
2: 0 ..2 0 0 
2 0 2 0 2 と 結合 し properdin-zymosan 結合 物 と な る の で , zymosan 
0 400 90 - 0 0 4 2 4 いれ ば 8 こと が 人 
を 用 いれ ば 血清 か ら こ れ を 除く こと が 出来 る の 結合 


が 進む 上 に は 10°C 以上 の 温度 が 必要 で あり , 完全 と す 
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10 表 人 正常 の zymosan 処理 にょ る co の 体 数 百分率 の 変動 (実験 3 ) 


被 検 各 0.3m 各 0.3 ml 
zymosan 理 
原 末 原 末 末 
17 1°C 75 分 。 17+ C 74 分 
作 37+1°C 20 分 0~5°C 20 分 10 土 1 3 95 分 37+1 を 95 分 
用 zymosan 一 次 処 理 zymosan 一 次 処理 zymosan 処理 対照 zymosan 無 処理 
分 % % % % 
15 0 60 98 98 
30 0 76 98 100 
45 0 72 96 100 
60 2 74 98 100 


る に は 15°C 以上 で な けれ ば な ら ぬ . また 20°C 以上 で 
は 補 体 の C'3 に 働き これ を 不 活 化す る こと も 知ら れ て い 
る の で , 血清 に zymosan を 加え 温度 を 操作 する こと に 
よっ つて properdin の 減量 , properdin の 除去 と 補 体 の 不 


活化 等 を 適当 に 行ない 得る わけ で ある . すなわち 15~ 


18°C の 温度 処理 に より 大 部 分 の properdin を 除く こと 
を 第 1 次 処理 (single treatment) と 呼び , これ で も な お 
残 つ た properdin を 引続き 37°C の 温度 で 除く こと を 第 
2 次 処理 (second treatment) と いう . 第 2 次 処理 を 終わ 
つた も の で は properdin は 完全 に 失わ れる が , この 処理 
に よ つ て も な お 補 体 成分 の 不 活化 され る 割合 は 僅少 で あ 
り , 補 体 と し て の 作用 は 活性 に 保 た れる . 従 つ て これ ら 
の 様 に 種々 に 操作 し た 血清 を 用 いれ ば 作用 因子 が 血清 の 
何れ の 因子 に ある か を 知り 得る わけ で ある . 

材料 及び 方 法 人 血清 の zymosan 処理 の 方法 は 次 に 
述べ る ご と く Pillemer et aZ. (1954, 1956) の 原 法 に 従 つ 
た . この zymosan 処理 血清 を 被 検 血清 と し て , 以下 前 
実験 と 同じ 方 法 で 実験 を 進め た . 

zymosan 処理 : zymosan 処理 の 操作 は 25~30°C の 室 
温 に お いて 行 な つ た . zymosan は Nutritional Bioche- 
micals Corporation (Cleveland, Ohio) の 製品 を 用 いた . 
第 10 表 に 見 られ る ご ど ご とく, 小 試験 管 4 本 を 用 意 し , 生 
理 食塩 水 0.16 ml あて を 3 本 の 小 試験 管 に 分 注 し , これ 
に zymosan 2mg あて を 入れ て よく 混和 浮 湊 さ せ , 人 箇 
清 * り s ml あて を 加え て , 綿 栓 し , その 作用 を 抑え る た 
め に 一 旦 0~5°C に 冷却 する . 次 いで 第 1 管 (zymosan 
二 次 処 理 ) は 氷水 浴 で 17+1°C に 20 分 間 保 つた 後 , 引 


続き 恒温 槽 で 37 キ 1°C に 20 分 間 保 つ . 第 2 管 (zymosan 
一 次 処理 ) は 先ず 第 1 管 と 同じ く 氷 水浴 で 17 上 1°C に 
75 分 間 保 つっ た 後 , 引続き 0~5°C に 20 分 間 冷 蔵 する . 

第 3 管 (zymosan 処理 対照 ) は 氷水 浴 で 10+1°C に 95 
分 間 保 つ . 第 4 管 (zymosan 無 処理 ) は 上 記 の 各 管 に 用 
いた と 同じ 人 血清 0.3 ml に , zymosan を 浮 涯 させ る の 
に 用 いた と 同じ 生理 食塩 水 0.03 ml を 混和 し た も の を 第 
1 管 の 後 処 理 温度 と 同じ 37+1°C に 95 分 間 保 っ . 以上 
の 温度 処理 の 間 に お いて , zymosan は 沈 潤 する の で 時 々 
各 管 を 振っ つて 浮 湊 させ る . 所 定 の 時 間 作 用 させ た 後 , 

zymosan の 作用 を 止め る た め に 各 管 と も 直ちに 0~5°C 
の 温度 に 下げ る . 次 いで 第 1, 2,3 管 の 内 容 を 3 本 の スピ 
ッ ツ グラ ス に それ ぞ れ 手早く 移し て , 氷水 で 冷却 し つ > 
3,000r.p.m. 15 分 間 心 て 血清 に 浮 し た zy- 

mosan を 管 底 に 沈め , 上 清 の 血清 だ け を 別 の 3 本 の 小 試 
験 それ ぞ れ 0.3 ml あぁ て 手早く 移す -. 

次 に 第 11 表 に 見 られ る よう に 上 記 の zymosan 処理 に 
お ける zymosan 原 末 と 生理 食塩 水 の 代 わり に , 次 に 述 
べ る ご ど ご とき zymosan 浮 攻 液 を 用 いて 上 記 と 同じ 操作 で 
zymosan 処理 を 行 な つ た . 

zymosan 浮 放 液 : zymosan 50 mg を 生理 食塩 水 5 ml 
に 浮か べ て , ホモ ゲ ナ イザ ー で 均一 と な す . これ を 試験 
管 に 移し て , 重 湯 前 で 30~60 分 間 加 温 の 後 , と り 出 し 
て 冷却 する . 次 いで 3,000 r.p.m. 15 分 間 沈 て 
zymosan を 沈め , 上 清 を 捨て る . 以上 の ご と く 洗 浴 怒 理 
を 行 な つ て 沈 流 と な つた zymosan に , 次 に 述べ る パル 
ビタ ー ル 緩衝 液 (また は 生理 食塩 水 ) 4ml を 加え て 浮 
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第 11 表 人 正常 血清 の zymosan 処理 た よる の 虫 体 数 百分率 の 動 (実験 3 ) 


検 各 0.3 ml 


対 各 0.3 ml 


zymosan 


処 理 


バル ビタ ー ル 液 ペル ビタ ー ル 


洗 zymosan 

バル ビタ ー ル 液 ベル ビタ ー ル 緩衝 
+ 

人 


用 zymosan 一 次 処理 zymosan 一 次 処理 zymosan 処理 対 昭 zymosan 無 処理 


% % 
15 0 40 
30 2 68 
45 0 80 
2 


68 


98 100 
98 100 
98 100 


させ る . 

バル ビタ ー ル 緩衝 液 : 下記 処方 の も の を 27 入り の メ 
スコ ュ コルベ ン に 入れ て , 熱し た 蒸溜 水 約 1,500ml を 加え 
て 重 湯煎 に て 区 解 させ た 後 , 冷却 する . 次 いで 更に 蒸溜 
水 を 加え て 全量 2,000ml と な す . この 濃 厚 深 液 (また 
は これ を 0~5°C に 冷蔵 し た も の ) を , 使用 に 際 し て 更 
に 蒸溜 水 を 加え て 1 : 4 に 稀釈 する . ; 


処方 : NaCl 85.0 g 
バル ビタ ー ル 5.75g 
深 性 バル ビタ ー ル 3.75g 
MMgCl, 5.0 g(10.6 g) 


MCaCl, (CaCl>・2H:0) 1.5g (1.9g) 
結果 実験 の 結果 は 第 10, 11 表 に 示し た . 表 に 見 ら 
れる 通り , zymosan 二 次 処 理 血清 は 選 . co7z を 殺す 作用 
が 全く な く , zymosan 一 次 処理 血清 は この 作用 が か な り 
弱い . 一 方 対照 血清 に お いて は 前 実験 の 被 検 血清 と 同じ 
く こ の 作用 が 見 られ た . つま り 人 正常 血清 は zymosan 
処理 に つ て properdin を 除く と を 殺す 作用 
能 を 失う こと が 分 か つた . 従 つ て 人 正常 血清 の 選 . 
, coz 殺 滅 作用 に お いて properdin は 不可 欠 の 因子 で あ 
る . 言い 換え る と 本 作用 因子 の 本 態 は properdin の 系 で 
ある と みな され る . な お zymosan を 原 末 の ま 、 ぇ ^ 生理 食 
塩水 に 肖 涯 させ て 用 いた 場合 と (第 10 表 ), 洗 浴 処 理 を 
し た も の を バル ビタ ル 緩 衝 液 に 浮 涯 させ て 用 いた 場合 と 
で (第 11 表 ), 結果 は 表 に 見 られ る よう に 差異 は 認め ら 


れ な か つた . 
【 補 遣 〕 原虫 に 対す る 正常 血清 の 作用 因子 と し て , 
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properdin の 系 の ほか に 正常 抗体 の 系 も 存在 する と 考え 
られ る . この 正常 抗体 系 が 選 . colz に 対し て 何ら か の 
障害 力 を も つか を 追求 する た め に 次 の ご と き 実 験 を 試み 
た 

人 の 正常 血清 を 56°C 30 分 間 の 加熱 に より 非 働 性 と 
する こと に よ つ て properdin は 不 活 性 と な る が , 正常 抗 
体 は 活性 に 保 た れる . この 非 働 性 血清 0.15ml に , 補 
体 と し て 生理 食塩 水 で 1 : 10 区 林 し た モル モッ ト 血 清 
0.15 ml を 添加 し て 再 働 化し た も の を 被 検 血清 と し て , 
これ に coz 浮 液 0.03 ml を 加え て , 37°C で 
体 像 を 追求 し て みた . その 結果 , 何ら の 障害 作用 も 認め 
られ な か つた . また , 添加 する 補 体 と し て モル モッ ト 血 
清 の 代わ り に 人 血清 を 同じ く 1: 10 稀釈 し た も の を 用 い 
て みて る も 結果 は 同じ こと で あつ た . 

総括 及び 考察 

諸 動 物 の 正常 血清 中 に 易 熱 性 の 殺菌 因子 の あぁ る こと は 
Buchner (1889) に よ つ て 古く に 発見 され て お り , これ を 
彼 は Alexine と 名 付け た が , その 後 類似 の も の と し て 正 
常 抗体 , 補 体 等 が 見 出さ れ , 最近 Pillemer et aZ.(1954) に 
より properdin と いう 上 の 諸 因 子 と 相似 し た 作用 を も つ 
因子 が 発見 され て いる . properdin は 補 体 及び Mg イオ 
ン の 共 在 下 で 非 特異 的 に 殺菌 , ビー ルス 中 和 , 溶血 等 の 
諸 作 用 を 現 わ す も の で ある . また これ と 温度 と の 関係 及 
び 精 製品 を 用 いて の 補 体 構成 成分 の 分 析 等 の 研究 に よ 
り , 上 記 の Alexine 作用 の 本 態 は 主 に properdin と 補 体 
と の 協同 作用 で ある こと も 知ら れ て いる . この 解釈 か ら 
Buchner (1889b) の 動物 種 に よ つ て 血清 中 に Alexine 作 
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用 を 欠く も の の ある と いう 実験 を 考察 する と , 補 体 系 が 
その 種 の 動物 で は 不 完全 で あぁ ある た め と みる こと が 出来 よ 
5 (Hegediis & Greiner, 1938 ; Rice & Crowson, 1950). 
properdin は , 酵母 の 細胞 膜 か ら 抽 出さ れる zymosan 
と 結合 する 性 質 を 有 し て いる た め に これ を 利用 し て pro- 
perdin の 血清 か ら の 除去 や 分 離 が 可能 で ある . その 結果 
分 か つた 性質 と し て は 人 の 精製 properdin は 巨大 分 子 状 
ォ イ グロ ョ ロブ リン で あり , 66°C, 30 分 間 加 温 で は 安定 で あ 
る が , 血清 中 で は 56°C, 30 分 処理 で 不 活性 と な る も の で 
ぁ る と いう . つ まり 一 面 で は , 或 種 の 抗体 (Pillemer et aZ. 
1954) に , 一 面 で は 補 体 に 似 て いる . この 点 か ら Wedg- 
wood 人 Pillemer(1958) は properdin を 特殊 な 型 の 抗体 
と 呼ん で いる の で あろ う . 

また , 一 つの 特異 な 免疫 反応 と し て の トキ ツ ッ プ ラス マ 
症 の た め の Sabin-Feldman 試験 に 関与 する accessory 
factor と いう 補 体 様 因子 は Grénroos (1955) に よる と 
properdin と 補 体 成分 の C2, C'3, C'4 と か ら な る 物質 
と みな され て いる . 

また 一 方 所 調 正 常 抗 体 と properdin と の 異同 に 関し て 
も 近年 目 新 ら し い 論 議 が ある . Nelson(1958) は zymosan 
を 利用 し た 詳細 な 実験 に よ つ て , Pillemer et aZ. の 示し た 
properdin 作用 は 結局 従来 の 古典 的 な 考え に よる 正常 抗 
体 作 用 と し て 説明 され 得る も の で ある と し て いる が , こ 
の 考え 方 も 全て の 点 で 理解 出来 る も の で は な い . proper- 
din は 抗体 と 補 体 と の 中間 的 存在 で あり , これ が 産生 さ 
れる 場所 は 正常 抗体 や 免疫 抗体 の それ と 異な る も の と 老 
える の が 愛 当 で あぁ ろう と 思わ れる . 

な お 補 体 の 協力 を 必要 と し な い 耐 熱性 の 殺菌 物質 も 二 
三 知 られ て いる が , この も の は 自然 免疫 の 因子 と し て は 
ぁ ま り 大 き な 役 割 を 果す も の で は な いと 考え られ て い 
る . 

以上 は z vztro で の 一 般 的 な 寄生 微生物 に 対す る 正常 
血清 中 の 作用 因子 で ある が , 原虫 類 に 対す る 同様 の 作用 
も 種々 の 実験 報告 が ある . 

Trypanosoma 類 に つい て Laveran & Mesnil (1902) , 
Goebel (1907) は 人 血清 に は zx vztro で は 家畜 の 7. 
brucei に 対し て ト リ パ ノ メ 作用 が 認め られ な いと 
発表 し , 斉藤 (1927) は 馬 の T. eguiperdum が 人 血清 に 
ょ り 少 し く 障 害さ れる 事実 を 見 て いる . York et al. (1929, 
1930) は 人 の 血清 だ 人 の 7. gambiense は 殺さ ぬ が , 人 
の T. rhodesiense や 馬 の TT. equiperdum や 家畜 の 
. congolense を 殺す こと を 報告 し て いる . また Leva- 
diti Sevin (1905) は 鳥 の Trypanosoma に 対す る 哨 乳 動 
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物 面 清 の 作用 を みて , 動物 種 に より 差異 の ぁ ある こと を 見 
て いる . 一 方 Adams(1931) は 諸 種 動物 血清 が T. gam- 
biense, T. rhodesiense の 消化 管 型 の も の を 殺す が , 嘩 
液 腺 型 の て の で は 同じ 作用 が 認め られ な いと 報告 し て い 
る . Taliaferro に よる と Laveran & Mesnil(1909) は て T. 
evanst に 対す る 血清 の 自然 免疫 の 点 か ら 血清 を 3 群 に 
分 け , それ ら の 血清 に 温度 処理 を 行なっ つた 結果 を 観 宗 し 
て いる . 同様 の こと を 小川 (1916) は T. lewisi 及び TT. 
cruzt に つい て イモ リ , 血清 で , 斉藤 (1927) は 
T. gambiense, T. equiperdum に つい て 山羊 , 
和牛 , 馬 , 兎 , モル モツ ト , 鶏 , 鳩 等 の 血清 で 実験 し , 温 
血 , 冷血 両 種 の 血清 に よ つ て トリ パ ノ ソ マ に 対す る 態度 
に 明らか な 差 の あぁ ある こと を 見 て いる . 小野 (1937 a) も 温 
血 冷 血 両 動物 寄生 トリ パ ノ ソ マ に 種々 の 冷血 温 血 動物 面 
清 を 作用 させ , 虫 体 の 崩壊 が 動物 種 及び 温度 操作 に より 
異な る こと を みて いる . 

Trypanoplasma に 対し て 各種 の 血清 が 凝 塊 作 用 を 有 
し て いる が , この 点 に つい て は Schindera (1922) の 温度 
処理 の 影響 に 関す る 発表 が ある . 

馬場 (1957) は Trichomonas vaginalis, T. gallinae, 
T. foetus の 3 種 に つい て モル モツ ト 血 清 の 1 : 4~1: 
64 稀釈 まで は 落 解 及び 運動 阻止 作用 を 受け る こと を 観 
て お り , (1935) も hominis に つい て 少し く 
観 祭 し て いる . 

また 赤痢 アメ ー バ も ラッ テ 血 清 に よ つ て 軽度 の 障害 を 
受け る と いう (Menendez, 1932). 

自由 生活 性 の ウ リム シ (Paramecium) に 対す る 
動物 血清 の 作用 に つい て は R6ssle (1905), Takenouchi 
(1918) , Masugi (1927) 等 々 の 実験 が あり , 運動 停止 か ら 虫 
体 の 崩壊 に 至る 種々 の 反応 が 起こり, これ は 55~56°C 
加 温 処理 に よ つ て 消失 する 性 質 の も の で ある こと を 認め 
て いる . その 他 Bodo に 対す る 兎 , モル モッ ト 血清 の 
落 解 作用 に つい て は Robertson (1934) の 発表 が ある し , 
Galucoma に 対す る モル モッ ト 血清 の 麻 癌 作用 に つい 
て は Rséssle (1905) の 報告 が み ら れ る . 

以上 の 講 報 告 を 総括 し て みる と , 正常 血清 の 障害 作用 
に よる 由 体 像 に は 原虫 な いし は 血清 の 種類 に よ つ て か な 
り の 変化 が 見 られ る が , その 本 質 は いずれ る も 殺 原 虫 作用 
と し て 説明 の つく も の と みな され る . また Tripano- 
soma の ご と く 血 液 ・ 組織 に 寄生 する 原虫 は 血清 の 障害 
作用 に 対す る 耐性 が 比較 的 強い の で ある が , これ に 反し 
て Trichomonas の ご と く 腸 管 , 騰 膝 に 寄生 する 原虫 の 
血清 耐性 が 弱い と いう 成績 は , 原虫 の 血清 耐性 が 寄生 部 
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位 と 多少 の 関係 を も つこ と を 示す も の と し て 注目 され 
る . 同様 な 意味 合い で Paramecium, Bodo, Glaucoma 
の ご と く 非 寄生 性 の 原虫 の 血清 耐性 が 弱い 点 も 理解 出来 
る . な お 赤痢 アメ ー バ は 人 の 腸 壁 に 寄生 し , 血行 その 他 
の 径 路 を 介し て 肝臓 内 に 到達 し て 肘 瘍 を 形成 し 得る こと 
が 知ら れ て いる . この よう な 原虫 は その 和 宿主 で ある 人 の 
血清 に 対し て か な り の 耐性 を 得 て い る と 考え られ る . 原 
虫 の 種類 に よる 以上 の ご と き 大 清 耐性 の 差異 は , 寄生 性 
の 原虫 が 自由 生活 性 の 原虫 か ら 変 化し て 来 た 過 程 に お い 
て 宿主 の 体内 で の 生活 に 適応 する た め に 和 宿主 の 血清 の 障 
害 作 用 に 馴れ て 耐性 を 獲得 し て 来 た こ と を 示す も の で あ 
ろう . 

以上 の 報告 か ら 癌 vztro で の 正常 血清 中 の 殺 原 虫 因 
子 に つい て 考察 する と 次 の ご と くに な ろう . 

Adams (1931) は 血清 の 物理 化学 的 処理 に よる 補 体 の 不 
活化 に よっ つて 殺 ト リ パ ノ ソン ソ マ 作 用 が 失わ れる こと か ら 殺 
トリ パ ノ ソ ツマ 物質 を 補 体 と みな し , 一 方 Culbertson & 
Strong (1935) は 血清 の 菌 体 吸着 並び に 各種 物理 化学 的 処 
理 に 対す る 態度 か ら 殺 トリ パ ノ ソ ンマ 物質 は お そら く 殺 菌 
系 因子 と 類似 し た 正常 抗体 で ある ろう と いう . また 鳥 の 
rypanosoma を 用 いた 小野 (1937 a, b) の 実験 で , 小野 
は 中 体 深 解 作 用 は 正常 抗体 (Trypanolysin) と 補 体 と の 協 
力 に 基づく も の で あぁ る と いつ て いる . な お 山口 (1956) 
は Cohn の 方 法 に よる 人 血清 の 精細 な 分 画 を 行ない , 
Fract. IV-1 に 殺 ト リ パ ノ ソ マ 作 用 が 認め られ る と 報告 
し て いる . これ ら の 諸 報 告 に つい て 検討 し て みる と 殺 ト 
リ パ ノ ソ マ 物 質 は properdin の 系 か 正常 抗体 の 系 の い ず 
れ か で ある ろう . 

Paramecium を 用 いた Takenouchi(1918) は その 作用 
を 正常 抗体 と 補 体 と の 協同 作用 と し て いる が , 一 方 Ma. 
sugi (1929) は これ を 介 定 し 補 体 単独 の 作用 と し て いる . 
その 根拠 と し て , 麻痺 作用 復活 に 対し て 補 体 量 が 充分 量 
を 上 廻る 程 大 量 に 必要 で ある こと 及び 補 体 作用 の 強い モ 
ル モ ッ ト 血 清 に お いて 麻痺 作用 が 強い 点 を 挙げ て いる . 
し か し な が ら こ の 両者 の 実験 結果 上 の 差異 を 検討 し て み 
る と 温度 処理 に よる properdin の 不 活 性 化 の 謀 合 い の 差 
が 原因 し て いる 様 で ある . 

7Trypanoplasma を 用 いた Schindera (1922) の 実験 で 
は 凝 睦 反 応 因 子 は お そら く 正常 抗体 単独 の も の で あろ 

以上 に 紹介 し 考察 し た こと を 基本 と し て 私 の 本 実験 結 
果 に つい て 考 接 を 加え る と 次 の ご と くに な ろう . 

(1) 正常 血清 の coz 滅 作用 に つい て 
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選 . coli は 人 , 和牛 , 馬 , 豚 , 羊 , 兎 , モル モッ ト , ラ 
ッ テ の 各 新 鮮 正常 血清 に よ つ て z vztro で 非 特異 的 に 
殺さ れる こと が 分 か つた (実験 1). この 選 . coZz 殺 減 作 
用 に つい て 次 の 諸点 を 検討 し て みる . 

虫 体 像 : 刀 . co7 は 正常 血清 の 作用 に より 運動 障害 , 
変形 , 深 解 の 三 型 の 像 を 現 わ し て 死亡 する . この 三 型 の 
像 は 単独 また は 混合 し て 現われ る . また 一 部 に は 虫 体 の 
運動 が 全く 停止 し て 死亡 し た と 思わ れる 状態 か ら 時 間 の 
経過 と 共に 運動 が 回 復 し て 来る ご と き 変 化 も 認め られ た 
(第 1 表 ). この よう な 変化 は Masugi が Paramecium 
に お いて 観察 し た 一 過 性 麻痺 に 相当 する も の で あろ う 5. 
この 一 過 性 運動 麻 交 を も 含め た 4 型 の 像 は 作用 因子 の 強 
さと 由 体 の 抵抗 力 と の 差異 に 基づく 変化 を 示す も の と 考 
えら れる . 

選 . coli が properdin と 補 体 の 協同 作用 に より 落 解 す 
る 機 序 に つい て は 明らか で な い が , お そら く 細 菌 , 血球 
に お ける と 同じ こと と 考え られ る . 守山 は 殺菌 , 落 血 作 
用 に お ける 補 体 の 作用 を 次 の ご と く 説 明 し て いる . 補 体 
は グロ ブリン の ビー ルス 様 の 重合 体 で ある る か ら そ の 構造 
影響 力 は ビー ルス の 様 に 大 きい と 考え られ , 補 体 が 抗体 
の 力 を か り て 細菌 ; 血球 に 結合 する と , : そ の 蛋白 重合 性 
か ら 出 る 強大 な 力 に よら て これ ら の 細胞 の 原形 質 の 構造 
に 著しい 伝染 性 の 動揺 を 与え そる の で 血球 や 或 種 の 細菌 は 
溶け , 溶け に くい 細菌 で は 深 菌 な し に 死滅 する こと も あ 
る と いう . 

被 検 正常 血清 : 豚 に は 戸 . co の 自然 感染 が し ば し 
ば 見 られ る の で , 本 実験 で 正常 血清 と し て 用 いた 豚 血 清 
が , 有 選 . coli に 対す る 特異 抗体 を も つた 免疫 血清 で な い 
こと を 証明 する 必要 が ある . これ を 実験 的 に 追究 する こ 
と は 省略 し た が , 次 の 点 か ら 見 て この 豚 血 清 は 正常 血清 
と みな し 得る と 考え られ る . すなわち 第 1 及び 5 表 に 見 
られ る ご と く , 豚 血 清 に お ける 作用 の 完了 が 比較 的 短 時 
間 で ある 点 と , また 作用 の 強 さ が 他 の 動物 血清 と ほぼ 同 
様 で 特に 免疫 抗体 の 存在 を 思わ せる よう な 作用 の 増強 が 
見 られ な い 点 と で ある . 

作用 時 間 : 人 血清 に よる coz 作用 は 37°C 
に お いて は 10 分 どろ か ら 現 われ 始め て 20 分 どろ に 完了 
する . すなわち 15 分 前 後 で ある (第 2~9 表 ). し か し 稀 
閑 し た 血清 に お いて は 作用 の 開始 な いし 完了 が 遅れ る も 
の も 見 られ た (第 3, 7,9 表 ). これ は 血清 の 稀釈 に よっ つ で 
その 作用 因子 の 力 が 量 的 に 弱く な る た め と 考え られ る . 

作用 温度 : リン ガー 液 に 浮 さ せ た が , 
温度 に 対し て いか な る 態度 を 示す か を みた 結果 は 次 の 演 
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と く で ある . 45°C 以上 で は すべ て の 貝 体 が 死亡 する . 
2°C 以下 で は 大 部 分 の 虫 体 が 死亡 し , 正常 血清 の 作用 に 
お ける と 同じ く 深 解す る 像 も 一 部 に 認め られ た . 従 つ て 
B. colz が 比較 的 に 温度 の 影響 を 受け な いと 考え られ る 
5-42°C の 範囲 に お いて 人 血清 に 対し て いか な る 作用 を 
受け る か を 追求 し て みた . その 結果 , この 範囲 の 温度 で 
は いずれ も 選 . coZz 殺 滅 作用 が 陽性 に 現われ る こと を 確 
か め た . つま り 本 作用 は 室温 に お いて 現われ 得る こと が 
分 か る . この 点 , 同じ く properdin の 系 に よる 殺菌 作用 
が 15°C 以上 に お いて 現われ る (Pillemer et al. , 1956) 
の と 趣 を 異 に する . た だ し 低温 に お いて は 作用 の 開始 な 
いし 完了 が 遅れ る 傾向 が 見 られ , 例え ば 10°C で は 開始 
が 40 分 ご ど ごろ, 完了 が 50 分 ご ろ と な る . すなわち .45 分 
前 後 で あり , 37°C に お ける 場合 の ほぼ 3 倍 の 遅れ が 見 
られ た . 
(2) 正常 血清 に お ける 殺 作用 の 因子 に つい 
正常 血清 に お ける 選 . co 太 殺菌 作用 の 因子 と し て 
properdin が 必要 で ある こと が 分 か つた (実験 3.). pro- 
perdin が 働く た め に は 補 体 の 協力 が 必要 で ある か ら , 本 
作用 は この 両 因子 が 協同 し て 貝 体 に 作用 する も の と み 
な され る . この 点 に つい て 次 に 検討 を 加え て みる . 

properdin : 。 実験 3. で, zymosan 二 次 処 理 血 清 は 
B. coli を 殺す 作用 能 を 失い , 一 次 処理 血清 は 作用 能 の 
低下 が 認め られ た (第 10, 11 表 ). 一 次 処理 血清 は 先 に 
述べ た ご と く properdin は 減少 し て いる が , 補 体 は 活性 
に 保 た れ て いる と みな し て よい . 従 つ て 一 次 処理 血清 に 
お ける 作用 能 の 低下 は properdin が 減少 し た た めで あつ 
て , 補 体 が 不 活性 に な つた た めで は な いと 判断 され る . 
言い 換え る と properdin は 本 作用 の 因子 と し て 不可 欠 で 
ぁ る こと が 分 か る . この よう に 考え る と , zymosan 処 
理 血清 の 補 体 が 活性 に 保 た れ て いる か を 検 さ る た め の 深 
血 系 に よる 後 試験 は 必要 が な い の で 省略 し た . 

リン ガー 液 に よ つ て 稀 釈 し た 正常 血清 に お いて 選 . 
coli 殺 減 作用 が 陽性 に 現われ る 潮 度 の 限界 は , 血清 の 動 
物 種 に よ つ て 大 差 が な く , 1:2 な いし 1:8 恋 術 まで の 
比較 的 高 濃 度 で ある (第 2-9 表 ). この 限界 は 血清 の 補 体 
価 よ り は むし ろ properdin 量 に よ つ て 規定 せら れ て いる 
面 が 強い と 思わ れる . 

正常 抗体 : 実験 (3) の 附属 と し て 行 な つ た 正常 抗体 系 
の 反応 に つい て の 実験 に よ つ て , 正常 血清 に お ける 選 . 
coli 殺 滅 作用 の 因子 は properdin の 系 だ け で ある こと が 
分 か り , 正常 抗体 の 系 は 本 作用 の 因子 と し て は 全く 関与 
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し な いと みな され る . 

補 体 : マウ ス 清 は coZz に 対す る 障害 を も た 
な いこ と が 分 か つた (実験 1, 第 1 表 ). その 理由 に つい 
て 考 宗 し て みる と 次 の ご と くに な ろう . マウ ス 血 清 に は 
properdin は 充分 に 含ま れ て いる (Pillemer et aZ. 1954). 
一 方 マウ ス 血 清 は vzzro で 溶血 系 補 体 作用 , 殺菌 作用 
等 を 欠 除 し て お り , その 原因 は 補 体 成分 の 欠損 (Ritz, 
1911 ; Brown, 1943 ; Muschel & Muto, 1956) な いし は 採 
血 操 作 に よる 抗 補 体 過程 (Rosenthal, 1913 ; 川島 , 1957) 
に ある と み ら れ て いる . つま り マ ウス 血清 が 選 . co に 
対し て 障害 力 を も た な い の は 補 体 の 作用 が 不 完全 な た 
めか , その 成分 が 欠け て いる た め と み ら れ る . この 点 を 
確か め る た め に マウ ス 血 清 に 他 種 動物 の 補 体 を 添加 し た 
も の を 被 検 血清 と し て 選 . co に 対す る 作用 を 追求 し 
た . その 結果 は 上 記 の 考え が 正しい こと を 認め る こと が 
出来 , それ と 共に 本 作用 に お いて 補 体 も properdin と の 
協力 因子 と し て 不可 欠 の 因子 で ある こ と が 盆 か つた . そ 
の 詳細 に つい て は 後 の 報告 に ゆず る . 

和牛, 馬 , 羊 の 血清 に つい て る も 落 血 系 補 体 作用 の 欠 除 な い 
し は それ に 近い 成績 が 得 ら れ て お り (Hdgediis & Greiner 
1938 ; Rice Crowson 1950) , これ ら の 血清 は 
に 対し て 障害 力 を も た な いと 予想 し た が , 実験 の 結果 は 
いずれ も この 予想 に 反し た . この 点 , 先 に 述べ た Bu- 
chner (1889 b) の 動物 種 に よ つ て 血清 中 に Alexine 作 
用 を 欠く も の が ある と いう 実験 結果 と 趣 を 異 に する . し 
か し な が ら 私 が 本 実験 に 用 いた 和牛, 馬 , 羊 の 補 体 成分 の 
保有 状況 が 上 記 講 家 の 報 告 の も の と 果して 一 致し て いる 
か は 明らか で な い . また 仮に 一致 し て いる と し て る も, 
玉 . coz 殺 減 作用 で properdin と の 協力 因子 と し て 必要 
な 補 体 成分 が , preperdin 系 の 殺菌 作用 (Wardlaw & 
Pilemer, 1956) に お ける ご ご とく C2, の 4 
成分 すべ て で ある か は 分 か ら な い . これ ら の 諸点 は な お 
追究 を 要する 問題 で ある . 

(3) 他 種 原虫 に お ける 正常 血清 の mn vztro の 障害 作 
用 と の 比較 

選 . coli は 人 , 豚 の 腸管 に 寄生 する 原虫 で あり , その 
血清 耐性 は 口腔 , 腸管 , 騰 膝 に 寄生 する Trichomonas 
や 自由 生活 性 の Paramecium, Bodo, Glaucoma 等 と 
同じ く 弱 いも の で ある こと が 分 か つた . この 点 は 血液 ・ 
組織 に 寄生 する Tr ヶ rypanosoma に お ける 血清 耐性 が 比較 
的 に 強い の と 相違 する 所 で ある . 

選 . co 以外 の 原虫 に お ける 正常 血清 の 障害 作用 が や 
は り properdin の 系 に 基づく も の か , ある い は 原虫 の 種 


669 
に 
の 
| の 
m 
考 
: 
作 
造 
体 ™ 
性 
[は 
し 4 
清 
い 
と 
時 
同 
が 
c 
も 
. 
各 


670 


類 に ょ つて 正常 抗体 の 系 に 基づく も の も ある の か , この 
点 い まだ 明確 で な い . propedin の 系 が 原虫 学 の 分野 で 
自然 免疫 の 因子 と し て の 役割 を も つ 範 囲 に 関し て は 将来 
の 研究 を 俊 つ て 解明 され よう . 

種 動物 の 新鮮 正常 血清 が Balantidiun (培養 
体 ) に 対し て zn vztro で いか な る 作用 を も つか を , また 
その 作用 因子 の 本 態 を 追求 し た 結果 を 要約 する と 次 の ご ど ご 
と くに な る . 

各 血 清 は 室温 に お いて 選 . co 記 を 殺す 作用 を も ち , 各 血 
清 を 56°C 30 分 間 の 加熱 に より 非 働 性 と し た も の は 
この 作用 を 失う . 本 作用 は 各 血 清 の リン ガー 液 に よる 
1:2 な いし 1:8 稀釈 まで に 認め らち ら れる. 本 作用 は 、, 
B. coli が 血清 の 障害 作用 に 対し て きわ め て 弱い 耐性 を 
も ち , 和 宿主 の 血液 ・ 組 織 内 に お いて は 生存 し 得 な いこ と 
を 示す も の と みな され る . 

(2) 上 記 の 選 . coZz 殺 滅 作用 に は 血清 中 に 自然 免疫 の 
因子 と し て 存在 する properdin が 関与 し て お り , この 作 
用 に お いて 選 . co を 殺す 因子 は properdin の 系 で ある 
と みな され る . な お 正 常 抗 体 の 系 は 本 作用 に 関与 し な 
い . 

(3) マウ ス 血 清 に は 戸 . coZz に 対す る 障害 作用 が 認め 
られ な い . これ は マウ ス 血 清 の 補 体 が 不 完全 な た め と み 
な され る . 

( 和 ⑲ 原虫 学 の 分 野 に お ける 自然 免疫 の 機構 が proper- 
din 系 だ け に よっ つて 形成 され て で て いる の か , 他 に 正常 抗体 
系 等 も 関与 し て いる の か , この 点 明 確 で な く 将 来 の 検討 
に 待つ . 

な お 原虫 学 の 領域 に お ける 正常 血清 の zz vztro の 作 
用 に つい て 考察 する と 共に properdin の 本 質 に 関し て も 
若干 考察 した. 

稿 を 終わ ちる に 臨み , 御 指 導 御 校 閣下 さっ つた 松林 久吉 教 
並 びに 浅見 助教 授 深く 感謝 する . また 伝染 研 
完 所 の 山本 正助 教授 並び に 当 医 学部 細菌 学 教室 の 齋藤 和 
久 人 の 御 助言 に 感謝 する . 

本 論 要旨 第 19 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 大 
会 に # い て 発表 し た . 


s 
1) Adams, A. R. D. (1931): The action of various 
sera, in Uitro, on the gut and salivary gland 


forms of T. rhodesiense and T. gambiense. 
Ann. Trop. Med., 25, 299-311. 


( 40 ) 


2) 馬場 弘志 (1957) : トリ ュ コモ ナス の 免疫 学 的 
1, immobilization test と 凝 塊 反 応 と の 比較 検討 
日 新 医 学 , 44(12), 655-664, 昭 32. 

3) Brown, G. C. (1943): “The complementary acti- 
vity of mouse-serum. J. Immunol., 46, 319-323. 

4) Buchner, H. (1889a) : Ueber die bakterientéd- 
tende Wirkung des zellenfrein Blutserums. Cbl. 
Bakt., 5, 817-823. 

5) Buchner, H. (1889 b) : "Ueber die bakterienté- 

dtende Wirkung des zellenfreien Blutserums. Cbl. 

Bakt.;, 6; 1-11. 

Culbertson, J. T. & Strong, P. S. (1935): The 

trypanocidal action of normal human serum. The 

nature of the substance responsible for the try- 

panocidal effect and its relationship with the bac- 

tericidal activity of normal human serum. Amer. 

Hyg,, 21, 1-17. 

Goebel, O. (1907): Pouvoir préventif et pouvoir 

curatif du sérum humain dans Vinfection due au 


6 


7 


Trypanosome du Nagana. Ann. Inst. Pasteur, 21, 


882-910. 

Grénroos, P. (1955): The action of properdin 

on Tozoplasma gondii. Ann. Med. Exp. Bio- 

log. Fenn., 33, 310-315. 

9) Hegediis, A. & Greiner, H. (1938) : Quantitative 

Bestimmung der Komplementbestandteile. Zschr. 

Immunit. forsch., 92, 1-9. 

川島 (1957) : マウ ス 清 の 補 体 た に 関す る 研 

完 (第 4 報 ), 補 体 成分 た 就 い て の 検討 日 大 医 

学 雑誌 , 16(2), 375-383, 昭 32. 

11) Laveran, A. & Mesnil, F. (1902): Rechersches 

sur le traitement et la prévention du Nagana. 

Ann. Inst. Pasteur, 16, 785-817. 

Laveran, A. & Mesnil, F. (1909) : Taliaferro, 

W. H.: The immunology of parasitic infections. 

1929, The century Co., NewYork, London に 

よる . 

Levaditi & Sevin (1905): L’influence des sérums 

normaux des mammiféres et des oidseaux sur le 

Trypanosoma paddae. Compt. rend. Soc. Biol., 

48, 694-695. 

14) Masugi, M. (1927): Uber die Wirkung des nor- 
mal-sowie des spezifischen Immunserums auf die 
Paramézien. Uber die Immunitat derselben gegen 
die beiden Serumwirkungen. Krkh. forschung, 5, 
375-402. 

15) Menendez, P. E. (1932) : Serological relationships 
of Entamoeba histolytica. Amer. J. Hyg., 15, 
785-808. 

16) 守山 英雄 : 免疫 及び 免疫 反応 , 第 1 版 , 医学 書 
院 , 1958. 

17) Muschel, L. H. & Muto, T. (1956) : Bactericidal 
reaction of mouse serum. Science, 123, 62-64. 


8 


10 


12 


13 


2 
2 

2 
2 

2 


18) Nelson, R. A., Jr. (1958): 


19 


ーー 


20 


21 


“— 


22 


23) 


24) 


25 


26) 


27) 


An alternative me- 
chanism for the properdin system. J. Exp. Med., 
108, 515-535. 


小川 修 (1916) : トリ フ ダーマ の 感染 及び 
つい て , 日 本 学 雑誌 , 3, 348-359, 
大 


小野 菊 牧 (1937 a) : 培養 Trypanosoma に 対 
する 冷血 動物 血清 の 作用 に 関す る 研究 , 第 1 秘 
冷血 動物 血清 に よる Trypanolyse 及び Agglo- 
meration の 観 察 , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 30(7), 
1460-1487. 

小野 (1937 b) : rypanosoma に 対 
する 冷血 動物 血清 の 作用 に 関す る 研究 , 第 2 秘 
いし が Trypanolysin 及び Agglomera- 
tinin の 性 状 に 関す る 実験 , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 
30(9), 1746-1771. 

Pillemer, L. et al. (1954): The properdin system 
and immunity, I. Demonstration and isolation of 
a new serum protein, properdin, and its role in 
immune phenomenon. Science, 120, 279-285. 
Pillemer, L. et al. (1956): The properdin system 
and immunity, IIl. The zymosan assay of pro- 
perdin. J. Exp. Med., 103, 1-13. 

Rice, C. E. & Crowson, C. N. (1950): The 
interchangeability of the complement components 
of different animal species, II. In the hemolysis 
of sheep erythrocytes sensitized with rabbit am- 
boceptor. J. Immunol., 65, 201-210. 

Ritz, H. (1911): Ueber Antikérperbildung und 
Anaphylaxie bei weitzen Miusen. Zschr. Immu- 
nitforsch., 9, 321-344. 

Robertson, M. (1934): An in vitro study of the 
action of immune bodies called forth in the blood 
of rabbits by the injection of the flagellate proto- 
zoon Bodo caudatus. J. Path. Bact., 38, 363- 
390. 

Réssle, R. (1905): 


Spezifische Sera gegen Infu- 


(41) 


28) 


29 


30 


31 


32 


33) 


34) 


35 


36) 


37) 


671 


sorien. Arch. Hyg., 54, 1-3H. 

Rosenthal, F. (1913): Untersuchungen tiber die 
Genese des Rezidivs bei der experimentellen Try- 
panosomeninfektion. Zschr. Hyg., 74, 489-538. 
正 敬 (1927) : トリ フジ ダー マ の 細胞 学 的 研 
究 , 特に 諸 種 化学 的 治療 剤 X 線 及び 紫外 線 の 影 
響 に つい て , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 20(7), 850- 
903, 昭 2. 

Schindera, M. (1922): Beitrage zur Biologie, 
Agglomeration und Ziichtung von Trypanoplasma 
helicis Leidy. Arch. Protistenk., 45, 200-240. 
Takenouchi, M. (1918): Cytolytic action of nor- 
mal and immune serum on infusoria. J. Infect. 
Dis., 23, 396-414. 

(1935) : Trichomonas の 生物 学 的 及び 
疫学 的 研究 , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 9(4), 817-908, 
昭 10. 

Wardlaw, A. C. & Pillemer, L. (1956): The. 
properdin system and immunity, V. The brcteri- 
cidal activity of the properdin system. J. Exp. 
Med,. 103, 553-575. 

Wedgwood, R. J. & Pillemer, L. (1958): The. 
nature and interactions of the properdin system. 
Acta Haemat., 20, 253-259. 

山口 康夫 (1956) : 正 人 に 含ま れる ト 
パ ペ ノ ゾーマ 物質 の 本 態 に 関す る 研究 , 日 大 医学 
雑誌 , 15(6), 900-911, 昭 31. 

Yorke, W., Adams, A. R. D. & Murgatroyd, 
F. (1929): ‘Studies in chemotherapy, I. A method 
for maintaining pathogenic trypanosomes alive 1 
vitro at 37°C for 24 hours. Ann. Trop. Med., 
23, 501-518. 

Yorke, W., Adams, A. R. D. & Murgatroyd, 
F. (1930) : Studies on chemotherapy, II. The 
action 1n vitro of normal human serum on the: 
pathogenic trypanosomes, and its significance. 
Ann. Trop. Med., 24, 115-163. 


$ 
|| || , 
| 
| 
| 
3 
S 
や 
4 


672 


ON THE DELETERIOUS EFFECT OF ANIMAL SERA 
UPON BALANTIDIUM COLI 


SHIKO FUJIOKA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo) 


Balantidium coli growing in Balamuth'’s medium were put into sera of man and animals 
and their movements and morphological changes were investigated. Sera used in the experiments 
were obtained from man, cattle, horse, pig, sheep, rabbit, guinea pig, rat and mouse. In these 
sera, except the serum of mouse, Balantidium became inactive and were even broken down, the 
protoplasma flowing out of the body wall. In other cases, the break down of the protozoa did 
not occur, but they only became immotile or a part of the body wall swelled out. These stand- 
still and morphological changes leading to death occurred immediately after putting the protozoa 
into sera and finished within 15 minutes. There was no difference in these effects between sera 
‘of different animals. Only the serum of mouse had no effect of this kind at all. All sera inactivated 
by keeping at 56°C for 30 minutes lost the effect. When the sera were diluted with normal 
‘saline, the effect was recognized only in the higher concentration ; 1:2 or 1: 8 were the limit of 
the dilution in which the changes occurred. 

As the effect was naturally supposed to be due to properedin, zymosan treatment was tried. 
By the single treatment (treatment at 15-18°C) the effect remained in a limitted extent, 60-70% 
‘of Balantidium remained alive. By the second treatment (keeping the medium at 37°C after the 
‘single treatment) none of the Balantidium was killed. These results indicated that the effects 
mainly due to the properdin system contained in the serum. 

Mouse serum did not show the effects upon Balantidium. This can be explained by the 
fact that mouse serum has only insufficient complement activity. The complement is inevitable for 
the activity of the properdin. 
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腸 内 細菌 の 映 虫 感 梁 に 及ぼ す 影 響 の 病理 学 的 研究 
殊 に 枯草 菌 と 肝 蜂 感染 の 関係 に つい て 
(2) モル モッ ト に お な ける 病理 学 的 観 窒 


東 


大 阪 府立 大 学 農 学部 学科 ( 森 田 教 ) 
京都 府立 医科 大 学 病理 学 教室 ( 田 中 秋 三 教授 ) 


(昭和 35 年 5 月 28 日 受領 ) 


第 1 報 に 述べ た よう に , 動物 の 種類 に ょ よ つて, その 腸 
内 に 固有 的 に 常 在 す る 細菌 が . 同じ くそ の 動物 に 特に 感 
し 易い の 感染 機転 なんら か の , 特別 な つなが 
り を も つて いる の で は な か ろう か と の 考慮 か ら , この こ 
と の 証明 を する た め の 実 験 に , 草食 獣 の 腸 内 に 特に 固有 
的 に 見 られ る 枯草 菌 と , 同じ く 草 食 獣 に 最も 普通 に 感染 
する と を えら , モル モッ ト に 感光 試み た 結果 , 
感染 率 , 寄生 虫 体 数 に 顕著 な 影響 を 及ぼ すこ と が 明らか 
に な つた の で ある . その 結果 比較 的 短期 間 に 死 の 転 帰 を 
と る こと に な つた , すなわち , 対照 例 の 死亡 率 12.5 % 
で あぁ る の に 対し て , 実験 例 で は , 40~83 %, 平均 47 % 
と いう 敬 く べき 成績 を 示し て いる . 

ここ に お いて , 肝 蜂 の 寄 生 部 位 で ある 肝臓 を 中 心 に 病 
理解 剖 学 的 観察 を 試み , 枯草 菌 を 投与 する こと に よっ 
て , 死 の 転 帰 を と る も の が 多く な つた 原因 と つい て 追究 
と た 。 

実験 方 法 及 び 材 料 

誠 検 材料 は , 法 に 従 つ て フォ ル マ リ ン 水 に 固定 し , 組 
織 学 的 検索 に は , パラ フィ ン 包 埋 切 片 と し , 主として 
HE 染色 ワン ギー ソン 氏 法 , ワイ ゲル ト の 線維 細菌 


染色 法 , な お グラ ム 染 色 に は グッ ド パ ス チャ ー 法 , リリ 
法 を 用 いた . 
実験 成績 

実験 に 供し た モル モッ ト は 第 1 報 に 述べ た よう に , 対 
昭 例 を 含め て , 7 群 , 48 頭 で ある . その 実験 経過 と し 
て , 第 死 , 殺 の 状況 を まとめ る と 第 1 表 の と お り で ある . 
肝 里 症 の た め に 死 の 転 帰 を と つた も の は , 対 照 例 (I 
群 ) で は 18.7 % で ぁ る が , 前 処置 と し て 枯草 菌 や Chlo- 
romycetin 等 を 投与 し た I 群 は 83 %, 群 57 %, IMV 和 
50%, V 群 40%, VW 群 40 %, VMI 群 60 %, 平均 47 % で 
あり, 枯草 菌 の 及ぼ す 影 響 の 程度 が 明らか で ある . 前 処 
置 を 行 つ た 群 別 の 比較 を し た 場合 その 差 に 有意 の 有無 を 
決定 する こと は 早計 で ある . Chloromycetin 添加 の 影響 
に つい て は , 尚 追 完 したい. 体重 の 推移 に つい て は , 肝 
峰 メ タ セ ルカ リア (Fh. mc.) を 投与 し た 時 と , 訓 検 時 の み 
を 掲 け た が , 勿論 中 間 に お いて 多少 の 波形 は ぁ る が , 比較 
的 増量 し て いる も の の 多い こと は , 躍 体 寄生 に よ ょ つて , 
和 宿主 に 及ぼ す 障 害 の 経過 を 知る うえ に 興味 ある と ころ で 
あぁ ある. 

肉眼 的 所 見 


第 1 表 実験 モル モッ ト の 経過 表 


平 均 体重 の 変化 

I 無 処 置 ( 対 照 例 ) 16 $ 18:.7 13 48 16 0 
章 (K 49) 投与 6 5 83.0 1 40 5 1 
IV (S.D) 投与 4 50.0 2 49 1 
V Chloromycetin 十 枯草 苗 (K49) 投 与 5 2 40.0 3 49 5 0 
VW Chloromycetin 十 枯草 (274) 5 2 40.0 3 .41 5 0 
VW Chloromycetin 十 枯草 (S.D) 投 5 3 60. 2 54 5 0 

計 32 15 330(55) 14 278(46.3) 28 4 
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第 2 表 和 観 (1) 


第 4 表 眼 的 観 表 (3) 


経 体 腹 腹 経 体 腹 腹 
動物 体 重 動 物 体 重 知 
(g) の ょ 発生 部 位 (g) の ょ 発生 部 位 
号 数 時 時 率 葉 性 水 号 数 時 時 Gg) 葉 性 水 
1 56200235 9.03.8 — — — -— V 6 5046052018.03.5+ + + 
3 56150200 8.04.0ー- + 8 5023053029.05.5+ + + + + 
4 64 33045019.54.3 + + + Kk49 .9 5040054020.03.7+ ++ - + + 
5 5030031526.08.2 - + ジ 10 4845056021.03.7+ + + 
I 6 5638041016.03.9++ー + 
を すす Ww 26 5053053030.05.7 ++ + + + 
※ Chl : Chloromycetin, ( ) 内 数 字 等 は 枯草 昔 株 名 
第 3 表 荷 眼 的 観察 表 (2) 
価 腹 附 着 し て いる も の が ある . 被膜 下 に 暗 赤 粒 大 乃至 小豆 
動物 体 包 大 の 不 規則 な る が 多発 し その 分 布 場所 は 概して 
過 & と > ヽ \ 
多 大 の 不正 形 の 隆起 , 思 示し て いる と ころ が あり , こ 
号 数 時 時 (Gg) 率 茎葉 葉 性 水 右 れ ら の 部 位 に 針 頭 大 の 不正 形 孔 が 見 られ る . 殊 に 腹腔 内 
11 0400 0 7 5 3 キキ t + に 多数 の 躍 体 を 認 む る も の に 多く 見 られ る と ころ か ら , 
12 37 480 420 19.04.5 + + 、 に . 第 3 
ーー 表 の 机 25 号 の 如き は その 代表 的 所 見 を 示し て いる . な 
40 30 300 350 13.0 3.8 キナ + トキ ++ + + + お 病変 部 か ら な か ば 脱出 し か け て いる 貝 体 が 見 られ た . 
21 33 290 330 15.04.5 + ナ ++ + 義士 各 葉 に 割 面 を つく り 観 察する と , 胆管 校 は 稽 々 拡張 の 
mm 傾向 が ぁ る が , は 肥厚 に 至ら ず , 軽度 の の ほか 著 
810 30.5 3.7 = し い 変 化 は 見 られ な い .: 組織 に は うぅ うつ 血 , 出血 巣 , 血管 
274 25 35 490 420.20.0 5.7 + 
39 56 350 310 15.5 5.0 + + + + 十 し て 単純 で ある が , 周囲 に 灰白色 線維 組織 が 見 られ る . 
i 31 55 500 540 17.5 32+++ $s “ この よう な 部 分 に 虫 体 の 占 居 が 見 られ る . 以上 の 小 病巣 
4958054023.04.3 キュ ョ た お ける 所 を 第 2~4 表 に 了 示し た . 
ーー 34 4955060020.03.3 + ナ - 例 で は , 対 に 比 し て , 病変 が 広い 範囲 に て いる こ 


肝臓 の 形態 で は 著しく 変形 し た る も の は 見 られ な か つ 
た . 肉眼 的 観 祭 の み で 腫 大 , 縮 少 を 知る こと は 必ず し ゃ も 
適当 で な いと いう 考え か ら , 誠 検 時 の 体重 と 肝臓 の 重量 
の 比率 衝 , 第 2~4 表 に 示し て お いた . 肝臓 表面 の 色 
沢 と し て は 特に 黄 間 を 思わ せる も の は 少な い . 全般 と し 
て は 淡 赤褐色 を 星 し , 病変 部 を 除い た 被膜 面 は 滑 沢 で あ 
る が , 病変 部 は 灰白色 の 線維 性 肥厚 及び 軽微 な 凝固 片 が 


と が 注目 され る . 

肝 門 沙 巴 節 は 病変 の 程度 に 従 つ て 腫 大 の 程度 を 異 に し 
て いる が , 著しい も の で は 大 豆 大 に 及び , 皮質 は 灰 白 
色 , 髄質 は 淡 赤 褐色 を 呈し て いる . 

腹水 及び 腹腔 内 出血 に つい て は 第 2~4 表 に 記載 の と 
お り で ある が , 液 は 腔 内 を 充 し , 血液 は 新鮮 で ある . 腹 
水中 に 線維 素 様 交 固 物 を 混 じ た る も の も 見 られ た . 

組織 学 的 所 見 
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1. 肝臓 組織 内 の 肝 蜂 躍 体 

2 , (動物 番号 / 群 ), 34/IV, 等 の 切片 に 体 
の 一 部 を 見 る こと が で きた , その うち 40/II は 胆 箕 内 
に , 他 は すべ て 組織 内 を 行動 し て いる 状態 で ある . 由 体 
の 食 管内 に は 赤血球 , 白血球 等 が 見 られ た . 生 殆 器 の 発 
育 に つい て は 明らか で な い . 従 つ て 虫 卵 の 観 祭 も で き な 
か つた . 第 I 群 は 対照 例 で あつ て , 第 1 報 に 述べ た よう に 
Fh. me. 投与 数 に 比 し て , 寄生 躍 体 数 が 著しく 少な か つ 

と か ら , 未成 熟 虫 体 , 或 は 破壊 中 体 の 遺 残 物 等 の 存 
いも の は いづ れる も 見 られ な か つた . 

2. 肝 小 葉 実 質 4 

うつ 血 : 肉眼 的 に 見 られ る と お り , うつ 血 を 量 す る も 
の が 多く 見 られ る が , 例え ば 25/III の よう に 高度 の 腹 
腔 出血 に より 死に 至 つた 例 で は 肝 の 縮小 が 感 ぜ られ , う 5 
つ 血 も ほとんど 見 られ な い . 

形態 : 胆管 の 拡張 , 間 結合 の に 伴 て 小葉 の 
辺 縁 は 清 次 圧迫 を うけ , さら に 結合 織 は 小葉 内 に 侵入 し 
て 肝 細 胞 の 離 開 を 来 し , 遂に は 肝 細 胞 の 消失 を する 等 の 
間 質 増殖 に 関係 する と ころ が 多い か ら , 詳し く は 間 質 組 
織 の 項 に 記載 する . 

肝 細 胞 索 の 配列 : 問 質 の 増殖 の 程度 に よ つ て 各種 の 程 
度 に 小葉 を 圧迫 し , 各種 の 壊死 を 来 し , その 補充 の た め 
に 肝 細 胞 の 配列 は 著しく 乱れ , 殊 に 小葉 の 辺 縁 に お いて 
著 明 で ある . 

重症 の 場所 に お いて は 肝 細 胞 は 消失 し , 軽い と ころ で 
は 間 質 結合 織 の 増殖 を 停止 し , その 部 分 の 再生 を 来 し , 
その 配列 を 整え て いる の を 見 る こと が あぁ る. また うつ 血 
の た め に 若干 配列 の 乱れ て いる も の が ある . 中 心 静脈 壁 
の 肥厚 を 来 し , さら に 小葉 内 肝 細 胞 索 間 の 増殖 結合 織 と 
連絡 し , 小葉 は 内 外 か ら 被 害 を 受け て いる . 

肝 細 胞 : 変性 の 著しい 肝 細 胞 に お いて は , 原形 質 , 核 
と も に 染色 不良 で あり , 或 は 脱色 消失 し て 空虚 と な り , 
多く は 細胞 境界 に 相当 する 部 分 の み 残 存 し て 綱 有 眼 を 形成 
し て 網状 壊死 を 呈し て いる . 空 胞 の 形成 は 多数 の 例 に 認 
め ら れる と ころ で あつ て , 枯草 菌 投与 例 で 経過 日 数 30~ 
40 日 の も の に 多く , 対照 例 で 経過 の 長い も の で は 少な 
い . 空 胞 の 発生 は 小葉 の 辺 縁 に 若干 多い 傾向 が ある . う 
つ 血 並び に 結合 織 増 殖 に 伴 ぅ 肝 細 胞 の 姜 縮 変性 を 来 し た 
も の が 見 られ る が , 殊 に 実験 例 の 中 で 肝 細 胞 索 が 離 開 し 
て いる も の で は , 原形 質 が 縮小 し ほとん ど 核 だ け の 形 と 
な つて 連続 し て いる も の も ある . これ に 反し て 対照 例 で 
軽度 の も の で は 上 記 の 変性 は 少な いよ う で ある . これ ら 
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核 の 退行 変性 物 は 小葉 内 に 散在 し , 円 形 細胞 と 混在 し て 
いる も の も ある . 

壊死 班 : 肉眼 的 に 認め られ る 壊死 部 に は いわ ゆる 綱 状 
壊死 班 が 数 個 か ら 十 数 個 点 在 し て いる . 肝 細 胞 は 多く は 
原形 質 , 核 と も に 脱色 し , 全く 空 虎 と な つて いる と ころ 
が あり , 細胞 の 境界 に 当る 部 分 の み が 残 存 し て 綱目 を 作 
つて いる . この 壊死 斑 内 に は 少数 の 人 退行 変性 核 片 (円 形 
細胞 , 好 酸 球 ) の 散在 せる も の 多く , 時 に 赤血球 の 混在 
が あぁ つた り , 全く 見 られ な い 所 も ある . これ ら の 壊死 且 
は 概して 肝臓 の 中 央 部 より 辺 線 部 に 多く 見 られ る 傾向 に 

る . 対照 例 に は 概して 少な い . この ほか に 深 胞 様 壊死 
と 認め られ る も の が 小葉 周辺 部 に 多く 現われ る が , 範 
囲 , 形態 と も に 不定 で ある . 著しい 場合 に は 周囲 に は 円 
形 細胞 , 好 酸 球 等 の 浸潤 を 伴 つ て いる . 内 部 の 肝 実 質 細 
胞 は 境界 な く 核 は 消え て いる . 

胆 毛細 管 : 肉眼 的 に も 一 般 に 黄 痕 を 思わ し め る も の が 
少な か つた が , 組織 学 的 に も 腸管 が 著しく 拡張 し 内 容 の 
充実 し て いる も の と は 見 られ な か つた . 

3. 間 質 組織 

間 質 結合 織 : 増殖 状況 は 病状 の 進行 と 密接 な 関係 を も 
つも の で あぁ つて , 特に 反 失 動 物 等 の 肝 蜂 症 に お いて は 一 
つの 特徴 と し て 現われ る こと が 注目 され て いる も の で あ 
る が , モル モッ ト に お ける 本 実験 例 で は 軽度 で ある . 勿 
論 病 変 の 程度 並び に 経過 に よ つ て 異な る 訳 で あつ て , 重 
症例 で は 概して 肝 の 辺 緑 部 に お いて 完全 な る 結合 織 化 が 
認め らち られる. 間 質 結合 織 に は 各種 の 細胞 浸潤 が 見 られ 
る . すなわち 線維 性 結合 織 細 胞 , 造 結 合 織 細 胞 の 増生 が 
あぁ る ほか , 組織 球 細胞 , 小 円 形 細胞 , 好 酸 球 , プラズマ 
細胞 , 少数 の 好 中 球 等 で ある . その うぅ ち 好 酸 球 は , 病気 
の 還 盛 期 に 増加 する も の で ある が , 本 例 の よう に , 多数 
虫 体 の 寄生 に よる 急性 の 重症 例 で は , 間 質 結合 織 の 増生 
部 に 極め て 多く , また 災 症 を 起 し て いる 門 脈 枝 附 近 に も 
多数 集 っ て いる . 

胆管 : 初期 に お いて すでに 胆管 は 拡張 し , 周囲 結合 織 
増生 に 伴 つ て 新 胆管 の 新生 を 見 る と いわ れ て いる が , 本 
例 で は , 小葉 に 接し 肉芽 組織 の 多く な つた 部 分 等 に 新生 
が 見 られ る . 

し か し 内 容 の 充 さ れ て いる も の は 見 られ な か つた . 貝 
体 の 胆 科 内 に 収 つ て いた の は 40/II 例 で ある が , その 胆 
管内 壁 に は 刺 載 的 な 組織 反応 , 胆汁 等 は 見 られ な か つ 
だ 

血管 : 中 心 静脈 で は , うつ 血 あ る も の で は その 程度 に 
応じ て 拡張 し , 概して その 壁 は 5 うすく な つて いる が , 層 
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第 7 表 組織 学 的 観 (3) 
: グラ ム 陰 性 , グダグダ ラム 陽性 球菌 , @ ダラ 陰性 球菌 を 


胞 細 好好 形 出 色 小 
質 
細 
第 8 表 組織 内 細菌 の 分 布 (1) 
実 
細 中 壊 
細 


実 質 
変 


小葉 細 

毛 不 5 ェ 再 
行 


新 


肝臓 内 虫 体 
消 
化 
管 
内 


示す . 


備考 


群 No. 


| 虫 体 浮 
生 消 
化 
| | 
30 
C 
C 
C 
Q 
C 
| | 


9 表 内 細菌 の 分 布 (2) 


モ 肝 組 
肝臓 内 虫 体 
ル 実 間 
体 消 体 細 中 毛 出 好 好 は 胆 
化 必 細 
6 + + +© 
7 
9 + + + + + 
- -8-8-8 -8 
+ + 
-8 -8 -8 -8 -8 
+8 -8 -8 -8 
-8 -8 -8 -8 -8 -8 -8 
-8 -8 -8 -8 -8 -8 -8 
26 -8 -8 -8 -8 
27 +8 -8 +8 -8 
28 + + + + + + 
29 
30 十 


備考 表 中 +, -, ⑧, 


〇 は 第 8 表 参 昭 


質 の 増殖 し て いる 場所 で は それ に 比例 し て 肥厚 を 表わし 
て いる . 重症 例 で は , 小葉 内 肝 細 胞 索 間 は 肥厚 増殖 し 結 
合 織 と 連絡 し , また 結合 織 線 維 が 中 心 静脈 尼 か ら 小 葉 内 
に 侵入 し て いる 状態 を 示す も の も ある . 

肝 動 静脈 で は 概して 人 災 性 変化 を 示す も の は 少な い . し 
か し 間 質 結合 織 の 増殖 に 伴 つ て , それ ら の 血管 壁 は 肥厚 
し , 著しく 狭小 と な つて いる も の が ある . この こと は 肝 
動脈 に も 見 られ る と ころ で ある . 

門 脈 : 胆管 周囲 結合 織 の 増殖 し て いる 部 分 で は 門 脈 壁 
の 炎症 を きた し , 小 円 形 細胞 , 好 酸 球 の 浸潤 が あり , 門 
脈 枝 の 狭 容 も ある が , 門 脈 の うつ 血 に よる も の と 考え ら 
れる . また 増殖 結合 織 中 に 細 血 管 の 新生 が ある . 

被膜 : 間 質 結合 織 増 殖 に 連 ら な る 被膜 は 肥厚 し , 綾 毛 
状 と な つて いる 部 分 が ある . この 変化 は 感染 初期 に お い 
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て 幼 若虫 が 腹 膝 か ら 肝 被膜 を 破り 実質 内 に 侵入 し た と 推 
宗 さ れる 部 分 に お ける 組織 の 破たん 部 の 修復 像 と し て 見 
る こと が で きる . 

4. 肝臓 組織 内 に お ける 細菌 の 分 布 

第 1 報 に 述べ た よう に , 枯草 菌 を 経口 投与 し て モル モ 
ッ ト の 腸 内 に お ける 枯草 菌 を 増量 する こと に よっ つ て , 肝 
感 著しく 増強 され た の で ある が , その 枯草 
が , 或 は ほか の 腸 内 細菌 が , 虫 体 に 随伴 し て 肝臓 に 到達 
し て , その 結果 病理 的 に な ん ら か の 影響 を 及ぼ し て いる 
の で は な か ろう か と の 考え か ら , HE 染色 以外 に , グラ 
ム 染 色 法 と し て グッ ド パ ス チャ ー 法 , リリ ー 法 , また ワリ 
イ ゲ ルト の 線維 素 細菌 染色 法 に よっ つて , 主として 肝 組 織 
内 に お ける 細菌 の 分 布 状 況 を 見 る こと に し た (第 8 表 , 
第 9 表 , 第 10 表 参 照 ). 主として 見 られ た の は グラ ム 了 脂 
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10 表 組織 内 細 分 布 (3) 


臓 内 虫 体 
ル 実 間 質 
モ 体 消 体 細 中 毛 壊 出 好好 は 結 
酸 中 ん 
ツ 化 心 細 球 球 と 
潤 
No 表 内 内 膜 内 管 巣 巣 巣 巣 内 
= ー — — — + + 
Q 十 + ① 
13 & 
14 
15 
40 ー — 
21 
23 + ® ® 
24 +% 
38 
39 
31 
32 
33 + 
+ + 


備考 表 中 , 〇 は 第 8 表 参 照 


性 桂 苗 で あつ て , 少数 の グラ ム 陰 性 桂 菌 , 球菌 等 で ぁ つ 
た . 組織 内 に 占 居 する 虫 体 の 外 膜 面 に は 見 られ な か つた 
が 消化 管内 に は 少数 の グラ ム 陽 性 桁 菌 を 認め た . 肝臓 で 
は 被膜 , 虫 洞 の 部 分 に 多 か つ た . 対照 例 , 殺 例 に は 比較 
的 少数 で ぁ つ た. 
総括 と 考察 

以上 主として 肝臓 の 病 的 変化 並び に 細菌 の 組織 内 に お 
ける 病理 学 的 観察 を 行 つ た が , 試験 例 で は 32 頭 の うち 
病死 18 頭 , 殺 14 頭 , 経過 日 数 30~57 日 , 平均 49 日 で 
ぁ る . 対照 例 16 頭 の うち 病死 2 頭 , 殺 14 頭 , 経過 日 数 
40~64 日 , 平均 54 日 で あつ て , 何れ も 肝 此 の 感染 か ら 


庵 検 ま で の 経過 が 短 か つ た た め に , 貝 体 の 未成 難 で ぁ つ 
た こと は 当然 で ある . 試験 例 で は 何れ も 多数 の 躍 体 の 寄 
生 発 育 し た こと に よっ つて , 激しい 組織 破壊 を 受け て 過半 
数 の も の が 急性 死 を 来 し , 殺 例 に お いて る も, 大 同 小 異 の 
影響 を 受け や が て 死 の 転 帰 を と る も の で あり , 総括 的 
に は , 重症 急性 型 に 属し て いる も の と 判断 され る . これ 
に 比 し て , 対照 例 で は 16 頭 の うち 3 頭 が 未 感 決 で あり , 
13 頭 の 感染 例 の うち 2 頭 だ けが 病死 し て いる . 病死 例 , 
殺 例 を 含め て , 寄生 躍 体 数 は 何れ も 著しく 少数 で ぁ つ 
て , 虫 体 に よる 組織 破壊 範囲 も 比較 的 狭く , 殺 例 の 大 多 
数 の も の は や が て 慢性 型 に 移行 する 傾向 に あぁ つ た . これ 
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ら 試 験 例 の 傾向 は , 小野 等 が 家 束 に つい て , 肝 蜂 の 感 染 
実験 を 行 つ た 場合 と 同じ く , 寄生 虫 体 数 の 多い 場合 , 少 
な い 場 合 に お ける 病 的 変化 の 例 と 一 致し て いる も の と 思 
われ る . 肝臓 の 局所 的 病変 に つい て は 経過 日 数 に よっ つ て 
進行 の 差異 が 見 られ る . 従 つ て 実験 例 と 対照 例 に つい 
て , 総括 的 に 比較 する と , 病変 部 が 広範 囲 に 下 つ て いる 
か , 小 範囲 た と 止 つ て いる か と いう こと で あつ て , 局所 に 
お ける 病変 の 進行 程度 に お いて は 大 差 は 見 られ な い . た 
だ し , 重症 型 に 属す る も の に お いて は , 病変 秀 囲 が 広く 
甚 し いも の で は 肝臓 全体 に 及び , 肝 機 能 の 低下 は 著しく 
な り , その 結果 は 中 体 の 肝臓 組織 内 に お ける 生活 に 直接 
影響 する こと と な る . 従 つ て 忠 体 の 組織 内 移動 が 活 油 と 
な る . 貝 体 が 成長 す に に 従 つ て 組織 の 破壊 され る 程度 も 
一 層 激 し く な り , 遂に は 肝 包 膜 に 大 き な 欠 損 部 を 作 つ て 
腹腔 内 に 脱出 する . 或 は それ ら の 活動 の 際 に 比較 的 大 き 
な 血管 を 破り , 大 出血 を 来 す と 共に 忠 体 も 一 時 に 腹腔 内 
に 押し 出さ れる こと も 考え られ る . 組織 内 の 忠 体 の 食 管 
内 に 血球 が 見 られ る こと か ら , 貝 体 は , 血液 等 を 摂取 し 
な が ら 成 長 し , 組織 内 を 暴れ 回 つた 後 が , 多く の 虫 洞 と 

し て 残り , 充血 , 出血 , 血管 壁 の 肥厚 , 細胞 浸潤 殊 に お 
び た だ し い 数 の 好 酸 球 ( 中 に は 単 核 も 見 られ る ) の 出現 と 
な る . 以上 の 組織 変化 は いわ ゆる 定型 的 組織 学 的 な アレ 
ルギー 症候 群 で ある と 見 られ る の で ある . 

肝 上 峰 の 寄生 に よっ つて 起 る 肝臓 の 病 的 変化 に づつ いて, 一 
色 (1944) は Joest が 考え た 分 類 と 若干 異 つた 観 侍 を し て 
いる . その 要領 は , 第 1 期 病変 : 多発 性 創傷 性 肝炎 , 第 2 
期 病変 : 慢性 胆汁 排出 性 肝炎 , 第 3 期 : 肝 蜂 性 硬 変 と そ 
の 経過 に 従っ つて 分 類 し て いる . 本 実験 例 及び 対照 例 を こ 
の 一 色 の 分 類 に あて は め て みる と , まさ に 第 1 期 病 変 す 
な わ ち 多発 性 創傷 性 肝炎 に 相 等 する も の と 考え られ る . 
この こと は . 肝 上 蜂 の 感 染 機 庁 に お いて , モル モッ ト の 腸 
内 で 脱 埋 し た 幼 若 中 が , 腸 壁 を 容 通 し て 後 , 門 脈 を 経て 
肝臓 に 到達 する と いう 血行 性 に 現われ る 場合 に 起 る と こ 
ろ の 多発 性 間 質 性 肝炎 と 認 む る 病変 像 が 少な く , 幼 若 中 
が 腸 壁 を 通 つ て 後 , 腹腔 に 現われ , 肝臓 に 達し , その 被 
膜 を 破っ つて 実質 に せん 入 し た 傷あと , 及び その 修復 像 と 
思わ れる 部 分 が 多く 見 られ る こと は , この 第 一 期 病 変 で 
ある こと を 裏書 きす る と 共に , モル モッ ト の 場合 の 肝 蜂 
感染 機 訂 が うか が える も の と し て 興味 深い こと で ある . 

腹水 の 出現 が 対照 例 を 含め て 全 例 の 78 % に 達し て い 
る こと は 注意 を 要する こと で ある . 

岩田 (1938) が 家 兎 に お ける 実験 的 肝臓 ヂ デス トマ 症 に お 
いて 記載 し て いる の を 参考 に する と , 腹水 を 4~6 週 ~2 


カ月 の も の に 多く 証明 し て いる . その 出現 は 黄 間 の 出現 
に や や お くれ て 認め られ る と いつ て いる . この た び の 実 
験 例 で は , 黄 症 症 状 少 な く , 重症 の 腹水 が 見 られ た こと 
は , 岩 田 の 例 と , 経 過 日 数 か ら み て る も , 大 体 一 致し て いる も 
の と 思わ れる . 腹水 出現 の 成因 に つい て は , 有吉 (1929), 
岩田 (1938) は 桂 田 の 意見 に 一 致す る と し て , 肝 内 胆管 の 
拡張 , 肥厚 に よる 門 脈 枝 の 圧迫 並び に 肝 間 質 炎 を その 原 
因 の 大 部 分 で ある と し て いる が , その 出現 原因 に つい て 
も 大 体 一 致し た 所 見 で あつ た . 肝 蜂 症 と 細菌 の 関係 に っ 
いて は , オー スト ラリ ア , アメ リカ の めん 羊 , 山羊 に 流行 
する “Black disease が 悪性 水腫 菌 の 随伴 に よっ つて 
る 肝 蜂 症 で ある こと を Taylor et aZ. (1931) が 記載 し て い 
る . 上 野 ら (1953) は モル モッ ト に お ける 肝 蜂 症 集団 発生 
例 に お いて , その 局所 か ら 落 連 菌 , coli, stoph 等 を , ま 
た 占 科 ら (1956) は 肝 蜂 症 の モル モッ ト か ら Salmonella, 
Escherichia cloaca 等 を 分 離し て いる . 同時 に 家 兎 の 
肝 蜂 症 か ら も 大 体 同 様 の 菌 を 分 離し , その 場合 の 死因 を 
肝 蜂 と S. カ phimurium の 感染 に よる も の で ある と し て 
いる . な お 肝 蜂 感染 動物 で は 感染 菌 の 増殖 が 高く な る 條 
向 が ある と , これ ら の こと か ら Escherichia びび cloaca 
等 も 意義 を も つも の で ある か も し れ な いと , 興味 深い 報 
告 を し て いる . 以上 の 報告 に よ つ て , 肝 軒 の 感染 に 伴っ 
て 各種 の 細菌 が 同時 に 侵入 し , 増殖 する こと が 明らか で 
ぁ ある が , この た び の 実験 例 で 主として 貝 洞 に 沿 つ て 多く 
の 菌 が 見 られ た こと は , 貝 体 に 随伴 し て , 腸 内 か ら 肝 有 剛 
に 達し た も の で ある こと は 明らか で ある . な お これ ら が 
実験 例 の 方 に 対照 例 よ り も 多く 見 られ た こと は , 岩科 の 
説 の よう に , 肝 蜂 症 の た め に 菌 が より 増殖 し た も の か , 
細菌 が 多く 侵入 し た た め に 膨 斬 の 発育 を 有利 に し た も の 
か , 組織 の 検索 だ け で は 明らか で は な い が , 枯草 菌 を 投 
与 し た 結果 に お いて , 肝 蜂 の 感染 数 を 増し , 病勢 が 著 し 
く 悪 化し た 事実 か ら 考 えた 場合 , 岩科 の 観察 と 異な り , 
枯草 苗 の 肝臓 に 侵入 し た こと に よっ つて , 肝 蜂 の 発 育 を 有 
利 に した も の で ある と 考え た い . な お 枯草 菌 投与 に よっ 
て , 肝 蜂 の 感染 が 増強 し た 原因 と に つい て は , 腸 内 に お ける 
被 中 の 脱 機転 , し た が 腸 壁 を する 
機転 に 枯草 菌 が 如何 な る 影響 を も つも の か と いう 問題 等 
が 残さ れ て いる が , これ ら に つい て は 別に 追 守 したい. 

肝 蜂 感染 に お いて , 枯草 菌 を 投与 する こと に よっ つて , 
感染 率 を 高め , 病勢 を 著しく 悪化 し て 死亡 率 を 高め る 結 
果 に つい て は 第 一 報 に 示し た と お り で ある が , 主として 
肝臓 に つい て 病理 学 的 観 祭 を 行 つ た 結果 の 大 要 は 次 の と 
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お り で ある . 士 , 望月 博士 , 福 所 技師 , 教室 員 各 位 に 衣 心 か ら 謝意 を 
1. 実験 群 , 対照 群 を 通じ て , 病変 は 何れ も アレ ル ギ 表す -. 
ー 性 組織 像 を 示 し, 第 一 期 病 変 と いわ れる 多発 性 創傷 性 本 論 区 の 要旨 は 第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 会 , 


肝炎 と 診断 され る . 第 49 回 日 本 油 医 学会 シン ポジ ウム に 3 いて 発表 し た . 
2. 枯草 菌 投与 群 に 重症 例 多 く , 対照 例 に は 少な か つ : et 

た が , 重症 例 に は 虫 体 数 多く , 組織 破 伴う 大 出血 を 1) (1929) : ( 
し て いる も の が 多く 見 られ 多い で あつ 病 家 肝 の 病理 解剖 に 腹水 及び 基 の 成因 に 
た . す た わ ち , 肝臓 内 に 細菌 の 侵入 する こと に よっ つて , 就 て , 恋 知 医科 大 学 病理 学 紀要 , 6(2), 1-90. 
体 の 発育 を 有利 に し た も の と 思わ れる . 2) 一 色 於 四 郎 (1944) : 鮮 た に ける 肝 


(Fasciola hepatica〕 の 感染 , 暴 的 寄生 に 


対照 群 に お いて 大 差 は な い が , 前 者 に お いて は , 由 体 数 朝鮮 博物 学会 雑誌 , 10(39), 21--39. : 
が 多い た め に , 病巣 の 範囲 が 広い と いう こと で 著しく 媒 3) 岩田 箇 座 (1938) : 肝臓 チ デス トマ 症 に 関す る 実験 


っ で て いる 的 研究 , 第 九 回 報告 , 病理 組織 学 的 観察 ( 其 の 
ーー), 実験 消化 器 病 学 , 13(1), 84-104. 


4. 日 こ 
有 は 性 の 他 に 。 多発 し た 生 に 由来 を 
村 歩 ・ 橋 裕治 (1956) : 実験 小動物 に ける 肝 

5. 肝 上 四 の モル モッ ト に 感染 する 場合 の 機 庁 に つい て 蜂 の 自然 感染 例 に つ ぃ て , 日 本 験 医学 雑誌 , 18 
は , 諸説 が ある が , 本 例 で は , 腸 壁 を 通過 し た 幼虫 が , (学会 号 ), 106-107. 

発生 し た 肝 症 に つい て , 寄生 学 雑誌 

6. 組織 内 虫 体 の 消化 管 に 多く の 赤血球 , 白血球 が 認 6) 越智 勇一 ・ 光 岡 略 足 (1958) : 腸 内 細菌 療 と その 
め ら れ た . 性 殆 器 の 発育 は 不明 . 存在 意義 , 日 本 油 医 師 会 雑誌 , 11, (①), 1-7, 

の は ゲラ ム が 49-53, (3), 97-101. 

最も 多く , 虫 7) 小野 豊 ・ 田 政 恵 (1951) : 牛 の 肝 症 の 肝臓 の 
彼 面 に 特に 多い . 病理 解剖 学 的 研究 産 新報 (70), 7-10. 

8. 第 1 報 , 第 2 報 の 成績 を 要約 する と 次 の と お り で 8) 小野 豊 ・ 磯 田 政 恵 (1952) : 肝 細 症 に 関す る 研究 , 
ぁ る . LL メタ セル カリ ア に よる 家 兎 感染 試 験 , 日 本 

( イ ) は 肝 感染 を 助け る . 草食 肝 の 

諸 適 答 主 で ある る こと の 一 つ は , 草食 の 腸 内 に 枯草 菌 2 ca) と 肝臓 ヂ デス トマ (Clonorchis sinensis) の 
常 在 し て いる こと に よる も の で ある . この こと は 新知 見 家 兎 感染 に i ぉ ける 比較 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 3 
で ある . 29-90: 

(m) 肝 染 を 助け る 作用 お よび 機 に っ 10) 小野 木 村 重 ・ 久 (1960) : 人 工 感 
いて は 明らか で な い が , 菌 が 肝 組 織 に 到達 する こと に よ gt tg taba ei 
つて , 貝 体 の 生活 を 有利 に し て いる こと が うか が える . 11) Urquhart, G. M. (1956): The pathology of ex- 

(へ ハ へ) 枯草 菌 の は た らき は 株 別に より 若干 の 差 が 認め perimental fasciliasis in the rabbit. J. Poth. 
られ る . Bact. 71(2), 301-310. 

12) Hou Pao-chang (P. C. Hov) (1955): The pa- 

(=) 肝 疑 の 感染 の 成立 に は 枯草 菌 の 伴う 環境 が 重要 thology of Clonorchis sinensis. infestation of the 
な る 条件 で ある . liver. J. Path. Bact. 70(1), 53-64. 

稿 を 終る に 臨み 森田 教授 に 敬意 を 表す る と 共に , 御 指 13) Taylor, E. L., & H. S. Purchare (1931) : Do 
導 御 校 関 を 賜っ た 田中 秋 三 教授 , 並び に 種々 御 教示 , 御 penetrating nematode larvae assist bacterial in- 


vasion from the bowel. Parasit. 23(3), 301-309. 


援助 を た だ い た 一 色 教 授 , 士 , 永井 博士 , 


写真 説明 


・ 肝 蜂 幼虫 (x タ セル カリ ア 投 与 後 56 日 ) が 肝 組 織 内 に 占 居 し て いる 像 で あぁ つて, 周囲 た # び た だ し い 好 酸 


球 , 赤血球 の 見 ち れ る . 体 の 消化 は 赤血球 , 白血球 が し て いる . 


・ 1 図 の 一 部 分 , 体 肝 織 化 部 と の 境界 を 示し , 酸 球 の 周り に は 濁 や 核 融 解 及 び 


死 等 の 退行 変性 た 陥 つ た 肝 細 胞 群 が 見 ちら れる. H-E, 中 . 


. 右上 方 の 著しい 出血 巣 は 虫 の 移動 し た 痕跡 で あつ て , 左 方 に 占 居 し た 貝 体 周囲 の 肺 実質 に は 種々 な る 程 


人 退行 を 示 し , 小葉 は 小 し , 虫 体 は 部 分 的 に 結合 織 ょ っ つて 囲ま れ て いる . 間 結合 織 
肥厚 増生 し , 肥厚 し た 和 皮 の , の 肥厚 , な ど が 見 ち れ る. 細胞 は 一 般 に 
軽い . HH-E, . 


. 肝 紫 幼虫 が 肝 組 織 内 に 虫 洞 を 形成 し て , 移動 し て いる と 見 られ る 像 で あつ て , 冠 洞 内 に は 変人 性 山 壊 し た 


肝 細 胞 , 赤血球 , な どの が 見 れる . HE, . 


・ 肝 此 功 虫 が 肝 被 膜 を 容 貫 し て , 肝 組 織 内 に 侵入 し , 組織 内 を 移動 破壊 し た 跡 が 認め られ る 像 で あぁっ つて, 


肝 細 胞 は 変性 , 葵 縮 , 消失 な ど が 著しく , 小葉 像 は 不 整 で あり , 葵 小 し , 間 質 の 結合 織 は 増生 し , 不 規 
肝 小 葉 内 に 侵入 て いる . 被膜 下 に は 赤血球 を 充満 し た 長 , 古い 洞 状 の 洞 が 見 らち られる. 


V-G, . 


. 無 性 の 虫 洞 で あぁ つて, の 内 結合 織 ょ つて 囲ま れ , 洞 内 腔 た は た 赤血球, 線維 素 , 


壊し た 肝 細 胞 な ど が 散乱 し て いる . 周囲 組織 は 肝 細 胞 が ほな と ん ど 結合 織 に ょ つて 置き 換え られ て いる . 


HE, 
肝 組 織 は ほとん ど 消 失 し , 結合 織 に 置き 換え られ 蘭 痕 化 し た 虫 洞 と , 出血 梨 状 の 円 い 虫 洞 が 見 ち れ る . 


V-G 
右 方 に た は , グリ スッ マン 氏 輔 に 拓 け る 拡張 し た 腸 息 が 見 られ , その 上 皮 細 胞 は 肥厚 増生 し , 左 方 に 見 える 


肥厚 し た 血管 忌 の 一 部 は 類 線維 素 状 と な り , 血管 周囲 組織 は 浮腫 状 を 示し , 肝 細 胞 束 の 配列 は 乱れ , 毛 


細 の 拡張 が 見 られ る . 


肝 細 胞 の いわ ゆる 納 状 壊死 と 出血 $ 細胞 は 少量 の 好 酸 球 . HH-E . 
. いわ ゆる 壊死 巣 ( 左 ) と 出血 巣 (空洞 右 ). V-G 

. 洞 内 組織 球 群 を グラ ム 陽性 , G-P 強 . 

. 体 腸 の グラ ム 性 桁 , G-P 強 . 

. 洞 内 ダグラム 陰性 群 , G-P 強 . 

. 洞 内 ダグ ラム 陽性 , G-P 強 . 

. 肝 被 膜 の 虫 体 侵 入部 に 見 ちら れる グダグダ ラム 陽性 桁 苗 群 , L-W 強 , 

. 肝 被 膜 直下 の 洞 見 らち れる び た だ し い グ ラム 陽性 苗 , L-W 中 . 


INFECTION MECANISM OF HELMINTHS AND PATHOLOGICAL 
STUDIES ON THE EFFECT OF INTESTINAL MICROORGANISMS 
ll. PATHOLOGICAL OBSERVATIONS ON GUINEA-PIGS 


TANEHIRO HIGASHI 
(Department of Veterinary Science, College of Agriculture, University 
of Osaka Prefecture, Sakai, Osaka, Japan) 


In the process of infection with F. hepatica. simultaneous administration of B. subtilis brought 
about higher death rate of host animals, which resulted from remarkable increments in the infection 
rate and in the number of parasite lived upon. Pathological observation proved, it was diagnosed 
as hepatitis acuta traumatica distomatosa, that high denity of the parasite in the liver caused a 

i range of tissue disintegration, that is, allergic, and intraperitoneal bleeding which was directly 
related to death occurred. 


These experimental results suggest the penetration of the gram-positive bacclli into the liver 


tissues support and reinforce the F. hepatica parasitism. 


( 54 ) 
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と くに 多 虫 類 の 調査 研究 
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東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
(昭和 35 年 5 月 28 日 受領 ) 


北日本 に お ける 寄生 虫 の 分 布 状 況 に つい て は 精密 な 資 
料 が 甚だ 少く , 東北 及び 北海 道 に お いて 培養 法 な いし 双 
曰 検査 法 を 実施 し て ジ ビ ニ 人 銘 虫 と アメ リカ 銘 虫 の 区 別 ま 
で 行 つ た 調査 と し て は 宮城 県 下 に お ける 鈴木 (1956), 山 
形 県 下 に お ける 佐々 ら (1957) , 石崎 ら (1958), 福島 県 下 
に お ける 武川 (1958) 及び 北海 道 に お ける 佐々 ら (1957~ 
9) な どの 報告 を あげ うる に すぎ な い . 

我々 は , これ まで 慈 虫 病 研究 の た めし ば し ば 訪れ た 内 
小 友 村 ( 現 在 は 大 曲 市 に 合併 ) の 純 農 村 地 帯 の 住民 2,000 
名 あぁ あまりに つい て , 人 又は 浮 法 と 培養 法 を 併用 し て 
寄生 虫 の 集団 検便 を 行い , さら に 各 寄 生 躍 陽性 者 に つい 
て 血色 素 量 , 白血球 な ど を 検査 し , 多 虫 及び 毛 様 線 虫 陽 
性 者 に 対し ヨー ド チ モー ル に よる 駆虫 な ど を 行 つ た の 
で , その 成績 を 報告 する . この 結果 回 虫 は 32.2 %, 縮 
虫 は 4.2 % の 割 に 検出 され た ほか , 多 虫 は 23.5 % ( ジ ビ 
ニ 15.3 %, アメ リカ 11.2 %), 毛 様 線 虫 も 12.2 % を 示 
し , 両 種 の 銘 虫 が この 雪 深 い 北 国 に も か な り 濃 厚 に 分 布 
し , 著しい 病害 を 一 部 の 住民 に ひき 起 し て いる こと を 知 

この 調査 に 御 協 力 を えた 大 曲 市 役所 の 担当 者 な らち ら び に 
保健 婦 の 方 々 に 深謝 する . 

調査 地域 の 概要 と 作業 手順 

この 調査 の 対象 は 旧 内 小 友 村 を 主体 と し た 農村 地域 の 
全 住民 で , 人 口 3,000 足 ち ず , その 大 部 分 が 稲 の 単 作 を 
生計 と し て , 自家 消費 を 主 目 的 に し た 野菜 畑 を ほとん ど 
全戸 が 所 有 し て いる . 各戸 の 選 尿 は 主として これ ら 薬 園 
に 施肥 され て いる . この 地域 は 雄物川 の 右岸 に 位置 し , 
幅 2~4km の 平地 (水田 が 大 部 分 ) に 標高 300 m 前 後 の 
丘陵 地帯 が 接し て , その 谷間 に も いく つか の 部 落 が あぁ 
る . 雄物川 の 堤防 の 内 側 の 草原 は 秋田 県 下 で も 屈指 の 慈 
虫 病 発生 地 で ある . 秋田 気象 台 の 資料 より この 地域 の 気 
候 を 推定 する と , 1 月 及び 2 月 の 平均 気温 約 0°C, 8 月 


の 平均 約 23C で あぁ る . 人 冬 は 12 月 中 旬 か ら 3 月末 に か 
け て ほぼ 雪 で お お われ , 積雪 は 1~2 月 に は 2m に 達 す 
る こと が 多い . 

著者 ら の 一 部 は 1950 年 か ら こ の 地 に 慈 虫 病 研究 の た 
め 毎 年 2~3. 回 の 割 で 訪れ , また 寺 邑 は 1950 年 より この 
地域 で 診療 に 当 つ て いた . 今回 の 寄生 躍 調査 は (1)1959 
年 7 月 30 日 より 1 月 間 , 現地 に お いて 集団 検便 , 培養 
法 の 判定 の み 東 京 で 実施 , (2) 11 月 5 日 より 4 日 間 , 保 
虫 者 の 駆虫 及び 検診 の 人 準備 打合せ 。 (3) 12 月 1 日 より 5 
日間 , 駆虫 剤 投薬 , 保 虫 者 の 検診 , 第 2 回 再 検便 の 材料 
集め , (4 12 月 下旬 ( 約 3 週間 後 ) 現地 保健 婦 に よる 過 
虫 後 検便 の 材料 集め と 東京 伝 研 へ の 輸送 , の 4 段階 に 分 
け て 作業 が 実 旋 され た . 

調査 方 法 と その 成績 
A. 全 住 民 を 対象 と し た 集団 検診 


1959 年 8 月 に 実施 し た 集団 検便 は , 全 地 域 の 住民 に 幅 . 


6.5cm, 深 さ 10cm の ポリ エチ レン 袋 と , 申告 資料 及び 
採 便 の 注意 な ど を 印刷 し た 封 和 借 と を 配給 し , 集荷 当日 に 
塗 抹 , 培養 の 2 法 併用 の 検査 を 実施 し た . 人 塗 抹 法 は 18 
mm 正方 形 み バー グラ ス 2 枚 法 で し ら べ た . 培養 法 は 当 
研究 部 の 標準 法 に 従い , 幅 2cm, 長 さ 15cm の 潤 紙 片 
の 下端 か ら 5 cm, 上 端 か ら 2cm を あけ て 約 0.5g の 便 
を ね り , 清水 0.5cc を 入れ た 中 試験 管 ( 口 径 18 mm) に 
挿入 し た 後 , ポリ エチ レン と 輪ゴム で ふた を し , 東京 に 
輸送 後 , 水 3cc を 加え た 上 25°C 14 日 保存 し た . そ 
の 後 ア ン キ ロス コー プ で 陽性 例 の 選別 を 行い ビ ベ ペット 
で 底 か ら 吸引 し て スラ イド に と り , 熱 固 定 後 弱 拡大 で 
種別 ( ヴ ビ ニ , アメ リカ , 毛 様 線 虫 ) を 判定 し た . この と 
き の 材 料 は すべ て 新 解 な も の で ぁ つ た か ら , 培養 法 の 信 
頼 度 が 高い と 考え て 浮 蓄 法 を 省略 し た . 

1. 検査 法 別 検出 成績 材料 提出 者 の 総数 2,269 名 。, 
その うち 約 250 名 は 便 が 不足 の た め , 塗 抹 法 と 培養 法 と 
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を 併用 し えた も の は 2,020 名 で あぁ つた . 回 貝 陽性 者 650 
例 (32.81 %), 84 例 (41.6 %), 横川 吸虫 2 例 , 
虫 6 例 い ずれ も 人 塗 抹 法 の み で 検出 され た も の で ある . 多 
虫 は 併せ て 474 例 (23.47 %) に 陽性 で あつ た が , この うぅ 
ち 塗 抹 法 で 検出 され た の は 12 例 ( 陽 性 例 の 2.52 %) に す 
ぎ ず , 培養 法 で は 469 例 ( 陽 性 例 の 98.95 %) が 陽性 で あ 
つた . 人 疹 抹 法 と 培養 法 の 検出 率 が この よう に 大 差 を 示し 
た の は 銘 虫 寄生 数 が 低い 者 の 多 か つ た た めで あろ う . 培 
療 結 果 の 判定 に よれ ば , ジ ビ ニ 陽性 者 は 308(15.3 %), 
アメ リカ 虫 は 226(11.2 %) で つた. 様 線 に つい 
て る 246 例 (12.18 %) の 陽性 者 の うち 塗 抹 法 で は わずか 

7 例 (2.82 %), 培養 法 で は 243 例 (98.78 %) が 陽性 を 示 
し た , この ほか , に よ つ て Rhabditis 属 線 虫 が 10 
例 に 陽性 で あぁ つた . 

2. 地域 別 分 布 状況 調査 地域 は 20 あま り の 小 部 落 
に よっ つて 構成 され , 各部 落 別 で は 検査 数 が 少く て 部 落 間 
の 各 寄 生 躍 陽性 率 に 有意 な 差 が が 見 出さ れ な か つた . そ 
こ で , 地形 に よ つ て 平地 部 (宮林 , 島根 , 館 前 , 仙北 屋 , 
大 島 , 荒町 ), 山 脚 部 (中 西根 , 九 十 九 沢 , 大 川西 根 , 中 
田 , 中 沢 , 川 , 仁 応寺 , 寺山 , 下田 ), 山間 部 ( 高 寺 , 
元 木 , 伊 岡 , 太田 , 小 出 沢 , 中 山 ) の 3 型 に 分 類 し , 各 寄 
生 虫 の 陽性 率 を 集計 し て みた (第 1 表 ). 


第 1 表 各 寄 生 虫 の 地域 別 陽性 率 の 比較 


な ニア 様 

地 域 検 査 数 回 リカ 線 虫 

平地 部 743 30.55 3.23 23.82 15.34 9.69 12.38 

山 脚 部 637 29.04 4.03 22.45 13.50 11.62 14.13 

山間 部 640 37.19 5.31 24.06 16.88 12.50 10.00 


計 2,020 32.81 4.16 23.47 15.25 11.19 12.18 


その 結果 は 回 , ビ ニ 虫 , アメ リカ の 
各種 に つい て は わずか に 山間 部 の 陽性 率 が 他 よ り 高 く , 
毛 様 線 虫 の み 山 脚 部 が や や 高 率 を 示し た が , いずれ に もせ 
よこ れ ら 各種 が 陽性 率 に 地域 な いし 地形 に よる 差 が あま 
り 認 め ら れ な いと いう 興味 ある 成績 を えた . 

3. 年 齢 分 布 集団 検便 結果 を 年 齢 層 に 分 け て 主要 寄 
生 虫 の 陽性 率 を 求め た の が 第 2 表 で ある. 即ち , 回 虫 に 
つい て は 5~9 歳 が 最高 の 40.4 % を 示し て , 青年 層 に 向 
つて 下降 し 40 歳 台 再び 小さ な 山 が み ら れ た が , 全般 的 
に 釣 虫 類 に お ける ほど 著 差 を みな い . 虫 は 少年 期 の 項 
点 が 回 虫 よ り お くれ て 10~14 歳 台 に み ら れ , 老年 層 に 
再び 高 率 を 示し た . ヅ ニ 及び アメ リカ は 幼年 
層 か ら 成 年 層 に 向 つ て 急 に 上 昇 し , 幼児 に は 甚だ 低 率 で 


第 表 寄生 虫 の 年 別 陽 性 率 


年 層 検査 数 虫 ヵ 線 
5~ 9 433 49 49 2.6.12.2 
20~29 210 23.338 18,6 
50~59 145 4.2.228 31.7 13.8 
60~ 87 25.36.9 33.3 21,8 19.5 14.9 
15 歳 以上 1,093 28.0 3.4 35.0 21.6 18.2 14.5 


壮年 期 に 最高 を 示し て いる . アメ リカ 多 虫 の 方 が 年 齢 的 
に や や お くれ て 上 昇 す る 傾向 が み ら れ た . 毛 様 線 忠 も 幼 
児 に は 低く て 成人 に 高 率 な 傾向 は 釣 上 に 似 て いる が , 5 
へ ~9 歳 台 が と くに 高 率 で あぁ みつ た の は 我々 の 北海 道 炭鉱 な 
どの 調査 成績 に 比べ で や や 意外 で あぁ つた . 

各 寄 生 虫 の 陽性 率 の 年 齢 分 布 に み ら れ た 上 述 の 特徴 
は , これ まで 我々 が 他 の 地域 (沖縄 , 奄美 , 九州 , 関東 , 
北海 道 な ど ) で 調査 し た 所 見 と 原則 的 に は ほぼ 一 致し , 
こう いう 東北 地方 の 農村 に お いて も 寄生 躍 感 海 の こ の 面 
に お ける 疫学 相 に は 地理 的 環境 の 差 を 越し た 共通 件 が あ 
る こと が 推定 され た . 

な お , 上 述 の 成績 を 14 歳 以 下 , 15 歳 以 上 と に 大 別 し 
て 集計 する と , 回 虫 で は 37.1% : 28.0 %, 凌 中 で は 
5.1% : 4.1 % で , 少年 期 の 方 が 高 率 で ある が , ダビ ニ 多 
虫 は 9.9% : 35.0 %, アメ リカ 銘 虫 は 2.9 % : 18.2 %» 
毛 様 線 虫 は 9.5 % : 14.5 % で いずれ る もせ 少年 層 に 低く , と 
くに この 傾向 は アメ リカ 多 虫 に 著 し か つ た . 

4. 暴 種 の 寄生 躍 感染 の 相互 関係 この 調査 は 異 つ た 
寄生 虫 に よる 各 人 の 感染 状態 が 互 に 独立 に 起 つ て いる か 
どう か を 推定 する 一 手段 と し て , さき に 佐々 ・ 林 ら (1958) 
が 奄美 の 材料 で , また 佐々 ・ 照 屋 ら (1958) が 沖縄 の 材料 
で 試み た 方 法 を 応用 し た も の で ある . 即ち , まず 2 種 づ 
つの 組合 せ に つい て , 両 種 と も 陽性 な 人 数 (+ 二 ), A 種 
に 陽性 で B 種 に 陰性 な 人 数 (ナー), A 種 に 陰性 で B 種 に 
陽性 な 人 数 (一 +), 両 種 と も 陰性 な 人 数 (一 ) を 集計 
し , 両 種 の 感染 状態 が 互 に 独立 に 起 る も の と 仮定 し て , 
実測 値 と 期待 値 の 差 を カイ 自 乗 検定 を し て その 有意 性 を 
し ら べ た (第 3 表 ). 

こう し た 検討 に は , 石崎 ら (1958) の 試み た よう に , ま 
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第 3 表 暴 種 寄生 虫 感 染 の 関連 表 * 


++ 52 115 64 91 15 8 20 50 44 31 
ナー 605 542 593 566 72 79 67 259 265 278 
ー+ 35 149 157 166 294 213 237 171 213 226 
ーー 1,341 1,182 1;240 1,652 1,733 1,709 1,498 
カイ 自 31.3 0.45 0.13 1.29 0.26 0.29 0.98 10.61 0.84 
判 定 有意 非 非 非 非 非 非 有意 非 非 


* と の 表 は 2 種 の 寄生 虫 の 組合 せ の それ ぞ れ に つい て 混合 感染 者 数 († 十 ), 上 段 の 種類 の 単独 陽性 者 数 
(+ー), 下段 の 種類 の 単独 陽性 者 数 (一 十 ), 両 種 と ゃ 陰性 な 人 数 (一 一 ) を 示す . さら ちら に その 2 種 の 
感染 が 独立 た に 起 る も の と 仮定 し て カイ 自 乗 値 を 求め , 1% 以 下 の 和 危険 夫 で それ を 否 定 し えな い 場 合 を 
“ 非 ”, 否定 し うる 場合 を “有意” と 判定 し た . 


ず 全 寄生 虫 種 に つい て あら ゆる 組合 せ を 作 つ て , それ ら 
の すべ て の 感 独 が 独立 に 起 つ て いる と いう 仮定 の も と に 
カイ 自 乗 検定 を する こと か ら 着 手 す べ き で ある が , この 
仮定 は も ちろ ん 人 杏 定 され る . そこ で , その 各々 に つい て 
2 種 づ つの 組合 せ で 検討 し , その 独立 性 が 向 定 さ れる 理 
由 が どこ に ある か を つき と め よ うと 試み た も の で ある . 

第 3 表 に 集計 され た 成績 か ら カ ヵ カイ 自 乗 値 を 求め る と , 
回 と 虫 , 及び ジ ビ ニ アメ リカ 多 の 陽性 者 が 
独立 に 分 布 す る と いう 仮定 は 0.1 % 以 下 の 危 険 率 で 否定 
され る . その 他 の 組合 せ に は 10 % の レベ ミル を こす も の 
は な い . そし て , 回 虫 と 縮 虫 及び 両 種 釣 虫 の 場合 い ず 
れ ゃ も 感染 の 機会 が 共通 し て いる と いう 方 向 に 有意 な 相関 
が み ら れ た . この 現実 は 奄美 及び 沖縄 の 襲 村 で も た し か 
め ら れ た こと で , 2 組 と も 年 歯 分 布 が 共通 し て いる こと 
に る も 関係 が あろ うぅ (これ は 必ず し る も 感染 経路 が 一 致し て 
いる こと を 示す わけ で は な い . た と ええ それ が 異な つて い 
て も , 共通 し た 環境 に 起り や ゃ すく あぁ あれ ば よい し , 感染 か 
ら 排 卵 に 到 る 生理 的 , 免疫 的 な 条件 が 関与 する 可能 性 も 
あぁ ある. この 成績 か ら 原 因 が いずれ に ある か を 知る こと は 


3 種 混 合 陽 性 者 3 名 で ぁ つ た . これ ら の ザー リー 値 を し 
ら べ , その 成績 を 上 述 の 各 群 に つい 男女 別 , 年 齢 別 (15 歳 
以上 と 14 歳 以 下 ) に 分 け , さら に 各 寄 生 虫 に つい て 感染 
量 ( 養 検査 で 出現 幼虫 数 10 以下 ), (出現 幼虫 数 
11~100), 世 ( 出 現 幼虫 数 101 以上 ) の 3 群 に 分 け , それ 
ぞ れ の 和 群 の 平均 値 を 計算 し た . 

健康 者 の ザー リー 値 は 一 般 に 男子 で 90~110, 女子 で 
80~100 と いわ れる が , この 調査 で は 陰性 者 群 は 和男 で 平 
均 84.7, 女 は 75.9 を 示し た . ヅ ビ ニ 多 虫 陽性 者 に つい 
て は 二 74 名 の 平均 69.7, 群 49 名 の 69.4, 群 19 
名 の 69.2 と な り , 出現 幼虫 数 と ザー リー 値 平均 と は 相 
関 が み られ な か つた . アメ リカ 釣 虫 は 十 和 群 38 名 の 平均 
76.8, 群 27 名 の 78.3, 群 13 名 の 66.5 と , 
多い 群 に は いく ら か 低い 傾向 が み ら れ た . 毛 様 線 虫 も + 
群 86 名 の 78.1 %, 症 群 24 名 の 74.4%, 半 群 6 名 の 
78.3 % と いう 成績 で ぁ つ た . これ を さら に 男女 別 , 年 齢 : 
別に 細分 し て , その ザー リー 値 平均 と 出現 幼虫 迷 の 相関 
を し ら べ た が , いずれ に も 有意 な 結果 は み ら れ な か つた . 


第 4 表 各 寄 生 虫 陽性 者 の ザー リー 値 の 度数 分 布 


も ちろ ん 出来 な い ). プ 
= 

B. 釣 虫 な いし 毛 様 線 虫 陽性 者 の 検診 成績 陰性 者 
寺 邑 の 経験 に た よれ ば , この 地方 で も 症 に よる 和 血 男 女 男 女 
な どの 諸 症 状 で 受診 する 者 が これ まで も か な り 多 か つ WE 0 i 0 
た . 今回 の 調査 は 12 月 1 日 より 5. 日 間 に わ た り 主 と し 
て 集団 検便 で 摘発 され た 無自覚 保 虫 者 を 対象 に ザー リー 86~90 3 i 2 3 

値 に よる 和 賃 血 の 程度 と , 血液 塗 抹 標 本 に よる 好 酸 球 ( ェ Meh’ 1 6 7 12 6 10 6 16 
オジ ン 嗜 好 細 胞 ) の 比率 と の 検索 を 行 つ た も の で ある . eg i 
1. 保 虫 者 に お ける ザー リー 値 の 分 布 検診 に 集 ま つ 61~65 0 8 で 4 1 5 
3 142 名 , アメ リカ 単 78 名 , 計 11 18 59 83 30 51 43 57 
性 者 142 名 平均 値 82.0 80.3 68.6 71.7 76.2 74.8 79.4 71.4 


虫 単独 陽性 者 116 名 , いずれ か 2 種 の 混合 陽性 者 48 名 , 
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5 表 好 酸 球 比 率 の 各 寄生 陽性 者 分 布 


東洋 毛 様 線 


番号 細胞 数 健康 者 
ょ 0~ - 12 9 5 26 15 9 6 30 39 5 3 45 
2 4~ 1 30 14 8 52 7 11 4 32 3 15 0 38 
3 8~ 0 12 15 10 37 10 10 4 24 18 9 1 28 
4 12~ 0 9 8 19 4 11 9 4 
5 16~ 0 4 5 3 2 4 1 て 3 1 0 4 
6 20~ 0 3 0 0 3 0 を 0 1 $8 0 1 4 
24~ 0 4 8 0 0 3 5 
計 4 2 55 30 .157 51 38 18 107 96 37 6 138 


し か し , これ を ヅ ビ ニ 多 者 群 , アメ リカ 多 陽 
性 者 群 , 毛 様 線 虫 陽性 者 群 と 大 きく まとめ て , それ ぞ 
れ の ザー リー 値 の 平均 を 出し て みる と この 順に 69.5, 
75.0, 76.0 と いう 成績 で , いずれ る 標準 の 90~110 に 
比べ て か な り 低 く , と くに ジ ヅ ビ ニ 陽 性 者 に それ が 著しい 
こと が 注目 され た . 各 寄 生 虫 の 単独 陽性 者 (混合 陽性 者 
を ふく まず ) 及び 陰性 者 に つい て , 男女 別に ザー リー 値 
の 度数 分 布 を 示し た の が 第 4 表 で ある . 

2. 好 酸 球 比率 検診 に 集 ま つ た 虫 な いし 毛 様 線 
保 虫 者 に つい て 血液 塗 抹 標 本 を 作り , ギ ム サ 染色 を 施し 
て 検 鏡 し へ 白血球 200 個 を しら べ て その 中 の 好 酸 球 数 か 
ら 比 率 を 求め た . その 健康 人 に お ける 正常 値 は 1 ユ ~4 % 
(平均 約 3 %) と いわ れる が , 寄生 躍 感染 者 の 一 部 に は こ 
: れ が 増加 する こと が 知ら れ て いる . 我々 の 成績 は 第 5 表 
に 示す 通り で , これ を 4 % お き の 度 数 分 布 と し て , 各 寄 
: 生 虫 に つい て 感染 量 ( 培 養成 績 の 幼虫 発生 数 より 推定 ) と 
の 関係 を し ら べ る と , いずれ の 和 群 も 正常 値 よ り 比 率 が 高 
く , 平均 値 は ダビ ニ 多 虫 保 虫 者 で 9.5 %, アメ リカ 多 忠 
7.6 %, 毛 様 線 虫 8.0 %, 陰性 者 は 2.8 % を 示し た . ま 
た , この 場合 ビ ニ と 毛 様 線 虫 で は 十 , , 
項 に 感染 量 の 大 きい ほど 好 酸 球 比率 の 高い 傾向 が 認め ら 
れ た . な お , この 集計 に は 2 種 以 上 の 混合 陽性 者 は 除外 
いる. 

C. 保 虫 者 の 再 検便 成績 と , ヨー ド チ モー ルル 投薬 後 の 
に つい て . 

我々 は この 地域 の 一 般 検便 で 見 出さ れ た 多 虫 及び 毛 様 
線 虫 陽性 者 に つい て , 12 月 1 日 より 5 日 の 間 に Jodothy- 
mol ( チ 年 ラン ・ 中 外 製 薬 ) の 題 粒 を 用 いて 駆虫 を 試み 
た . 服用 法 は 成人 8g, 中 学生 6g, 小学 生 4g を それ ぞ 
れ 二 等 分 し , 初回 は 我々 の 目 の 前 で 内 服 さ せ , あぁ と は 翌 
朝 自 宅 で 服薬 する よう に 指示 した. これ ら 陽 性 者 は 集会 


場 に 集め , その さい に 服薬 前 の 便 を 持参 させ , さら に 一 
般 検 診 。、 ザー リー 検査 , 血液 塗 抹 標本 作製 を 行 つ た . こ 
の 便 は 東京 に 送 つ て 約 1 週間 後に 検査 し , その 後 3 週間 
目 に 再び 採 便 し て これ を 集め た 上 で 東京 に 送ら せ て 第 3 
回 検便 (駆虫 後 検便 ) を 行 つ た . 

駆虫 剤 投薬 後 の 効果 判定 の 方 法 に つい て は , 投薬 後 の 
排 状況 の 観 , 陽性 者 の 投薬 後 の 陰 転 の 調査 な ど 
が 行わ れ も れ て いる . この うち , 後者 に お いて は . 排 由 と 関 
係 の な いい わ ゆ る 見 か け の 陰 転 が ど の 程度 を くま れ て い 
る が 問題 で ある . この 誤り を 防ぐ た め に , た と えば 多 虫 
に つい て 小宮 ら (1959) は 前 検便 に は 検出 力 の 低い 人 疹 抹 法 
を , 後 検便 に は それ の 大 きい 浮 法 や 培養 法 を 採用 する 
こと を 提唱 し て いる . 

今回 の 我々 の 調査 に あ た つ て は , 駆虫 剤 の 効果 を た し 
か め る と いう 目的 より も , その 効果 判定 法 の 検討 に 重点 
を お いて , 一 つの 試み を 行 つ た . 即ち , 駆虫 と は 関係 の 
な い 偶 発 陰 転 率 (即ち 検査 技術 に 関し た 誤り の 陰 転 , 見 
か け の 陰 転 , 及び 自然 陰 転 を 合計 し た も の ) が 実際 に ど 
の くら い 起 る か を 投薬 直前 の “カラ 検便 ”" に よ つ て あら 
か し じ め 調 べ る . さら に 投薬 後 約 3 週間 目 に これ と な る べ 
く 同 じ 人 条件 に ょ よ つて 検査 する . この 両者 の 陰 転 率 に 有意 
な 差 が あぁ ある か どう か に よ つ て , 駆虫 剤 の 効果 を 推定 し よ 
うと いう も の で ある . 

今回 は , 第 1 回 の 総員 検便 は 8 月 に 白坂 , 三浦 ら が 秋 
田 県 の 現地 で 実施 し , 採 便 後 24 時 間 以内 に 塗 抹 と 培養 
の 仕込 み を すま せ , 培養 の 判定 は 試験 管 を 東京 に 輸送 し 
た 後に 行 つ た . 培養 試験 管 の 輸送 法 は 佐々 ら (1958) が 
美 の 材料 で 報告 し た 方 法 に 準じ , 現地 で は 培養 水 を 0.5 
cc に と ど め , 輸送 に 改め て 3cc を 入れ る こと で 好成績 
を 収め うる こと を 認め た . 

第 相 回 (カラ 検便 ) と 第 机 回 (駆虫 後 検便 ) は 約 5 ヵ月 後 
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第 6 表 3 回 の 検便 に i ぉ ける 陽性 者 数 , 陰性 者 数 の 組合 せ * 


+ 48 50 98 + 35 80 115 + 
虫 33 170 203 257 - 10 147 
計 81 220 301 計 57 315 372 計 47 172 219 
虫 38 247 285 19 336 355 
計 49 252 301 計 25 347 372 計 20 199 219 
+ 137 85 222 + 103 151 254 + 18 088 te 
計 156 145 301 計 130 242 372 計 102 117 219 
計 49 252 301 計 94 278 372 計 62 157 219 
+ 5 94 99 + 18 102 120 VE 
テア x 2 200 202 - 7 252 
計 , 7 294 301 計 25 347 372 計 14 205 219 
ご + 30 88 18 + 2 55 84 
線 46 162 208 31 223 -254 2 15 135 
計 81 220 301 計 61 311 372 計 49 170 219 
* た と えば , I/I は 第 I 回 検便 と 第 [回 検便 の 成績 の 組合 せ を 示す . 


の 12 月 に 実施 し た . それ は ボリ エチ レン 袋 に 採 便 し た 
も の を 東京 に 郵送 し て 約 7 日 後に は じ め て 検査 に かけ た 
の で ある . さき に 白坂 (1959) は 試験 管 培養 法 に 用 いる 検 
査 材 料 の 保存 条件 を 検討 し , それ が 低温 な いし 乾燥 に あ 
うと その 条件 に 応じ て 検出 幼虫 数 が 減少 する こと , アメ 
リカ , ダビ ニ , 毛 様 線 虫 の 順に 減少 が 著しい こ 
と を 示し た . 第 IL III 回 の 検便 は ぁ え て 培養 法 に は 不 
適当 な 季節 に 実施 し た の で 第 I 回 の 塗 抹 ・ 培 養 併用 の 代 
り に , 浮 涯 と 培養 を 併用 し た . 各 寄 生 虫 に つい て , この 
3 回 の 検便 成績 の うち 2 回 ずつ の 組合 せ で , 2 回 と も 陽 
性 な も の ( 二 十 ), いずれ か 1 回 の み 陽 性 な も の (+ー 又 
は 一 二 ), 両方 と も 陰性 な も の (一 一 ) の 人 数 を し ら べ た 
の が 第 6 表 で ある . 

た と えば , 第 1 回 8 月 の 総員 検便 と , 第 可 回 12 月, 
駆虫 前 の カラ 検便 ) の 両方 に 検査 を 受け た 人 数 は 301 名 
で , この うち いずれ か の 方 法 で 釣 虫 陽性 と 判定 され た も 
の は 第 回 222 名 , 第 可 回 156 名 , も し この 期間 の 実際 
の 保 虫 率 に 変化 が な いと し た ら , 第 1 回 の 検便 法 ( 塗 抹 
と 培養 ) の 方 が 第 回 (主として ) より の 検出 が 
高い こと に な る . し か し 第 I 回 は 夏 , 第 相 回 は 冬 で あぁ る 
か ら , 実際 に 保 虫 率 が 低下 し て いた か も し れ な い . 第 耳 
回 の 検出 率 が 低い 原因 が その いずれ に ある か は 知る 方 法 
が な い の は も ちろ ん で ある . 第 1 回 と 第 本 回 (駆虫 剤 投 
楽 後 ) の 多 虫 陽性 数 の 比較 に つい て る も 同じ 傾向 が み ら れ 


る . そし て , 第 I 回 釣 虫 陽性 の 陰 転 率 は 第 本 回 (カラ 検 
便 ) で は 38.3 % (85/222) , 第 机 回 (投薬 後 ) で は 59.5 % 
(151/254) を 示し , 後者 の 方 が 低い の は , も し 第 IL III 
回 の 一 般 条 件 が 同じ だ と し た ら , 駆虫 剤 投薬 の 影響 に よ 
る も の と 判断 され る . 

培養 法 で アメ リカ 多 貝 陽性 者 は 第 1 回 99 名 に 対し 
第 世 回 わずか 2 名 , また 第 1 回 120 名 に 対し 第 相 回 25 名 
と いう 成績 は , 第 I, TII 回 の 検便 条件 が 不適 (と くに 低 
温 に 長く さら され た こと ) で ぁ る こと か ら 予 測 さ れ た 通 
り で ある . ヅ ビ ニ 銘 虫 に つい て は それ ほど で は な い に を せ 
よ , 同じ 傾向 が み ら れ た が , 毛 様 線 虫 の 場合 に は 3 回 と 
も 大 差 が な いこ と は , さき に 白 技 (1959) が 実験 室内 で し 
ら べ た 成績 に 一 致す る . 

まとめ 

我々 は 北日本 の 虎 村 に お ける 寄生 虫 , と くに 多 虫 類 の 
分 布 状況 と , ヨー ド チ モー ル の 駆虫 効果 を みる 目的 で , 
秋田 県 大 曲 市 内 小 友 地区 の 住民 2,020 名 を 対象 に 調査 を 

1. 一 般 検 便 は 全 住 民 を 対象 に 8 月 に 行い , 人 疹 抹 法 
(18 mm カバ ー グ ラス 2 枚 法 ) と 試験 管 培養 法 を 併用 し 
た . この 結果 検査 総数 2,020 名 に 対し , 回 貝 32.81 %, 
4.16 %, 多 23.47 %, うち ビ ニ 多 15.25 %, 
アメ リカ 多 虫 11.19 %, また 和 毛 様 線 虫 は 12.18 % の 陽性 
率 が み ら れ た . これ を 各部 落 の 地理 的 環境 か ら 平 地 部 , 
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山 脚 部 , 山間 部 の 3 地域 に 分 け て 集計 し た が , いずれ の 
寄生 虫 に つい て も 大 差 は 認め られ な か つた (第 1 表 ). 

2. 各 寄 生 躍 陽性 率 の 年 齢 分 布 の 特徴 は 概ね これ まで 
の 南 日 本 に お ける 調査 所 見 に 一 致し , 回 虫 は 5~9 歳 台 
に , は 10~14 歳 台 に 最高 を 示し , ビ ニ 多 毛 
様 線 虫 は 年 少 者 に 低く て 成人 に 高く と くに アメ リカ 鋼 
虫 で その 傾向 が 著しく み ら れ た . 成人 骨 民 の 釣 虫 陽性 率 
が 35 % を 示し た こと が 注目 され た (第 2 表 ). 

3. 異 る 種類 の 寄生 虫 の 感染 の 相互 関係 を みる た め , 
2 種 ず つの 組合 せ に つい て 混合 感染 者 数 , 一 方 の み 陽 性 
者 の 数 , 両方 陰性 の 者 の 数 を し ら べ て , その 感染 が 独立 
に 起 る と いう 仮定 の も と に カイ 自 乗 検定 を し た と ころ , 
回 虫 と 中 ビニ と アメ リカ 多 の 2 組 に つい て 
著しく 有意 な 共通 仁 が ある こと を 認め た (第 3 表 ). 

4. 保 虫 者 に つい て 血 中 へ モグ ロビ ン の ザー リー 値 を 
し ら べ た と ころ , ゾ ヅ ビニ 多 虫 陽性 者 の 平均 69.5, アメ 
リカ 釣 虫 75.0, 毛 様 線 忠 76.0 を 示し , 正常 値 よ り も こ 
の 順に 低い 値 を 示し た . また , これ ら の 好 酸 球 比 率 は 平 
均 で それ ぞ れ 9.5 %, 7.6 %,. 8.0 % を 示し , . こ れ も 正 
常 値 より 多 か つ た (第 4 表 ). 

5. 釣 虫 と 毛 様 線 虫 の 保有 者 に ヨー ド チ モー ル ( チ モ 
ラン 題 粒 ) を 成人 8g, 中 学生 6g, 小学 生 4g の 割 で 集団 
投薬 し た . この 駆虫 効果 を みる た め に , 第 I 回 の 集団 検 
便 ( 塗 抹 ・ 培 養 併用 ) の 5 ヵ月 後 の 12 月 に 投 薬 直前 の ヵ 
ラ 検 便 ( 浮 放 , 培養 併用 ) を 行 つ て , 偶発 陰 転 率 を 求め , さ 
ら に 駆虫 剤 内 服 3 週間 後に 第 机 回 検便 ( 浮 海 ・ 培 養 併用 ) 
を 行 つ た. 第 IL, III 回 は 寒い 期間 に 検便 後 1 週間 ば か 
り 保存 し た 後に 実施 し た こと に より , 多 虫 類 の 培養 成績 
が 著しく 低く , 第 回 の 銘 虫 陽性 者 の 第 世 回 カラ 検便 に 
お ける 偶発 陰 転 率 ( 見 か け の 陰 転 や 自然 陰 転 を ふく む ) は 


38.3 % に も 及 ん だ が , 駆虫 剤 投薬 後 の 陰 転 率 は 59.5 % 
で ,- これ より 有意 に 高い こと が 示さ れ た . 
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A SURVEY OF HOOKWORMS AND TRICHOSTRONGYLUS INFECTIONS 
AT A FARMY VILLAGE IN AKITA PREFECTURE 


MANABU SASA, RYUKO SHIRASAKA, KAZUHIKO UOTANI, AKIKO MIURA, 


MASANOBU FUKUI, YOSHIBUMI AMAMIYA & SHIGERU MAEDA 
(Dept. of Parasitology, the Institute for Infectious Diseases, Univesity of Tokyo, Tokyo) 


In order to know the infestation of hookworms in the northern districts of this country, 
2,020 fecal samples were collected at Uchiotoma, Ohmagari, Akita Prefecture and were examined 
using smear and test-tube cultivation technics. At the examination in August, 1959, Ancylostoma 
duodenale was detected in 15.25 per cent, Necator americanus 11.19 per cent, Trichostrongylus 
orientalis 12.18 per cent, Ascaris 32.81 per cent and Trichuris 4.16 per cet. The infestation of 
those helminths were compared among three localities, mountainous, plane and intermediate areas, 
but no difference was observed. The age incidences of those helminth infections were almost same 
to the results from the southern districts of this country. The highest incidence of Ascaris was in 
5to9age group and that of Trichuris in 10 to 14. Hookworms and Trichostrongylus infect on 
children in low rates and on adults in high rates. The age difference was most remarkable in 
Necator and the incidence of hookworms was 35 per cent in adults,. Independence or correlation 
of infections between two species combined from those helminths was tested with chi square test 
and infections of Ascaris and Trichuris and those of Ancylostoma and Necator were found to 
be closely correlated. Haemoglobin rates of helminth carriers were examined using Sahli’s method 
and the averages were 69.5 per cent in Ancylostoma, 75.0 in Necator and 76.0 in Trichostrongylus. 
And the proportions of eosinophilic leucocytes were 9.5, 7.6 and 8.0 per cent respectively. 

The 2nd examination was made 5 months after the preceding examination, immediately 
before mass treatment. After the treatment with 4-iodothymol the 3rd examination was carried 
out,. At the latter two occations, detection ot hookworms with test-tube cultivation technic was 
not so sensitive as it was the cold season. The hookworm eggs diminished 38.3 per cent at the 
2nd examination to the lst and 59.5 per cent due to the treatment. The reduction rate due to 
treatment (59.5%) was much higher than the accidental reduction (38.3%). 
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フイ 4 ラリ ア 症 消長 の 疫学 的 研究 
(1) 静岡 県 吉原 市 川尻 町 の 実態 


石 崎 達 久 津 見 晴 


熊田 三 由 義孝 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
荒木 英 
東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 
野崎 
静岡 県 吉原 保健 所 
宮下 義正 
宮下 病院 


(昭和 35 年 6 月 10 日 受領 ) 


まえ が き 

我国 の バン クロ フト 糸状 虫 症 の 流行 地 は 多数 の 研究 者 
の 調査 に より 北海 道 を 除く 全国 各地 に 散在 し , 主 な 流行 
地 は 四国 , 九州 , 奄美 群島 , 沖縄 等 の 温 曖 な 地方 に 集中 
し て いる こと と が 明らか に され て いる . これ ら の 調査 は 主 
に 1910~1922 年 の 間 に 行 な われ (佐々 ・ 林 , 1953), そ 
の 後 中 絶 し て いた が 戦後 再び 盛ん た に な つて 現在 九州 地方 
で は 広範 囲 に 調査 が 行なわ ゎ われ て いる (佐々 ・ 林 , 1953 ; 
, 1958). 

一 般 的 に 系 状 虫 の 疫学 を 考え る 場合 に 我国 で は 現在 そ 
の 流行 が 増加 或いは 減少 又は 不変 の ま > 持続 し て いる か 
を 知る こと が 必要 で あぁ ろう. 一 般 伝 染 性 疾患 の 流行 で は 
短 時 日 の 間 に 一 つの 流行 が 終結 する の で , この 問題 は 一 
目 瞭 然 で ある が , 寄生 虫 性 疾患 に お いて は これ が 必ず し 
も 容易 で は な い . そこ で 戦後 調査 され て いる 報告 の 中 に 
は 数 十 年 前 の 調査 地 の 再 調査 も て ある の で , か > る 記載 の 
あぁ る 文献 を ひろ つて みた . 

佐藤 ら (1953, 1955), 指宿 (1955, 1956) は 沖 奄美 
列島 を 調査 し て 今 な お 血 中 ミク ョ ロフ イラ リア (Mf) 陽性 
率 が 10~30 % あ り , 40 年 前 の 成績 と 比較 する と 変化 が 
な いこ と を 認め て いる . し か し 九州 地方 で は これ と 相違 
し て , 鹿児島 県 下 の 調査 (佐藤 ら , 1957) で は 既知 流行 地 
の Mf 陽性 率 は 20 % 内 外 か ら 10 % 内 外 に 減少 し , 九州 
の 東海 岸 地 方 (植村 ら , 1955 ; 佐藤 ら , 1957) で は 8% 内 
外 か ら 2 % 内 外 に 減少 し て いる こと が 報告 され て いる . 

し か し その 他 の 地方 , 特に 本 州 各 地 で は フィ ラリ ア 症 
流行 の 消長 を 調べ た 報告 は 未だ な いよ う で ある . 本 州 で 


は 現実 に は 減少 の 傾向 を 辿っ て いる の で は ある まい か と 
の 推測 が 行なわ れ て いる に すぎ な い . 

そこ で 私 達 は 静岡 県 下 の 既 に 調査 され ん た こと の ある 流 
行 地 の 一 つ を 調査 し て みた . 文献 調査 , 実地 医家 へ の 質 
問 , 流行 地区 で の 全員 集団 検診 等 を 実施 し て , 現在 は こ 
の 調査 地区 で は フィ ラリ ア 症 が 殆 ん と ど 消 氏 し て いる こと 
を 確認 し た の で こ > に 報告 する . 

吉原 市 附近 の フィ ラリ ア 症 の 年 代 的 消長 

1. 患者 発生 状況 の 推移 

吉原 市 で は 戦前 は 公立 富士 病院 , 戦後 は 財団 法人 吉原 
病院 が 唯一 の 線 合 病院 で あぁ る た め , この 2 病院 に お いて 
患者 発生 状況 を 調査 すれ ば 大 略 の 傾向 を 把握 出来 る と 考 
えた . と ころ が 富士 病院 は 既に 存在 せ ず , 吉原 病院 も 記 
録 を 保存 し て いな い の で , 創立 以来 富士 病院 長 で あつ た 
染谷 氏 及 び 現 吉原 病院 長 有 福 精 一 氏 に 質問 し , その 談話 
内 容 を まとめ て みた の が 第 1 表 で ある . 

これ を 見 る と 戦前 は 富士 病院 で は 年 間 数 人 の フィ ラリ 


Table 1 Comparison of incidence rates of filariasis 
between two periods of years 


Fuji Hospital Yoshiwara Hospital 


1925-1940 1946-1959 
verage number 

of out-patient/day 300 200 
Annual number of 6-8 9 

Total num in 

15 years 2 
Symptoms ocele chyluria 
Reporter Dr. Someya Dr. Arifuku 
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Table 2 Patients list of filariasis by Dr. Miyashita (confirmed by Dr. Ishnizaki) 


Residence Name Sex Age Main symptoms outbreak of disease 
Yoshiwara uncertain 9 70 chyluria uncertain 
W.K. 61 30 years ago 
Fuji uncertain 8 81 16 years ago 
$ 74 35 years ago 
M. Y. 57 20 years ago 
Fujimiya 8 70(the deceased) uncertain 
S. G. 70 8 years ago 
67 47 years ago 
8 61 43 years ago 
W.T. 8 32 10 years ago 


Table 3 Results of survey works with regard to filariasis by Prof. Kawakami in 1922 


Kawajiri village 


Whole district tested 


Number of person 


tested Mf (+) % a dr Mf (+) % 
Male 76 4 5.06 329 2% 8.20 
Female 79 ® 1.31 274 12 4.74 
Total 155 § 3.22 603 39 6.17 


Number of families tested‘---50, Having (elephantiasis, chyluria, hydrocele) 


ア 新 患 を 治療 し て お り , 15 年 間 に 数 十 人 を 取扱 つて い 
る . この 際 乳 訂 尿 が 一 番 多 く , 陰 衰 水腫, 人 象 皮 病 も み ら 
れ た と いう 5. 

これ に 比較 し て , 戦後 吉原 病院 で は 13 年 間 に 2 名 の 
患者 を 診療 し た だ け で ある . * 

吉原 市 は 戦後 膨 月 し た 新興 都市 で ある が , 病院 利用 範 
吾 又 は 利用 率 は 戦前 の 富士 病院 に 較べ て 戦後 の 吉原 病院 
は リリ :。 で あぁ る と は 考え られ な い . これ は 外来 患者 数 を 比 
し て も 定 で きる で ろう. 

この 推論 が 正しけれ ば , フィ ラリ ア 症 者 は 戦後 急激 
を 減少 し た と 考え て よい だ ろう 5: 

2. 現在 確認 で きた 患者 数 

協同 研究 者 宮下 は 吉原 市 及び 富士 市 (隣接 市 ) の 医師 会 
全員 に 依頼 し て フィ ラリ ア 症 の 取扱 い 患 者 を 調査 し , 石 
知 ・ 宮 下 は これ ら の 患者 に 面接 し て 確認 し た . 結果 は 10 
名 で 他 に 既に 死亡 し て いる 1 名, 既往 症 1 名 で 合計 12 
名 に な る . これ を まとめ た の が 第 2 表 で , これ を みる と 
吉原 市 在住 は 1 名 で , 他 の 大 部 分 は 富士 宮 市 (吉原 市 北 
西 10 km) の 住民 で あり , 年 齢 は 大 部 分 が 60 歳 以上 の 高 
般 者 で あつ た . 症状 は 全 例 乳 魔 尿 で ある . 

上 記 の 患者 の 内 , 鈴 〇 閣 〇 氏 は 家族 歴 で 両親 共 フ ィ ラ 
リア 症 ( 父 が 陰 論 水腫 , 母 が 乳 魔 尿 ) に 衛 患 し た と 述べ て 
いる の で , その 住居 地 が フィ ラリ ア 症 流行 地区 で あつ た 
こと は 確実 で ある が , 妻 , 子供 , 孫 に は フィ ラリ ア 症 を 
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疑わ せる も の は 1 人 も 認め な か つた . 

これ ら の 事実 か ら み る と , 吉原 地区 及び 周辺 地区 に は 
フィ ラリ ア 流 行 が あつ た こと は 確実 で ある が , 現在 その 
流行 が 激減 し て いる こと が 推定 で きる . 

川尻 地区 フィ ラリ ア 症 調査 の 年 代 的 比較 

1. 1922 年 の 調査 成績 (慶応 義塾 大 学 医学 部 病理 学 炒 
室 教 授 川上 ) 

文献 に よれ ば 当時 川尻 部 落 は 50 世帯 あり , 数 え 年 3 
歳 以 上 60 歳 ま で の 男女 155 人 の 夜間 検 を 行なっ 
て , 男 5%, 女 1.3% に Mf を 発見 し て いる . その 他 
象 皮 病 , 乳 魔 尿 , 陰 論 水腫 の 患者 を 合計 5 名 発見 し て い 
る . 

この 際 , 検 血 陽性 者 及び 患者 の 他 に , 問診 或いは 視診 
で 不 確 実 な が ら 疑 わし い 患 者 を 発見 し た の で , か か る も 
の の 住む 28 世帯 を 記載 した. 川上 氏 の 調査 し た 富士川 
流 城 全 部 で の Mf 陽性 率 は 川尻 部 落 の それ より や > 高め 
で あぁ つた . 


2. 現在 の 川尻 地区 集団 検診 成績 


1) 受診 率 現在 総 人 口 679 名 で 6 歳 以 上 は 603 名 で 
あぁ る. 受診 者 総数 526 名 で これ は 6 歳 以 上 の 人 口 の 78.4 
% に 当る . これ を 更に 20 歳 以上 の 成人 受診 率 で みる と 
90.3 % の 成績 で あぁ つ た . 受診 し な か つた も の は 工場 勤 
務 者 , 旅行 その 他 で 止む を 得 ざ る 理由 の も の で 殆 ん ど 全 
員 検 診 と 考え られ る . 
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Table 4 Present results of Kawajiri village by authors 


Male Female Total 
Population over 6 years old 312 291 603 
Number of examination 268 258 526 

Per cent of examination 86.0 89.0 87.4 
Population over 20 years old 189 189 378 
Number of examination 164 177 341 

Per cent of examination 86.8 93.5 90.3 
Number of patient 0 0 0 
Anamnesis 0 1 (chyluria) 1 
Number of attendance at blood test 21 21 : 42 
0 0 0 


Mf (+) 


Persons attended at filarial blood test were those of positive for intradermal test (over 15 mm of diameter 


of erythema) 


2) フィ ラリ ア 皮 内 反応 (Dirofilaria immitis 抗原 ) 
フィ ラリ ア 症 患者 に Dirofilaria 抗原 の 皮 内 反応 を 試み 
. て その 特異 性 を 認め た 報告 は , Taliaferro & Hoffmann 
(1930) , Fairley (1931) , 小林 (1935), 広瀬 (1943), Beye 
et al. (1956) の 広範 な 研究 が ぁ る . いづ れる も 血 中 Mf 陽 
性 者 , 感染 確実 者 , 人 象 皮 加 者 等 に 実施 し , 即時 反応 で 膨 
疹 を 測定 し , 殆 と ど 全 例 に 皮 内 反応 性 を みとめ , 明らか 
に 特異 性 で ある と し て お り , 又 非 感染 者 ( 非 流行 地 住 民 ) 
に 反応 陰性 を 認め て いる . 

更に 我国 で は 高山 (1942) , 妹尾 ら (1943) の 報告 が あ 
り , 戦後 は 北村 ら (1953), 岡部 ら (1954, 1957), 清水 ら 
(1959) の 報告 が ぁ る . 戦後 の 研究 に お いて は 皮 内 反応 の 
信頼 性 に 対し て 批判 が な され て いる が , それ は 既に Ta- 
liaferro が 指摘 し て いる よう た に , 感染 に よっ て 一度 生体 
が 感 作 を 受け た 場合 に その 感受 性 は 感染 が 終了 し て も 長 
く 続 く の で は あぁ ある まい か と いう 懸念 と , 類 属 反応 に つい 
て で ある . し か し 現在 で も 依然 と し て その フィ ラリ ア 患 
者 に 対す る 反応 の 特異 性 は 認め られ て いる し , 最近 に お 
いて は , その 陰性 者 に 価値 を 認め る 立場 も ある (阿久 沢 
ら , 1958 ; 清水 ら , 1959). 

私 達せ も Dirofilaria 抗原 に 対し て 反応 する 人 が 直ちに フ 
ィ ラ リア 症 に 箕 つ て いる 人 と は 判断 し な い が , 但し 少く 
と も フィ ラリ ア 症 に 箕 つ て いる 人 は Dirofilaria 抗原 に 反 
応 を 示す 率 が 多い で あろ う . 叉 , 逆 に この 抗原 に 陰性 を : 
示す 人 の 中 に は フィ ラリ ア 症 に 箕 つ て いる 人 は 極め て 少 
な いで あろ うと 考え る . と すれ ば 地域 全員 に Dirofilaria 
皮 内 反応 を 行 な つ て 陽性 率 を みる こと に より , 地域 集団 
と し て の フイ ラリ ア 症 淫 浸 の 程度 を 判断 出来 る の で は あ 
る まい か と 考え , この 調査 を 実施 し た . 

抗原 製法 : Dirofilaria immitis 成虫 を 石英 砂 と 共に 
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乳鉢 内 で 控 砕 し , 次 に Soxhlet extractor を 使用 し て エー 
テル で 脱脂 4 時 間 後 , 50 倍 容量 の dextrose-phenol 深 液 
(dextrose 45g, phenol 5g, NaHCO;2g, 水 1,000 ml, 
pH 7.0) で 24 時 間 冷 蔵 抽出 , の ち chamberland 濾過 回 
で 濾過 , 濾液 を 生理 食塩 水 で 生鮮 時 虫 体重 量 の 1000 倍 
釈 液 を 作り , これ を 皮 内 反応 抗原 液 と し た . 

実施 方 法 : 上 記 1,000 倍 抗 原液 を ツベルクリン 注射 器 
で 前 腕 側 皮 内 に 正確 に 0.05 cc 注入 , 15 分 後 の 膨 疹 及び 
紅 量 (発赤 ) を 計測 し , 縦横 径 の 平均 値 を も つて 実測 値 と 
し た . この 反応 の 解析 に 役立て る た め 対 央 と し て 生理 食 
塩水 , histamine 10 , アメ リカ 虫 抗原 (冷凍 量 
の 10"“* 倍 液 , 作製 法 は Dirofilaria 抗原 と 同様 ) を 同時 に 
同 前 腕 に 0.05 cc づつ 正確 に 注入 し た . 

実験 成績 :a) 紅 量 (発赤 と も いう ) の 直径 に つい て は 
縦横 の 平均 値 を 観測 値 と した. これ を 横 軸 に と り 出 現 疾 
度 を 終 軸 に と つて 作図 する と 第 1 図 の よう に な つた . こ 
れ ら は フィ ラリ ア 抗原 曲線 , 多 虫 抗原 曲線 , histamine 
10”7 液 曲線 で あぁ あり, 何れ も 集計 は 4 mm 間隔 と し た . 

これ を みる と 釣 虫 曲線 は 2 峰 形 成 が 認め られ る が , フ プ 
ィ ラ リア 及び histamine 曲線 は 1 峰 だ け で ある . 3 者 の 
比較 で 分 る こと は , 銘 虫 曲線 の 第 2 峰 は 大 体 18 mm 附 
近 に 谷 を 作り , 第 1 峰 と 連 な つ てい る. フィ ラリ ア 曲 線 
は 蔽 次 減少 する が 最大 値 は 直径 40 mm に 達し て いる . 
し か し 第 2 峰 は な い . histamine 曲線 は 潤 減 し て 大 体 25 
mm 附近 で 終る . 

上 記 3 曲線 の 内 , 釣 虫 曲線 に つい て は この 地域 に 検 休 
に よる 多 忠 感染 者 (10% 内 外 ) が あぁ あり, 実際 に 感 作 を 受け 
て いる 人 は これ 以上 あぁ る と み ら れ る . と すれ ば 多 虫 抗原 
に 対し 特異 反応 を 示す 人 が ある わけ で , これ が 第 2 峰 を 
形成 し た も の と 考え られ る . 多 虫 卵 陽性 者 30 名 は 全 例 
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Fig. 1 Comparison between distribution of erythema- 
diameter on intradermal tests by Dirofilaria 
and Necator antigen in a sample population 


紅 晶 直径 20 mm 以上 で あぁ つた . 


Fig. 2 Comparison between distribution of erythe- 
ma-diameter on intradermal test by Diro- 
filaria immitis antigen in three groups of 


age 
histamine 反応 は アレ ルギー 皮 内 反応 の 対照 と し て よ : 
く 使 われ る が , 今 迄 その 意義 づけ は 必ず し も は つき り し 5 
Dirorilaria (444) 
な か つた . こ > で は 私 達 は 抗原 抗体 反応 と 一 応 関 連 を も eT Cg. 
Histanmin 10 4 
つと 考え られ る histamine 反応 は , 実は それ 自身 の 作用 0 
は 純粋 に 薬理 的 作用 で あぁ る と 考え る . そこ に 抗原 抗体 反 * 


応 の 機構 は 存在 せ ず , 従っ つて その 反応 の 差違 は 先天 的 な 
個人 の 反応 差 を 示す も の と 思わ れる . そし て この bista" 
mine 反応 曲線 は 第 1 峰 形 成 で 終 つ っ て いる . 

私 達 は 以上 の 点 か ら 皮 内 反応 の 内 に 生体 に 非 特 異 的 に 
起 る も の と , 抗原 抗体 反応 と し て 特異 的 に 起 る も の と の 
2 種 が ある と 考え た い . 

こう 考え る と 曲線 に お ける 第 1 峰 は 非 特 で 
第 2 峰 が 反応 群 と られる. 

この 考え 方 で フィ ラリ ア 曲 線 を みる と 裾 は 直径 40mm 
まで 及 ん で いる が , 釣 虫 曲線 の 場合 の よう に 第 2 峰 形 成 
が な い . また これ は histamine 10 液 曲線 と 概ね 一 致し | ee 
て いる か ら 和 集団 全体 と し て は 非 特異 性 反応 型 と 考え て よ 4 ig 5 ? 9 1 で 
いで あろ 5. 


Fig. 3 Distribution curves of wheal-diameter on in- 


し か し フィ ラリ ア 曲 線 で 紅 量 40mm に 及ぶ も の が あ tradermal test by Dirofilaria and Necator 
る と すれ ば 一 応 感 作 の 事実 が あぁ つた こと を 認め ね ば な ら antigen in a sample population 
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な い . また 紅 量 曲線 を 年 代 的 に 6~20 歳 , 21~35 歳 , 
36 歳 以上 の 3 群 に 分 け て 作図 し て みる と , 第 2 図 の よう 
に 36 歳 以 上 の 年 長者 群 で 第 2 峰 形 成 の きざし が みえ る . 

これ は これ ら の 人 達 の 育つ た 年 代 に は まだ フィ ラリ ア 感 
染 が あつ た こと を 示し , 逆 に 若年 者 の 曲線 は 現在 殆 と ど 
感染 の な いこ と を 示す も の と 判 断 し て よい で あろ う . 

b) 膨 疹 に つい て 上 記 と 全く 同様 の 解析 を 試み た の が 
第 3 図 で ある . 

膨 疹 も 釣 虫 抗原 曲線 で は 第 2 峰 性 を 示す . 第 1 峰 は 直 
径 6 mm を 頂点 と し , 9 mm が 谷間 で 12~13 mm が 第 
2 の 頂点 と な り , 裾 は 蘭 減 し て 17 mm に 及 ん で いる . 
この 形 は 一 之 瀬 (1943) の フィ ラリ ア 非 感染 群 で の 皮 内 反 
応 分 布 の それ と 極め て 類似 し て いる . 

これ に 対し , histamine 107 液 曲 線 は 7 mm が 第 1 峰 
の 頂点 で 9 mm で 激減 し , 極め て 少数 が 11 mm に 及 ん 
で お り 第 2 峰 は な い . bistamine に 対す る 反応 を 紅 量 の 
項 で 述べ た と 同様 に 非 特 異性 反応 と すれ ば , ここ で も 多 
虫 抗原 曲線 の 第 2 峰 が 特異 反応 と いう こと に な る . 

そこ で フィ ラリ 曲線 を みる こと は histamine 曲 
線 と 一 致し て いる . それ 故 膨 疹 を 示 標 と し て も フィ ラリ 
ア 流 行 が 現在 殆 ん ど な い こと が 考え られ る . 

な お 膨 疹 で は 生理 食塩 水 に よる 純 機 械 的 な 非 特 異性 反 
応 を 知る こと が 出来 る . 生理 食塩 水 0.05 cc に よる 15 
分 後 の 膨 疹 直径 分 布 は 概ね histamine 10” 曲線 と 一 致し 
た . この 面 か ら も 非 特異 性 曲線 の 証明 が 出来 た も の と 思 
c) 1922 年 度 当 時 に 患者 及び 疑問 者 を 出し た 28 世帯 
の 内 26 世帯 が 現存 し て いる の で , その 穴 族 合計 123 名 
に つい て フィ ラリ ア 有 反応 の 紅 量 及び 膨 疹 の 頻度 分 布 曲線 
を 作成 し て みる と , これ は 第 4 図 の ょ うに 部 落 全体 で の 
曲線 と 全く 一 致し て いた . 従 つ て 多少 な り と ゃ も 感染 機会 
が 他 の 部 落 民 に 比 し て 濃厚 で ぁ つ た と 思わ れる 人 達 で 
も , フィ ラリ ア に よる 感 作 の 事実 が 証明 出来 な か つた こ 
と に な る . 

3) 血 中 Mf 検索 と 患者 の 調査 受診 者 に は 精密 な 
問診 , 検尿 ( 尿 性 状 , 蛋白 , ウロ ビリ ノー ゲン , 潜血 反 
応 ) を 行 な つ た 結果 , 患者 は 全く 発見 出来 な か つた . 但 
し 61 歳 の 男 で 30 年 前 に 入営 時 乳 魔 尿 に 惨 つ た 既往 歴 を 
有する も の が 1 名 発見 され た . 

次 に Dirofilaria 反応 紅 量 直径 15 mm 以上 の 者 24 名 
か ら 夜 9 時 ~11 時 の 間 に 肘 静 脈 採血 2cc を 行ない , 8 
倍 量 の 0.9 % 食 塩水 を 加 え 毎 分 1000 回 10 分 遠心 沈 江 
し , 沈 湾 に 10 倍 量 の 20 % メタ ノー ル 液 を 加え 20 分 放 
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Total (444) 


35 Descendances of 

filaria patients and 
suspected families 
in 1922 (123) 
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Fig. 4 Comparison of distribution curves of intra- 
dermal reactions between descendances of 
filaria patients and suspected families in 1922 
and the total population 


置 , ギ ム サ 染色 (若杉 , 1957) を 行ない Mf を 調べ た . 
結果 は 全 例 に お いて Mf 陰性 で あつ た . も し フィ ラリ 
ア 感 染 が あぁ あれ ば 比較 的 高 率 に Mf が 検出 され て よい 箸 で 
あぁ あり (Taliaferro, 1930 ; Fairley, 1931 ; 一 之 瀬 , 1943), 
40 年 前 の 検 血 成 績 に 比 し て 現在 は フィ ラリ ア 感染 が 殆 
ん ど 消 滅 し つつ あぁ る と 言え る の で は ある まい か . 
問診 は 7 家族 の 世帯 主 の 両親 、 , 等 に 乳 
尿 , 陰 褒 水腫 が あぁ つた こと が 確か め ら れ た が , 何れ も 故 
人 と な つて お り 現 在 の 子 孫 で は 1 人 も 症状 を 量 す る も の 
は な い . 

3. フィ ラリ アプ ア 関係 世帯 地図 (1922) と フィ ラリ ア 皮 内 
反応 陽性 者 世帯 地図 (現在 ) と の 比較 

1922 年 に 川上 が 調査 の 際 , 患者 及び 疑問 者 を 出し た 世 
帯 の 分 布地 図 が ある . 当時 の 世帯 の 大 部 分 は 現在 も 子孫 
に より 引継 が れ て いる の で , 今回 は フィ ラリ ア 皮 内 反応 
の 紅 量 直径 25 mm 以上 の 人 を 出し た 世帯 に 印 を つけ , 
その 分 布地 図 を 作っ つて 前 回 の 地図 と 比較 し て みた . 
結果 は 第 5, 第 6 図 に 示す よう に 現在 な お 湧 水池 を 保 
存 し 利用 し て いる 1 丁目 北端 の 世帯 群 に や > 濃厚 に 陽性 
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Fig. 5 Map of the distribution of the suspected 
families (solid circles)positive for the intra- 
dermal test of filaria (positive : over 25mm 
of diameter of erythema) 


Fig. 6 Map of the distribution of the infected 
(solid square) and the suspected (solid cir- 
cles) families by Prof. Kawakami in 1922 


者 が 集 つ て いる 印象 を 受け る . その 他 は 全く 散在 し て い 
る . 川上 地図 で は 多発 し た 2 丁目 の 中 心地 域 に 湧 水池 が 
あぁ る が , 現在 で は それ は 埋立 て られ て 存在 せ も ず , また そ 
の 地域 に 皮 内 反応 陽性 者 の 集中 は 認め られ な い . 

この こと は 若干 敷 の 発生 が 関係 する こと を 物語 る も の 
で は な か ろう か . 

考 接 

現在 殆 ん ど 消 減 し た か に み ら れ る フィ ラリ ア 流 行 地域 
を 疫学 的 な 種々 の 方 法 を 利用 し て 検討 を 加え て みた . 
一 般 に 或 る 地域 に 流行 の 存在 を 証明 する こと は , それ 
を 償 定 する こと より 容易 で ある . し か し 寄生 虫 の 疫学 を 
調べ る も の に は 流行 の 消長 を 調査 する こと は 重要 で あつ 
て , 場合 こ に よ つ て 流行 を 杏 定 す る こと に より , その 原因 
を 追求 し て 該 寄生 虫 の 撲滅 の 資料 と する こと が 出来 る と 
予想 され る . 

私 達 の フィ ラリ アア 調査 の 場合 , 目的 の 検診 対象 集団 を 
中 心 に その 周辺 の 状況 を も 調査 し た . 従 つ て フィ ラリ ア 
症 は 大 平 洋 戦争 を 境 に 激減 の 傾向 に あつ た こと , 及び 集 
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団 検診 の 結果 は 患者 乃至 血 中 Mf 陽性 者 を 発見 出来 ず , 
更に Dirofilaria immitis 抗原 に よる 皮 内 反応 分 布 曲線 
の 分 布 の 結果 か ら , この 地域 の 若い 世代 に は 感染 を 否定 
出来 る 結果 を 得 た . 

そこ で 吉原 市 を 中心 と し た 地方 で は , フィ ラリ アア 流行 
は 激減 し , 対象 地区 で は 殆 ん ど 消 滅 し た と いつ て よい で 
あぁ ろう. この 推論 を 認め る な ら ば 次 に は な ぜ こ れ が 消 減 
し た か と いう 問題 が ぁ る . これ に つい て 少し 論 及 し て み 
る . 

吉原 市 の フィ ラリ ア 流 行 は , か つて 川尻 地区 か ら 沼 津 
方 面 に と かけ て 存在 し た 浮島 沼 が 中 心 の よう で ある . これ 
は 地帯 で 水性 植物 が 繁 , 発生 に は 絶好 の 個 
所 で あつ た . この 川尻 地区 老人 の 話 に よる と 年 
間 に 潤 時 富士 山 か ら 押 流 す 士 砂 で 埋 ま つ て 浅く な り , つ 
いで 住民 に より 耕地 整理 され 水田 と し て 利用 され る よう 
に な つた . 戦前 は 麗 の 発生 が 著 し か つ た が 戦後 は 表 帳 を 
必要 と し な いと いう . 現在 視 宗 する と 水田 が 主 で 湿地 帯 
は ご どく 小 規 模 に 散在 する に すぎ な い . 

次 に 吉原 市 は 戦後 急激 に 膨 月 し , この 地帯 は 埋立 て ら 
れ て 工場 地帯 に 化し っ つつ ぁ る . これ ら の 要因 は 下 の 発生 
に 影響 が あぁ つた こと を 思わ せる . 

更に 政 と 結び つけ られ る 要因 は , 戦後 フィ ラリ ア 患 者 
が 激減 し た こと > 関係 する も の で あぁ つて , それ は 強力 な 
骨 薬 の 普及 で あぁ る. この 地区 は 現在 多角 経営 で 果樹 畑 を 
広め て いる の で , 農薬 の 使用 は か な り 多 量 で ある と の こ 
と で ある . 

こう 考え て くる と , 吉原 地区 の フィ ラリ ア 流 行 が 殆 ん 
ど 消 滅 し か けた 原因 は , 自然 環境 の 変化 と 人 為 的 な それ 
の 変化 の 両方 面 の 総和 と 考え られ る . 麗 属 の 調査 を すべ 
き で ある が , 前 回 川上 に よる 調査 の 時 行なわ れ て いな い 
こと , 及び 上 体 内 Mf 保有 率 は 住民 の Mf 保有 率 よ り 造 か 
に 低い の を 通例 と する 理由 に より 今回 実施 し な か つた . 

要 約 

フィ ラリ ア 症 流行 の 年 代 的 消長 を 追求 し , その 原因 に 
つき 考察 を 加え る 目的 で 静岡 県 下 の 既 知 流行 地 の 一 つ で 
あぁ る 吉原 市 を 調査 し た . 方 法 は 文献 調査 , 現地 医療 機関 
の 診療 数 , モデ ル 地 区 の 全員 集団 検診 マ で ある. 結果 を 要 
約 す る と 次 の 通り で ある . 

1. 静岡 県 吉原 市 の 唯一 の 線 合 病院 で の 戦前 15 年 間 
の フィ ラリ ア 取扱 患者 総数 は , 70~80 人 で 年 間 7~8 人 
の 新 患 を 扱 つ てい る. 戦後 は 医療 機関 の 増加 で 個々 の 病 
院 利 用 率 は 低下 し た と 考え られ る が , 戦後 15 年間 で は 
新 患 は 2 名 に すぎ な い . 従 つ て フィ ラリ ア 症 は 戦後 急激 
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に 減少 し た と 考え られ る . 

2. 吉原 市 及び 隣接 の 富士 市 医師 会 に 依頼 し て , 現在 
確認 患者 を 調査 し た 結果 12 名 存在 する こと が 判明 し た . 
吉原 市 は 1 名 が 乳 魔 尿 , 1 名 が 同 既往 者 で あり , 他 の 大 
部 分 は 富士 宮 市 (吉原 市 西北 10 km) の 住民 で あぁ つた . 
患者 の 殆ど 大 部 分 は 60 歳 以 上 の 高齢 者 で 全 例 乳 訂 尿 
で ある . 

3. 集団 検診 を 行 な つ た 川尻 地区 は 川上 (1922) の 調査 
に よる と 血 中 Mf 陽性 率 大 和男 5 %,. 女 1.3 % で あり, 患 
者 及び 疑問 者 世帯 28( 全 世帯 50) を 発見 記載 し て いる が , 
今回 の 調査 で は 約 90 % の 受診 率 で 患者 は 発見 され ず , 
既往 者 1 名 (61 歳 ) のみ で あり , Dirofilaria 抗原 皮 内 反応 
陽性 者 44 名 の 検 血 を 行なっ つた が 集 虫 法 に よる Mf 検出 
は 全 例 陰性 で あぁ つた . 

4. Dirofilaria immitis 抗原 (生鮮 重量 の 1,000 倍 液 ) 
0.05 cc 皮 内 注射 に よる 15 分 後 の 即 時 反応 を 分 析 集 計 す 
る と , 膨 疹 及び 紅 量 の 直径 (縦横 の 平均 値 ) 頻 度 曲 線 は 1 
峰 性 分 布 で , 対照 の 食塩 水 に よる 曲線 及び histamine 
107 液 の 曲線 と 殆 ん ど 一致 し, 非 特 異性 反応 を 表わし 
た . 同時 に 対照 と し て 行 な つ た 多 虫 抗原 は 2 峰 性 で , 第 
1 峰 は 上 記 非 特異 性 分 布 と 一 致す る が 第 2 峰 は 全く 独自 
の も の で , これ は 銘 虫 に よる 特異 反応 で ある と 考え る . 
Dirofilaria 曲線 に 第 2 峰 の な いこ と は 川尻 地区 に フィ ラ 
リア 感 洲 殆 ん ど な い こと 意味 する で あろ う . 

5. Dirofilaria 反応 紅 二 直径 25 mm 以上 の も の は 大 
部 分 中 年 以上 年 長者 群 に 入る も の で ある . これ を フィ ラ 
リア 感 作 疑問 者 と し て , その 地帯 に 印 を し て 分 布地 図 を 
作る と , 現在 な お 湧 水 池 を 使用 し て いる 地域 に 集中 する 
傾向 が み ら れ る よう で あつ た . これ は 川上 地図 と 比較 す 
る こと が 出来 る 点 で 興味 が ある . 

6. 以上 の 所 見 か ら 有 川尻 地 区 は フィ ラリ ア 症 の 流行 が 
あぁ つた が , か な り 以 前 か ら 殆 ん ど 消 減 し た と 考え て よ か 
ろう . その 原因 は 40 年 間 に こ の 地域 に ある 広い 浮島 沼 
が 富士 山 よ り の 土砂 の 流入 , 人 族 的 な 耕地 整理 , 工場 建 
設 等 で 殆 ん ど 消 滅 し た こと , 及び 戦後 の 急激 な 流行 の 減 
少 は 農業 の 普及 に よる 表 族 の 減少 と よる と 考え られ る . 

稿 を 終る に 当り , 吉原 市 長 金子 族 太 郎 氏 , 衛生 部 高橋 
垣 博士 , 松井 正 衛生 課長 , 及び 衛生 課 各 位 及 び 保健 所 職 
員 各 川尻 町 1 丁目 鈴木 知夫 会 長 , 2 丁目 鈴木 真一 会 
長 , 及び 婦人 会 各位 に 感謝 の 意 を 表し ます . 
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Skin reactions to Dirofilaria immitis in persons 


THE EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON THE ENDEMIC 
FILARIASIS DUE TO WUCHERERIA BANCROFTI 
l. THE BACKWARD INVESTIGATION IN KAWAJIRI VILLAGE, 
YOSHIWARA CITY, SHIZUOKA PREFECTURE 


TATSUSHI ISHIZAKI, HARUHIKO KUTSUMI, MitsuYOSHi 
KUMADA & YOosHITAKA KOMIYA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 
HIDENARI ARAKI 
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SHIGEO NOZAKI 
(Yoshiwara Health Center, Yoshiwara city, Shizuoka Prefecture) 
YOSHIMASA MIYASHITA 
(Miyashita Hospital, Shizuoka Prefecture) 


Filarial survey was carried out particulary aiming to clear the trend of the endemic of this 
area in the lapse of time. 

The sample field is a village attached to Yoshiwara city in Shizuoka Prefecture of which the 
filarial infection was already acertained by Prof. Kawakami of Keio University about 40 years ago. 

Results are summerized as follows : ) 

l. The number of new patients of filariasis, although most of them were chyluriasis, treated 
in General Hospital of Yoshiwara was of 6 or 8 in a year in the period of pre war (II) time. 
Meanwhile, there are only two cases treated in this hospital during fifteen years after world war II. 

2. With the assistance of Doctors Society in Yoshiwara and neighbouring Fuji city, twelve 
patients of chyluria were inspected by us, of which only two patients were originated in Yoshiwara 
city. Eleven in 12 patients are over 60 years of age, while only 1 patient is 32 years old. 

3. In 1922, 3.2% of whole sample population were positive for microfilarial test in blood 
and five cases of filariasis were found at that oceasion. 

But no patient was found nowadays although 90% of whole population (613 at present) were 
attended at this survey. 

Concentrating method of microfilarial test in blood was used for 44 person who reacted 
markedly on intradermal test to the antigen of Dirofilaria immitis (0.05 ml of a thousand of fresh" 
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weigth). 
4. The frequency curve of intensity in intradermal reaotion to Dirofilaria antigen, either 


wheal or erythema shows merely one peak that is quite similar to non-specific curve obtained from 
saline solution. 

On the other hand, that of intradermal reaction to hookworm antigen in the same population 
shows two peaks, one of which is significant to non-specific reaction and the other distributed in large 
$ize of diameter means specific for hookworm carriers or sensitized people to hookworm. 

5. From these results, the infection of filaria should be considered to have been disappeared 
already before long time from this sample field. The reason of this would be suggested partly of 
a geographycal changes of this area, namely the filling-up of the neighbouring swamp area by nature 
and artificially. On the other hand, the intensive use of new effective insecticides to the agricultural 
field would result the decrease of the population of mosquitoes group in this field. 
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日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 和 宿主 で ある ミヤ イリ ガイ の 撲滅 に 
際 し , この 上 貝 の 棲息 状況 を 詳細 に 調査 する こと は 重要 で 
ぁ る . 川本 (1954) は 片山 地方 に お いて , 各 月 に お ける 各 
殻 長 の 分 布 を 調べ , これ より 考え られ る 稚 具 の 出現 時 
期 , 発育 速度 , 並び に 冬期 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 
状況 を 考察 し た . その 他 , ミヤ イリ ガイ の 撲滅 を 目的 
と し た , この 上 貝 の 乾 燥 に 対す る 抵抗 の 地域 差 (小宮 ら , 
1959), 野外 に お ける ミヤ イリ ガイ の 発育 状況 (保坂 ら , 
1959), 棲 地 と コン クリ ー ト 化 の 管理 状況 の 調査 
(小宮 , 1959), 並び に 自然 棲息 地 に 於 ける 消長 (飯島 , 
1959) 等 ミヤ イリ ガイ の 棲息 状況 が 近年 活 潤 に 調べ られ 
て き て いる . 3 
甲府 地方 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棒 息 状況 は 上 記 の 報 
告 を 考え 併せ て 推 宗 し うる が , 川本 が 片山 地方 で 行 つ た 
よう な 調査 は な され て いな い . 著者 は 甲府 地方 に お ける 
ミヤ イリ ガイ の 棲息 状況 特に 年 間 を 通じ て の 各 月 の 殻 長 
構成 の 変動 , 越冬 様式 , 秋 一 冬期 の 稚 具 の 消長 な ど に つ 
いて , 1958 年 10 月 以降 1959 年 9 月 包 の 1 ヵ年 間 調 査 を 
行 つ た が , 川本 (1954) の 報告 と 幾つ か の 点 で 異 つ た 結果 
を えた の で 報告 する : 
調査 地 お よび 方 法 

調査 地 と し て , 甲府 郊外 , 八田 村 の 水田 , 並び に こ 
と 比較 の 意味 で 溝 撤 を 選定 し た . 水田 は 北側 並び に 東側 
が 石垣 , 南側 並び に 西側 が 貴 に な つて いる 四辺 形 で , 水 
田 作 中 は 水 が 絶え ず 流 入 し て いた . は 無 川 堤防 
の 外側 に 位置 し , 西側 は 桑畑 , 東側 は 貴 を へ だ て て 水田 
が あぁ つた . この は 水 が な か つた . 

採集 方 法 は 既報 の 濾紙 を 用 いる 方 法 ( 森 ら , 1959) に よ 
っ つ た. この 方 法 の 特徴 は 殻 長 0.5 mm 前 後 の 稚 具 を も 
容易 に 採集 し うる 点 に ある . 人 冬期, 水田 , 溝 湊 に 水 の な 
い 場 合 に は , 調査 地 の 一 定 地点 の 土 を 持ち 帰り , 実験 室 
こ て 水 を 加え , 水温 を 上 げ て 濾紙 を 用 いて 集め た . 
採集 し た 各 貝 の 毅 長 の 計測 に は リ za mm calliper を 用 


1960] 


甲府 地方 に お ける ぇ ょ ヤ ャ イリ ガイ の 季節 的 消長 
一 長 構成 の 変動 , 越冬 様式 に つい て 一 
岡本 


昭和 医科 大 学 医 動 物 学 教 (主任 森 和 授 ) 
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いた : 

水田 に お ける 調査 結果 を 示し た の が 第 1 図 で ある. 調 
査 し た 中 の 総 数 は 2,918 匹 で あぁ つた . この 図 に 示さ れ た 
各 年 間 を 通じ て の 各 月 の 殻 長 構 成 の 変化 か ら , 1958 年 
10 月 , 11 月 , 1959 年 2 月 並び に 3 月 は 殻 長 構成 が 比較 
的 安定 で ある こと , 秋 か ら 冬 に か け て 稚内 は 徐々 に 減少 
を 示す が , 2.0 mm 以上 の 貝 は 越冬 可能 で ある こと が わ 
か る . 更に , 各 月 の カー プ の 大 多数 が 殻 長 5.0 mm の 
と ころ で 谷 に な り , 5.0 mm 以上 の 成員 と 5.0 mm 以下 
の 貝 の 2 群 に 分 ける こと が で きる . これ は 発生 時 期 の 暴 
る 2 群 歌い は それ 以上 の 和 群 か ら カ ヵ カー プ が 構成 され て いる 
こと を 示す と 考え られ , し か も , この こと は , この カー 
ブ の 谷 が 1959 年 8 月 並び に 9 月 に 変動 を 示す こと と , 
稚 具 発生 の 時 期 が 7~8 月 で ある こと を 考え 併せ する と 理 
解 さ れ う る . 

第 2 図 は お ける 長 の 各 月 の 変化 を 示し た 
も の で ある . 調査 し た 貝 の 総数 は 2,112 匹 で あぁ つた . 概 
観 し た と ころ 各 月 の カー ブ プ の 変化 の 推移 は 水田 の 場合 と 
似 た 傾向 を 示す が , 稚 具 が 水田 より も 多く 発生 し て いる 
こと が 注目 され る . 

ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 と し て 環境 条件 の 明か に 異 る 水 
田 並び に 選定 調査 し た 上 記 の 結果 を 考え 併せ た 
合 , 稚 具 (2.0 mm 以下 の も の ) の 人 冬期 消失 を 除き , 人 冬期 
の 殻 長 構成 が 比較 的 安定 で ある こと , 1958 年 秋 の , これ 
ら 調 査 地 に お ける 稚内 発生 は 水田 より 溝 押 に お いて 顕著 
で あつ た こと , 更に この 時 期 に 発生 し た 稚内 は 或 る 程度 
大 きく な り , 人 冬期 に は 生長 を 停止 し て いる 如く 思わ れる 
こと な ど が 結論 され る . 尚 , 注目 すべ き 事 実は 殻 長 2.0 
mm 前 後 の 由 が 越冬 可能 で ある と いう 結果 を えた こと で 
ある . 従来 稚 具 の 越冬 に 関し て は 癌 定 的 見 解 が 行なわ れ 
いた が , この 点 小 紙 を 用 いた 採集 方 法 で 明確 に で きた 
も の と 考え る . 


. 
3 
3 
{ 
, 
1 
| 
3 
3 
1 
1 
1 
| 
4 
| 
3 


Oct. Nov. Feb. 

.Apr. / May June July 

| | 


出現 (百分率 ) 


第 1 図 水田 に ける 各 月 の 構成 の 変動 横 軸 : の (mm) : 各 長 を 有する の 
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第 2 図 溝 る 各 月 の 長 構成 の 横 軸 : の 長 (mm) 


次 2.0mm 以下 の 稚 具 の 人 冬期 の 消長 を 検討 
し た 結果 を 第 1 表 及び 第 3 図 に 示 し た . 第 1 表 中 FF は 各 
月 に 調べ た 稚 具 の 各 殻 長 に 対す る 出現 順 度 を 百分率 で 示 
し た 値 で あり , t は 各 月 か ら 次 の 月 に か け て の 出現 頻度 


F の 間 に 有 意 差 を 認め うる か 机 か を t-test に より 計算 し 
た t の 値 で ある . 稚 具 の 冬 に か け て の 消失 を 第 1 表 よ 
り 考 察する と 殻 長 の 短い も の 程 早 くみ られ な く な る . ま 
た , 新た に 出現 し て くる の は 7~8 月 で あぁ つて , 


= 
この SS 


第 1 表 2.4 mm 以下 の 殻 長 を 有する 中 の 


Month 


X XI XIII UIIIVV vI VI 


出現 様式 を 統計 的 に 調べ た 結果 
0.5- 1.0- 1.5- 2.0- 

0.9 1.4 1.9 2.4 

Oct. 259 0.8 2.3 4.2 9.3 

.3 0.33 0.24 0.99 
Nov 312 0 1.9 3 

0.94 0.72 
Feb. 319 0 0 2 

— — 42 2.50 
Mar. 619 0 0 0.5 

— — 1.79 0.14 
Apr Rg 0 0 

— 0.16 
May 99 0 0 0 2.0 

— — — 0.69 
June 193 0 0 1.0 

July 0.7 

25.0 4.50 3.18 
Aug. 323 1.9 8.0 5.6 

1.25 4.57 1.89 2.47 
Sep. 393 0.8 0.8 8 


F: 各 月 に 生存 し て いた 各 長 を 有する , その 
月 に 採集 され た 上 中 の 総数 に 対す る 百分率 (出現 
) 

t: 各 月 か ら 次 の 月 に か け て の 出現 頻 庶 間 の 有意 
差 を 検定 する た あめ に 行 つ た t-test の 結果 

*: 長 の 範囲 (mm) 


第 2 表 水田 に 選定 し た 地点 の 各 時 肥 た に ょ る 地温 と 
その 地点 に 発見 され た 数 と の 関係 


Temperature (°C) 


Station No. f 
10.10a.m. 3.00p.m. 4.10p.m. NaS 
2 4.0 9.8 9.0 4 
3 5.0 8.5 9.5 5 
4 4.0 2 10.5 6 
5 4.5 11.0 5 
6 15.0 15.0 11.8 60 
7 15.8 16.0 13.5 53 
8 12.0 32 
9 16.0 13.5 12.5 30 
10 17.4 14.5 11.8 23 


station 1-5 : 東側 (西向 き ) 
station 6-10 : 北側 ( 南 向き ) 


と は 第 3 図 を みれ ば 容易 に 判断 され る . 

稚 具 の 冬期 消失 に 対し , この 間 , 成員 は 如何 な る 状態 
に ある か を , 水田 に お いて 調べ その 結果 を 第 2 表 に 示 し 
た . 人 冬期 ミヤ イリ ガイ は 水田 の 周辺 部 に 多く 棲息 し て い 
る こと が 知ら れ て いる . 従 つ て この 観 祭 では, 12 月 中 
旬 , 水田 周辺 部 に 幾つ か の 地点 を 選定 し , 各地 点 の 地温 
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Shell lengthb 

range 

a5—0.9 
2 
z 
1.0—14 
a! 
z 
15— 19 
2 
2z 
2.0— 24 Lo 
2 


1 年 間 を 通じ た 各 月 の 殻 長 2.4 mm 以下 
の 上 中 の 出現 様式 


第 3 図 


を 直接 thermistor を 用 いて 測定 , 各地 点 に 棲息 する 貝 の 
数 を 調べ た . 調査 日 の 気温 は 最高 11.2°C, 最低 3.7°C 
で あぁ あり, 南側 の 貴 ( 北 向き 斜面 ) 並び に 西側 の 貴 (東向 き 
斜面 ) で は 中 は 発見 され ず , 南側 の 貴 沿 い に 選 定 し た 地 
点 の 平均 地温 は 5.0°C(3.00 p.m.) 5.0°C(4.10 p.m.) で 
あり, 西側 の それ は 5.0°C(3.00 p.m.)8.5°C(4.10 p.m.) 
で あぁ つた . これ ら の 結果 と は 反対 に , 第 2 表 中 に 示し た 
如く , 東側 石垣 (西向 き ) 並 びに 北側 石垣 ( 南 向 き ) で は ミ 
ヤ イ リガ イ の 棲息 を 認め た . し か も 東側 石垣 ( 表 中 sta- 
tion 1-5) より も 北側 石垣 ( 表 中 station 6-10) に 多数 の 
内 が 棲息 し て お り , これ ら 東 側 と 北側 と の 各 時 刻 に お け 
る 地温 に も 明か に 差 の ある こと が 示さ れ て いる . この 結 
果 か ら , ミヤ イリ ガイ の 冬期 棲息 に 地温 が 大 き な 要 因 と 
し て 影響 を 及ぼ し て いる と 考え られ , 特に この 場合 の 北 
側 ( 南 向き ) 和 斜面 は 日 中 の 地温 が 決し て 10°C 以下 に は な 
ら ず , ミヤ イリ ガイ の 冬期 生存 に 好適 で ある よう に みう 
けら れ た . 
考 

上 述 の 調査 結果 か ら , ミヤ イリ ガイ は その 殻 長 が 2.0 
mm 以上 に 達し て いれ ば 越冬 可能 で あぁ る. 川本 (1954) は 
片山 地方 に お ける 同様 の 調査 結果 か ら , 12 月 に な る と 稚 
内 と 思わ れる も の が 極め で 少く な り , 稚内 と 成熟 中 の 殻 
長 構 成 の カー プ の 農 が 殆ど 一 致す る と 報告 し , 更に , 12 
月 より 5 月 6 ヵ月 間 は 4.5 mm 以上 の の み が 生 
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存 し で いる 結果 を 示 し た . 気候 的 に みた 場合 , 甲府 地方 
の 冬期 の 気温 その 他 の 外 囲 条件 は む し ろ 片 山地 方 の それ 
より も ミヤ イリ ガイ の 棲息 に 不適 で ある と 考え られ る に 
も か か わら ず , ここ で 報告 し た 結果 は むし ろ 冬 期生 存 に 
不適 と され る 稚 具 で も 甲府 地方 で は か な り 生 存 し うる こ 
と が わか つた . この 差異 は , 1 つた に は 片山 地方 と 甲府 地 
方 の 両 地区 で 稚 貞 の 生長 速度 に 差 が あり , 甲府 地方 で は 
冬期 まで に 新生 し た 稚 具 が 完全 に 成 蒸 し えな いた め , 冬 
期 に 稚 具 が みう けら れる と も 考え られ る が , この こと よ 
り も 客 ろ 調査 方 法 , 特に 稚 只 の 採集 方 法 に よる も の と 考 
えら れる . また , 成熟 カー ブ の 二 を 示し た 
の は 雌雄 の 大 き さ の 差 に よる も の で あろ うと の 川本 の 見 
解 は , ここ で 報告 し た 結果 か ら は 明確 に され な か つた . 
し か し , 得 ら れ た カー ブ が 殻 長 5.0 mm を 境 に 二 性 を 
示し て お り , これ は 発生 時 期 の 異 る 群 よ りこ の カー ブ プ が 
構成 され て いる こと を 示す も の で ある と 解 さ れる . この 
こと は 同じ く 川 本 が 稚 具 の 山 が 冬 に 向 つ て 成熟 中 の 山 に 
近づく と 述べ た 点 と 共通 する も の で あろ う . 
小宮 (1959) は ミヤ イリ ガイ の 村 息 地 に つい て 論 及 し , 
本 来 は 沼沢 湿地 帯 を 棲息 地 と し た が , 水田 耕 放 の 進む に 
つれ て , , 田植 え そ の 他 の 提 の 比較 的 稀 な 
溝 乗 の 縁辺 に 限ら れ て 生存 する よう に な つた の で は な い 
か と 考察 し て いる . 又 McMullen ら (1951) は 灘 湊 の こ 
の 上 貝 の 棲息 地 と し て の 重要 性 を 述べ て いる . ここ に えた 
水田 と 溝 押 と の 調査 結果 を 比較 する と 1958 年 秋 の 稚 中 
発生 は 水田 に お ける より お いて で あぁ つた. 
し か し , これ は 調査 地 が 各々 1 ヵ所 で ある こと か ら , ミ 
ヤ イ リガ イ の 産卵 条件 に 対す る 外界 の 詳細 な 要因 等 の 調 
査 と 併せ て , 更に 検討 し て みる 必要 が ある と 考え られ 
る . 
上 述 の 結果 は , また , 成員 の 冬期 棲息 地 の 地 温 が 予期 
以上 に 高い こと を 示し た . 石垣 が 組ま れ て いる た め , そ 
の 間際 が 冬 で も か な り の 高温 を 保つ て いる よう に みう け 
られ る . この こと は ミヤ イリ ガイ の 撲 湊 対 策 上 か ら ゃ も 一 
考 を 要する 点 で ある . 
ここ に 報告 し た この 種 の 調査 は ミヤ イリ ガイ 撲滅 の 上 
か ら る も, 広範 囲 に し か も 長期 間 継 続 し て 行わ れる べき も 
の で , これ より , ミヤ イリ ガイ 集団 の 棲息 地 に お ける 更 
に 詳細 な 消長 が 解析 され , より 有効 な 撲 減 の 根底 に な り 
うる よう な 知見 が 見 出さ れる も の と 思う 5. 

日 本 住 血 吸 虫 症 流 行 地 , 甲府 郊外 , 信田 村 の 水田 並び 
に に お いて , 中 間 宿主 , ミヤ イリ ガイ の 季節 的 
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消長 , 特に 各 月 に お ける 殻 長 構成 の 変動 , 並び に 越冬 様 
式 に つい て , 1958 年 10 月 より 1959 年 9 月 まで 調査 を 行 
つた . 採集 に は , 稚 具 を 見 落 さ な いよ う , 既報 の 濾紙 に 
よる 方 法 を 用 いた . 

両 地 区 の 各 月 の 調査 結果 か ら , 次 の 事 が 結論 し うる . 

1) 人 冬期 間 の 殻 長 構成 は 比較 的 安定 で ある . 

2) 1958 年 秋 の 中 発生 は 水田 より る お いて 
顕著 で あぁ つた . 

3) 秋口 発生 し た 貝 は 冬期 間 生 長 を 停止 し て いる よう 
に 思わ れる . 

4) 5.0mm を 境 に カー ブ が 2 を 示す の は , 
発生 時 期 の 異 る 由 が ある た め と 考え られ る . 

5) 長 2.0 mm 以下 の 幼 . 冬期 間 徐 々 に 
少し , 殻 長 の 短い も の 程 早 くみ られ な く な る . 

6) 毅 長 2.0 mm 以上 に 達し て いれ ば 越冬 可能 で あ 
る . 

7) 冬期 , 水田 中 の 成熟 . 北 内 側 ち 南 向き 
に 多く 生存 し , この 地点 の 地温 は , 15°C(10.10a.m.) 以 
上 日 没 時 で も 11~12°C で あつ た . 

8) 水田 の 東 内 側 即 ち 西 向き 斜 面 で は , 地温 が 低く , 
4~5°C(10.10 a.m.), 日 没 時 は 10°C 前 後 を 示 し, 発見 
され た 貝 は 極 く 借 か で あつ た . 

9) 西 内 側 並び に 南 内 側 に は 由 は いな か つた . 

稿 を 終る に あたり , 御 指 導 , 御 校 開 を 戴 い を 昭和 医 犬 
医 動物 学 和 教授 並び に 杉浦 三 士 に 深謝 いた 
し ます . 

本 論 の 第 19 回 日 本 寄生 学 会 東日本 支部 
会 に た iz いて 発表 し た . 
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SEASONAL OCCURRENCE OF ONCOMELANIA 
NOSOPHORA IN KOFU DISTRICT 


KenicH! OKAMOTO 
(Department of Medical Zoology, Showa Medical School, Tokyo) 


The present study was undertaken to observe the monthly changes of shell length distribution 
of Oncomelania nosophora in two different habitat—one is a rice paddy and the other ‘an ir- 
rigation ditch—in Kofu District during the 12-month period, October 1958—September 1959, and an 
attempt was also made to detect how they survive during the winter in a rice paddy. It was 
noted that: 

1. The shell length distribution observed from October to March was comparatively stable. 

2. The number of newly hatched snails found in the irrigation ditch was more numerous 
than that found in the rice paddy. 

3. It might be concievable that young snails appeared in autumn could not grow to be an 
adult from autumn to winter. 

4. In almost every month the percentages of snails belonging to 5.0mm in shell length 
are rather lower than those of others and. snails could be divided into two "groups—one is longer 
than 5.0mm in shell length and the other shorter. This might be at least partly due to the fact 
that the snail populations are composed of snails belonging to two or several different stages of their 
development. 

5. The number of snails shorter than 2.0 mm in shell length decreased gradually during the 
winter and the statstically treated results indicated that the shorter their shell length was, the earlier 
they disappeared from autumn to winter. 

6. Snails over 2.0 mm in shell length could survive during the winter. 

7. In winter the majority of adult snails had survived along the slope of dike with southern 
aspect (north side of rice paddy) and the soil temperatures were about 15°C and 10°C at 10.10 a.m. 
and at the sunset respectively. 

8. Only a few snails were discovered in each station selected along the slope of dike looked 
towards the west (east side of rice paddy). The soil temperatures were distinctly lower than those 
recorded in stations along the slope with a southern aspect, and were about 5°C (10.10 a.m.) and 
10°C (at the sunset). 

9. In both western and southern dikes, where the slopes are with an eastern and a southern 
aspects respectively, no snails were present. 
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まえ が き 

最近 釣 虫 に 対す る 新しい 駆虫 薬 と し て Bephenium 系 
化合 物 が 人 券 場 し て きた . これ は tetraalkylammonium ion 
の 一 種 で ハロ ゲン 元素 の 内 Cl, Br, 1! が 付い た も の 或 
い は embonate, hydroxynaphthoate が 付い た も の が 効力 
あり と され て いる . 

私 達 は 最近 Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) 
CH; 


CH; 


に つい て 集団 駆虫 試験 を 行なう 機会 を 得 た の で 報告 す 
る . すでに 我国 で も 動物 試験 で は 小林 ら (1959) , 人 体 試 
験 で は 森下 ら (1960) の 報告 が あぁ あり, 学会 報告 で は 吉田 ら 
(1959) の も の が ある . 
こ ゝ で 文献 の 考察 を 試み る と , Burrows(1958), Rawes 
多 Scarnell (1958) の 動物 試験 に よる 薬理 作用 は 犬 多 中 
Ancylostoma caninum で は Bephenium chloride 200 
mg/kg 1 回 投与 で 90 % 以 上 の 陰 転 率 , 虫 体 は 殆ど 全 
部 が 24 時 間 以 内 に て 排 され , 誠 で は 残留 
体 の 存在 する 場合 は 常に 小腸 の 上 か ら リョ ~ リ 2 附近 で , 
それ より 上 部 の も の は すべ て 駆虫 され , 体外 試験 か ら み 
て 虫 体 は 短 時 間 内 に 殺さ れる こと が 確認 され た . その 上 
副作用 も だ け と いう 
人 体 に 対す る 実験 は Copp et aZ. (1958), Young et al. 
(1958) が 最初 で ある が , 広汎 な 実験 は Goodwin et al. 
(1958) が セイ ョ ロン で 行 な つ た 報告 が あぁ ある. これ は 貝 種 は 


Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 
(Necator americanus) る 対す る 駆虫 効果 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 35 年 8 月 2 日 受領 ) 


特別 掲載 


(76 ) 


石 崎 達 
態 田 三 由 


Necator americanus で , 早期 空腹 時 の 投与 , 卵 減 率 は 
約 90 % (内 陰 転 は 70 % 程 度 と 思わ れる ) で あぁ つた . Be- 
phenum bromide は 副作用 強い た め 不 適当 で あり , em- 
bonate は 効果 が 劣る の で 結局 Bephenium hydroxyna- 
phthoate が よい と し て いる . この 際 に 下剤 併用 群 は 効果 
が 劣っ つた の で 単独 投与 を すゝ > め て いる . 叉 投与 量 は 体重 
比 。 年齢 を 考慮 せ ず 一 律 に 塩基 と し て 2g 以上 は 必要 と 
し て いる . そこ で これ か ら 後 の 報告 は いづ れ ゃ も 下剤 を 併 
用 せ ず (Ahmad et al., 1959 ; Nagaty, 1959 ; Shim et al 
1959 : Nazir et alZ., 1959), こと に Nagaty は 空腹 投与 
の た め 副 作用 が 出る と し て 食後 2~3 時 間 に 与 えて いる . 
上 記 の 対象 は AncyZostoma duodenate に 関す る も の で 
効果 は 100 % に 近い . 

副作用 に つい て は , Rogers(1958) の Bephenium 塩 の 
尿 中 排 洪 量 を 基 に し た 報告 が ある . これ に よる と 人 間 で 
は 吸収 率 が 低く , 尿 中 排 江 量 Bephenium bromide は 挨 
取 量 の 1% 以 下 , B. hydroxynaphthoate 同じ く 0.5 % 内 
外 , BB. embonate 同じ く 0.1 % 以 下 で あぁ る . 嘱 気 , 嘱 吐 , 
緩和 な 下痢 が 主 で ある が 発生 頻度 は 低い . 副作用 は bro- 
mide が 多く , embonate は 殆ど と ど な い . し か し 同一 化合 
物 間 で は 尿 中 排 洪 量 と 副作用 発現 と は 相関 が な い . 上 記 
の 臨床 試験 で も 副作用 は 同様 で ある . 但し , イン ド で は 
カレ ー を 常食 と する た め , 又 コ ロン ドン の 精 薄 児 で は 先天 
的 に 腸管 の 被 刺 載 性 が 低下 し て いる た め , いづ れる も 一 作 
用 が 少な い の だ ろう と いう 推測 が 行なわ れ て いる . 

私 達 は Alcopar (田辺 製薬 提供 ) の 使用 に 際 し て 以上 の 
成績 を 考慮 し て 検討 を 行 な つ た. 

実験 対象 と 方 法 

1. 対象 : 静岡 県 吉原 市 川尻 町 住民 589 名 , 千葉 県 般 

橋 市 藤原 町 1 丁目 住民 125 名 に つき 飽和 食塩 水 浮 湊 法 1 
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第 1 表 Alcopar に ょ る 48 時間 内 排 虫 状況 


観察 時 期 g 計 計 g 8 
24 時 間 2 4 5 9 27 5 5 5 15 
48 時 間 9 26 35 0 0 23 -。 ” 2 16 
計 224 5 9 50 12 12 7 31 
1 上 征 排 出 比 88% 82% 84% 1 100% 100% 54% 42% 42% 73% 48% 


本 値 に よる 検便 を 行ない , 多 虫 卵 陽性 者 合計 45 名 ( 男 
18 名 , 女 27 名 ) を 得 た , いづ れる も 現在 農業 な ど に 従事 
し , 著しい 和 賃 血 患者 或いは 病床 に ある も の は 含ま れ な い . 
これ ら の 地区 の 躍 種 は 吉原 市 で は 濾紙 培養 法 で 全 例 
Necator americanus 単独 寄生 , 船橋 市 で は 投薬 後 48 時 
間 以 内 の 工 便 を 濾 便 し て 忠 体 採集 の 結果 14 名 中 4 名 が 
混合 感染 で ある が , アメ リカ 多 虫 が 殆 と ど 全 部 で ヅ ゾ ビ ニ 
釣 申 は 1 人 に 対し 最大 3 匹 以下 の 少数 寄生 に 過ぎ ず , 結 
果 と し て 私 達 の 成績 は アメ リカ の 多 申 に 対す る 成績 と 

2. 薬剤 投与 法 : 虫 卵 陽性 者 を それ ぞ れ の 公会 堂 に 集 
め , 早期 空腹 時 に Alcopar 5 g (Bephenium 塩基 と し て 
2.5g) を 1 時 間 間 隔 で 2 回 に 分 服 さ せ た . 但し 12 歳 以 
下 の 子 供 に は 半量 を 与え た . 服用 終了 後 2 時 間 を 経て パ 
ン 食 を 摂ら せ た . 下剤 は 服用 せ ず , 又 副 作用 に 対し て は 
自律 神経 遮断 剤 で ある プス ュ パ ペン 錠 1 個 を 内 服 さ せ た . 
3. 副作用 を 検討 する 目的 で 服薬 前 後に 血圧 , 脈 振 , 
自覚 症状 等 を 詳細 に 調べ た . な お この 研究 は 吉原 地区 の 
寄生 虫 病 集 団 検 診 の 一 環 と し て 行なわ れ た の で , 予診 時 
に は 詳細 な 臨床 的 検索 が 行なわ れ た . 

4. 駆虫 効果 確認 : 船橋 市 の 場合 は 24 時 間 , 48 時 間 
以内 の 2 期 に 分 け て 採 便 し , 濾 便 法 で 忠 体 を 確認 し 排 江 
様式 を 検討 し た . 吉原 , 船橋 両 地 区 共 , 3 週間 後に 検便 
し て 忠 卵 陰 転 の 有無 を 調べ た . この 場合 検査 法 と し て は 
飽和 食塩 水 浮 湊 法 3 本 と 濾紙 培養 法 で ある . 

実験 成績 

1. 駆虫 効果 : 成績 を 男女 に 分 け て 表示 する と 第 1 表 
及び 第 2 表 の 如く に な つた . 

船橋 地区 で 行なっ つた 濾 便 に よる 由 体 採取 の 結果 , 表 の 
よう に 14 名 合計 で アメ リカ 224 匹 , ヅ ビ ニ 9 
匹 , 50 匹 , 回 虫 31 匹 で あぁ つた . は いづ れる 
型 を 保持 し , 特異 な 体型 乃至 著しい 腐 触 の 跡 は み ら れ な 
か つた. 

時 間 的 排 江 状 況 を みる と アメ リカ 釣 虫 の 48 時 間 以 内 
排出 数 の 84 % は , 24 時 間 以 内 に 排出 され た . ヅ ビ ニ 多 


第 2 表 Alcopar に ょ る 多 成績 (成人 ) 


陰 転 者 数 / 検 査 人 員 
田 18 10/18 7/13 7/13 7/13 
17/27 9/16 7/16 7/16 


45 27/45 16/29 14/29 14/29 


計 
陰 転 率 60.0% 55.0% 48.3% 48.3% 


虫 は 少数 の た めか 24 時 間 以 内 の 便 に だ け 発見 され た . 
これ に 反し , 睦 虫 及び 峠 虫 は 両 時 期 ほ ぼ 同 数 が 排出 され 

この 結果 より みる と , 銘 虫 で は 大 部 分 が 駆虫 第 1 日 目 
に 排出 され る と 考え て よい だ ろ . 睦 虫 , 回 虫 が 同時 に 
除 さ れ た こと は , この 薬剤 が 駆虫 範囲 が 広い こと を 物語 
る . し か し 排出 状況 か ら 判 断 す る と 時 虫 , 回 虫 に 対し て 
は 別に 検討 を 要する と 思わ れる . 

後 検便 か ら み た 人 陰 転 率 は 第 2 表 の ょ よ ょ うに, 後 検査 を 飽 
和食 塩水 浮 湊 法 1 本 値 で 行 な つ た 場合 は 45 名 中 久 陰 転 
者 27 名 で , 陰 転 率 は 60.0 % で ある . その うち 洋 法 3 
本 を 行 な つ た も の 29 名 に つい て みる と , 卵 陰 転 者 16 名 
で 陰 転 率 55.0 %, さら に その 29 名 に つい て 培養 法 を 行 


・ な つた 場合 は 陰 転 者 14 名 で , 陰 転 率 は 48.3 % と な る . 


以上 を 総括 し て 浮 法 3 本 値 と 培養 法 の 併用 で 陰 転 率 
を 求め る と , 男女 合計 29 名 中 14 名 で 陰 転 率 は 48.3 % 
と な る . 

2. 副作用 : 吉原 地区 と 船橋 地区 の 45 名 に つい て 
Alcopar 内 服 に よ ょ る 副作用 を 表 に する と 第 3 表 の よう に 
な る . 表 中 ( 土 ) は 問診 し て 知る 程度 , ( 二 ) は 監督 し て 注 
意 し て いる た め に 発見 出来 た も の , ( 士 ) は 治療 を 要する 
程度 に 悪い も の で ある . 

結果 は 約 半 数 が 全然 副作用 な く , 残り の 半数 に 軽微 な 
神経 症状 と 腸管 刺 状 を みた . 感 が 全く み ら れ な 
い の は 在 来 の 駆虫 薬 と 全く 異 る と ころ で ある . 神経 症状 
の 出現 率 は 10 % 以 下 で ぁ り , し か る も 第 1 回 分 服 赴 後 だ 
け で すぐ に 回 復 した. 腹部 症状 は 30 % 内 外 の 人 に 出現 
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第 3 表 Alcopar の 副作用 と 関連 要因 (45 名 ) 


10 


oo 
oow 
~ 


ー ミ ー ミ メー ビー ー 一 メー ミー) 


第 4 表 Alcopar の 血圧 脈 に 及ぼ す 影 響 


第 5 表 副作用 発現 に 関連 する 要因 


血 圧 


作用 


計 
1 1 2 性 66 4525) * 
+ 14 2 88 
計 5(3) 30 会 11 22 
9 44 
所 11 29 
し , 内 服 終了 後 2 時間 位 に 起 る が 一 時 的 な も の で あつ 見 循環 系 軸 常 こ ニ 2 i2 14 


た . し か し そこ で 中 食 を 摂る と 一 時 増強 し た . この 症状 
の 主 な も の は 下痢 で ある が , 下痢 は 必ず し も 腹痛 と は 一 
致 せ ず , 当日 だ け で あつ た . 

上 記 の 結果 は Alcopar が 腹部 神経 を 刺 載 する よう に も 
思わ れる の で , この 場合 敏感 に 影響 を 受け る 循環 系 の 変 
化 , 即ち 血圧 と 脈 盾 と 変化 を 追求 し た . 判定 は 最高 血圧 
10 mmHg 以内 の 変動 , 脈 提 数 1 分 間 5 以内 の 変動 は 測 
定 誤差 範囲 の 危険 性 が ぁ ある の で 無 変化 と し て 扱い , 無 変 
化 群 に 入れ た . . 

血圧 , 脈 埋 の 変動 を 表示 する と 第 4 表 の よう に な る . 
但し 血圧 で は 20 mmHg 以上 の 変動 , 脈 捕 で は 1 分 間 
20 以上 の 変動 を 示し た も の は いな か つた . その 意味 で 
は Alcopar は 循環 系 に 強い 影響 を 与え な い . 表 の よう 
に 対象 の 半数 は 血圧 , 脈 皇 と も に 変化 が な く , 残り の 半 
数 に つい て みる と 大 部 分 が 脈 盾 減少 , 血圧 降下 を 示 した. 

こと の 場合 副作用 の 発現 を みた 人 達 の 割合 は 血圧 ・ 脈 盾 
降下 群 に 多い よう で ある . 血圧 と 脈 授 が 共に 降下 し た 4 
名 で は 全員 副作用 の あぁ つた こと は 注目 に 値 し ょ 5. 

3. "副作用 の 起り 易い 要因 : 副作用 は 起り 易い 人 と 起 
り 難 い 人 が いる よう に 思わ れ た の で , 性 別 , 年 齢 別 , 予 
診 時 の 主訴 乃至 既往 症 を 調べ , これ と 副作用 の 発現 率 と 
の 関係 を 調べ て みた の が 第 5 表 で ある . 


(78 ) 


( ) 内 は 21~60 上 者 


性 別 で は 女性 に 多い よう に 見 える が 有意 差 は な い 結 果 
で ある が , 21~61 歳 の 成 壮年 者 だ け で 調べ る と 括弧 内 の 
数 字 と な り , 女性 に 多発 し 易い と いえ る (〆2 検定 の 危険 
率 5% 以 下 , 表 中 * 印 ). 

予診 時 所 見 の うち , 頭痛 , 催 意 , 肩こり , めまい を 人 金 
身 異 和 に よる 神経 症状 と 考え て まとめ て みる と , その 何 
れ か を 訴 た え 者 , の 88 % に 副作用 が 起り , 訴え な か つ 
た 者 で は 22 % に 副作用 が あぁ つた. この 差 は 0.1% 以 下 
の 危険 率 で 有意 で あぁ る ( 表 中 村 * 印 ). 従 つ て 上 記 の 症状 
の うち 何等 か を 有する も の を 要 注 意 者 と すれ ば 副作用 の 
発現 を 予防 出来 る と 考え られ る . 

同じ 様 に し て , 消化 器 疾 患 の 既往 , 腹痛 , 下痢 , 舌苔 
の ある も の を 消化 器 所 見 異常 と し て と りあ ぁ あげ た と ころ , 
症状 の ぁ る 人 達 に 副作用 発現 が 多 か つ た が , その 差 は 有 
意 で は な い . 

循環 系 症状 と し て は , 動 尾 , 息切れ , 冷え 症 を と りあ 
げた が 有意 差 は 認め られ な か つた . 

考 

Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) を アメ リカ 

に 使用 し た の は Goodwin et aZ. (1958) で あぁ この 


1 
0 4 6 
0 0 1 
の 計 21 10 5 7 
47% 22% 11% 15.6% 
回 内 服 1 時間 以内 1 0 0 
回 内 服 1 時間 以内 6 1 0 
0 / 2 時 間 以 内 4 1 4 
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場合 の 後 検便 は M.LLF.C. 法 (Merthiolate-iodine-formal- 
dehyde-concentration technic, Blagg et aZ., 1955) と いう 

遠心 を 使っ て いる . その 成績 に よる と 減 率 が 
100~75 % に 達し た も の は 入院 患者 で は 78 %, 集団 駆虫 
時 に は 60 % 内 外 で あぁ る. これ は 私 達 の 使う 陰 転 率 よ り 
過大 評価 の 成績 で , 他 の 人 達 の ヴ ダビ ニ 多 虫 に 対し て 得 た 
100 % 近 い 成 績 に 比 し て 労 つ て いる と され た . 私 達 の 対 
人 象 は 同じ アメ リカ 釣 虫 の 寄生 者 で あり 軽 感染 者 で あぁ る 
が , 浮 湊 法 3 本 値 で 48.3 % の 陰 転 率 を 示し た こと は 興 
味 が ある . 演 便 し て 得 た 排 貝 成績 か ら も アメ リカ 多 虫 に 
良く 効い た と 考え られ る . 排出 虫 体 か ら み て 少く も 腐 触 
毒 で は な いこ と が 明らか に な つた . 

Alcopar は 苦味 が あり , 何れ の 文献 で も , 嘱 気 , 下痢 
を 記載 し て いる . 私 達 の 場合 も 出現 頻度 は 低く 軽度 で あ 
る が これ を 認め た . この 他 に 一 過 性 の 神経 刺 載 症状 を 認 
め た が , 極め て 一 過 性 で ある の は 吸収 され た 結果 と いう 
より 腸管 に お ける 反射 症状 と 考え て よい で あろ 5. 文 , 
消化 器 症 状 の 発現 が 服用 数 時 間 後 で ある こと , 症状 発現 
が 女性 に 多い こと , 自律 神経 失調 乃至 過敏 と 考え られ る 
自覚 症状 を 有する も の に 起き 易い こと な どか ら , Alcopar 
の 副作用 は 腸管 刺 載 の 局所 症状 が だ 主 で ある と 考え る . こ 
の 点 は すでに 述べ た イン ド 人 ゃ や 精 薄 児 の 場合 に 副作用 が 
少な いこ と > も 一 致す る . 

上 記 の 結果 より 判断 し て Bephenium hydroxyna- 
phthoate は 有望 な 釣 虫 駆除 薬 の 一 つ で あぁ る と 考え る も の 
で ある . 

要 約 

アメ リカ 鋼 虫 寄生 者 45 名 ( 男 18, 女 27) を 対象 と し て 
Alcopar 5 g( 塩 基 と し て 2.5g) を 早朝 空腹 時 に 服用 させ 
その 駆虫 効果 と 副作用 を 調査 し た . その 結果 は 次 の 如く 
で ある . 

1. Alcopar に より アメ リガ 多 虫 の 大 部 分 は 24 時 間 
以内 に 排出 され た . 同時 に 少 雪 寄 生 し て いた ジ ヅ ビ ニ 多 忠 
は 全部 24 時 間 内 に 排出 され た . し か し 回 虫 と 睦 申 は 24 
時 間 後 も 48 時 間 後 も 同 程度 の 排出 状況 を 示し た . 3 週 
後 の 検便 に よる 貝 卵 陰 転 率 は 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 3 本 値 で 
55.0 %, 濾紙 培養 法 で 48.3 %, 両者 併用 で 48.3 % で あ 
る . 

2. 副作用 は 服用 直後 軽微 で は あぁ る が 神経 症状 と し て 
頭痛 , 上 財 昌 , の ぼ せ 感 等 が 10 % 以 内 の 人 に 起 っ つて いる . 
し か し 在 来 の 駆虫 薬 の よう に 催 意 感 を 起す こと は な か つ 
た . 腹部 症状 と し て 腹痛 , 腹 鳴 , 嘱 気 , 下痢 等 が 30 % 
以下 の 人 達 に 発現 し た . これ も 軽微 で すぐ 回 復 す る 程度 


(79) 


で あっ た 。 

副作用 の 発現 は , 女性 , 及び 頭痛 , , 肩こり , 
量 等 の 全身 異 和 症状 を 常に 起 し 易い も の , な ど に 多発 す 
る 傾向 が ある . 従 つ て この 点 を 問診 等 に よ つ て 予め 調べ 
て お く こ と に より , 副作用 予防 が 可能 で ある と 考え る . 
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THE ANTHELMINTIC EFFECT OF BEPHFNIUM HYDROXYNAPHTHOATE 
ON NECATOR AMERICANUS 


YOSHITAKA KOMIYA, TATsUSHI ISHIZAKI, HARUHIKO 


KUTSUMI & MirsuyosHl KUMADA 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Bephenium hydroxynaphthoate (‘“ Alcopar ’’) was | in 45 patients, 18 males and 27 
females, of hookworm infection under the field condition. A dose of 5g (2.5 g asb ephenium base) 
irrespective of age or weight was administered to the patient with an interval of one hour and no 
food was allowed until about four hours afterwards. No purge was given after the dose. 
Results were summerized as follows : 

1) Stools of the patients were collected for 24 and 48 hours after dosing and washed out to 
obtain the worms. In this experimet the majority of Necator americanus (84%, 189 out of 224) 
and all of Ancylostoma duodenale (100%, 9 out of 9) were passed in less than 24 hours after 
dosing. Whereas, Ascaris lumbricoides and Enterobius vermicularis were passed with equal 
proportion in both period. Fecal examination were performed three weeks after dosing by the: 
floatation and egg-culturing method to detect hookworm ova. By these examination it was found 
that 48.3% of patients were cleared of hookworm ova. i 

2) Of 45 patients treated with bephenium, 10 cases had side-effect in the form of headache, 
dizziness and drunkness as a nervous symptom and 22 cases abdominal pain, borborygmus, vomitting 
and diarrehea as an abdominal symptom. These symptoms, however, were mild and particularly 
fatigue was observed rarely in the patients administered this drug as compared with the other 
anthelmintics. 

3) Abdominal symptoms as the side-effect were observed mainly in the period between the.: 
first and second dose. On the other hand, nervous symptoms were observed after the second dose. 

4) Blood pressure and pulse of the patients were examined, and no remarkable variation 
were observed between both time before and after the dosing. 

5) It was revealed that those patients complaining fatigue, digestive and circulatory disorder’ 


before the dosing were liable to show side-effects by the administration. 
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虫 学 雑誌 第 9 巻 第 6 号 711-716 1960] 


Fasciola sp. ( 肝 蜂 ) の 小児 寄生 例 
その 薬物 的 治療 に つい て 


中 西 靖 郎 
島谷 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 長 花 操 教 授 ) 


一 


肝 蜂 は 世界 に 広く 分 布 し 本 来 , 牛 , 水牛 , 羊 , 山羊 , 鹿 
等 草食 貢 に 寄生 する 吸虫 で ある が , 人 が た また まそ の メ 
タ セ ルカ リア を 水草 と 共に 摂取 する 事 に より 人 体 寄生 を 
起 し 得る . か > ゝ る 人 体 寄 生 例 は 我国 以外 の 地 に 於 て 報告 
が 多い . Craig and Faust の 著書 (1951) に よる と 肝 里 の 
人 体感 染 例 は 次 の 諸 地 域 に 於 て 認め られ る と し て いる . 
即ち Venezuela, Argentina, Chile, Puerto Rico, Cuba, 
Costa Rica, Syria, China, Soviet Russia, France, Italy, 
Corsica, Hungary, Roumania, Saloniki, The Dardanelles, 
Algeria, French Somaliland,South Africa 等 . 又 小 宮 ら 
(1954) は 肝 蜂 人 体 寄 生 例 に つい て 諸 外 国 の 報告 例 を 紹介 
し て いる が , これ ら の 報告 に よる と 諸 外 国 に 於 て は か な 
り 多 数 の 人 体 例 が ぁ り , 上 且 最 近 患 者 に つい て の 検査 が 精 
密 に な つた 事 に より 特に 増加 し て いる 如く 思わ れる . 然 
る に 我国 に 於 て は 牛 等 の 家畜 に は 高 率 に 本 吸虫 の 寄生 が 
見 られ る に も 拘ら ず , 人 体 寄 生 例 の 報告 は 次 の 三 つ が あ 
る の み で ある . 稲田 (1926) は 福岡 県 に 於 て 53 歳 の 男子 
の 胆 に 際 し 肝 成虫 を 検出 し た . 又 小 宮 ・ 河 
(1954) も 山梨 県 に 於 て 23 歳男 子 の 開腹 手術 に より 腸管 
膜 か ら 肝 蜂 を 摘出 し た . 更に 他 の 例 は 横川 (1947) に より 
山梨 県 北巨摩 郡 甲 村 に 於 ける 肝 転 家族 感染 例 の 報告 が な 
され て いる . 我国 に 於 ける 肝 碧 人 体 寄生 例 は 以上 の 3 報 
告 の み で 一 方 治療 に つい て は , 第 1。 第 2 例 は 手術 に 際 
し 偶然 虫 体 を 見 付け 之 を 摘出 し た も の で あり , 第 3 例 は 
治療 を 行 つ て いな い . か く の 如 く 薬 物 治療 の 報告 は 末 だ 
な い . 著者 等 は 昭和 27 年 以降 , 兵庫 県 北部 円 山川 流域 に 
於 て 肺 吸虫 感染 状況 を 知る 為 肺 吸虫 成虫 抽出 抗原 .(V.B. 
3S. 抗原 ) を 使用 し て 皮 内 反応 を 広く 実施 し 反応 陽性 及び 


山中 
京都 府立 医科 学 小児 科学 教室 (主任 中 村 教授 ) 


(昭和 35 年 8 月 10 日 受領 ) 


特別 掲載 


(81 ) 


加藤 英 


疑 陽性 者 の 検 淡 , 検便 を 行 つ て いた 所 , この スク リー ニ 
ング テス ト に より 1 例 の 肝 軒 寄生 例 と 思わ れる 症例 を 検 
出し た の で 入院 せしめ 種々 の 検査 を 行い 上 且 薬 物 的 に 治療 
を 行う と 共に 当地 方 肝 虹 症 の 疫学 方 面 の 調査 も 併せ 行い 
興味 ある 知見 を 得 た の で 報告 する . 

(1) 患者 発見 の 経過 

患者 は 清 〇 美 〇 子 (7 歳 , 豊岡 市 駄 坂 在住 , 小学 校 2 
年 生 ) で 生後 ずつ と 当地 に 住む , 患者 発見 の 経過 は 次 の 如 
く で ある . 昭和 34 年 3 月 3 日 か ら 同月 6 日 に か け て 兵 
庫 県 豊岡 保健 所 管内 の 11 小学 校 の 児童 に 対し 肺 吸虫 感 
染 者 検出 の 目的 で 横川 氏 等 の V.B.S. 肺 吸虫 抗原 を 用 い 
て 皮 内 反応 を 実施 し た . その 時 の 総 被 検 児童 数 は 4,827 
名 で あぁ つた. 本 反応 に より 101 名 の 者 が 反応 陽性 ( 腫 月 
差 5 mm 以上 ) を 示し , 126 名 が 疑 陽性 ( 腫 須 差 4 mm) で 
あぁ つた. これ ら の 陽性 , 疑 陽性 者 に つい て A.M.S. I 
法 に よる 閥 便 検査 を 実施 し た 所 , 肝 蜂 卵 と 考え られ る 貝 
卵 を 排出 する 本 例 を 検出 し た . ちな み に 本 例 の V.B.S. 
抗原 に ょ る 腫 彩 差 は 6 mm で 陽性 で ある . 貝 卵 が 迷 入 し 
た も の で は な いか , 即ち 一 過 性 で ある か どう か を 検査 す 
る た め , その 後 3 回 検便 を 行い , 同時 に 家族 の も の > 便 
を る も 検査 し た 所 , 第 1 表 に 示し た 如く 本 例 の みか ら 持 続 
的 に 本 躍 卵 を 認め , 家族 の 者 か ら は 認め られ な か つた . 
か く の 如 く 本 躍 卵 の 排出 は 一 過 性 で な く 持 続 し て 出現 し 
て お り 成 忠 の 寄生 を 疑わ し め た の で 昭和 34 年 8 月 20 日 
京都 府立 医科 大 学 附属 病院 小児 科 に 入院 せしめ 種々 の 精 
秘 検 査 と 薬物 治療 を 行う 事 と し た . 
(2) 入院 時 所 見 及び 諸 種 忠 床 検査 成績 
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第 1 表 患者 の 入院 迄 の 検便 成績 


第 3 表 肝 機 能 検査 成績 


検査 年 月 日 検 査 結果 検査 の 種類 8 月 21 日 。 10 月 3 日 
昭和 34 年 3 月 6 日 皮 反応 差 6mm BSP 30’ 5% 30” 5% 
5 月 15 日 第 1 回 検便 肝 22 個 
7 月 24 日 第 2 回 検便 卵 24 個 高田 氏 反 応 ( 
7 月 30 日 第 3 回 検便 肝 30 個 ル 
母 72 卵 ダグ ョ ス 
検 母 44 (-) 黄 指 数 10(+) 
”/ 8 月 12 日 。 第 4 回 検便 肝 蜂 卵 70 個 し て 治療 剤 (Entobex 及び 塩酸 エメ チン ) の 影響 と 考え 


虫 卵 数 は AMS III 法 1 本 ( 便 量 1.5g) 中 の 数 


a) 既往症 : 昭和 33 年 11 月 に 水 和 , 昭和 34 年 6 月 
に 麻疹 . 

(b) 現 症 : 自覚 症 は 殆ど な い が 全 体 的 に 運動 不 活 潤 
で ある . 精神 的 に も 進取 の 気 に 乏 し い . 

(ce) 感染 の 機会 に つい て : 居住 地 附 近 は 円 山川 堤防 で 
多数 の 牛 が 放牧 され て お り , その 辺り の 水 溜り で 何 度 も 
遊ん だ 事 が ある が , 姜 の 実 等 は た べた 記憶 が な い . 本 例 
の 家庭 に 飼育 され て いた 和牛 も 4~5 年 前 重症 の 肝 蜂 症 に 
し た 事 が ある と いう . 

(d 入院 時 視診 及び 理学 的 所 見 : 体格 中 等 度 , 栄養 稽 
々 不良 , 皮膚 及び 可視 粘膜 に 衝 血 及び 黄 着 を 認め ず , 脈 
持 , 呼吸 正常 , 咽頭 , 舌 に 異常 を 認め な い . 胸部 打 聴 診 
で 心肺 共に 正常 , 腹部 は し 肝 及 び 触 知 し な 
い . 

(e) 血液 所 見 : 入院 中 3 回 実施 し その 成績 を まとめ て 
第 2 表 に 示し た が 著 変 は 認め られ な い . 好 酸 球 数 は 若干 
高く 8 % を 示し た 事 も ある . 


第 2 表 血液 検査 所 見 


8 月 20 日 9 月 11 日 10 月 3 日 
(治療 前 ) (治療 中 ) (治療 中 ) 


液 所 


赤 球 数 371 万 402 万 489 
血色 素 量 (デー リー 値 ) 84% 90% 98% 
球 数 5,700 7,200 12,200 
状 13% 1% 4% 
球 44 437 
単 球 7n 
0 0 


(f) 肝 機能 検査 成績 : 治療 開始 前 の 8 月 21 日 と 治療 
中 の 10 月 3 日 の 2 回 第 3 表 に . 示 す 如 き 肝 機 能 検 査 を 行 
つた 所 8 月 21 日 の 成績 は 正常 値 の 範囲 肉 で あぁ る が 10 月 
3 日 の 成績 は 若干 肝 機 能 の 障害 を 示し て いる . 之 は 主 と 


られ る . 

(g) 其他 の 検査 成績 

尿 : 看 白 , ウロ ビリ ノー ゲン , ビリ ルビ ン , 沈 湾 等 の 
所 見 上 何等 異常 を 認め な い . 

心電図 : 異常 を 認め な い . 

胆 放 X 線 所 見 : 造影 剤 の 排 洪 は 良好 で , 胆 杏 の 収縮 が 
生々 弱い 以外 は 位置 , 形 , 大 さ 共 に 正常 で 上 且 胆 道 に も 異 
常 を 認め な い . 

(h) 肝 軒 抗原 に よる 皮 内 反応 

使用 し た 抗原 液 は 北里 研究 所 作製 の 牛 肝 蜂 診 断 用 抗原 
で 原液 及び 生理 的 食塩 水 で 2 倍 に 稀釈 し た も の を 0.2cc 
ッ ベ ルク リン 反応 用 注射 器 で 皮肉 に 注射 し , 15 分 後に 判 
定 し た . 本 例 は 写真 に 示す 如く 先ず 原液 で は 注射 直後 丘 
疹 の 大 さ が 5X5 mm で ぁ つ た の が 15 分 後に は 18.8X 
16.2 mm と 著 明 に 腫 彩 し , 2 倍 稀 釈 液 で も 最初 5Xx5mm 
の 丘疹 が 15 分 後 に は 19.3X18.4 mm に 腫 大 し た . 対 
昭 液 と し て 生理 的 食塩 水 を 同 量 注射 し た が 腫 月 を 示し て 
いな い ( 和 牛 の 場 合 は 注射 15~30 分 後に 腫 月 が 15Xx15mm 
以上 を 陽性 と し て いる ). 更に 念 の 為 , この 和牛 肝 里 用 抗 
原液 の 同 量 を 教室 員 7 名 に 注射 し た 所 , 各々 の 腫 肛 差 
(注射 直後 の 大 さと 15 分 後 の 大 さと の 差 ) は 1, 0, 1, 
2, 1, 3, 1mm と な りす べ て 陰性 で あぁ つた . 即ち 本 反 
応 実 施 に より 肝 蜂 寄生 の 1 つの 有力 な 裏付け が 出来 た も 
の と 考え る : 

十二指腸 ブン デ に よる 検索 

入院 第 2 日 目 に 十二指腸 ブン デ に よる 貝 卵 の 採取 を 行 
つた . A 胆汁 は 8cc 採取 され 躍 卵 は 陰性 で あぁ つた . 硫 
酸 マ グ ネ シウム 注入 30 分 後に B 胆 汁 5 cc が 流出 し , そ 
の 中 に 188 個 の 肝 里 虫 卵 を 認め , 其 後 40 分 し て C 胆 汗 
3cc が 流出 し 中 に 40 個 の 躍 卵 を 認め た . 胆汁 の 流出 状 
況 は 不定 で 著 明 な B-zacke を 認め な か つた . 

こ ゝ > に 胆汁 中 に 特に B 及 び C 胆 汁 に 極め て 多数 の 肝 蜂 
卵 を 認め た 事 は 本 吸虫 成虫 が 胆管 系 統 に 寄生 し て いる 事 
を 更に 裏付け 得 た も の と 考え る . 胆汁 中 か ら 採 取 し た 貝 
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写真 1 原 に た ょ る 内 反応 
(A: 原液 , A^: 2 倍 稀釈 液 , K: 生食 水 ) 


写真 3 腸 汁 中 に 見 出さ れ 貝 卵 


卵 を 写真 に 示 も た (写真 3 ). 

(3) 卵 の 形態 並び に 種 の 検討 

状 便 中 並び に 胆汁 中 に 認め た 忠 卵 は 写真 に 示す 如く 析 
円 形 で 淡 を し , 卵 , 前 端 に 小さ な あ 
る . 尾 端 の 卵殻 は 殆ど 肥厚 を 示さ な い . 貝 卵 の 長 , 短 
径 及び 小 著 の 幅 等 の 計測 値 は 第 4 表 の 通り で ある. 即ち 
長径 は 158~173。 短 径 は 85~110, 小 幅 は 24.5 
へ ~33g で 平均 値 は 夫々 163, 96, 28.5um で ある . 

この 計測 値 は FascioZa hepatica( 肝 と し て は 大 
きす ぎる 様 に 思わ れる . 第 5 表 に 示し た 如く Craig and 
Faust (1951) 及び 横川 ・ 森 下 (1931) の 著書 に よれ ば 下 . 
hepatica は 長径 130~150 g, 短 径 63~90m で , 我々 の 
得 た は むし ろ gigantica の 160~190X70~90 g 
と 云う 値 に 近い . 最近 渡辺 ら (1958, 1959, 1960) は 日 本 


写真 2 装 便 中 に 見 出さ れ た 虫 卵 
4 表 便 中 か ら 見 出さ れ た 卵 の 計測 値 


長 短 


168 
158 


中 卵 No. 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 


平 


第 5 上 に 記述 され た 肝 卵 計測 値 と 今回 
等 の 得 た と の 比較 成績 (w) 


F. hepatica F. gigantica 


130~150Xx63~90 160~190Xx70~90 
130~145X70~90 160~190Xx70~90 


135 X74( 産 )166Xx93( ア フリ カ ヵ カ 産 ) 
130x73( 英 国産 ) 
126~206 x60~116( 日 本 産 ) 
(平均 160.3x83.3) 


158~175x85~110 

(平均 163 X96) 

産 肝 映 は 躍 卵 並び に 成虫 の 形態 更に 生態 的 に も Fsciola 
hepatica に 該当 する も の は 少く , 輸入 動物 に の み ら れ 大 
部 分 は 選 zndica と 同定 さる べき で その 他 神 奈川 , 山梨 
な ど に は 万 gigantica が 分 布 す る と の 意見 を 出し て い 
る . 


研究 者 


Craig & Faust 
横川 ・ 森 下 


辺 


本 例 (人 体 例 ) 
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162 85 25 
159 93 26 
x + | 159 99 30 | 
! > 162 99 25 
173 104 30 
164 88 30 | 
. 163 96 28.5 
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上 述 の 如く 今回 著者 等 の 得 た 人 体 例 は 虫 卵 の 大 きい 所 
か ら 下 . ndica 或 は 下 . gigantica の 疑い を も つが 成虫 を 
得 て い な い の で 正確 な 種 の 決定 は 出来 な い の で Fasciola 
と し で さき た い 

(4) Entobex 及び 塩酸 エメ チン ・ サ ルフ ァ 剤 に よる 
治療 成績 

従来 家畜 肝 蜂 症 の 駆虫 に は 六 塩 化 エ ンタ ン が 多く 用 い 
られ て いる 様 で ある (Olsen, 1946; 小野 ,1952; 渡辺 , 1952; 
等 ). 人 体 寄 生 例 に つい て は Bacigalupo et eZ. (1930), Kouri 
(1932), Arenas et al.(1948) 等 が 塩酸 エメ チン の 有効 な 
事 を 示し , 又 上 の 他 Fries (1946), M&nnig (1934) 等 は 


x 


1 図 Entobex 及び 塩酸 メチ ン ・ サ ルフ ァ 
よる 治療 経過 


下 塩 化 炭 素 が 有効 で ある が 人 体 に 危険 の 多い 事 を 報じ で 
いる (以上 Craig & Faust に よる ). 最近 Coudert et 
Garin は フラ ンス に 於 て 4-7-Phenanthroline-5-6-Quinone 
(“Entobex ”) な る 製剤 が 数 例 の 人 体 肝 虹 症 に 有効 で あ 
つた 事 を 報じ Ciba 製薬 か ら 本 剤 が 著者 等 に 提供 され た 
の で 試供 する 機会 を 得 た . 

治療 経過 並び に 工 便 検査 成績 は 第 1 図 に 示す 如く で あ 
る . 即ち 諸 種 防 床 検査 を 終了 し た 8 月 29 日 か ら 9 月 5 
日 に 到 る 8 日 間 は Entobex 1 日 300mg を 毎日 経 唱 投 
与 し 排卵 状況 を 観 祭 し た が 陰 転 化 せ ず 上 且 何 等 副作用 を 認 
め な い の で 9 月 6 日 か ら 1 日 500 mg に 増量 し て 更に 5 
日 間 連 続投 与 し た が 効果 を 認め な い の で 打 切 つっ つた. Cou- 
dert 等 は 成人 に 対し 400mg 5 日間, 500 mg 6 日 間 或 
は 500 mg 8~10 日 間 で 治療 を 行い 有効 例 を 認め て いる 
が 著者 等 の 今回 の 例 で は 小児 に 対し 300~500 mg を 13 
日 間 連 用 し て も 無効 で あつ た . 

次 いで 塩酸 エメ チン と サイ アジ ン 併 用 療法 を 開始 し 
た . 薬 量 は 塩酸 エメ チン 1 日 32mg (0.8cc) 筋肉 内 注 
射 , サイ アジ ン 1 日 2g (重曹 2.0g。 デア スタ ー ゼ 0.6 
g を 混 ず ) を 3 回 に 分 服 し , 投薬 期間 と し て は 先ず 12 日 


間 連 続投 与 し , 次 いで 3 日 休 薬 , 4 日 投与 , 3 日 休 薬 , 
4 日 投与 , 3 日 休 薬 , 4 日 投与 と 総計 24 回 投与 を 1 ク 
ー ル と する . この 方 法 は 最近 大 鶴 氏 並び に 著者 等 に よっ 
て 肺 吸虫 の 治療 に 好成績 を あぁ あげ て いる 方 法 で ある . 

本 例 に つい て は 図示 する 如く 正確 に 12, 4, 4, 4 の 投 
薬 と な ら ず 12, 2,。 4, 4, 4 と な つた が 投薬 の 原則 か ら 
は は な れ て は いな いと 考え る . 

8 月 19 日 か ら 本 治療 を 開始 し 閥 便 検 査 を つぐ けた 所 , 
最初 の 12 日 連用 の 終了 する 頃 初め て 躍 卵 が 陰性 と な り , 
その 後 頻 回 且つ 投薬 開始 後 約 6 ヵ月 間 検便 を 行 つ た が 全 
く 忠 卵 を 認め ず 本 治療 に より 治癒 し た も の と 考え る . 

5) 円 山川 流域 の に ける 肝 感染 状況 の 調査 

患者 の 発見 され た 円 山川 流 城 は 畜 牛 の 飼育 が 盛ん で 本 
河川 の 広い 河原 に 多数 の 牛 が 放牧 され て いる の を 見 る . 
豊岡 市 の 試験 場 に 当地 方 の の 肝 寄 生 状況 を 問 


第 6 表 円 山川 流域 和牛 の 皮 内 反応 にょ る 陽性 
率 ( 昭 和 31, 32 年 度 ) 


検査 地区 検査 数 陽性 頭数 陽性 
豊岡 市 903 574 63.6 
域 町 35 65.7 
日 高 町 649 348 53.6 
計 1587 945 59.4 


第 7 表 豊岡 市 に て 殺 きれ た 肝 寄生 状況 


昭和 31 年 831 41 4.9 
32 735 27 
計 1566 68 4.3 


合わ せ た 所 第 6,7 表 に 示す 如き 回 答 を 得 た . この 内 属 和牛 
に 於 ける 肝 蜂 検出 状況 に つい て は 検査 千 の 一 部 は 近県 産 
の も の を 含ん で いる . これ ら の 成績 を みる と 当地 区 の 率 
牛 に は 相当 濃厚 に 肝 蜂 が 寄生 し て いる も の と 考え られ 
る . 
考 

我々 は 肺 吸虫 症 患 者 検出 の 目的 で 肺 吸虫 成虫 抽出 抗原 
を 用 いて スク リー ニン グ を 行 つ て いた 所 , 1 例 の 肝 妖 人 
体 寄 生 例 を 見 出し た . この 事 は 本 抗原 が 肝 第 抗原 と も 若 
干 の 共通 部 分 を も つ 事 を 示し 目下 全国 各地 で 行わ れ て い 
る この 種 調査 に 於 て 肝 蜂 寄生 例 の 見 出さ れる 可能 性 を 示 
し 興味 深い . 

本 寄生 例 は 疫学 的 見 地 か ら , 又 閥 便 か ら 忠 卵 の 持続 的 
検出 , 胆汁 か ら の 躍 卵 の 多数 検出 及び 躍 卵 の 形態 , 又 肝 
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蜂 抗 原 に 著 明 に 反応 する 等 の 点 か ら 肝 斬 の 人 体 寄 生 例 で 
ぁ る 事 は 間 違 で な いと 考え る . 併 し 御 ら 従来 我国 の 肝 蜂 
の 種類 に つい て 充分 の 吟味 が な され ず 単 に Fasciola he- 
patica と 考え られ て いた が 最近 渡辺 ら (1958, 1959, 
1960) に よ つ て 我国 の 肝 蜂 を 3 種 に 分 類 す べ き で ある と 
主張 され て いる 今日 , 我々 の 得 た 人 体 寄 生 例 に つい て も 
考慮 を 払う 必要 が ある と 考え る が 我々 は 成虫 を 得 て を 

ら ず , なみ し か 得 て い な い が 卵 は 明か に 本 来 の 
Fasciola hepatica type より 大 きく むし ろ , Fasciola 
gigantica 及び Fasciola indica type に 近い と 思わ れ 
る . 渡辺 等 は 我国 の 肝 上 蜂 の 大 部 分 は ndica に 属す る 
と 述べ て いる の で 或 は 之 に 属す の か も 知れ な い が 詳 細 は 
将来 この 方 面 の 研究 の 発展 に 傘 つ こと ゝ し 一 応 こ > で は 
Fasciola sp. と し て 報告 し た 次 第 で ある . 

次 に 肝 蜂 人 体 寄 生 時 の 症状 で ぁ ある が , 現在 迄 の 内 外 の 
報告 の 多く は 胆石 様 仙 痛 発 作 乃 至上 腹部 痛 を 来 し 外科 的 
治療 に 於 て 偶然 忠 体 を 見 出し た も の で ある . か > る 報告 
を 結 し て 肝 蜂 人 体 寄 生 時 の 症状 と みな す 事 は 仕方 が な 
いと し て も や ^ ゝ 不適 当 で ある . 我々 が 今回 報告 し た 人 体 
例 は 自覚 的 に も 他 覚 的 に も 殆 ん ど 了 臨床 症状 を 呈し て いな 
い . この 様 な 無 症 状 の 感染 者 が か な り 潜 在 し て いる も の 
と 推定 され る . これ と 同様 の 事 は 肺 吸虫 に 於 て も 最近 屋 
々 認め られ る 事 で ある. 即ち 従来 肺 吸虫 の 症状 と し て 血 
疲 を 主 と す る 種々 の 症状 が 記述 され て いる が 皮 内 反応 に 
よる スク リー ニン グ が 普及 し た 現在 , 全く 無 症状 の 感染 
者 を 多数 見 出す の で ある . 

好 酸 球 に つい て も 案外 増 多 を 示さ ぬ 事 が 多い 様 に 思わ 
れる . Murphy(1950) は 外科 的 に 摘出 し た 3 例 の 肝 里 症 
例 す べ て 好 酸 球 増加 を 認め て お ら ず , 稲田 (1926) の 1 例 
は 6 9%, 著者 ちら の 今回 の 例 も 4~8 % と 軽度 で あぁ つた . 
肝 蜂 人 体 寄 生 例 の 治療 に 関し て は 之 も 又 外 科 的 摘出 に 
よる 報告 が 多く 我国 に 於 ける 報告 も すべ て そう で ある . 
併 し 古 ら 薬物 治療 の 報告 も 海外 に 於 て は あり , 最近 注目 
され た の は , 4-7--Phenanthroline-5-6-Quinone に よる Cou- 
dert 等 の 報告 で ある . 併 し 古 ら 著者 等 は 本 剤 を 前 報告 よ 
り 更 に 多量 使用 し た に も 拘ら ず 何 ら 治 癒 の 傾向 を 示さ な 
か つた . 併 し 岡部 ら (1959) は 本 剤 を 肝 吸 虫 症 患 者 に 用 い 
虫 卵 陰 転 し た 例 を 認め て いる の で 無効 と も 云い 難い . 著 
者 等 は 今回 の 症例 に つい て 塩酸 エメ チン と サイ アジ ン の 
連続 投与 に より 治 疲 せしめ 得 た が , エメ チン の 有効 な 事 
は 既に Bacigalupo et aZ.(1930), Kouri(1932), Arenas 
et al. (1948) 等 に よ つ て 示さ れ て いる 通り で ある . 


著者 等 は 昭和 34 年 3 月 , 兵庫 県 北部 円 山川 流域 に 於 
て 肺 吸虫 感染 者 を 検出 する 目的 で , V.B.S. 抗原 皮 内 反 
応 に よる スク リー ニン グ テ ス ト を 実施 し た 際 , 本 反応 陽 
性 者 の うち か ら 肝 蜂 に 感染 し て いる 1 女児 を 検出 し た . 
我国 に 於 ける 4 番目 の 報告 で ある . 本 例 は 状 便 中 に 持続 
的 に 虫 卵 を 排出 し , 是 つ 十二指腸 ブン デ に よ つ て も 多数 
の 虫 卵 を 認め , 肝 蜂 皮 内 反応 抗原 の 注射 で 著 明 に 反応 す 
る . 本 肝 帳 の 忠 種 に つい て は 曰 卵 が 本 来 の Fasciola he- 
patica の 虫 卵 より 大 型 で ある の で 渡辺 等 の 主張 する 如く 
分 布 の 上 か ら も . indica 或 は gigantica と する 方 
が 正しい か と 考え る が 成虫 を 得 て い な い の で 一 応 Fas- 
ciola sp. と し て お きた い . 本 症例 は 入院 せしめ 種々 の 
臨床 検査 を 行 つ た 後 , 4-7-Phenanthroline-5-6-Quinone 
"Entobex ” に より 治療 を 行 つ た が 治癒 し な か つた の で 
塩酸 エメ チン と サイ アジ ン の 併用 連続 療法 を 行 つ た 所 治 
癒 せ し め る 事 が 出来 た . 

た に 当り 長 花 授 , 中 村 教 授 の 御 指導 と 御 校 感 
謝 す る . 本 論 概要 は 昭和 34 年 11 月, 広島 で 行わ 
れ を な た 日 本 寄生 虫 学会 第 15 回 西日本 大 会 に 於 て 報告 し た 
事 を 附 記 する . 
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A CASE REPORT OF HUMAN INFECTION WITH FASCIOLA SP. 
AND ITS PHARMACOTHERAPY 


YUKIO YOSHIDA, YAsUO NAKANISHI, MaAsAM! MIYAMOTO & TosHio SHIMATA 
(Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto) 
KANICHIRO NISHIDA, YUICHI YAMANAKA & HiDEHIKO KATO 
(Department of Pediatrics, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto) 


Hitherto, there are only three reports of human infections of Genus Fasciola in Japan, as 
Inada (1926) and Komiya et al. (1954) found the adult worm of Fasciola hepatica by the surgical 
operation, while Yokogawa (1947) found the case of family infection of Fasciola hepatica by the 


feces examinations. 
The present case of human infection of the trematode was found at the northern district of 


Hyogo Prefecture, middle Japan, in 1959. Patient was a girl (7 years old) who did not show any 


subjective and clinical symptoms except the existence of Fasciola eggs in her stool and the immune 


responce against the Fasciola antigen. So many characteristic eggs were found not only in feces 
but in bile. The size of eggs collected from feces and bile showed 158-175p Xx 85-1104 (163 Xx 96g, 
in average). The eggs of Fasciola hepatica, according to the reports of many authors, are smaller 
in size than the present figure. Recently, Watanabe et al. (1958, 1959, 1960) have reported that 
Fasciola hepatica was only found in imported animals, and almost specimens of Genus Fasciola in 
Japan must be identified with Fasciola indica or Fasciola gigantica. The exact species rame of 
Fasciola in the present case could not be certified because the materials were eggs only. 

By the recent information in the treatment of Fasciola infection, Coudert and Garin showed 
that 4-7-phenanthroline-5-6-quinone (‘* Entobex ’’) had anthelmintic efficacy. The present patient 
was also treated by the ‘“* Entobex ’”’ with the dose of 300-500 mg daily, 13 successive days, but no 
signs in improvement were observed. Next, the patient was treated by emetine hydrochloride (32 mg 
daily, intramuscular injection) and sulfa-drug (Thiasine 2.0g daily). The manner of the medication 
was as follows : during the period of initial 12 days, the medication was done successively, thenceforth, 
the pause for 3 days and the dose for 4 days were repeated 3 times (total dose of emetine, 768 mg). 


Stool examinations became negative for Fasciola ova by the emetine treatment mentioned above. 
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寄 生 学 雑誌 第 9 第 6 号 717-723 1960] 


人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mizeensis n. sp. の 研究 


(1) 三重 県 長島 町 に 於 て っ デモ そ に 見 出さ れ た 


言 
本 邦 諸 地方 に いて 発生 する 水田 皮膚 生物 学 的 原 
因 と し て は , 従来 主 に 日 本 住 血 吸虫 cercaria, 或 は 多 虫 
を 主 と す る 線 虫 類 仔 虫 の 経 皮 感 染 に 基く こと が 指摘 され 
て いた が , 1948 年 田部 教授 に よ ょ り 島 根 県 実 道 清貴 の 水田 
作業 者 に 起 る 皮膚 炎 が , 棟 鳥 住 血 吸 虫 Gigantobilharzia 
sturniae (Tanabe 1948) の cercaria に よる も の で ある 
こと が 明らか と な り , 以後 各地 方 に 発生 する 水田 皮膚 炎 
は 新しい 観点 か ら 検 討 さ れる に 至 つ た . 棟 鳥 住 血 吸 虫 症 
に 関し て は , 田部 , 小田 , 重松 , 宗 , 北村 , 那須 , 高 
丘 , 小宮 , 伊藤 , 千 頭 , 野村 及び 著者 等 だ, それ ぞ れ 島 
根 , 広島 , 三重 , 滋賀 , 岡山 , 長野 , 岐阜 , 愛知 , 福 
井 , 兵庫 の 各 県 に 於 ける 成績 を 報告 し て いる . さら に 日 
本 海 隠岐 諸島 に 発生 する 水田 皮膚 炎 の 病原 体 と し て モ 
ノア ラガ イ Lymnaea japonica を 宿主 と する Ocellata 
型 住 箇 吸 虫 cercaria が 田部 教授 , 小田 及び 宇野 (1953) 
に より 発見 され , 更に 小田 (1958) は Trichobilharzia 
physellae(Talbot 1936) に 類似 する cercaria を 報告 し , 
教室 の 田中 (1959) は 同 cercaria の 育成 実験 に より C. 
ぁゃ hysellae と 同種 で ある と 同定 し た . 従 つ て 我が国 諸 地 
に 発生 する 水田 皮膚 炎 の 病原 体 は , 単に 住 血 吸 
の cercaria の み に 止 ま ら な いこ と が 明らか と な つた の 
で , さら に ひろ さく 鳥類 住 血 吸 虫 を 検索 する 必要 を 生じ た . 
三重 県 長島 地方 は , 木 崇 川 及び 長良 川 河口 の 三角 州 に 
位置 する 水田 地帯 で , 当地 方 に は 長年 に 豆 り 春 夏 の 候 , 水 
田 作 業者 に 頻発 する 住 血 吸虫 皮膚 炎 を 思わ す 俗 称 “ ソ ッ プ ブ 
マ ケ ” 又は “ ェ ン ドウ カブ プレ” と 称 さ れる 皮膚 炎 が 発生 
し 水田 作業 者 を 悩ま し て いる . 田部 教授 及び 小田 (1956) 
に より この 皮膚 炎 の 病原 体 の 1 つと し て 株 鳥 住 血 吸虫 
Gigantobilharzia sturniae (Tanabe 1948) の cercaria 
が 指摘 され , 机 後 それ に 対す る 予防 処置 が と られ て いる 
が , 現在 尚 当 地方 に は 水田 皮膚 炎 が 発生 し て いる . 


一 新 住 血 吸 虫 卵 に つい て 


右田 
大 阪 医科 大 学 病 理学 教 記 (指導 田部 浩 教授 ) 


(昭和 35 年 9 月 29 日 受領 ) 
特別 掲載 


著者 は , 同 地 方 に は 牟 秋 か ら 春 に か け 多 数 の 麻 鴨 類 
渡 つ て くる こと , 及び 同 地方 の 水田 並び と その 附近 の 滞 
は , 鳥 住 血 吸 の 中 間 で ある ヒラ マキ モドキ 
Polypylis hemisphaerula の ら Trichobilharzia 
属 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 ワ ー つ で ある モノ アラ ガイ Lym- 
naea japonica が 見 出さ れる こと を 知り , 当地 方 の 水田 
皮膚 炎 の 原因 が 単に 棟 鳥 住 血 吸 虫 の み に と ど ま ら ず 更 . 
に , 他 の 鳥類 住 血 吸 虫 の cercaria が 関与 し て いる の で は 
な いか と 考え , 田部 教授 指導 の 下 に , 当地 方 に 飛来 する 
礎 鴨 科 の 鳥類 を 中 心 と し て 追求 し た と ころ , その 内 の 
コガ モ Querqguedula crecca crecca (Linnaeus) の 腸 
膜 より 一 種 の 未知 住 血 吸 虫 卵 を 発見 し た の で , これ を 検 
討 し Trichobilharzia 属 住 血 吸 虫 卵 の 特徴 を 有する 一 新 
虫 九 で ある こと を 明らか に し た . よ つ て こ > に その 成績 
を 報告 する . 
研究 材料 並び に 方 法 

検査 せ する 鳥類 は 主として 三重 県 長島 地方 に お いて , 中 
和 31 年 か ら 35 年 の 間 , 毎年 鳴 猟 解禁 期間 で あぁ る 11 月 
より 翌年 3 月 迄 に 捕獲 し た も の を 用 いた . 但し 昭和 34 
年 秋 長 島 地 方 は 伊勢 湾 台 風 に よる 甚大 な る 被害 を 受け た 
た め , その 年 の 11 月 , 12 月 は 嶋 類 を 捕獲 し 得 な か つた . 
検索 せる 鳥類 は 主として 湯 類 で , その 種類 は 次 の 如く で 
あぁ る. 

キン クロ ハジ Nyroca fuligula (Linnaeus) 77 

ヒド リガ モ Mareca penelope (Linnaeus) 27 羽 

カル が ガ モ Anas poecilorhyncha zonorhyncha 

(Swinhoe) 17 羽 

a コガ モ Querguedula crecca crecca (Linnaeus) 

14 
マガ モ Aznas platyrhyncha platyrhyncha 
(Linnaeus) 13 羽 

ョ シ ガ モ Querguedula folcata (Georgi) 5 羽 
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種 不明 の も の 5 羽 

以上 総数 は 158 羽 で あぁ る . な お 三重 県 で 捕獲 せる 鳴 類 
の 他 , 兵庫 県 広畑 地方 に て 捕獲 し た コガ モ 36 羽 , 及び 
青森 県 津軽 地方 に て 捕獲 せる 鴨 11 羽 ( コ ガ モ 2 羽 , カル 
ガ モ 6 羽 , マガ モ 3 羽 ) を も 併せ 検 し た . 

これ ら 鳥 類 の 腸 を 開き 忠 垂 根部 を 中 心 と し て , 上 方 は 
約 20~30 cm, 下方 は anus まで の 部 の 腸 粘 膜 を メス に て 
か る く 控 過 し て と り , それ を 載 物 グラ ス に 薄く 塗 抹 し て 
検 錯 し た . 検出 し た 忠 卵 は 生鮮 状態 に お いて 検索 し た . 

研究 成績 

1. 長島 地方 の 鴨 に 見 出さ れ た 住 血 吸 虫 類 の 卵子 

前 記 三 重 県 地方 に て 捕獲 せる 鴨 158 羽 の 腸 粘 膜 より , 
Trichobilharxia 属 住 血 吸 虫 卵 (以下 了 . 卵 と 略す ) を 発 
見 し た も の 24 羽 (第 1 表 ), 棟 鳥 住 血 虫 類似 卵 陽性 の も 
の 7 羽 で あつ た. 

検出 し た 刀 卵 に は 三種 あり , 内 二 種 は , T. ocelZata 
の 卵子 及び ぁゃ hysellae の 卵子 で , 他 の 一 種 は , 両端 
鋭 な る 紡 氏 形 の 未知 卵子 で ある . これ ら 卵子 の 検出 度 
は , T. ocellata 4 , T. physellae 15 
羽 , 未知 卵子 4 羽 で ある . 未知 卵子 を 検出 し た 4 羽 に は 
他 の 住 血 吸 虫 卵 子 を 認め な か つた . 
第 1 表 佳 血 吸虫 卵 検出 数 
鴨 の 


ル ジ 


虫 卵 の 種別 


に 


T. ocellata 
T. physellaeji 子 


検 査 総 数 


前 記 ocellata 卵子 及び shysellae 卵子 を 認 
め た 鴨 で は 夫々 の 成虫 を 門 脈 系 内 に 見 出し た 例 も ある 
が , 未知 卵子 を 検出 し た 鴨 の 門 脈 系 内 に は , 極め て 幼 弱 
な る 未だ 雌雄 を 区 別 し 得 な い 成 虫 を 1 隻 認め た の み で , 
成 蒸 せる 成虫 は 雌雄 と も 発見 する 事 が 出来 な か つた . 

2. コガ モ に 見 出さ れ た 未知 住 血 吸 虫 卵 子 

未知 住 血 吸虫 卵子 を 検出 し た 4 羽 の 鴨 は , コガ モ 3 
羽 , キン クロ ハジ ョ 1 羽 で ある . その 腸 粘 膜 に 於 ける 貝 
卵 形態 は (写真 1, 2, 第 1 図 ), ほぼ に し て , 
最大 幅 径 を 示す 部 位 は 中 央 より 一 方 の 極 に 偏 し , 一 極 は 
挫 鋭 に し て 短く , 他 極 は 細 狭 に し て 長く , . 卵 の 特徴 を 
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示し て いる . 卵 明 は 緩やか な 曲線 を 示し , 厚 さ は 非 薄 で 
ある . 腸 粘 膜 内 に お ける 成就 卵 の 生鮮 時 に 於 ける 卵殻 の 
大 き さ の 計測 値 は , 長径 0.228 寺 0.0016 mm, 幅 径 0.072 
土 0.0055 mm で ある . 貝 卵 の 分 布 は 一 般 に 鴨 の 大腸 下 
部 特に 虫垂 根部 上 下 約 3~5 cm の 範囲 に お いて , 腸 粘 
膜 内 に 多く 認め られ た . 腸 粘 膜 に お ける 貝 卵 の 分 布 は 不 
規則 で 多数 集 在 す る か , 又は 単独 に 散在 し て いる . 和 群 在 
する 卵子 の 発育 過程 は 多く は 未だ 分 化 程度 が 低く 熟 度 は 
比較 的 一 様 で ある . 散在 性 に 見 られ る 虫 卵 は 成 難 せる も 
の が 多く , 卵殻 内 に 間 三 的 に 運動 を 示す miracidium を 
蔵 し て いる . 尚 こ の 虫 卵 と 同種 の 虫 卵 を , 兵庫 県 広畑 地 
方 に て 捕獲 せる コガ モ 1 羽 の 腸 粘膜 に も 見 出し た . 

3. コガ モ に 見 出さ れ た 未知 住 血 吸 虫 卵子 の mira- 
cidium 

前 項 の 成 蒸 卵子 を 腸 粘 膜 より 分 離し , pH 6.6~7.0, 
水温 15~25°C の 水中 に 投じ 放置 する と , 15~30 分 で 
miracidium (以下 M. と 略す ) は 卵 破り 水中 に 出 
し , 体 表 線 毛 を 激しく 動か し て ほぼ 鋭角 的 に 方 向 を 転換 
し , 体 前 方 の あぁ ら や ゆる 方 向 に 活 涯 自由 に 海 泳 す る . 

M. の 生鮮 時 の 形態 は 一 般 に 胡 故 状 , 洋梨 状 (写真 3) 
を 量 し , 縦 径 対 横 径 の 比 は 伸展 時 及び 収縮 時 に より 媒 な 
る が , 伸縮 中 等 位 に 於 て 約 3 : 1 で あぁ あり, 平均 の 大 き さ 
は 0.216 x0.072 mm で ある . 

M. の 構造 は 次 の 如く で ある (第 2 図 ). 体 表 は 線 毛 上 
皮 に 散 は れ て 居り , その 線 毛 上 皮 細 胞 数 は 前 より 4 横 列 
に 並び , 前 列 よ より 5, 7。 6, 4 計 22 より な る 
線 毛 の 長 さ は 0.007~0.016 mm で ある . 第 1 列 の 後 端 
に 感覚 突起 が 対称 的 に 突出 し その 長 さ は 0.005 mm で 
あぁ る. 

体 部 前 半 部 に は 体 拓 端 の 噛 に 開く 消化 論 と , その 左右 
に 1 対 あ る 頭 腺 が 認め られ , この 後方 に は 亜 鈴 状 の 神 
経 細胞 群 が 見 られ る . この 神経 細胞 の 大 さ は , 0.007X 
0.007 mm で ある . 

体 後半 部 に は , 前 後 2 群 に 分 れ た 肥 細 胞 群 が ぁ り その 
数 は 18~23 コ を 認め る . 

排 江 系 と し て 感覚 突起 内 側 に 左右 1 対 及 び 第 三線 毛細 
胞 列 位 に 左右 1 対 の 終末 細胞 (長径 0.009 mm) が あり , 
それ ぞ れ より 排 江 管 が 出 て , 前 後 より 神経 細胞 群 両 側 に 
集 り , 一 条 の 排 江 管 と な り 近 曲 し な が ら 後 走 し 第 三 及 び 
第 四 列 線 毛 上 皮 間 に 開口 し て いる . 

4. 未知 住 血 吸 虫 miracidium の 中 間 和 宿主 に 関す る 検 
索 
水中 に 海 出し た 前 記 の M. を , 次 の 諸 種 券 由 と 同居 せ 
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3 図 
附図 説明 
図 3 Trichobilharzia 属 住 血 吸虫 の 紡 針 形 卵 子 の 比較 


a ュ ガ モ Querguedula crecca crecca の 貝 生 根 部 
腸 粘 に 認め ちら れ た 住 血 吸 卵子 模式 図 模式 図 


1. n. sp. (著者 ) 

2. T. physellae (Talbot Me Leod 1937) 

fc 一 終末 細胞 . TT. yokogawai (Oiso 1925) 

T. waubesensis (Brackett 1940) . 

T. oregonensis (Macy, Moore & Price 
1955) 


新 住 血 吸 虫 卵子 より 洗 出 し た Miracidium の 構造 
図 

exc 一 排 洪 管 , exp 一 排 洪 口 , 
gc 一 用 細 胞 , ic 一 腸 細 胞 , mg 一 頭 腺 , n 一 神 
経 細 胞 , s 一 感覚 突起 


719 
NG, 
0.05mm = 
0 O05mm 
1 図 第 2 図 
1 2 3 
0.05 
\ 
2 ( \ A \ | | 
\ | \ , 
| 
0.05 | 
mm 
( 89 ) 


し め て 感染 実験 を 試み た . 

モノ アラ ガイ Lymnaea japonica 

ヒメ モノ アラ ガイ Lymnaea pervia 

ヒラ マキ モドキ Polypyris hemisphaerula 

ヒラ マキ ミズ マイ マイ Planorbis japonicus 

タニ シ Viviparus sp. 

カワ ニナ Melania libertina 

即ち 試験 管内 に 出 せる M. を 各 シ ャ ー レ に 移し , そ 
の な か へ M. と 同数 の 前 記 の 由 を それ ぞ れ 各種 類別 に 入 
れ , 一 時 間 放置 し M. が 見 られ な く な つた こと で 一 応 感 
染 し た と する 方 法 で ある . この 実験 に より M. は モノ ア 
ラガ イ に 好 ん で 侵入 する の を 認め た が , 他 の ヒラ マキ モ 
モテ マキ マイ マイ , タニ 
シ , カワ ニナ に は 侵入 し な か つた . 

総括 及び 考 接 

三重 県 長島 地方 , 兵庫 県 広畑 地方 及び 青森 津軽 地方 に 
於 て , 昭和 31 年 より 昭和 35 年 3 月 に 至る 毎年 11 月 よ 
り 翌 年 3 月 に 至る 期間 に 捕獲 し た 鴨 類 205 羽 を 検査 し た 
と ころ , コガ モ そ 4 羽 ( 三 重 県 3 羽 , 兵庫 県 1 羽 ), 及び キ 
ンク ロ ハ ジ ョ 1 羽 ( 三 重 県 ) に お いて 成虫 は 見 出し 得 な か 


ュ モ Querquedula crecca crecca の 根部 
腸 に け る 新 住 血 吸 虫 卵子 (10X10). 

2. 同種 成 部 卵 子 内 に miracidium が 見 ちら れる (10X 
40). 

3. 新 血 吸 虫 卵子 出 し た miracidium (10X 
40). 


つた が , 腸 粘 膜 より 一 種 の 住 血 吸虫 卵 を 発見 し た . 形 は 
ほぼ 紡 氏 形 に し て 最大 幅 径 の 部 位 が 中 央 より や > ゝ 一 極 に 
偏 し , 一 極 は 失 鋭 に し て 短く , 他 極 は 細 狭 に し て 長く , 
Trichobilharxia 属 住 血 吸 虫 卵子 の 特徴 を 有する 文献 に 


記載 の な い で ある . 

成熟 卵子 の 卵 最 は 緩 か な 曲線 を 示し, 生鮮 標本 に 於 
ける 大 き さ の 計測 値 は , 長径 0.228 土 0.0016 mm, 幅 径 
0.072 土 0.0055 mm で ある . 卵 最 内 に は 間 三 的 に 運動 
する 完成 し た miracidium を 蔵 し て いる . 成就 卵 を pH 
6.6~7.0, 温度 15~25°C の 水中 に 投 ず れ ば , 15~30 
分 後 miracidium は 水中 に 出 する . 

miracidium の 形態 は 洋梨 型 , 大 き さ 0.216 Xx0.072 mm 
体 表 は 線 毛 上 皮 に て 散 わ れ , 線 毛 上 皮 細 胞 は 4 横 列 に 並 
び 各 列 の 上 上 皮 数 5, 7, 6, 4。 計 22 コ で ある . 線 毛 の 長 
さ 0.007~0.016 mm, 第 1 列 の 後 端 に 長 さ 0.005 mm 
の 感覚 突起 が 対称 的 に 突出 する . 

体 前 半 部 に は , 前 端 に 開く 消化 埋 と , 左右 一 対 の 頭 線 
が 認め られ , この 後方 に 神経 細胞 群 が ぁ り そ の 大 さ は 
0.007Xx0.007 mm で ある . 

体 後半 部 に は , 前 後 2 群 に 分 れ た 肥 細 胞 群 が 見 られ そ 
の 数 は 18~23 コ で ある . 

排 江 系 と し て は 左右 4 コ の 終末 細胞 が あり, それ ぞ れ 
細 排 江 管 を 出し , 神経 細胞 群 の 両側 に 集 り 排 池 管 と な り 
後 走 し て 第 三 列 及び 第 四 列 線 毛 上 皮 間 に 開口 する . 終末 
細胞 の 長径 0.009 mm で ある . 
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第 2 表 Trichobilharzia 属 住 血 吸 虫 の 紡 氏 形 卵子 の 比較 


T. physellae 


T. oregonensis 


yokogawai 

. n. sp. (著者 ) cMullen & T. yokog T. waubesensis cy, Moore 
) (Oiso, 1927) (Brackett, 1940) Price, 1956) 
長 径 0.192~0.252 0.170~0.250 0.226 0.150 0.145~0.170 
幅 径 0.064~0.088 0.065~0.080 0.062 0.04 


( ) は 報告 者 及び 年 号 を 示す . 表 中 数 字 は mm で 示す . 、 
Trichobilharzia 属 の miracidium に 関し 文献 に 詳 記 


この miracidium の 講 種 巻 貞 に 対す る 感染 試験 の 結果 
で は 特に モノ アラ ガ ヒ Lymnaea japonica に 好 ん で 侵 
入 す る 性 質 が ある こと を 認め た . 


鳥 に 寄生 する 住 血 吸 虫 類 の 内 現在 Trichobilharzia 


属 と し て 文献 に 記載 され て いる 住 血 吸 虫 は 約 25 種 に 及 
ん で いる . この 内 卵子 の 記載 ある 種類 に つき 卵殻 の 形態 
を 類別 する と 概ね 次 の 三種 類 に 分 ち 得 る . 

1) 紡 を る も の 

T. anatina (Fain, 1955). T. kegonensis (Brackett, 
1952). T. oregonensis(Macy, Moore, & Price, 1955). 
T. physellae (McMullen, & Beaver, 1945). T. waubesen- 
sis (Brackett, 1940), T. yokogawai (Oiso, 1927). 

2 三日月 型 を 量 す る も の 

T. ocellata syn. elvae (Brumpt, 1931). T. spinulata 
(Fain, 1955). T. stagnicolae (McMullen & Beaver, 
1945). T. szidati (Neuhaus, 1952). 

3) 円 形 又は 半 円 形 を 量 す る も の 

T. brante (Farr et Blackenmyer, 1956). T. corvi 
(Yamaguti, 1942). T. filiformis (Szidat, 1938). T. 
nasal (Fain, 1956). 

前 述 の 如く 私 の 発見 し た は 紡 形 を する の で , 
前 記 (2) 及び 3 群 に 属す る 卵子 と は 明らか に 形態 的 に 鑑 
別 し 得る . (1) 和 群 に 属す 既知 の 虫 卵 と 本 報 の 新 虫 卵 と を 
比較 検討 する に , 新 虫 卵 の 大 き さ は , TT. oregonensis, T. 
waubenensis, に 比 し 縦 径 , 横 径 共に 大 で あり , 
physellae 及び 7T. yokogawai と は 共に 近似 し た 数値 
を 示し て いる (第 2 表 ). し か し な が ら こ れ を 形態 的 に 観 
す る に , physellae 及び yokogawai の は 
一 極 は 細く 鋭 な る も , 他 極 は 鈍 に し て 球形 を 量 し 両極 の 
長 さ は ほぼ 同じ で ある が , 新 虫 卵 は 一 極 は 挫 鋭 に し て 短 
く , 他 極 は 細 狭 に し て 長く 上 且つ 最大 幅 径 の 部 位 が 中 央 よ 
りや > 一 極 に 偏 し て お り (写真 2), 前 二 者 と は 明らか に 
異な つた 形態 を 有 し て いる . 類 の 形態 は 雌 成 
虫 に お ける 卵 形成 腔 の 形状 の 種別 特異 性 を 示す も の で あ 
る か ら , 新 虫 卵 は TrichobiZharzia 属 己 知 種 と は 異種 の 
住 面 吸虫 に 属す る 卵子 で ある と 考え られ る . 


され て いる 種類 は , T. ocellata, T. physellae, TT. 
stagnicolae, T. corvi で あぁ る . それ ぞ れ の 形態 的 特異 
性 と し て 注目 され る 点 は , 特に 膝 細 胞 の 数 と 位置 で ある 
が , 各種 の 細 胞 , 

T. ocellata, 18-20( 田 中 ・ 千 頭 ・ 石 田 , 1960) 

T. elvae, 10-18 (Ameel, Waude & Cort, 1953) 

T. physellae, 20-30 (Ameel, Waude & Cort, 1953) 

T. stagnicolae, 21-30 (Ameel, Waude & Cort, 

1955) 

7. corvi 12-20 (伊藤 , 1960) 

で 一 定 の 種別 差 が 認め られ る 他 肥 細 胞 群 の 包 旗 数 及び そ 
の 位置 に も 特異 な 点 が ある . 本 miracidium と T. stagnt- 
colae の miracidium は 肥 細 胞 群 の 位置 が 前 後に 分 れ て 
いる こと は する も , 本 miracidium の 用 胞 
18-23 で その 数 に 差 が ぁ り 媒 種 で ある る こと が 知ら れる . 

以上 の 検討 に より 三重 県 長島 町 に 於 て コガ モ に 見 出さ 
れ た -- 種 の 住 血 虫 未だ 文献 に 記載 な き 新 虫 で あ 

り , その 成 申 は 未だ 検出 され ざる も , お そら く 鳥 類 住 血 
吸虫 の 一 新穂 な らん と 推測 され る . よ つ て 私 は 本 躍 卵 の 
種 属 同定 を 期し , 中 間 宿 主 に お ける 育成 実験 を 行 つ た の . 
で ある . その 成績 は 次 編 に 之 を 報告 する . 

1. 三重 県 長島 地方 に て 捕獲 を る コガ その 腸 粘 膜 より 
Trichobilharzia 属 住 血 吸 虫 卵 子 の 特徴 を 有する 一 種 の 
虫 卵 を 発見 し た . 

2. 本 躍 の 形態 は , 紡 を し 極 は 鋭 に し て 
短く , 他 極 は 細 狭 に し て 長く , 最大 幅 径 の 部 位 は 中 央 よ 
りや > 一 極 の 方 に 偏 す る . 

卵殻 の 大 さ は , 長径 0.228 土 0.0016 mm, 幅 径 0.072 
土 0.0055 mm で ある . 

3. 本 忠 は 形態 及び 大 さ に お いて 知 同属 虫 一 
致 せ ず , 一 新 住 血 吸虫 卵 と 認め られ る . 

4. 本 忠 卵 の miracidium は , 大 さ 0.216 x0.072 mm, 
肥 細 胞 は 前 後 2 群 に 分 れ そ の 数 は 18-23 で ある . 

5. 本 躍 卵 の miracidium は モノ アラ ガイ Lymnaea 
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Japonica に 好 ん で 侵入 感染 する 性 質 を 有する . 


稿 を 終わ る に 当り , 終始 御 懇 篤 な る 御 指 導 並 びに 御 校 
を 賜 わ や つた 恩師 田部 教授 に より 感謝 する と共に, 
本 研究 に 多大 の 御 援助 を いた だ いた 田中 講師 , 及び 現地 
に 於 て 種々 御 協 力 下さ っ つっ を 三重 県 長島 町 役場 小沢 富 箱 
氏 , 木 学校 児童 , 並び に 長島 中 学校 生物 の 生徒 


諸君 に 謝意 を 表し ます . 
本 論 要 一 部 は 昭和 32 年 11 月 , 日 本 寄生 学 
会 西日本 支部 第 13 回 大 会 に 於 て 発表 し た . 
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STUDIES ON THE DERMATITIS.-PRODUCING CERCARIA MIEENSIS N. SP. 
IN MAN 1. ON THE EGGS OF AN AVIAN SCHISTOSOMA 
NEWLY FOUND IN QUERQUEDULA CRECCA CRECCA 
IN NAGASHIMA, MIE PREFECTURE 


HiDEMASA ISHIDA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka) 


It has been generally accepted that dermatitis occurring in the paddy-field in Nagashima region, 
Mie Prefecture was due to the cercariae of Gigantobilharzia sturniae Tanabe 1948. Parasitological 
surveys made in this region by the present author in 1956 had revealed that an avian schistosome 
egg showing the morphology chracteristic of those belonging to genus Trichobilharzia, cercariae 
of which have been known as a dermatitis-producing agent in Oki Islands, was found in the intes- 
tinal mucosa of a teal-duck, Querguedula crecca crecca Linnaeus. Furthermore, Lymnaea japo- 
nica, an intermediate snail host of Trichobilharzia were also present in this area. 

Studies were made in an attempt to investigate the relationship between newly found tre- 
matode and dermatitis occuring in this region. Present work is the first of a series dealing with 
morphology of these eggs and of miracidia hatched from them and infectivity of miracidia to a 
fresh-water snail, Lymnaea japonica. 

Results obatined were summarized as follows : 

1) Eggs found in the intestinal mucosa of Q@. crecca crecca was spindle-like in shape, at one 
end of which was somewhat shortly pointed and the other end, longly blunt a little. Average 
length of eggs was 0.228 mm. with 0.0016 as standard deviation and average width, 0.072 mm. 
with 0.0055 mm, 

2) Comparison of the morphology of these eggs with that of well-known eggs belonging to 
genus Trichobilharzia indicated that these eggs newly found in a teal-duck were considered as those 


of a new species of trematodes. 
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言 

第 1 編 に 於 て 著者 は , 三重 県 長島 地方 に て 捕獲 し た コ 
ガ モ Querguedula crecca crecca の 腸 粘 膜 に 住 血 吸 血 
卵子 の 一 新型 を 見 出し これ を 記載 し た . コガ モ その 体内 に 
本 躍 卵 を 産出 し た 親 の 住 血 吸 虫 を 検出 し 得 な か つた が , 
前 編 に 述べ た る 如く 本 躍 卵 の 特異 な る 形態 は , 雌 成 虫 体 
に お ける 卵 形成 膝 の 形態 的 特異 性 を 表示 する 形 像 に 他 な 
ら な い の で , 親 住 血 吸 虫 の 新種 性 は 殆ど 疑う 余地 が な い 
と 思わ れる . 依っ つて 著者 は 更に 新 住 血 吸 虫 卵 の 発育 史 を 
追跡 し , 種 属 同定 に 資す る 目的 を も つて , 本 編 に お いて 
本 虫 卵 より 海 出し た miracidium の 中 間 宿 主 へ の 感染 実 
験 を 実施 し た . その 結果 未だ 文献 た 記載 の な い 一 種 の 
岐 尾 cercaria の 育成 に 成功 し た . よ つ て ここ に その 実 
験 の 結果 を 報告 する 次 第 で ある . 

実験 材料 並び に 方 法 

三重 県 長島 地方 に て 捕獲 し た コガ モ の 腸 粘 膜 より 昭和 
al 年 12 月 5 日 見 出し た 一 新型 の 住 血 吸 虫 卵子 (第 1 編 
所 報 ) よ り 海 出せ し め た miracidium を モノ アラ ガイ Ly- 
mnaea japonica に 感染 せしめ た . この モノ アラ ガイ は , 
予め 実験 室 に て 長期 間 飼 育 せ る も の で cercaria 無 感 所 を 
確 め た る も の を 4 コ っ 使用 し た . 

感染 実験 の 施行 日 昭和 31 年 12 月 6 日 

感染 方 法 スラ イド グラ ス 上 の 水滴 に 長径 約 8 mm の 
比較 的 若い モノ アラ ガイ と miracidium と を の も せ 拡 大 鏡 
に て 監視 し つつ , miracidium が 貝 の 体 表 に 接着 侵入 する 
の を 待ち , 由 を 18°C 乃至 25.5°C の 恒温 水槽 に 容れ 飼 
育 し た . て cercaria の 形態 は 生魚 に お いて 
の 大 さ は cercaria 100 令 100°C 加熱 10 
% フ ォ ル マリ ン 液 に 固定 後 計測 し た . 

実験 成績 

I. 育成 cercaria の 生態 


人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mieensis n. sp. の 研究 
(2) 一 新 住 血 吸 虫 卵 よ 5 育成 せる Cercaria mieensis n.。 sp. に つい て 


(昭和 35 年 9 月 29 日 受領 ) 


特別 掲載 
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miracidium 感染 後 恒温 水槽 に 飼育 し た モノ アラ ガイ 
4 コ の 内 1 =(No. 4 を 除き 3 = コ (No. 1~No. 3) は, 感 
後 72 日 目 (2 月 15 日 ), 82 日 目 (2 月 26 日 ), 及び 84 
日 目 (2 月 28 日 ) に 育成 cercaria の 洗 出 を 認め た (写真 7 
即ち モノ アラ ガイ に miracidium 侵入 後 , 18C~ 
25.5°C の 恒温 水槽 に 於 て cercaria の 育成 され る 所 の 期 ] 
間 は 本 実験 に 於 て は 72 日 ~84 日 で あぁ つた . 
モノ アラ ガイ より cercaria が 洗 出す る 水温 と し て は , 
20~25°C が 好適 の 温度 で あり , 晩 春 か ら 初夏 に か け て で 
の 水温 に ほぼ 一 致す る . し か る 日照 時 に 数 多く 海 出す る 
の が 見 られ , 明 天 時 に は 殆 ん ど 注 出 を 見 な か つた . 叉 
cercaria は 強い 趣 光 性 を 有する . 即ち cercaria を 直径 16 
cm 深 さ 4.5cm の シャ ー レ ー 内 に 水 を 約 7 入れ た 中 に 
入れ , 一 方 より 光 を あて る と , 光源 に 向 つ て 水面 に 近い 
水中 を 速 か に 直進 する . この 運動 は 幹 尾 を 或 は 右 に 或 は 
左 に 振動 する と 共に , 体 部 及び 岐 尾 は 共に 幹 尾 と は 反 諸 
の 方 向 即 ち 或 は 左 に 或 は 右 に 振動 させ な が ら 溢 泳 運動 を 
行う . て この 場合 腹 吸盤 位 と 尾 分 岐 部 の 1 点 を 
記 振 動 の 支点 と し て , 体 部 及び 岐 尾 は 振子 運動 を 行う . 
この さい 岐 尾 は 開 大 し て いる . 又 時 に は 岐 尾 を 全く 閉じ 
て 幹 尾 と 同一 の 方 向 を と り , 幹 尾 の 振動 に 伴い 左右 に 拒 
動 し な が ら (所 調 S 字 状 運動 ) 洗 泳 す る 場合 も 見 られ る . 
耐 し て 運動 は 極め て 活 潤 で ある . 静止 する 時 に は , 腹 中 
盤 に て 光線 側 の 壁 に 附 着 懸垂 し , 比較 的 水 表面 に 近い 部 
に 静止 する 事 が 多い が , 時 に は 水中 深く 静止 し て いる 場 
合 も られる. 

II. 育成 cercaria の 形態 (第 1, 2 図 ) 

紡 氏 形 の 体 部 , 長 円 筒 形 の 幹 尾 , 二 本 の 分 れ た 岐 尾 よ 
りな る . 以下 計測 値 は cercaria 100 隻 の 平均 値 で ある . 
体 部 は 長径 0.232mm, 幅 径 は 腹 吸盤 位 に お いて 0.054 
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mm で ある . 頭 部 器官 は 体 部 の 前 リ s を 占め 長径 0.071 
mm, 幅 径 0.042 mm で あぁ る. 頭 部 器官 の 後 側 は 円 氏 形 
を 示す 境界 筋 に より 境 さ れ , 体 両 側近 く を 5 対 の 夫 腺 導 
息 が 通り 前 端 に 開口 し て いる . 腹 吸盤 は , 直径 0.025 
mm 体 後 端 よ り 前 方 0.074 mm に 位置 し , 腹面 体 表 に 
突出 し て いる . 眼 点 は , 頭 部 器官 後 端 と 腹 吸 般 と の ほぼ 
中 間 位 に あり 黒褐色 の 題 粒 と 透明 な レン ズ 様 球 と より な miecnsis, 10% 
体 部 後半 は , 大 型 の 5 対 の 細胞 体 が る. 腹 
吸盤 を 挟ん で 前 に 2 対 , 後に 3 対 認 め ら れる . 前 2 対 は " ン ソン 固定 (10 X10). 
細胞 体内 に 不透明 小 題 粒 を 入れ , 後 3 対 は 半 透 明 無 題 粒 
で ある . これ ら の 細胞 より それ ぞ れ 干 腺 導 管 が 出 て お 
り , 最前 位 看 腺 細 胞 の 前 に て 左右 それ ぞ れ 5 休 が 一 束 と 
な つて 軽度 に 未 曲 前 走 し , 境界 筋 の 側 背 方 を 紀 い て 前 記 
の 如く 体 前 端 に 於 て や や 側 方 に 偏 し て 開口 し て いる . \ 1 
排 江 管 系 は , 両 体側 を 相対 的 に 走行 する . 各 側 共 終 末 Ns 
後方 に 3 っ 存在 し それ 
ぞ れ より 細 排 洪 管 が 出 て 3 条 宛 前 後 Re 
な り , 体 部 後 端 の 排 江 膝 に 入り 左右 合流 する . 1 条 の 振 
洪 主 管 は 排 江 膝 よ り 発 し 幹 尾 に 移り 幹 尾 の 中 心 を 貧 き 幹 ‘ 
性 後 端 に て 2 条 に 分 岐 し 左右 岐 尾 内 を 走行 し その 失 端 に 
開口 する . 幹 尾 の 前 端 に 近く 1 対 の 終末 細胞 が あり , こ 
れ よ り 発 する 細 排 洪 管 は 体 の 後 側 を 紀 い て 後 排 洪 管 に 直 
接 な つて いる . 排 江 系 に お いて , cilia は 観 し 
得 な か つた , 終末 細胞 系 統 の 配列 式 は , 2[(3 十 3) 十 1] で 
ある . 
幹 尾 は 長 さ 0.317 mm, 幅 0.044 mm, 岐 尾 の 長 さ 


写 フ ア テア ラ 
ガイ より 育成 そ 


る Cercaria 


写真 2 同上 
生魚 (10 Xx10) 


0.199 mm, 幅 0.022 mm を 数 える . 尾 及び は 共 
に に れ , 選 は 全長 に わた り そ の 矢 状 面 に 
膜 が 認め られ た . 

総括 並び に 者 接 


三重 県 長島 地方 に 於 て 捕獲 し た コガ モ Querguedula 
crecca crecca の 腸 粘 膜 より 見 出し た 一 新型 住 血 吸 虫 卵 
子 よ り miracidium を 洗 出せ し め , モノ アラ ガイ Lym- 
naea japonica に 感染 実験 を 行い , 恒温 飼育 槽 内 で 冬期 
飼育 し 感染 後 72~84 日 目 に 3 コ の モノ アラ ガイ より 一 
種 の 岐 尾 cercaria を 出 せしめ る 事 に 成功 し た . 

この cercaria の 出 水温 は 20~25°C で , 日 時 


写真 3 同上 
生鮮 .(10Xx10) 


に 多く 注 出 する . cercaria は 強い 超 光 性 を 有 し 光源 に 向 a 

つて 直進 し 運動 活 潤 で ある . 静止 時 は 水 表 に 近く 光 側 の . 

壁 に 腹 吸盤 を 附 着 せ し む る 場合 が 多い . * *. 
cercaria の 形態 は , 体 部 , 幹 尾 及び 岐 尾 に より 構成 さ a 


れる . 体 部 は 100 隻 平均 大 さ 0.232Xx0.054 mm, 幹 尾 は 
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第 1 表 Trichobilharzia 属 cercaria 計測 値 比較 表 


長 幅 長 幅 長 長 至 体 部 後 
C. mieensis n. sp. 0.232 0.054 0.317 0.044 0.199 0.022 0.071 0.042 0.074 0.025 著者 
T. physellae 0.265 0.060 0.374 0.040 0.196 0.032 0.095 0.038 0.080 0.029 Talbot, 1936 
Fontcolak 0.260 0.060 0.395 0.040 0.219 0.025 0.082 0.039 0.069 0.030 Talbot, 1936 
T. yokogawai 0.262 0.064 0.367 0.039 0.257 0.019 Oiso, 1927 
Tcellaio 0.307 0.067 0.401 0.046 0.254 0.023 0.097 0.042 0.108 0.034 Talbot, 1936 
T, oregonensis ' 0.315 0.069 0.426 0.047 0.222 0.097 0.048 0.083 0.028 RE 
FF tiat 0.305 0.072 0.431 0.044 0.247 0.024 0.092 0.055 Neuhaus, 1952 


0.317 XxX0.004 mm, 岐 尾 は 0.199x0.022 mm で ある . 
(10 % 加 熱 フ ォ ル マリ ン 固 定 ). 頭 部 器官 は 体 部 の 前 リ s 
を 占め 大 さ 0.071 x0.042 mm 腹 吸盤 の 位置 は , 体 後 端 
ょ り 0.074 mm の 距離 に あり 直径 0.025 mm で ある . 
有 眼 点 は 頭 部 器官 後 端 と 腹 吸盤 の ほぼ 中 間 位 に あぁ る . 書 腺 
細胞 は 5 対 あ り , 腸 吸 般 前 の 2 対 と , 後 の 3 対 に 区 別 さ 
れる . それ ぞ れ の 干 腺 導管 が 一 束 と な り 体 前 端 に 開口 す 
る . 終末 細胞 系 統 の 配列 式 は 2[(3 二 3) +1]〕 で あぁ る. 幹 
尾 岐 尾 共 に わ れ 岐 尾 は 矢 状 面 に を 有する . 
皮膚 炎 を 起す cercaria に 関し て は 1855 年 La Valette 
に 依り 報告 され て 以来 多数 の 学者 に より 記載 され て いる 
が , 当初 は cercaria の 形態 的 特徴 の み に 依っ つて 区 別 し , 
分 類 さ れ て いた . 然し か か る 分 類 法 は 次 第 に 非常 に 困難 
を 覚え そる よう に な つて きた . Sewell(1922) は 「Ocellata 
和 群 に 属す る cercaria] な る cercaria 種 群 を 創 定 し て , こ 
の 範 財 に 属す る cercaria の 特徴 と し て , 細 狭 な る 体 部 , 
幹 尾 , 及び 二条 に 分 れ た 長い 岐 尾 , 岐 尾 に ある 透明 な る 
鱗 膜 , 5 対 の 毒 腺 , 及び 6 対 の 類 状 細胞 を 挙げ て いる . 
Talbot (1936) 及び Brackett (1940) は Ocellata 型 
cercaria 種 間 の 形態 上 の 区 別 を つけ る に は , 腹 吸 盤 の 位 
置 及び 大 き さ , 頭 部 器官 の 大 き さ 等 を 参考 に する と 共に , 
cercaria の 生態 的 特徴 , 即ち 水中 に 於 ける 運動 の 仕方 , 
活 度 , 超 光 性 の 有無 又は 強弱 , 静止 時 に 於 ける 態度 等 
に より 区 別 し 得る 事 を 明らか に し た . さら に cercaria の 
中 間 宿 主 の 差異 , 及び 洗 出 の 時 期 等 に より 区 別 し 得る 
と も 述べ て いる . し か し な が ら McMullen & Beaver 
(1945) は , 完全 な る 種 の 同定 は 終末 宿主 に 於 ける 成虫 の 
形態 及び 構造 , 並び に 躍 卵 の 形態 を 検討 し , その 生活 史 
を 完全 に 追求 する こと が 最も 正確 で 望ま し いと 述べ て い 
る . 又 Talbot は Ocellata 型 の cercaria の 体 部 と 尾部 
と の 大 き さ の 関係 も 種別 に 都合 の ょ よい 基準 で ある と し , 
叉 種別 の 決定 の た め の 比 較 測 定 に は , 同一 条件 で 固定 し 
比較 し な けれ ば 意味 が な いと 述べ て いる . 
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単位 は mm 


田中 (1959) は , 幹 尾 の 構成 細胞 数 に 基準 を 求め , 構造 
の 比較 的 単純 な 尾部 の 核 数 の 算定 を 試み る こと に 依り , 
即ち 幹 尾 , 岐 尾 の 核 数 を 算定 比較 する 全 核 数 計測 法 に よ 
り cercaria を 種別 し 得る と 述べ た . 

現在 Ocellata 型 に 属す る cercaria と し て は , 次 の 8 
種 の Trichobilharzia 属 の cercaria が 記載 され て いる . 

T. ocellata(La Valette, 1855), syn. T. elvae (Miller, 

1923). 

T. yokogawai (Oiso, 1927). 
. staginocolae (Talbot, 1936). 
. physellae (Talbot, 1936). 
. oregonensis (Macfarlane et Macy, 1946). 
' seidati Neuhaus, 1952. 
camereonit Wu, 1953. 
alaskensis Harkema, Mckeever & Becker 1957. 

以上 の 内 T. alaskensis, T. camereoni の cercaria 
選 就 いて は その 計測 値 は 明瞭 で な い が , T. alaskensis の 
cercaria は , T. elvae RK び T. szidati の cercaria よ 
り 大 きい と の 記載 が ある . その 他 の cercaria の 計測 値 は 
第 1 表 に 示す 如く で ある . 著者 の ここ に 実験 的 に 育成 せ 
し め た cercaria は , 上 記 Sewell の Ccellata 群 に 属す る 
cercaria の 特徴 を すべ て 具 え て いる の で 同 群 の cercaria 
に 加え る べき で あろ う . し か し 同 群 の 各 cercaria と 比較 
すれ ば , 体長 に 於 て は TT. ocellata, T. oregonensis, T. 
szidati の cercaria に 比 し 小さ く , T. staginocolae よ 
り 大 で あり , T. physellae びび T. yokogawai の cer- 
caria に 比較 的 近似 し て いる . 幹 尾 の 長径 に お いて は , 
T. physellae 及び T. yokogawai に 比較 的 近い が , 他 
の 種 に 比 し 短 か い . 

生態 的 に は , 大 磯 (1927) は T. yokogawai の cercaria 
の 特徴 と し て 感染 員 よ り の 涯 出 は 明暗 に 関係 な く , mi- 
racidium の 感染 貞 に 侵入 する 時 期 の 如何 , 及び 感染 躍 内 
に 於 ける 発育 の 順序 に より 週 期 的 に 出 し , その 運動 は 
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日 本 住 血 吸虫 の cercaria に 類似 する と 述べ て いる . 著者 
の 育成 cercaria の 洗 出 は 日 照 時 に 多く , 明 天 時 に は 殆 ん 
ど 見 な か つた . 

T. physellae の cercaria の 生態 学 的 特徴 と 著者 の 得 
た cercaria と の 間 に は 類似 点 が 多く , 特に 相違 する 点 を 
見 出し 得 な か つた が , 虫 卵 の 形態 的 特徴 は , T. physellae 
及び TT. yokogawai と 著しく 異な つて いる の で 暴 種 で 
ある こと は 明らか で ある . 

以上 の 検討 に より 著者 の 得 た cercaria は その 体制 及び 
育成 源 の 卵子 の 形態 的 特徴 に 基づき , 現在 まで に 全く 文 
献 に 記載 を みな い 一 新 住 血 吸 虫 の cercaria で ある と 断 
定 す る こと が 妥当 で ある . 依っ つて 著者 は この 新 cercaria 
を Cercaria mieensis n. sp. と 命名 する こと を ここ に 提 
する . 

1. 三重 県 長島 地方 に て 捕獲 し た . コガ モ Quxergue- 
dula crecca crecca の 腸 粘 膜 より 見 出し た 一 種 の 住 血 吸 
虫 の 卵子 の miracidium を , モノ アラ ガイ Lymnaea 
aponica に 感染 せしめ , 72 日 ~84 日 後に ocellata 群 に 
属す る 一 新 cercaria の 育成 に 成功 し た . 

2. 本 育成 cercaria は 体制 上 及び 育成 源 の 卵子 の 形 
態 的 特徴 に 基づき , 一 新 住 血 吸 虫 の cercaria で あぁ る と 
断定 する . 

3. 本 育成 Cercaria を Cercaria mieensis n. sp. と 
命名 する . 

稿 を 終わ る に 当り , 御 な る 御 指導 に 御 校閲 
を 賜 わ つ た 恩師 田部 教授 た に 衣 心 より 感謝 する と共に, 本 
研究 に 多大 の 御 援 助 を いた だ いと た 田中 議 師 に 謝意 を 表し 

本 論 六 の 要 苫 の 一 部 は 昭和 32 年 11 月 日 本 寄生 虫 学 会 
西日本 支部 第 13 回 大 会 に た 於 て 発表 
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STUDIES ON THE DERMATITIS-PRODUCING CERCARIA MIEENSIS N. SP. 
IN MAN Il. ON CERCARIA MIEENSIS N. SP. DEVELOPED 
FROM EGGS OF AN AVIAN SCHISTOSOME 


HipeMAsA ISHIDA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka) 


In the previous paper a new trematode eggs found in the intestinal mucosa of the teal-ducks, 
‘Querguedula crecca crecca captured in Nagashima region, Mie Prefecture was reported. In this 
‘study, the second of a series, the experimental infection of a fresh-water snail, Lymnaea japonica 


with the miracidia hatched from the eggs newly found in the teal-duck was undertaken in an attempt 
to obatin the cercaria. 


] Furcocercous cercariae could be obtained from infected Lymnaea japonica from 72 to 84 days 
.after infection. Ecological and morphological investigation on these cercaria and eggs indicted 
8g that these cercaria was a new species to which the present author proposed a name, Cercaria 


mieensis n. sp. to mean its locality. Locality and specific diagnosiss of this cercaria were also described. 


ne 
ae 
会 記 
第 30 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 案内 
( 曳 第 30 回 日 本 寄生 中 学会 総会 を 当地 で 御 引受 け 致 し , 第 2 日 4 月 2 日 (日 ) 一 般 講演 ・ シ ン ポ ジウ ム 
19 次 記 の よう に 開催 運営 いた し 度 く 御 案内 申 上 げ ま す . 当 ーー「 ト キソ プラ ズ マ 」 
3 地 は 御 承 知 の よう に 田舎 町 で 何 の お か まい る も 出来 ませ ん 翌 昌 4 月 3 日 (月 ) エク スカ ーション . 御 希 
3 が , 期日 頃 は 頂 慶 要 の 花 も 見 頃 で 九州 は 絶好 の 季節 で も 望 の 方 の み 日 本 住 血 吸虫 症 流 行 地 を バス 
あり , 何卒 多数 御 出席 下さ いま し て 昭和 36 年 度 の 総会 で 御 案 内 し ます . 
を 太 大 上 且つ 有意 義 な らし め る よう 御 支 援 を お 願い 申 上 げ 申込 締切 昭和 36 年 1 月 末日 
ます . 近く 会 員 各 位 の 御手 許 に それ ぞ れ 詳細 な 御 案 内 を 差 上 
期日 昭和 36 年 4 月 1 日 ( 土 ), 2 日 (HB), げ ま す が , 以上 簡単 に 誌上 で 御 知 せ し て お きま す . 
会 場 久留 米 市 旭 町 、 人 久留 米 大 学 医 学部 講堂 昭和 35 年 12 月 
日 程 前 日 3 月 31 日 ( 金 ) 幹事 会 評議 員 穏 親 会 第 30 回 日 本 寄生 中 学会 総会 
第 1 日 4 月 1 日 ( 土 ) 一 般 講演 ・ 評 議員 会 ・ 会 長 岡 部 攻 洋 
総会 ・ 会 
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[寄生 学 雑誌 第 9 第 6 号 730-734 1960) 


人 に 皮膚 炎 を お こす Cercaria mieensis n. sp. の 研究 


(3) Cercaria mieensis n. sp. の 病原 性 に つい て 


石田 秀 雅 
大 阪 医科 大 学 病 理学 教 (指導 田部 教授 ) 


(昭和 35 年 9 月 29 日 受領 ) 
特別 掲載 


言 

1928 年 Cort が 一 定 の 鳥類 及び 獣 類 住 血 吸 躍 の cer- 
caria が 人 の 皮膚 に 容 入 し て 発疹 性 皮膚 炎 を 起す こと を 
指摘 し て 以来 , 住 血 吸 虫 皮 膚 炎 に 関す る 研究 が 世界 各地 
に 於 て 勃興 し た . 

我が国 に 於 て は 1948 年 田部 教授 に より , 島根 県 実 
湖 発生 する “ 病 の 病原 体 と し て 血 
Gigantobilharzia sturniae (Tanabe 1948) の cercaria 
が 発見 され て 以来 , 棟 鳥 住 血 吸 虫 は 我が国 に お ける 水田 
皮膚 炎 の 主要 な る 病原 体 と し て , 国内 各地 方 に お ける 多 
く の 報 告 が 続出 し た . 然るに 1953 年 以来 田部 教授 , 小 
田 , 宇野 , 田中 等 の 系 統 的 な 研究 に より 隠岐 諸島 に 発生 
する 住 血 吸虫 皮膚 は , 住 血 吸 虫 と は の カモ を 
終 宿 主 と す る 住 血 吸虫 類 の cercaria を 病原 と し , 耐 か も 
その 主要 病原 の 種 属 は 北米 に お ける 分 布 の 知ら れ て いる 
Trichobilharzia. physellae で ゅ る こと が 近 時 判明 する 
に 及 ん で , カモ 〒 そ 寄生 住 血 吸 躍 の 我が国 に 於 ける 水田 皮膚 
炎 病 原 体 と し て の 意義 は 依 か に 重要 性 を 帯び ぴる に 到 つ 

著者 は 既報 の 如く 三重 県 長島 地方 に 於 て コガ モ Qxer- 
guedula crecca crecca の 腸 壁 に 一 種 の 住 血 吸 虫 卵 を 
見 出し , その miracidium を モノ アラ ガイ Lymnaea 
japonica に 感染 せしめ 一 新 cercaria を 育成 し 得 て , 
Cercaria mieensis n. sp. と 命名 し た . 従 つ て コガ モ を 
終 宿 主 と す る 住 血 吸 虫 の cercaria で ある Cercaria mie- 
ensis が 果して 人 体 に 対す る 皮膚 炎 起 生 性 を 有する や 韻 
や は 当然 最も 興味 ある 課題 と な る . 

本 問題 に 関し て は 著者 等 は 育成 し た Cercaria mie- 
ensis を 使用 し て 人 体 に 著 明 な 皮膚 炎 を 起す こと を 実験 
証明 し , その 成績 の 一 部 は 田中 , 千 頭 (1957) に より 既に 
報告 され て いる . 

著者 も Cercaria mieensis の 病原 性 の 有無 を 解明 すべ 


く , 著者 自身 の 皮膚 に 感染 実験 を 行い 著 明 な 皮膚 炎 の 控 


来 を 証明 し た の で , ここ に その 成績 を 報告 する 次 第 で あ 
る 
実験 材料 並び に 方 法 

前 編 に 述べ た 如く 三重 県 長島 地方 に お いて 捕獲 し た ヌコ 
ガ モ Querguedula crecca crecca の 腸 粘 膜 より 見 出し 
た 一 新型 の 住 血 吸虫 卵子 の miracidium を モノ アラ ガイ 
Lymnaea japonica に 感染 せしめ , 実験 室内 の 恒温 水 椿 
に て 育成 し て 得 た Cercaria mieensis を 水 を 入れ た シャ 
ー レ 内 に せしめ , 趣 性 に より 運動 活 る 成熟 
cercaria の み を 別に 試験 管内 に 分 離し , ピペット に て を そ 
の cercaria を 3~5 隻 吸引 し , 予め 温 湿 布 に て 柔らかく 
し た 42 歳 の 男子 (著者 ) の 前 肝 屈 側 皮膚 面 に 滴下 し , 感 
染 経 過 を 観察 し た . 耐 し て 実験 は 一 次 感染 と 二 次 感染 と 
に 区 別して 行 な つ た. 即ち 二 次 感 染 は , 一 次 感染 4 週間 


後に 同一 人 の 同一 部 位 に 一 次 感染 時 と 同様 の 方 法 を 用 いい 
て 行い , 一 次 感染 , 二 次 感染 も 感染 後 1 時間 及び 


時 間 後 に 該 部 の 皮膚 を 直径 2.5mm の Trepan に て 切 
除 し , 10% フ ォ ル マリ ン 及 び カ ル ノ ア 液 固定 後 , 型 の 如 
く パ ラフ ィ ン 連 続 切 片 と し , へ マト キシ リン ー エ オデ ヂ デン 
染色 及び PAS 染色 を 行い 検 鏡 し た . : 
実験 成績 

l. Cercaria mieensis 一 次 感染 実験 

症例 42 男子, 左前 屈 側 に Cercaria mieensis 
3~5 令 を 感染 せ し む . 

(1) 臨床 所 見 


水滴 と 共に 前 に 載せ た cercaria は 皮膚 線 交叉 よ 


り 逆 立 し , 頭 部 より 尾部 を 激しく 動か し 皮膚 に 究 入 すす 


る . この 際 刺 痛 を 感じ 更に 10 分 後に は 基 浴 感 が 次 第 だ 


増し て くる . 30 分 後に は 栗 粒 大 の 発赤 が 著 明 と な る ( 宇 


1). 
更に 45 分 後に な る と 発赤 部 は 栗 粒 大 の 明瞭 な る 丘 姿 
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真 写 


l. Cercaria mieensis 一 次 感染 , 感染 後 30 分 表 
皮 ける 大 の 発疹 . 


3. 同一 次 感染 1 時 間 後 (HH.E. 染色 ) 10x10, 表皮 
に は 浮腫 が 見 らち れ cercaria の 虫 体 が 明瞭 た に 認め 
られ る . 乳頭 層 , 真皮 層 では, わずか に 和 毛細 
の 充血 が ある 他 著 変 は な い . 


5. 三次 感染 1 時 間 後 ( 有 H.E. 染色 ) 10x10, 表皮 
層 に は 強い 浮腫 と 水 癒 形成 が 見 られ 躍 体 は 見 ら 
れ な い 。 水 癒 の 部 に は 好 中 球 を 主 と し た 浸 潤 , 
乳頭 層 に は 単 球 , リン ペ バ 球 の 浸潤 が 認め らち られ, 
真皮 層 で は , 原 線維 の 化 と , 血 周囲 
ける 単 球 及び リン ペ 球 の 浸 澤 が 著 明 で ある . 
と な つて くる . 市 し て 24 時間 後に は 発赤 及び 疲 塗 感 は 
潤 次 軽度 と な つて くる が , 患部 は 入浴 或 は 就寝 等 に より 
該 部 が 温まる と 再び 和 浴 感 が 増大 する . 48 時 間 , 72 時 
間 と 時 間 の 経過 と と も に 発赤 及び 丘疹 は 蘭 次 消失 し て , 
96 時 間 以 後に な る と 患部 に 褐色 の 色素 沈着 が だ おこる. 
この 色素 沈着 も 感染 後 15 日 目 頃 に は 殆 ん ど 不明 瞭 と な 
り , 患部 に 刺 載 を 加え る と 淡 赤 色 の 療 痕 が 認め られ る 程 
度 に な る . 
(2) 皮膚 組織 の 病理 組織 学 的 所 見 
j) 感染 1 時 間 後 , 角 化 層 及 び l 題 粒 層 の 間 の 透明 層 に 一 
致す る 部 に , cercaria 体 部 の 断面 が 明瞭 に 見 られ る 写 
真 3, の. cercaria は 頭 部 に より 題 粒 層 を 圧迫 し 為 に 直 
下 の 細 胞 は 選 化し , その 部 の 両側 に 位 す る 
は 同様 圧 排 され た 像 を 量 す . 基底 細胞 は 細胞 体 に 空隙 を 
生じ て いる . cercaria の 方 向 は 皮膚 面 に 対し 和 斜 又は 横 位 
を と つて いる . 侵入 部 位 は 毛 井 , 汗腺 , 皮脂 腺 等 の 排 池 
管 と は 無関係 で 深 慶 も 一 定 で な い . cercaria の 構造 は 鮮 
明 な も の も あり , 又 一 部 は 形態 が く づ れ か け て いる の も 
ある が , 眼 点 の メラ ニン 馴 粒 が 明らか に 認め られ る . 真 
皮 で は 殆 ん ど 変 化 は 認め られ ず 細 胞 の 反応 も 起 つ て いな 
い 
ii) 感染 24 時 間 後 , 表皮 層 で は 基底 細胞 層 の 配列 が 乱 


(102 ) 


2. 同 二 次 感染 , 感染 後 30 分 表皮 に ける 丘疹 及 
び 水 胞 形 成 


4. 同 , 10X40, cercaria 体 は 明瞭 な 輪 示 
し , 眼 点 が 認め らち られ そ の が 軽度 に し て 
いる . 


6. 同 , 10x40, 表皮 層 一 部 に 淡 好 酸性 の 小 題 粒 が 
認め ち れ , その 部 に 好 中 球 の 浸 装 と 好 酸 球 が 少 
数 見 られ る . と これ は 貝 体 の 崩壊 , 融解 像 と 考え 
られ る . 表皮 細胞 は 周辺 た 強く 圧 平 さ れ て 核 は 
し て い る . 


れ , 真皮 層 か ら 単 核 細胞 の 浸潤 が 見 られ 又 こ の 部 の 基底 
細胞 の 核 小 体 は 大 体 2~3 = コ で 非常 に 明瞭 で あぁ る . 他 の 
部 で は 殆 ん ど 変 化 は 見 られ な い . 

真皮 層 で は 血管 周囲 , 汗 腺 及 び 皮 脂 腺 導 管 部 に 沿 つ て . 
単 核 球 及び リン パ 球 を 認め る が , 好 中 球 は 全く 認め られ 
な い . PAS 染色 で も さしたる 所 見 は 認め られ な か つた . 

2. Cercaria mieensis 二 次 感 染 実 験 

症例 42 歳男 子 (一 次 感染 と 同一 人 ), 前 肝 屈 側 に 3~ 
5 Cercaria mieensis を 感染 せ し む . 

(1) 臨床 所 見 Cercaria mieensis を 一 次 感 湊 よ り 4 
週 後 に , 一 次 感染 と 同一 人 体 の 同一 部 位 に 同様 の 方 法 に 
て 二 次 感染 を 行 つ た と ころ , 10 分 後に 刺 痛感 次 いで 閥 
感 を 感じ 発赤 し 始め , 30 分 頃 よ り そ の 発赤 部 は 径 10mm 
を 越え る 丘疹 と な る (写真 2). この 二 次 感 染 で は 一 次 感 
染 に 於 ける より 丘疹 の 出現 が 速く 且つ 強度 で あぁ つた. 2 
時 間 , 24 時 間 後 に も 尚 絶え 難 き 反 内 感 を 覚え 近接 し た 感 
染 部 は , その 発赤 腫 張 に よ ょ り 互 に 融合 し 熱 感 を 伴 な つて で 

48 時 間 , 72 時 間 と 時 間 の 経過 に つれ 丘疹 も 次 第 に 減 
少し て くる が , 一 次 感染 に 比 し 持続 時 間 が 長い . 1 週間 
後に は 患部 に 色素 沈着 を 遣 す に 至る . 

(2) 皮膚 組織 の 病理 組織 学 的 所 見 
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i) 感染 1 時 間 後 表皮 層 は 真皮 層 と の 間 に 間隙 を 作り 
一 部 で は 基底 細胞 の 配列 が 乱れ , 核 は 姜 縮 し 好 中 球 及 び 
単 核 細胞 の 浸潤 が 見 られ る (写真 5). 球状 細胞 の 核 も 同 
様 に 壮 縮 し この 層 ま で 細胞 浸潤 が 及 ん で いる . 角 化 層 は 
全体 に 薄 な り 細 胞 あぁ る 表面 で は , 層 乃 
透明 層 が 針 出 し て いる . 貝 体 は 見 出し 得 な か つた . 真皮 
層 の 血管 周囲 に は 細胞 浸潤 が あぁ あり, その 中 に 少数 の 形態 
を 保つ た 好 酸 球 が 見 られ た (写真 5, 6). 

ii) 感染 24 時 間 後 表皮 層 は 1 時 間 後 の も の と 同様 真皮 
層 と の 間 に 類 円 形 に 圧迫 する 間隙 を 作っ て お り , その 一 
部 に エ オ ジン に 微細 題 粒 状 に 染まる 変性 に 陥っ た 核 を 含 
ん だ 所 が あり . その 周囲 の 球状 細胞 及び 基底 細胞 は 強く 
圧 平 され , この 部 に 真皮 層 血 管 周囲 より 浸潤 の 連 り を 持 
っ 好 中 球 が 多数 浸潤 し , ここ に は 好 酸 球 は 見 られ な い . 
この 部 以外 に も 好 中 球 の 浸潤 は 著 明 に 認め られ た . 真皮 
層 で は 血管 及び 血管 周囲 に と 著 明 な 細胞 浸潤 が あり , この 
中 に 好 酸 球 の 浸潤 も 認め られ た . この 好 酸 球 は 殆ど 原 
形 を 保つ て いて 分 核 し て いる も の は 少く , 大 体 単 核 で あ 
る . 少数 の 好 酸 球 が 脇 原 線維 中 に 見 られ る が , これ ら も 
何ら の 変化 を も みせ て いな か つた . 真皮 層 深 部 の 小 血 管 
周囲 に は 脇 原 線維 の 膨 化 を 認め た . 

総括 並び に 考 接 

Cercaria mieensis の 容 入 に よ つ て お こる と ころ の 皮 
炎 は , 臨床 的 に は 10 分 前 後に 及び 感 が 起り 
-30~50 分 後に は 紅斑 性 丘疹 の 発現 を 認め る . 市 し て 一 
次 感染 に 比 し 二 次 感染 で は 丘疹 共に 出現 が 速く 
つ 強 度 で ある . 24 時 間 後 に は 一 次 感染 で は 発疹 及び 疲 
が 軽度 と な る が , 二 次 感 は 却 つ て 強度 と 
な る . 証し て 一 次 感染 , 二 次 感染 共 1 乃至 2 週間 後に は 
褐色 の 色素 沈着 を 遣 す に 至る . 
組織 学 的 に は , 一 次 感染 の 場合 は 1 時 間 後 に 表皮 内 に 
cercaria の 存在 を 認め た が 二 次 感染 の 場合 で は 認め られ 
な か つた . 24 時 間 後 は 一 次 感染 に 於 て 表皮 基底 細胞 の 
配列 が 乱れ , 単 球 の 浸潤 が 少数 認め られ , 真皮 層 に 好 中 
球 を 全く 認め な か つた . 二 次 感染 に 於 て は , 表皮 及び 真 
皮 乳 頭 層 に 浮腫 が あり, 表皮 層 に 好 中 球 及 び 単 核 球 の 浸 
潤 が 著 明 で , 真皮 層 に 於 て 脇 原 線維 の 膨 化 崩壊 が あり 血 
管 周 囲 に も 好 中 球 , リン パ 球 の 浸潤 が 見 られ た . 即ち 二 
次 感染 の 場合 は 炎 性 病変 の 程度 は 顕著 で , アレ ルギー 性 
皮膚 炎 の 性 格 を 帯び る 事 が 認め られ た . 
田中 , 千 頭 に よ つ て 報告 され た Cercaria mieensis の 
実験 的 皮膚 炎 は 一 次 感染 2 例 (28 歳男 子 及び 45 歳男 子 ) 
及 び 二 次 感染 1 例 (28 歳男 子 ) で その 所 見 は , 「 一 次 感染 


次 感染 で は , 表皮 層 へ の 好 中 球 の 浸潤 , 真皮 層 に お ける 
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で は 10 分 後に 刺 痛 及 び 和 内 感 , 30 分 で 栗 粒 大 の 発赤 , 
45 分 で 明瞭 な 丘疹 が 発現 し , 24 時 間 後 に は これ ら は 軽 
快 , 48 時 間 以後 は 色素 沈着 を 残す . 組織 学 的 に は 1 時 間 
後 で は 角 化 層 直 下 に cercaria の 断面 を みた が , 他 に 特 
別 の 変化 を 認め な い . 24 時 間 後 で は 表皮 層 に 単 球 の 少 
数 の 浸潤 , 直 皮 層 で は 血管 周囲 に 単 球 及び 洲 巴 球 が 散在 
性 に 見 られ る . 二 次 感染 で は , 10 分 後に 刺 痛 , 冶 央 感 が 
あり, 50 分 で 丘疹 発現 更に 冶 湊 感 は 長 時 間 持 続 す , 組織 
学 的 に は 24 時 間 後 で , 表皮 層 に 著 明 な 好 中 球 の 浸 油 , 
真皮 層 に 脇 原 線維 の 膨 化 及び 崩壊 が あり , 血管 周囲 に 好 
中 球 , 泊 巴 球 の 浸潤 を みた 」 と 述べ て お り 著 者 の 所 見 と 
全く 一 致す る . 

Cercaria mieensis に より 基 起 され た 上 記 皮 膚 炎 の 所 
見 は . 小田 (1953), (1953) 等 の 血 吸 Gigan- 
tobilharzia sturniae (Tanabe 1948) の 皮 炎 及 び 岐 
島 に 於 ける 小田 (1958), 田中 (1959), 千 頭 (1960) 等 の 
Trichobilharzia 属 Cercaria の 実験 的 皮膚 炎 と 臨床 症 
状 及 び 病 理 組織 学 的 に 類似 し て いる . 即ち 今 ま で に 知ら 
れ て いる 本 邦 の 住 血 吸 虫 皮 虜 炎 の 症状 と 一 致す る . 

Cercaria mieensis の 終 宿主 は 三重 県 長島 地方 に 飛来 
する コガ モ Quxuerguedula crecca crecca で あり , 同 地方 
の 水田 に も その 中 間 宿 主 で ある モノ アラ ガイ Lymnaea 
Japonica が 多数 棲息 する 水田 も ある こと が 知ら れ て い 
る . 現在 俗称 “ ッ ブ マ ケ ” 又は ““ ェ ンド ウ カ ブレ "” と 称 
され る 水田 皮 虜 炎 が 当地 方 に み ら れ る が , その 病原 体 と 
し て 小田 (1956) が 住 血 吸虫 Gitgantobilharzia stur- 
nzae (Tanabe 1948) の cercaria で あぁ る と 報告 され て い 
る が , 著者 が 実験 的 に 得 た Cercaria mieensis も その 中 
間 宿 主 の 分 布 状 態 か ら 同 地方 の 皮膚 炎 の 原因 と し て 考慮 
し 得る こと は 充分 の 可能 性 が ある 事 と 考え られ る . 夏 に 
三重 県 長島 地方 の みな ら ず 本 邦 の コガ モ Querguedula 
crecca crecca の 渡来 する 地方 に 於 て は 水田 皮膚 炎 の 病 
原 問 題 に この Cercaria mieensis を 考 應 する 要 が ある と 
考え られ る . 

1) 'Cercaria mieensis は 人 体 皮 し て 刺 痛 及 
び 療 感 を 起 し , 30~50 分 後に は 紅斑 性 丘疹 を 発現 せ し 
む . 二 次 感 染 で は 皮膚 炎症 状 の 発生 は 促進 され 増強 され 
る . 

2) Cercaria mieensts に よる 皮膚 炎 は 病理 組織 学 的 
に は , 一 次 感染 で は , 1 時 間 後 に 角 化 層 直 下 に cercaria 
の 断面 を みる の み に て 人 災 性 病変 は 殆ど ど み られ な い . 二 
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妥 原 線維 の 膨 化 崩壊 等 の 炎 性 病変 が み ら れ る . 7) 小田 珠 三 (1958) : 隠岐 詞 の 水田 に 発生 する 住 血 
3) Cercaria mieensis は 終 宿主 , 中 間 宿主 の 分布 関 吸虫 皮膚 に 関す る 研究 , 1.-IIL. 岡山 研 年 報 。 
8, 41-62 
係 か らし て 三重 県 長島 地方 の みな ら ず , 三重 県 その 他 の 4 。 ; 
8) 宗 治 (1953) : 代 病 皮膚 に 関す る 研究 
稿 を 終わ ちる に 当り , 終始 御 懇 篤 な る 御 指 導 並 びに 御 校 9) Talbot, S.B. (1936): Studies on schistosome der- 
を 賜 やっ た 恩師 田部 教授 に より 感謝 する と共に, matitis. Amer. J. Hyg., 23, 372-384. 
本 研究 に 多大 の 御 援助 を いた だ いと た 田中 講師 に 謝意 を 表 10) gt RRR: 米子 医学 
し ます -. 11) 田部 浩 ち (1950) : の 組織 病理 , 日 本 病理 
学会 会 計 39, 270-271. 
1) Cort, W. W.(1928): Schistosome dermatitis in the 12) 田部 浩 ら (1951) : 標 鳥 住 血 吸虫 症 の 病理 , 日 本 
U. S. (Michigan) , Amer. Med. Ass’n., 90, 1027- 病理 学会 会 誌 , 40, 39-40. 
1029. 13) 田部 浩 (1953) : 隠岐 島 に 発生 し た 佳 血 吸虫 皮膚 1 
2) Cort, W.W. (1950): Studies on schistosome der- 炎 に っ つい て, 学 雑誌 2(1), 94. ( 
matitis XL., Amer. J. Hyg., 51(3), 251-307. 14) 田中 実ら (1957) : 三重 県 長島 地方 の 住 血 吸虫 皮 
3) Macfarlane. W.V. (1949): Schistosome Derma- に 関す る 研究 , 日 本 寄生 虫 学会 西日本 
titis in New Zealand. I. II. Amer. J. Hyg., 50, 部 第 13 回 大 会 講演 抄録 , 85-87. H 
143-167. 15) 田中 実 (1959) : Trichobilharzia physellae に 関 2 
4) Olivier, L. (1953): Experimental schistosome する 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 8(3), 358. 7 
dermatitis in rabbits. Parasitol., 39, 280-291. 16) 田中 実 (1960) : 隠岐 産 Trichobilharzia phy- 7 
5) 小田 其 三 (1953) : 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 ; I IIL sellae に 関す る 研究 , I.-IV. 寄生 虫 学 雑誌 , 9 
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STUDIES ON THE DERMATITIS-PRODUCING CERCARIA MIEENSIS 岡 
N. SP. IN MAN lll. ON THE PATHOGENICITY 
OF CERCARIA MIEENSIS N. SP. a 
HIDEMASA ISHIDA 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka) 8 
The present work is an extension of the author’s studies determing whether Cercara mie- . 
ensis n. sp. developed from eggs newly-found in the intestine of teal-ducks in Nagashima region, ) a 
Mie Prefecture and proposed by the present author a new species of trematode in the previous report, oe 
will be a causative agent of dermatitis in man or not. The author demonstrated experimentally 2~ 
that C. mieensis could produce dermatitis on contact with author’s forearm skin on which typical 
symptoms suggestive of cercaria dermatitis were observed clinically and patho-histologically. It 感 3 
appears, therefore, well-established that C. mieensis is a causative agent of dermatisis in man. る と 
され 
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アァ アメリカ 多 虫 の 仔犬 体内 に 於 ける 発育 に つい て 


吉田 岡本 司 肥後 今井 貴美 子 
京都 府立 医科 大 学 医 動 物 学 教室 (主任 長 花 操 教 授 ) 
(昭和 35 年 10 月 受領 ) 
特別 掲載 


人 間 に 寄 生 す る ヅ ビ ニ 釣 虫 4Ancylostoma duodenale 
及び アメ リカ 釣 虫 Necator americanus は stenoxenous 
( 少 宿主 性 ) の 寄生 虫 で , 自然 界 に 於 て 人 以外 の 動物 か ら 
見 出さ れ た 記録 も ある が 之 は 極 く 稀 れ な 事 で ある . 実験 
的 に これ ら 釣 虫 を 人 以外 の 動物 に 感染 せしめ よう と の 試 
み は 従 来 か な り 行 われ , その 内 ジ ビ ニ 釣 虫 に つい て 若干 
の も の は 成功 し て いる が 実験 例 数 も 少く 上 且 発 育 し た 釣 虫 
の 数 も 極め て 少数 で ぁ り , 一 般 的 に 人 以外 の 実験 動物 体 
内 で 本 銘 虫 は 一 定 度 迄 は 発育 する が それ 以上 は 困難 で あ 
る と の 考え が 普通 で あつ た . 所 が 吉田 ・ 岡 野 (1959) は 
ヅ ビ ニ 多 虫 被 論 幼虫 を 仔犬 に 経口 感染 せしめ る と 容易 に 
成虫 に 迄 発育 し , 感染 後 24 日 目 頃 に 多く の 虫 体 は 交接 
を 行い , 28 日 ~36 日 の 間 に は 工 便 中 に 虫 卵 を 見 出し , 誠 
見 に より 多数 の 成熟 体 を 得 た 事 を 報じ た. その後 
岡 (1960) も 之 を 追試 し 同様 の 結果 を 得 た 事 を 報告 し た . 

云う も な く 従 来 ビニ 虫 の 成虫 を 得る に は 選 解 
剤 或 は 駆虫 に よる 他 は な く , か くし て 得 た 躍 体 は た と え を 
生き て いた と し て も 生理 , 生態 の 実験 に 供する 事 は 無理 
で あり , この 種 の 実験 に は 主として 犬 釣 虫 が 代理 を 努め 
て いた . 併 し 御 ら 今後 は 直接 ジ ビ ニ 釣 虫 を 用 いて 実験 を 
行う 事 が 出来 る 様 に な つた . 

こ > ゝ > で 当然 考え られ る 事 は 人 体 寄 生 釣 虫 の も う 一 種 ア 
メリ カ 釣 虫 は 如何 と いう 点 で ある . 前 に も の べた 如く ジ ゾ 
ビニ 釣 虫 に 関し て は 著者 等 の 報告 (吉田 ら , 1959) 以前 に 
2~3 の 報告 が ある (Looss, 1911 ; Alessandrini, 1905 ; 
Herman, 1905 ; 横川 , 1934). 然し アメ リカ 釣 虫 の 動物 
感染 実験 が 成功 し た と いう 報告 は 見 当ら な い . 成 書 を 見 
る と アメ リカ 釣 申 は 人 以外 に 類人猿 , 犬 , 豚 等 に も 見 出 
され る と 記述 され た も の が 多く , 更に Craig and Faust 
(1951) の 成 書 を みる と “Under specially controlled con- 
ditions it (Necator americanus) may develop to the 
adult stage in dogs and cats, ”( 括 孤 内 現 著 者 挿 
入 ) と 記述 され て いる が その 精細 に つい て 知る 事 が 出来 


な い . ““adult stage ” と 成熟 体 と は 全く 意味 を 
に する と 考え る . Looss(1911) に よれ ば 彼 の 知る 限り に 
於 て 豚 及 び 犬 へ の 感染 実験 は すべ て 陰性 に 終っ つっ て いる と 
の べ て いる . 

周知 の 如く ジ ビ ニ と アメ リカ と は 形態 , 感染 
経路 , 病害 及び 駆虫 剤 に 対す る 抵抗 性 等 種々 の 点 に 於 て 
その 性 質 を 異 に する . ヅ ジ ビ ニ 銘 中 に つい て は 前 述 し た 如 
く 犬 を 代用 し て 実験 が 行わ れ た が アメ リカ に つ 
いて は 適当 な 材料 が な い . 今 若 し 実験 動物 体内 で アメ リ 
カ 多 虫 を 成虫 に 迄 発育 せしめ る 事 が 出来 れ ば 今後 種々 の 
面 に 於 て 新しい 研究 分 野 が 開け る も の と 信じ , 1958 年 以 
来 任 犬 を と 用 いて 感染 実験 を 行 つ て 来 た 所 , 之 に 成功 し 
た . 目下 その 精細 な 点 を 追求 中 で あぁ る が と りあ え ず こ ・>_ 
に その 概略 を 報告 し た い . 

材料 並び に 方 法 

感染 実験 に 用 いた 犬 8 頭 は 生後 1 ユ ~3 ヵ月 (体重 1.3 
kg~3.0kg) の 仔犬 で 雌雄 は 特に 限定 し て いな い . 予め 
四 塩 化 エ チレ ン , ピ ペ ラ ジン , サン トニ ン 等 に より 犬 釣 
虫 , 犬 回 虫 の 駆虫 を 行 つ て か ら 実 験 に 供し た . 

実験 は 昭和 33 年 5 月 か ら 35 年 9 月 の 間 に 行 われ た が 
アメ リカ 釣 虫 単独 感染 者 が 近畿 地方 で は 仲 々 得難い 為 こ 
の 様 に 実験 期間 が 長く な つた . アメ リカ 多 虫 被 論 幼 虫 は 
同 多 虫 保有 者 の 便 を 濾紙 培養 し 10~25 日 を 経 た 完熟 
虫 を 用 いた . 仔犬 へ の 感染 方 法 は 犬 を 背 位 に 固定 し 腹部 
の 毛 の 少 い 所 を 水 で 清潔 に 拭き ( 剃 毛 は しない ), 500~ 
1,000 幼虫 を 含む 水滴 を 塗布 し 之 が 乾燥 する つ 
た . 所 要 時 間 は 大 体 1 時 間 乃 至 1 時 間 半 を 要 した. 経 皮 
感染 後 13 日 , 26 日 , 31 日 , 42 日 , 45 日 , 71 日 目 に 居 
殺し 主として 小腸 内 容 を 精密 に 検査 し (小腸 を 8 等 分 し 
各部 位 別に 採 た ), 或 る も の は 小腸 壁 及び 内 諸 器 
官 を ベー ルマン 装置 に か け 体内 移行 中 の 幼虫 の 検出 を 行 
つた . 採集 され た 貝 体 は 形態 を 観察 し 耳 虫 体 の 計測 を 行 
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成績 

(1) 感染 後 13 日 目 の 所 見 

1 号 犬 及び 2 号 犬 の 2 匹 の 仔犬 に つい て 観 祭 し た . こ 
の 2 の 犬 は 多 発育 に 及ぼ す コ ー チ ゾン 注射 の 影 
観 侍 し て いた 為 , 幼虫 感染 4 日 前 か ら 死 の 日 迄 本 剤 per 
kg 15 mg を 連続 注射 し て いる . 且つ この 2 頭 は 必殺 で 
な く 死 亡 で あり 死 因 は 恐らく ュ コーチ ゾン 連続 注射 の 影響 
と 考え られ る . 

1 犬 は 1958 年 5 月 6 日 アメ リカ の 被 約 
500 令 を 経 皮 接触 せしめ 同年 5 月 19 日 に 死亡 し 前 見 を 
行い 小腸 内 容 の み を 検査 し た 所 第 1 表 に 示す 如く 小腸 か 
ら 158 隻 の 幼虫 を 検出 し た . 貝 体 は Fig. 1, 2 3 に 示す 
如く すべ て 4 期 の 体制 で 原始 口 有 し , 雌雄 の 
別 が 可能 で ある . 無 作為 に 25 隻 を 選び 計測 を 行 つ た 値 
は 第 1 表 の 如く 平均 体長 1,760 g 体 幅 127 g 食道 長 366 
で 9 , 雄 16 隻 で つた. 

2 犬 は 1 犬 と 同時 に 同数 の を 感 せ た も の 
で や は り 5 月 19 日 に 死亡 し た . 小腸 内 に は 56 隻 の 4 期 
幼虫 を 見 出し た . その 内 20 令 を 無 作 為 に 撰 び 測定 を 行 
っ つた 所 第 1 表 に 示す 如く 平均 体長 1,582 g, 体 幅 113 
食道 長 343 で 雌 6, 雄 14 で あぁ つた . 

(2) 感染 後 26 日 目 の 所 見 

3 号 犬 は 昭和 35 年 2 月 23 日 に アメ リカ 多 虫 被 朗 幼虫 
1,000 隻 を 腹部 皮膚 に 接触 せしめ 後 飼育 を 行 つ た が , 同 
年 3 月 19 日 に 犬 お や ゝ 衰 た の で 必殺 し し た . 小 
腸 内 容 か ら 検 出さ れ た 貝 体 は 計 12 隻 で その 内 . 小腸 第 1 
部 位 か ら は 雄 2, 雌 6, 第 3 部 位 か ら 雌 2, 第 4 部 位 か ら 雌 
1, 第 7 部 位 か ら 雌 1 が 採集 され た . 肺 , 肝 , 筋 等 は ミー 
ルマン 装置 に より 幼虫 の 検出 を 行 つ た が 陰性 で あぁ つた. 
採集 され た 12 隻 の 釣 虫 の 内 , 雌 の 体長 は 最大 4,120 
最少 3,000, 平均 3,598m で は 2,220u と 2,460 g, 
平均 2,340xm で いづ れる も 体制 上 5 期 幼 成虫 で あり , すべ 
て の 貝 体 の 日 部 は 特長 ある 板 状 の 咳 器 cutting plate を 
有 し ジ ヅ ジ ビ ニ 或 は 犬 多 虫 の 如き 歯 邊 で は な い . 然し 性 的 に 
は 未だ 成 し て お ら ず 卵巣 , 子宮 の 発育 は 完成 せ ず 勿論 
未だ 子宮 内 卵 は な い . に て も 交接 完 は 到 つ 
て いな い . その 形態 は Fig. 4, 5, 6, 7 に 示し た . 

(3) 感染 後 31 日 目 の 所 見 

4 号 犬 , 5 号 犬 の 2 匹 の 仔犬 に つい て 観 鶴 を 行 つ た . 
4 号 犬 は 1 号 犬 と 同時 即ち 昭和 33 年 5 月 6 日 に アメ リ 
カ 釣 被 約 500 令 経 皮 接 触 せ し め 同 年 6 月 6 日 
必殺 し た . 成績 は 小腸 より 1 隻 の 雌 成 虫 を 見 出し た の み 
で あぁ つた . この 1 隻 は 体長 6,660 zm で 口 部 は cutting plate 
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を 有 し アメ リカ 多 貝 に 間違い は な い . か な り 発 育 し て い 
る が 未だ 子宮 内 卵 は 認め られ な か つた . 

5 号 犬 は 昭和 35 年 7 月 21 日 に 約 500 隻 の 被 訟 幼虫 を 
経 皮 接 触 せ し め , 同年 8 月 21 日 に 必殺 し た の で ある が 
小腸 第 4 部 位 か ら 雄 1, 雌 1, 第 5 部 位 か ら 雌 1, 第 6 部 
位 か ら 雄 1 の 計 4 令 が 検出 され た . 体長 は 雄 が 4,500 g 
及び 5,800 (平均 5,150 , が 4,700g 及び 7,600 g 
(平均 6,150 ) で その 形態 は Fi 所 . 8, 9. 10, 1+ に 示し た 
如く の cutting plate は 特徴 的 で あり , の 交接 
形態 も アメ リカ 釣 虫 の 特徴 を 示し て いる . 雌 の 卵巣 は 発 
育 し 卵細胞 を 充満 し て いる が 子宮 内 に 未だ 卵 は 蔵 さ れ て 
いな か つた . 

(4) 感染 後 42 日 目 の 所 見 

6 号 犬 は 昭和 33 年 10 月 3 日 約 700 の アメ リカ 
被 褒 幼 虫 を 経 皮 接触 せしめ 後 42 日 目 に 当る 同年 11 月 14 
日 に 必殺 し た . 摘出 し た 忠 体 は 2 令 で 共に 雌 , 小腸 第 3 
部 位 と 第 4 部位 か ら 見 出さ れ た . 共に 5 期 成虫 で Fi. 
12, 13 に 示す 如く 口 膝 の cutting plate は 明らか に アメ リ 
カ 釣 虫 で ある 事 を 示す . 体長 は 夫々 9,600 gg, 10,200 
で ほ 違 完熟 成 牛 に 達し て いる と 考え られ た が 未だ 子宮 内 
卵 は 形成 され て いな か つた . 駐 養 便 内 虫 卵 も 陰性 で あぁ つ 
た . 

(5) 感染 後 45 日 目 の 所 見 

7 号 犬 は 昭和 35 年 7 月 21 日, アメ リカ 被 
約 500 令 を 腹部 皮膚 に 接触 せしめ 後 約 1 ヵ月 を 経た 頃 か 
ら 2~3 日 に 1 回 づつ っ 飽和 食塩 水 浮 法 に る 検査 
を 行 つ た が 虫 卵 が 陽 転 し な い の で 感染 後 45 日 を 経過 し 
た 9 月 4 日 に 必殺 し 市 見 し た 所 , 第 1 表 に 示す 如く 小腸 
か ら 4 隻 の 成虫 を 見 出し た . 内 1 隻 は 雄 で 体長 8,300 g. 
3 隻 は 雌 体長 9,200 10,000m 及び 10,300 m で ぁ つ 
た . 共に 口 部 に は 明らか な cutting plate を 有 し 雄 の 次 接 
許 は アメ リカ 多 虫 特有 の 釣鐘 状 を な し , 各 肪 の 配列 , 形態 
も 特徴 的 で あつ た . 雌 3 隻 は いづ れ も よ く 発 育 し て お り 
卵巣 内 は 卵細胞 で 充満 し て お り 1 隻 の 子宮 内 に は 不 受精 
卵 か と 思わ れる 貝 卵 を 認め た が 他 の 2 隻 は 未だ 卵 の 形成 
は 見 られ な か つた . これ ら の Fig. は 14, 15, 16, 17 に 
示す . 

(7) 感染 後 71 日 目 の 所 見 

8 号 犬 は 昭和 35 年 2 月 23 日 に アメ リカ 多 虫 被 栓 幼虫 
約 1,000 隻 を 経 皮 接触 せしめ 71 日 を 経過 し た 5 月 4 日 
に 必殺 し た . 本 犬 は 属 殺 時 の 検便 で 釣 虫 卵 陽性 で あぁ つた 
が , 感 包 後 何 日 目 か ら 陽 性 に な つた か は 残念 征 ら 検査 し 
得 な か つた . 小腸 か ら 4 隻 の 成虫 が 採集 され 之 も 雄 1 
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隻 , 雌 3 で あぁ つた . は 体長 7,000, の 内 1 令 
10,100m で 子宮 内 卵 を 有 し て お り , 1 隻 は 10,960 で 
子宮 内 卵 な く , 他 の 1 隻 は 躍 体 が 破壊 し た の で 体長 を 測 
り 得 な か つた が 子宮 内 卵 を 有 し , 体 の 大 き さ も 他 の 2 者 
と ほぼ 同じ くら いと 考え られ た . 4 由 体 共 口 部 , 交接 裏 
等 の 形態 に 於 て 明らか に アメ リカ 釣 申 で あつ た . その 有形 
態 を Fig。18, 19, 20 に 示し た . 
考 

著者 の 1 人 吉田 及び 岡野 (1959) は ヅダ ビ ニ 多 虫 被 幼 中 
を 生後 2~3 ヵ月 の 仔犬 に 経口 感染 せしめ る と 本 釣 虫 は 
仔犬 腸管 内 で か な り 容 易 に 発育 を 完了 し 感染 後 24 日 目 
頃 に は 交接 を 行い , 早 き は 28 日 目 , 遅 き も の で る も 36 日 
に は 犬 の 内 に 躍 を 見 出し , この 頃 に する と 
97~106 ( 投 与 中 は 700 ) も の 多数 の ビニ = 
成虫 を 検出 し , 且 こ の 成虫 の 産 下 する 貝 卵 を 培養 し で 得 
た 幼虫 を 再び 人 に 経口 投与 する と 高 率 に 成虫 を 生ずる 事 
を 認め , 従来 人 以外 の 動物 に 於 て 発育 困難 と 考え られ て 
いた ゾ ヅ ビ ニ 釣 虫 の 動物 実験 は 予想 外 に 容易 で あり , 生き 
た まく ゝ の 本 釣 虫 を た や すく 入手 出来 る 事 を 報告 し た . そ 
の 後 1960 年 寄生 躍 学会 総会 シン ポジ ウム に 於 て 安 羅 岡 
は この 実験 を 追試 し 同様 の 結果 を 得 た 事 を 報告 し た . 一 
方 人 に 寄生 する も う 3 一種 の 重要 な 釣 虫 で ある アメ リカ 多 
中 に つい て 従来 の 文献 を みる と 先ず 成 書 Craig & Faust 
(1951) を みる と アメ リカ 釣 虫 の 自然 宿主 と し て 人 の 他 に 
類人猿 の 数 種 か ら 記 録 さ れ , , セン ザン コウ , 
類 の 各々 か ら 少く と も 1 回 づ っ の 記録 が ある と な し , 
M6&nnig (1949) に は 犬 , 横川 ・ 森 下 (1933) に は 類人猿 , 
犬 , 豚 , 又 Lapage(1956) に は ヅ ゾ ビ ニ , アメ リカ 両 種 釣 
虫 が オー スト ラリ ア の 豚 か ら 見 出さ れ た と 記載 され て い 
る . 然し これ ら の うち に は 古い 時 代 に 於 て 他 の 釣 虫 と 
混同 され て いる 場合 も か な りあ る と 考え られ る . Looss 
(1911) に よる と アメ リカ 釣 虫 の 宿主 は 人 と ゴリ ラ と な 
し , アフ リカ 多 虫 の 宿主 は キチ オン パン ヂ デー と し て いる が , 
後者 が synonym で あぁ る と すれ ば 人 , ゴマ リラ, チン ペン 
デー と 云う 事 に な る . 

一 方 アメ リカ 釣 虫 を 人 以外 の 動物 に 感染 せしめ る 実験 
に つい て 著者 等 の 知り 得 た 限り で は 先ず Loos (1911) の 
モノ グラ フ を みる と (p. 210) ““ Experiments in artificial 


infection of animals with larvae of Necator americanus 
have i to the present time been made, to my know- 
ledge, by Lutz on pigs (1885, p. 13) and by Siccardi 
on dogs (1905, p. 107). They all yielded negative re- 
ults. ” と 記述 され て いる . 更に Smith(1903) は アメ リ 
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カカ 多 幼 虫 中 を 犬 に 感染 せしめ 成功 し な か つた 事 を も 述べ 
て いる (p. 333). 上 述 Siccardi の 実験 は 生後 2 ヵ月 の 
仔犬 に アメ リカ 多 虫 幼虫 を 経口 及び 注射 と 両 法 で 与え 3 
ヵ月 後に 誠 見 し た が 躍 体 を 見 出さ ず , 又 第 2 の 実験 は 注 
射 に より 幼虫 を 注入 し 後 5 週 後に 剤 見 し た 所 虫 体 を 認め 
な か つた と 云う 成績 で ある . ’ 

その 後 ア メリ カ 釣 虫 の 動物 感染 実験 は 大 磯 (1929) が 本 
被 を 犬 , 免 , モル モッ ト , マウ ス に 経口 投 
与 し , Schwartz 及び Alicata (1934) は モル モッ ト に 経口 
或 は 経 皮 感 染 を 行い , 又 蒲 池 (1943) は 白 忘 , 犬 に 経 皮 感 
染 を 行 つ て いる が いづ れ も , 発育 の よい も の で 4 期 幼 虫 
に 達し た の み で 性 的 成 問 に 到 っ た と いう 報告 は 著者 の 短 
る 限り 全く な い . 

著者 等 は 1958 年 か ら 1960 年 に かけ て の 実験 に より ア 
メリ カ 釣 虫 を 仔犬 に 経 皮 感 決 さ せる 時 , 数 こそ 少 い が 明 
ら か に 成虫 に 迄 発育 し 体長 も 10 mm を 超え 性 的 に 成熟 
し 排卵 を 行う に 至 る 事実 を 認め た . 

著者 の 1 人 吉田 ら (1959) は さき に ヅ ビ ニ 多 虫 が 仔犬 体 
内 で 容易 に 成虫 に 迄 発育 する 事 を 述べ た が この 成績 と 比 
較 す る と アメ リカ は か な り 感 染 率 が 悪く 上 成 
日 数 も 多く か か る . 今後 種々 host 及び parasite の 条件 
を 考案 し 多数 の 忠 体 が 得 ら れる 様 実 験 を 進め アメ リカ 
多 虫 感染 後 体内 移行 の 精細 に つい て る ゃ 実験 を 行う 予定 で 
あぁ る. 


著者 等 は アメ リカ 多 虫 の 被 幼 躍 を 生後 1~3 ヵ月 の 
仔犬 に 経 皮 感 染 せ し め ゅ る と き は 仔犬 の 小腸 内 で 成虫 に 笑 
発育 する 事 を 認め た . 感染 後 13 日 目 に は すべ て の 由 任 
は 4 期 ぶ 泡 躍 に 迄 発育 し て お り , 26 日 目 に は 5 期 幼 成 虫 の 
体制 を 示し , 31 日 目 に は 更に 体長 を 増す が 未だ 子宮 内 上 外 
を 認め な い . 感染 後 42~45 日 目 に は ほぼ 成熟 の 域 に 達 
する が 子宮 内 及び 犬 閥 便 内 に は 未だ 虫 卵 を 認め な か つ 
た . 感染 後 71 日 目 の 所 見 で は 貝 体 は 完熟 し て お り , 子 
宮内 及び 犬 内 に を 認め た . 即ち アメ リカ 多 
仔犬 体内 で 完 就 成虫 に 迄 発育 する 事 が 明らか と な り 和 将来 
生き た 成虫 を 用 いて 種々 の 実験 を 行う 事 が 可能 と な うつ 


に 当り 御 指 導 御 校 頂い た 長 花 操 教 授 た に 感謝 
る . 
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EXPLANATION OF PLATES 


Plate I. 


Fig. 1-3 4th-stage larvae, 13 days after the infection. 

Fig. 1 Previsional buccal capsule and oesophagus. 

まま 2 Tail part of male larva. 

Fig. 3 Tail part of female larva. 

Fig. 4-7 5th-stage young adult worm, 26 days after the infection. 
Fig. 4 Definitive buccal capsule is formed and cutting plate visible 


in it. 
Fig. 5 Tail part of male worm, bursa copulatorix immature. 
Fig. 6 Tail part of female worm. 
Fig. 7 Whole view of female worm. 


Fig. 8-11 5th-stage adult worm, 31 days after the infection. 
Fig. 8 Cutting plate is visible in buccal capsule. 
Fig. 9 Tail part of male. 
Fig. 10 Tail part of female. 
Fig. 11 Vulva, no egg in uterus. 
Plate II. 
Fig. 12-13 5th-stage adult worm, 42 days after the infection. 
Fig. 12 Cutting plate is distinct. 
Fig. 13 Vulva, egg cells visible in ovary but no egg in uterus. 
Fig. 14-17 5th-stage adult worm, 45 days after the infection. 
Fig. 14 Mouth part and oesophagus. 
Fig. 15 Bursa copulatorix is long in length. 
Fig. 16 Tail part of female. 
Fig. 17 Vulva, egg cells full in ovary but no egg in uterus. 
Fig. 18-20 5th-stage adult worm, 71 days after the infection. 
Fig. 18 Mouth part and oesophagus. : 
Fig. 19 Bursa copulatorix is long in length. 
Fig. Vulva, eggs in uterus are seen. 
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STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF NECATOR 
AMERICANUS IN YOUNG DOGS 


Yukio YOSHIDA, KENjl OKAMOTO, AkigA HIGO & Kimiko IMAI 
(Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, Japan) 


The normal definitive host of Ancylostoma duodenale is man, although some authors 
have recorded the cases of natural infection of this species from some mammals (pig, tiger, lion, 
cat, dog etc.). Attempts of experimental infection of this species to the animals have been 
made by many authors, and some of them have reported that a small number of the worms 
reached maturity in quite young dogs and cats. Recently, Yoshida and Okano (1959) reported 
that a large number of worms of this species reached maturity in young dogs and oviposition began 
during 28-36 days after the oral infection. 

On the other hand, Necator americanus also normally infects in man only, although some 
authors have reported the natural infections of this species from the chimpanzee, gorilla etc. Ex- 
periments of artificial infection of animals with larvae of N. americanus have been made by 
Lutz (1885) on pigs, by Siccardi (1905) on dogs, by Smith (1903) on dogs, by Oiso (1929) on 
dogs, rabbits, guinea pigs and mice, by Schwartz et al. (1934) on guinea pigs and by Kamati (1943) 
‘on rats and dogs. All of these results showed that the encysted larvae of N. americanus infected 
cutaneously realized a little development but it was far from the maturity. Therefore, we had 
no way to receive the adult worms of N. americanus which was fresh and flawless. If we can 
get those fresh worms without any injury, many experimental studies such as ecological and wormi- 
cidal researches will become possible. 

We have carried out the works of artificial infection with N. americanus larvae to young dogs 
(1-3 months old). About 500-1,000 active encysted larvae of this species which was obtained from 
a man by the feces cultivation, were put on the abdominal skin with a small quantity of water 
for about one hour. Exact nmbers of penetrated larvae through the skin were obscure. Develop- 
mental aspects of the worms examined at the various periods after the infection are as follows : 

(1) 13 days after the infection 

Dog No. 1' and No. 2 were infected with 500 encysted larvae on the same day, and then 
both dogs dead on the 13th day after the infection. By the autopsy, 158 worms from dog No. 1 
and 56 worms from No. 2 were recovered respectively. All worms were 4th-stage larvae in shape, 
and it was possible to distnct them male or female as shown in Fig. 1-3. Length and width of 
the worms were 1,760 X 127 pw in dog No. 1 and 1,582 X 113 pg in No. 2, in average. 

(2) 26 days after the infection 

Dog No. 3 was infected with 1,000 encysted larvae, and was killed 26 days after the infection. 
12 young adult worms (5th-stage) were recovered from the small intestine. Definitive mouth capsule 
was formed and the cutting plate was seen in all worms. Length and width of the worms were 
3,369 X 197 p in average. Photographs of the worm were shown in Fig. 4-7. 

(3) 31 days after the infection 

Dog No. 4 and No. 5 were infected with 500 encysted larvae, and were killed on the 31th 
day after the infection. Recovered worm from dog No. 4 was one female which was 6,660 g in 


] 


length and 260 pu in width. From dog No. 5, 2 males and 2 females were recovered and the size 


was 5,650 gp in length and 210 pw in width, in average. All of the worms showed the characters of 
N. americanus morphologically as shown in Fig. 8-11. Female worms had no ova in their uterus. 

(4) 42 days after the infection 

Dog No. 6 was infected with 700 encysted larvae, and was killed 42 days after the infection. 
2 female worms were collected from the small intestine. The worms were 7,700 gs in length and 
320gp in width in average. The cutting plate in mouth capsule was distinct as shown in Fig. 12. 
Eggs in uterus were not yet seen (Fig. 13). 

(5) 45 days after the infection 

Dog No. 7 was infected with 500 encysted larvae, and was killed 45 days afer the infection. 
1 male and 3 females were recovered. All worms had the characters of typical N. americanus 
morphologically as shown in Fig. 14-17. No eggs were seen both in uterus and in feces. 

(6) 71 days after the infection : 

Dog No.8 was infected with 1,000 encysted larvae, and was killed 71 days after the infection. 
1 male and 3 females ‘were collected from the small intestine by the autopsy. All worms were 
full grown adults and were typical N. americanus. The size of worms 7,0004& in male and 
10,100-10,960 gp in female. Eggs were visible both in uterus of the female worms and in the dog’s. 
feces. 

By the results mentioned above, it was decided that the larvae of N; americanus could 


infect and develop to the mature worm in young dogs. 
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Trichobilharzia physellae (Talbot, 1936) 及び 
Trichobilharzia ocellata (LaValette, 1855) 
の cercaria の 微細 構造 に 関す る 研究 


御 前 


定 


大 阪 医 科大 学 病理 学 教室 (指導 田部 浩 教 授 ) 
(昭和 35 年 10 月 5 日 受領 ) 


特別 掲載 


住 血 吸 虫 皮膚 炎 に 関す る 研究 は , Cort(1928) の 記載 に 
始 り , その 病原 体 が 鳥類 又は 獣 類 住 血 吸 虫 cercaria に よ 
る こと が 明らか と な つた . 

これ 等 の 住 血 吸 虫 cercaria に つい て は , 既に LaValette 
(1855) が Cercaria ocellata に つい て 記載 し , Ssinitzin 
(1909) は 同種 cercaria の 形態 学 的 の 観察 を 行 つ て いる . 
南 後 C. ocellata と 同様 の 体制 を 示す cercaria の 発見 
が 続出 し た の で , Sewell (1922) は , この 種 cercaria 和 群 
の 体制 的 特徴 に 拠り , 体 部 , 幹 尾 , 岐 尾 を 有 し , 体 部 に 
頭 部 器官 , 腹 吸盤 , 1 対 の 眼 点 , 5 対 の 細胞 , (3 
3) 十 1] の 配 式 の 終末 細胞 を 具 え た る 岐 尾 cercaria 群 を 
定義 し , Ocellata 型 に 属す る cercaria と し た . 

Ocellata 型 cercaria に 属す る cercaria の 記載 は , 現 
在 ま で に 14 種 以 上 に 及 ん で 居る , その 内 , 住 血 吸 躍 皮 
膚 炎 の 疫学 上 , 現在 われ われ に と り 重 要 な 種 は Tricho- 
bilharzia ocellata Trichobilharzia physellae で 
ある . 

T. ocellata (LaValette 1855) は , 1930 年 , Matheson 
に より, 英国 に 於 ける 湖水 皮膚 炎 の 病原 と し て 記載 され 
て 以来 , 欧州 諸国 に 於 ける 住 血 吸 虫 皮膚 迷 の 病原 体 と し 
て 周知 で ある . 北米 に 於 ける 水浴 皮膚 炎 の 病原 と し て 有 
名 な Cercaria elvae が , McMullen & Beaver, 1945 に 
より TT. ocellata の cercaria と 同定 され る に 及び , 
T. ocellata の cercaria は , 米 大 陸 を 加え 広汎 な 分 布 城 
を も つ に 至 つ た . TT. physellae(Talbot, 1936) の cercaria 
は , Talbot に より Michigan Douglas 湖 の Physa par. 
eri な る に 見 出さ れ , 米国 に ける 水浴 皮膚 の 病原 
体 と し て 知ら れ て いる . 

この 両 種 の 住 血 吸虫 の 東洋 に 於 ける 分 布 は 久しく 不明 
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で あぁ つた が , 近年 我国 に 於 いて も 分 布 す る こと が , 田部 
(1953), 小田 (1958), 田中 (1959), 千 頭 (1960) 等 の 研究 
に より 明らか に され , 且つ , この 両 種 の cercaria は , 隠 
岐 水田 皮膚 作 の 病原 体 で ある こ と が 解明 され , 私 ども の 
強い 関心 を よび 起す よう に な つた の で ある . 

Ocellata 型 の cercaria は , 近 時 , 単なる 体制 的 形態 検 
討 の み を 以 て し て は , 種 の 鑑別 上 確定 の 困難 な る 場合 の 
あぁ ある こと が 知ら れ て 来 た . 

McMullen 等 の 提唱 する 如く , 生活 史 の 実験 的 追究 を 
まつ て 種 同定 の 可能 な る こと は ,C. elvae と C. ocellata 
と の 同定 問題 に 拠っ つて も 究 知 され る と ころ で ある . 

依っ つて 私 は , Ocellata 型 cercaria の 微細 構造 を 検討 す 
る こと に よ つ て , この 分 類 上 の 問題 を 解決 し 得る よう に 
な る か る も 知れ な いと 考え , 我々 は この 方 面 の 開拓 を 期待 
し , 本 邦 に 於 いて 入手 し 得る Ocellata 型 cercaria の 微 
細 構 造 の 研究 を 企図 し た . 文献 を か えり みる と , 住 血 吸 
虫 cercaria の 微細 構造 に 関し て は , 日 本 住 血 吸虫 その 
他 の 種 に 一 部 記載 が ある が , Trichobilharzia 属 に つい て 
は , . szidati Neuhaus, 1952 の cercaria を 稚 い て は 
記載 を 見 な い . 特に C. ocellata, C. physellae に つい て 
は , 海外 に 於 いて も 微細 構造 の 検索 は 行わ れ も て お ら す ず , 
人 体 に 皮膚 炎 を 起す 病原 cercaria の 形態 学 方 面 の 未知 領 
で ある . 

私 は 田部 教授 指導 の 下 に , 一 定 の 吸虫 類 に つい て は , 
超 微 細 構 造 の 検索 期 に ある 現状 に 鑑み , 上 述 T. physe- 
llae KR び T. ocellata の cercaria に 関す る 形態 学 的 知 
見 の 欠陥 を 速 に 補足 すべ く , 本 研究 に 着手 し た . よ つ て 
ここ に その 成績 を 報告 する . 

研究 材料 及び 研究 方 法 
本 研究 に 使用 し た Trichobilharzia physellae 入 び 
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1 Lymnaea japonica 中 の Lymnaea japonica 


成熟 Cercaria physellae 
腹 側 の 模式 


T. ocellata の cercaria は , 隠岐 産 モ ノア ラガ イ Lym- 
naea japonica の 体内 に 於 て 自然 に 就 成 し 宿主 体 よ り 注 
出し た cercaria 群 の 内 , 予め 種別 同定 を 経て 選別 され 
た も の で ある . 上 記 2 種 の cercaria は 下記 の 4 種 の 環境 
に お ける 組 に 分 け て 検索 し た . 

1. 出 cercaria : Lymnaea japonica の 終 腸 腺 
に お ける sporocyst より 涯 出し な い 成 熟 期 の cer 
caria 

2. 出 cercaria : Lymnaea japonica か ら 自然 に 
水中 に 洗 出し た 成熟 期 の cercaria 


3. 血液 内 cercaria : 鴨 の 血液 を 含む sponge に 実験 


的 に 侵入 せしめ た 成熟 cercaria 
4. 皮膚 内 cercaria : 人 体 皮 膚 に 実験 的 に 侵入 せ し 
め た 成熟 cercaria 
以上 の 4 組 の cercaria を それ ぞ れ Carnoy 固定 の 上 , 
型 の 如く Paraffin 包 埋 , 連続 切片 を 製作 後 , Haemato- 
xylin-Eosin 染色 , Azan 染色 , Bielschawsky の 
色 , P.A.S. 染色 , 鉄 Haematoxylin-Eosin 染色 を 施し 検 鏡 


の 成熟 Cercaria phy- 
sellae 体 模式 図 


略号 解説 
act. 前 排 洪 
b.m.……・ 境 
d.c.g.……・ 腺 導 
d.e.g.・…・ 出 腺 の 
d.m 腹 よ り 背 部 に 向 つ て 走 
行 す る 筋 東 
a 腸 原 基 
食道 
脱出 腺 
f.c.……・ 細胞 
生 原 基 
h.g.…… 
m 
神経 
n.c 神経 中 枢 連 合 
研究 成績 


[1] Cercaria physellae の 微細 構造 
(下記 計測 値 は 湊 出 cercaria の も の で ある 

1. 表皮 , parenchym cell 及び 感覚 器 

体 表 面 は , 厚 さ 0.0008 mm の cuticula に 被 わ れ ( 写 
真 2, その 内 側 は Azan 染色 に より 深 青 色 を 量 す る 
0.0001 mm の 薄い 膜 を 境 に , 外輪 内 縦 の 筋 層 と な る . 
筋 層 は 厚 さ 0.0012 mm で ぁ つ た が , 境界 筋 附 着 部 附近 , 
腹 吸 盤 前 後 の 腹 側 及 び 尾 部 に 近い 部 分 で は , 厚 さ 0.0015 
mm 土 0.0002 mm を 示す . 輪状 筋 線維 の 幅 径 は 0.0009 
mm, 縦走 筋 線維 の 幅 径 は 0.0010 mm で ぁ つ た . 頭 部 に 
は その 下層 に 和 斜 走 筋 が 存在 する . 体 肉 細胞 は 一 層 よ り 
な り , 筋 層 内 側 に 存在 し , その 核 の 大 き さ は 0.0026X 
0.0035mm で 染色 質 に 富ん で いる (写真 3). parenchym 
cell は , 大 き さ 0.0037Xx0.0045 mm の 大 形 の 村 色 質 の 
少な い 核 を 有 し , 体 後 端 及び 神経 節 の や > 前 方 腹 側 附近 
に 多く 認め られ た . " 
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感覚 器 は 8 対 を 観察 し 得 た . cuticula 
より 鈍 円 形 に 0.0016 mm 0.0004 mm 
隆起 し , その 拓 端 に ある 小 毛 は , 0.0026 
mm 土 0.0006 mm で あぁ つて (写真 5), 体 
前 端 に 近く 腹 側 寄 り に 側 腹部 に 1 対 , 境 
昇 皮 附 着 部 前 後 の 側 腹 部 に 各々 1 対 , 考 
腺 導 管 の 境界 筋 を 通過 する 高 さ の 側 腹 部 
に 1 対 , 境界 筋 後 端 の 高 さ の 側 腹 部 に 1 
対 , 眼 点 の 高 さ の 側 腹 部 に 1 対 , 腹 吸 杉 
の 高 さ の 側 腹 部 に 1 対 , 生殖 原 基 の 高 さ 
の 側 腹 部 に 1 対 の 感覚 器 を 認め 得 た (第 
3 図 ). 

2. 頭 部 器官 

咽頭 様 構 造 を 示す 境界 筋 は , cercaria 
体 部 を 前 後 の 二 部 分 に 区 別して いる . そ 
の 前 体 部 は 内 に 導管 , . 頭 及び 食道 
を 入れ て いる (写真 1, 4 5; 6, 7, 8, 
9, 10, 11, 19). 

境界 筋 の 構造 : 境界 筋 は 。 外 縦 内 輪 の 
よく 発達 し た 二 層 の 筋肉 より な り , 縦走 
筋 線維 の 一 端 を 体 後方 に 向け た 鈍 円 鑑 形 
を 量 す る . 両 筋 層間 の 境界 皮 は , Azan 
染色 で 強く 青 染 され , 厚 さ 0.0003 mm 
で ある . 境界 皮 は , 体 部 長 軸 の 前 より 約 
リリ の 所 で 体 壁 に 附 着 し , 境界 筋 の 後 端 
は , 体 部 長 軸 の 前 より 略 々 リリ : の 高 さ で 
体 の 中 央 に 終っ て いる . 

境界 筋 の 前 縁 に 近く , 左右 両側 を 腹 側 寄 り に 考 腺 の 導 
管 が 通過 し , 後 端 の 中 央 より 少し 背 側 に よっ つた 所 を 食道 
が 通過 する . 外 縦 筋 は 14 条 の 筋 束 より な り ( 幅 径 0.0039 
mm), 各 筋 束 は 4 本 の 筋 線維 ( 幅 径 0.0012 mm) より な 
る . 考 腺 導 管 通 過 部 より 後方 で は , 特に 発達 し て いる 内 
輪 筋 は 8 条 の 筋 豆 より な り ( 幅 径 0.0035 mm), 各 筋 東 
は 2 本 の 筋 線維 ( 幅 径 0.0019 mm) より な る (写真 1, 4, 

頭 閥 : 失 端 を 前 方 に 向け た 舌 状 の 形 を し た 頭 閥 は , 前 
体 部 の 過半 を 占め , 前 後 径 0.028 mm, 左右 径 0.025 
mm, 背 腹 径 0.015 mm で あぁ あつ て, 中 に 屈 光 性 に 富み , 
且つ Haematoxylin-Eosin 染色 に よ つ て 強く 好 酸 性 に 染 
まる 粒 を 充満 し て お り , 時 に 不明 な 細胞 核 の 
残 を 見 る . 頭 の 前 方 及び 側 方 に は , 核 色 質 に 富ん だ 
0.0014x0.0030 mm の 選 平 な 核 を 持つ た 細胞 が , これ 
を 取り 囲ん で 一 層 を な し 存在 する . 後方 境界 筋 と の 間 に 
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第 4 後 の Cercaria 
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模式 図 ( 田 中 原図 ) 


は , 0.0026 Xx0.0035 mm の 核 色 質 の や > 逐 し い 核 を も 
つた 細胞 が , 一 光学 的 断面 に 10~13 っ 存在 する (写真 1, 
4, 9, 第 1, 2 図 ). 

境界 筋 通 過 後 の 毒 腺 導管 品 前 体 部 に 入 つ た 導管 は , 前 
外 背 方 に 向 つ て わずか 進む が , すぐ 方 向 を 前 内 腹 方 に 転 
し じ し , 次 いで や > 前 外 方 に わずか に 進む . 導管 は , この 走 
行 の 間 に 急 速 に 太 さ を 減じ (直径 0.0008 mm), 前 体 部 
前 端 の 腹 側 寄 り に 到達 する . 開口 部 に 一 致し て 5 対 の 刺 
が あぁ ある, これ は 前 方 に 0.0014 mm 突出 し 端 に 失 
を 有する 中 空 の 突起 で ある . 

左右 導管 の 開口 部 の 距離 は 0.0065 mm で あぁ つた 写 
真 45,6, 7, 8, 9, 10, 第 1,2 図 ). 

3. 腹 吸 

体 部 長 軸 の 後 よ り 略 々 リ s の 位置 の 腹面 中 央 に 腹 吸 如 
が 存在 する . 正面 より 見 る と 類 円 形 , 側面 より 見 る と 馬 
で あぁ つて , 吸着 面 に は 「 或いは 「 ーー 」 
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の 横 裂 を 量 す る 吸盤 溝 が ある . 腹 吸盤 の 直径 は 0.0172 
mm, 背 腹 径 は 0.0231 mm, 吸盤 溝 は 長 さ 0.0107 mm, 
幅 0.0015 mm, 深 さ 0.0160 mm で あぁ つた . 吸盤 の 前 脚 
は , 後 脚 に 比 し て 太く , その 幅 の 比 は 4 : 3 で ぁ つ た . 
筋 線維 の 間 の 0.0026 x0.0031 mm の 核 は , 吸盤 底 の 方 
に 多く 存在 し た (写真 1 7, 8, 9, 19, 第 1, 2 図 ). 
腹 吸盤 より 4 対 の 筋 線維 束 が , 放射 状 に 背部 に 向い 走 
行 し て 皮下 に 終っ て いる . その 各々 は 2 本 宛 の 筋 線維 
(0.0014 mm) より な る . 即ち 腹 盤 前 面 の 両側 方 か ら 起 っ 
た 筋 線維 は , 前 方 か ら 背部 に 向い , 眼 点 後方 の paren- 
chym cell の 3~4 コ っ 集 合 す る 皮下 に , 2 本 に 別れ て 終っ 
て いる . 腹 吸盤 後面 の 両側 か ら 起 つた 筋 線維 は , 後方 か 
ら 背 部 に 向い , 第 4 位 , 第 5 位 の 毒 腺 細 胞 の 境 の 皮下 で 
parenchym cell が 3~4 = 集 つ て 形成 し て いる 高まり に , 
2 本 に 別れ て 終 つ っ て いる . 吸盤 側面 の 前 の 方 より 起 っ つた 
筋 線維 は , や > 前 方 か ら 背 部 に 走り , 2 本 に 別れ て 皮下 
に 終る . 吸盤 側 面 の 後 の 方 より 起 つ た 筋 線維 は , や > 後 
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方 か ら 背 部 に 走り , 2 本 に 別れ て 皮下 に 
終る . 前 二 者 の 筋 線維 は , 後 二 者 に 比 し 
て よく 発達 し て いる . 他 に 吸盤 底 よ り 起 
り , 第 2 位 の 奏 腺 細胞 の 間 を 通り , 背部 
に 向 つ て 走行 し て 皮下 に 終る 筋 線維 を 認 
め た (写真 8, 第 2 図 ). 

4. 神経 節 及 び 眼 点 

神経 節 は , 境界 筋 の 後 端 と 第 1 位 の 寺 
腺 細 胞 と の 中 間 の 高 さ で , 替 腺 導 管 の 背 
方 に 左右 対称 的 に 対 を な し て 存在 する . 
その 外層 は , 一 断層 20~26 っ の 密集 し 
た 神経 細胞 を 算 し , 内 部 は 神経 線維 の 集 
合 か ら な る . 神経 細胞 の 核 は , 析 円 形 で 
0.0026 XxX0.0031 mm で ぁ つ て , 校 色 質 
に 富ん で いる . 神経 節 内 部 は , 矢 状 断 に 
於 いて 模 形 を 示し , 上 底 0.0050 mm, 下 
底 0.0070 mm, 高 さ 0.0093 mm で あつ 
た . それ ぞ れ の 側 の 神経 節 か ら 腹 側 に 前 
及び 後 枝 , 背 側 に 前 及び 後 枝 , 眼 点 に 一 
枝 の 神経 線維 が 放射 状 に 走行 し て いる の 
が 見 られ た . 両側 の 神経 節 を 連ね る 神経 
線維 の 集合 より な る 神経 中 枢 連合 は , 寺 
腺 導 管 の 背 側 に 於 いて 橋 状 に 横たわり , 
その 断面 は 類 円 形 を 量 し , 直径 0.006 
mm で あっ つた (写真 1, 5, 12, 16, 17, 
第 5, 6 図 ). 

眼 点 : 一 対 の 眼 点 は , 神経 節 の すぐ 後方 に 位置 し , 背 
側 の 皮膚 に 近く 存在 し , 球状 を 量 し 直径 0.0071 mm の 
大 き さ で , 暗 褐 色 の 0.0007x0.0008 mm の 一 光学 的 断 
面 40~50 コ の メラ ニン 類 粒 の 集 ひ り よ りな り , 内 に 0.0036 
Xx0.0053 mm の Haematoxylin-Eosin 染色 で 赤 紅 色 に 絢 
まり , Bielschawsey の 鍼 銀 染 色 で 難 染 色 性 の 硝子 体 を 満 
し て いる . 眼 点 間 の 距離 は 0.0089 mm で ぁ つ た (写真 
3, 17, 第 1, 2 

5. 食道 及び 腸 原 基 

境界 筋 附 着 部 か ら 少 し 前 方 の 腹 側 の 口 よ り 始 っ た 食道 
は , 境界 筋 の 内 側 を 背後 方 に 向 つ て 走行 し , 境界 筋 の 後 
端 近く を 背 側 に 向 つ て これ を 通過 し , 反転 し て わずか に 
後 腹 方 に 走 つ た 後 , 再び 後背 方 に 方 向 を 転じ , 神経 節 中 
枢 連 合 の 腹 側 を 通り , 眼 点 と 直 腺 導管 と の 間 の 分 岐 し た 
短い 盲 管 の 腸 原 基 に 終 つ っ てい る. その 外 径 は 境界 筋 通過 
後 の 所 で 0.0018 mm で あぁ つた (写真 , 11, 19, 第 1 
2 図 ). 
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6. 排 洪 器 系 統 

煽 状 細胞 は 7 対 あ り , 体 部 に 6 対 , 尾部 の 前 端 近 くに 
1 対 2[(3+3) 十 1〕 認め られ る . 切片 に 於 いて は , 排 洪 
管 は 判然 と し な か つた . 

煽 状 細胞 の 核 は 0.0018x0.0030 mm で , 胞体 は 不明 
腔 で 核 に つく いて 円 鑑 状 に 線 毛 束 が あり , その 周囲 に 一 
層 の 膜 様 層 が 囲 続 し , 空間 が 認め られ る . 線 毛 の 長 さ は 
0.0060 mm, 幅 0.0018 mm で , 線 毛 数 は 明らか で な い 
(写真 18, 25. 26, 第 3, 4 図 ). 

7. 腺 

C. physellae の は , 5 対 の 大 き な 単 細胞 腺 りな 
る . これ に は 体 前 端 に 開口 する 導管 が , それ ぞ れ に 認め 
られ る . 

毒 腺 細 胞 の 位置 : 前 より 算 え 第 1 位 の 考 腺 細胞 は , 体 
部 長 軸 の 略 々 中 央 の 高 さ で 腹 側 に 近く 左右 相 接 し て 存在 
し , すぐ 後方 に ある 第 2 位 の 奏 腺 細 胞 は , 腹 吸盤 を 取り 囲 
む 様 に し て 腹 側 に 近く 存在 する . 第 3 位 の 毒 腺 細 胞 は , 
第 2 位 の 毒 腺 細胞 の 後方 に 接し て 同様 に 腹 側 に 近く 存 
在 す る が , 第 4 位 の 細胞 は , 第 2 位 , 第 3 位 の 
細胞 の 背 側 に 存在 する . 第 5 位 の 考 腺 細胞 は , 第 3 位 , 
第 4 位 の 考 腺 細胞 の 後方 に 接し て 存在 し , 後 端 部 は 殆ど 
体 の 後 端 に 達し て いる . 第 1 位 , 第 2 位 の 夫 腺 細胞 は , 
第 3 位 , 第 4 位 , 第 5 位 の 直 腺 細胞 に 比較 し 大 で あぁ つた 
(写真 1, 12, 13, 18, 19, 20, 第 1, 2 加 ). 

毒 腺 導管 の 走行 : 左右 各々 5 本 ぁ る 毒 腺 の 導管 は , 同 
側 の も の は 互 に 密接 し て 一 つの 束 と な つて 体 前 端 に 向 つ 
て いる . 左右 の 導管 束 は , 始め 眼 点 の 後 外 方 より 前 内 腹 
方 に 向 つ て 進み , 神経 節 の や > 前 の 高 さ で 腹壁 の 直下 に 
達し , 左右 相 接 する (この 部 分 で 導管 の 直径 は 0.0041 
mm 土 0.0002 mm で あぁ つた ). 次 いで 導管 束 は , 前 外 背 
方 に 向 つ て 進み , 更に 前 腹 方 に 転じ , 境界 筋 通 過 部 に 向 
りう. この 走行 に 対し , 腹 側 に 存在 する parenchym cell 
の 集団 は , 固定 的 な 役割 を 果して いる . 導管 束 は , 境界 
筋 の 附 着 部 より や > 後方 で , 腹 側 寄 り に これ を 容 通 し て 
いる が , この 時 導管 は , 境界 筋 に より 強く 絞 拓 され る . 
前 体 部 に 入 つ た 導管 は , 前 述 す る 如く , 前 体 部 前 端 に 両 
側 や ゝ 腹面 に 近く 開口 し て いる (写真 1, 5, 15, 16, 
第 1, 2 図 ): 

8. 生殖 器 

生 玉 器 の 原 基 は , 腹 吸盤 と 体 後 端 の 中 間 よ りや > 前 よ 
り の 第 2 位 , 第 3 位 の 姓 腺 細胞 の 境 の 腹 側 で 体 壁 に 接し 
て 存在 する 細胞 群 で , 細胞 体 は 好 塩 基 性 で ある . 著しく 
核 色 質 に 富ん だ 直径 0.0015 mm の 円 形 の 核 を 有する 細 


胞 群 ( 一 断層 9 =) が 腹 吸盤 側 に , 0.0023 Xx0.0043 mm 
の 析 円 形 の 核 を 有する 細胞 群 (一 断層 7 コ ) が , その 後 側 
に 存在 する . 

生殖 原 基 は , 腹面 より 見 る と 村 円 形 , 側面 より 見 る 時 
は 略 々 三角 形 を 示し , 前 後 径 0.0164mm, 幅 0.0106 
mm, 背 腹 径 0.0089 mm で ぁ っ つた (写真 18, 19, 20, 
Fig. 

9. 尾 部 

cuticula は , 厚 さ 0.0009 mm で 最 外 層 に 皮 球 が 規則 
正しく 配列 し て いる (写真 25). その 内 層 の 筋 層 は 厚 さ 
.0016 mm で あぁ つた. この 筋 層 の 下 に 析 円 形 の 0.0026 
xX0.0028 mm の , 核 色 質 に 富ん だ 核 を 有する 細胞 が 存 
在 す る . 尾 排 江 管 は , 幹 尾 前 端 近 く で 直径 0.0011 mm 
で あぁ あり, その 周囲 に 0.0032x0.0044 mm の 大 き な 核 が 
4 = 規則 正しく 配列 する (写真 25, 27). 

以上 に 述べ た 各 器 官 の 微細 構造 は , 各 条 件 下 の cer- 
caria に 共通 で ある . 

[II] Cercaria pyhsellae の 環境 差 に よる 形態 的 変化 

1. の 内 容 

第 1 位 及 び 第 2 位 毒 腺 細 胞 ( 以 下 前 腺 細 胞 と 略称 す ) は , 
cercaria に て は 大 き な 状 の 核 を 有 し , 0.0070 x 
0.0073 mm の 核 は , 0.0020Xx0.0025 mm の 核 小 体 1 コ 
を 有する . 

前 腺 細 胞 の 題 粒 は , 頭 癌 の も の に 比べ て 粗大 で , Hae 
matoxylin-Eosin 染色 で 青色 を 量 す る が , その 数 は , 第 
3 位 , 第 4 位 , 第 5 位 の 奏 腺 細胞 に 比べ て 少 い , P.A.S. 
染色 で は は 落 藤 色 を す る . 

蓄 出 cercaria の 前 腺 細 胞 に は 題 粒 及 び 核 は 存在 する . 
嶋 の 血液 内 cercaria の 前 腺 細 胞 は 殆ど 空 で , わずか に 
好 塩 基 性 の 線維 様 物質 を 入れ て いる に 過ぎ な い . Azan 
染色 で も 難 染 色 性 で あつ て , わずか の 針 状 の 淡 紫 色 物 を 
認め る . 人 の 皮膚 侵入 後 30 分 の cercaria の 前 腺 細 胞 に 
は , 内 容 を 全く 認め な か つた . 、 

第 3 位 , 第 4 位 , 第 5 位 の 考 腺 細胞 (以下 後 腺 細 胞 と 
略称 す ) は , 未 流出 cercaria で は 大 き な 泡 状 の 核 を 有 し , 
0.0065x0.0078 mm の は , 0.0021x0.0024 mm の 
小 体 1] コ を 有 し て いる . 後 腺 細 胞 の 題 粒 の 大 き さ は , 前 
腺 細胞 の 題 粒 の 大 き さ と 等 し い が , その 数 は 前 者 に 比 し 
て は る か に 多く , 腺 体 及び 導管 に 充満 し , 屈 光 性 に 富ん 
だ Haematoxylin-Eosin 染色 で 赤色 を 量 す る 粗大 題 粒 で , 
この 題 粒 は P.A.S. 染色 に より 濃 藤 赤色 を 量 す る . 

蓄 出 cercaria の 後 腺 細胞 に は l 題 粒 及 び 核 は 存在 する . 
鴨 の 血液 中 の 後 腺 細 胞 は , Haematoxylin-Eosin 染色 で 赤 
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色 の 綱 様 物 の 内 に 淡 赤 色 の 物 を 認め る に すぎ な い . Azan 
染色 で も 青色 の 網 様 物 の 間 に 淡 青色 に 染まる 物 を 認め る 
の み で あつ た . 人 の 皮膚 侵入 後 30 分 の cercaria の 後 腺 
細胞 に は , 内 容 を 全く 認め な か つた ( 表 1 ) (写真 18, 19, 

2. 脱出 腺 (escape gland) 

ymnaea japonica より 未 の 成熟 cercaria に は , 
毒 腺 に くら べ て は る か に 小さ な 単細胞 腺 で あぁ る 8 対 の 脱 
出 腺 を , 左右 対称 的 の 位置 に 認め る . 

脱出 腺 々 体 の 大 き さ 及 び 位 置 : 腺 体 は 0.0057 x0.0093 
mm で , その 核 は 0.0023 Xx0.0027 mm で あぁ つ た . 前 よ 
り 算 え 第 1 位 の 腺 体 は , 境界 筋 附 着 部 より 少し 後方 の 背 
側 に 左右 へ だ た つて 体 忌 に 近く 存在 する . 第 2 位 , 第 3 
位 , 第 4 位 の 腺 体 は , 眼 点 の 後方 , 考 腺 の 導管 と の 間 に 
相 接し て 体 壁 に 近く 存在 する . 第 5 位 の 腺 体 は , 腹 吸盤 
前 縁 より や > 前 方 の 高 さ に , 前 額 断 で は 体 中 央 の 高 さ に 
側壁 に 近く 存在 する . 第 6 位 の 腺 体 は , 第 5 位 の 腺 体 の 
後方 に 接し て や > 腹 側 ょ より に 存在 する (第 1 位 毒 腺 細 和 胸 
と 第 2 位 毒 腺 細胞 の 境 に 存在 する ). 第 7 位 の 腺 体 は , 
第 6 位 の 腺 体 の 後方 で や > 腹 側 よ ょ より に 存在 する . 第 8 位 
の 腺 体 は , 前 者 より 少し 離れ て , 第 2 位 の 毒 腺 細 胞 と 第 
3 位 寿 腺 細 胞 の 境 の 側 腹 部 に 存在 する (写真 21, 22, 
23, 第 1, 2 図 ). 

脱出 腺 導 管 の 走行 : 第 5 位 よ り 第 8 位 ま で の 腺 体 の 導 
管 は , 左右 別々 に 集合 し , 束 と な つて 背部 前 方 に 向 つ て 
走行 し , 第 2 乃至 第 4 位 の 腺 体 の 導管 束 と 合 し , その 後 
は 眼 点 の 外側 を 通り , 神経 節 の 背 外側 を 殆ど 真直 ぐに 前 
走 す る . 境界 筋 前 縁 と 神経 節 と の 中 間 に 達し た 導管 束 
は , 前 方 より 来 た 第 1 位 の 腺 体 の 導管 を 合せ , 前 内 方 に 
方 向 を 転じ , 毒 腺 導管 束 と 合 し て 境界 筋 通 過 部 に 向う 
(写真 22, 第 1, 2 図 ). 

脱出 腺 腺 体 の 内 容 : 腺 体 に 充満 し て いる 題 粒 は , 毒 腺 
細胞 の 題 粒 に 比較 し て 微細 で , 大 き さ は 頭 則 の 内 容 で あ 
る 題 粒 と 大差 の な いも の で あつ た . この 題 粒 は Hae- 
matoxylin-Eosin 染色 に よ つ て 赤色 を 量 し , P.A.S. 染色 
に より 淡紅 色 を 早 する . 

蓄 出 後 の cercaria は , 脱出 腺 の 存在 し た 部 位 を 精査 
し た が , 眼 点 と 毒 腺 導 管 と の 間 , 即ち 第 2 乃至 第 4 位 の 
腺 体 の 存在 し た 部 位 に 空隙 を 認め る の み で , 腺 構 造 は 認 
め な か つた (第 1 表 ). 

な お 第 2 表 の 如く , この 四 つ の 環境 下 に お ける cerc- 
: | 和 民 aria の 各 主 要 計 測 値 に は , 有意 の 差 を 認め な か つた (第 

i 2 表 ). 
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第 1 表 Cercaria physellae の だ に ょ る 形態 
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表 四 っ の 環境 下 に ける C. hysellae の 主要 計測 (単位 mm} 
出 血液 内 皮膚 内 


計 測 部 位 cercaria cercaria cercaria cercaria 


表 皮 0.0008 0.0008 0.0008 1 
体 核 0.0026 X0.0036 0.0026 x0.0035 0.0026 x0.0036 0.0026 x0.0034 
parenchym cell 校 0.0045Xx0.0053 0.0037 x0.0045 0.0045 x0.0054 0.0037 Xx0.0046 
感覚 器 の 隆起 0.0016 土 0.0004 0.0016 0.0004 0.0016+0.0003 
感覚 器 失 端 の 小 毛 0.0026 土 0.0006 0.0026 土 0.0006 0.0027 土 000006 
14 条 14 条 14 14 条 
筋 筋 線維 幅 0.0014 0.0012 0.0012 0.0013 
内 8 条 8 条 8 条 8 条 
筋 線維 幅 香 0.0021 0.0019 0.0019 0.0020 
前 後 径 0.024 0.028 0.028 0.025 
頭 左 右 0.022 0.025 0.025 0.021 
腹 0.014 0.015 0.016 0.012 


頭 の 細胞 核 0.0014 x0.0030 0.0014 Xx0.0030 0.0013 x0.0028 0.0014 x0.0035 
頭 の 細胞 核 0.0027 Xx0.0035 0.0026 Xx0.0035 0.0024 x0.0033 0.0026 Xx0.0035 


0.0015 0.0014 0.0014 


4 0.0171 0.0172 0.0169 0.0157 
0.0250 0.0231 0.0240 0.0231 

腹 吸 0.0026 x0.0032 0.0026 Xx0.0031 0.0023 x0.0031 0.0026 x0.0032 
4 対 4 4 対 4 

神経 細胞 0.0026x0.0031 0.0026x0.0031 0.0025X0.0031 0.0027x0.0033 
直 第 0.0072 0.0071 0.0071 0.0071 

点 硝 子 0.0035x0.0054 0.0036x0.0053 0.0033x0.0047 0.0032x0.0047 
眼 点 問 の 距離 0.0087 0.0089 0.0087 0.0089 

状 細胞 0.0018x0.0030 0.0018x0.0030 0.0017x0.0030 

前 後 符 0.0172 0.0164 0.0170 0.0174 
右 0.0112 0.0106 0.0098 0.0098 


前 群 細胞 0.0016Xx0.0016 0.0015Xx0.0015 0.0014x0.0015 0.0015x0.0015 
後 群 細胞 0.0024Xx0.0044 0.0023 x0.0043 0.0024x0.0040 0.0026 Xx0.0040 


近く 腹 側 ょ り に 側 腹 部 に 1 対 , 境界 皮 附 着 部 前 後 の 側 腹 


[III) Cercaria ocellata の 微細 構造 


(下記 計測 値 は 湊 出 cercaria の も の で あぁ ある) 部 に 各々 1 対 , 毒 腺 導管 の 境界 筋 を 通過 する 高 さ の 側 腹 

1. 表皮 , parenchym cell 及び 感覚 器 部 に 1 対 , 眼 点 の 高 さ の 側 腹 部 に 1 対 , 腹 吸盤 の 高 さ の 

体 表 面 は , 厚 さ 0.0008 mm の cuticula に 被 わ れ , そ oo 1 対 , 生殖 原 基 の 高 さ の 側 腹 部 に 1 対 の 感覚 器 
の 内 側 は Azan 染色 に て 青 染 する 非 薄 な 膜 を 境 に し て , 認め 得 た . 


外輪 内 縦 の 筋 層 と な る . 筋 層 は , 厚 さ 0.0013 mm で あ 2. 頭 部 器官 
つた が , 境界 筋 附 着 部 附近 , 腹 吸 盤 前 後 の 腹 側 及 び 尾 部 咽頭 様 構造 を 示す 境界 筋 は , cercaria 体 部 を 前 後 の 二 
に 近い 部 分 で は 厚 さ 0.0016 mm を 示す . 頭 部 に は , そ 部 分 に 区 別して いる . その 前 体 部 は , 内 に 姓 腺 導 管 , 頭 
の 下層 に 終 走 筋 が 存在 する . この 内 層 に 存在 する 体 肉 細 裏 及び 食道 を 入れ て いる . 
胞 の 核 は , 紡 氏 形 で 核 色 質 に 富み , 0.0015x0.0046 mm 境界 筋 の 構造 : 境界 筋 は , 外 縦 内 輪 の よく 発達 し た 二 
で あっ つた. 層 の 筋肉 より な り , 縦走 筋 線維 の 一 端 を 体 後 方 に 向け た 
parenchym cell は , 大 き さ 0.0039 x0.0045 mm の を る . 両 筋 層間 の 境界 皮 は , Azan で 
色 質 の 少な い 校 を 有 し 。 体 後 端 及び 神経 節 の や > 前 方 腹 青色 を 時 し , 体 部 長 軸 の 前 より 約 リ り r。 の 所 で 体 壁 に 附 着 
側 附 近 に 多く 認め られ た . し , 境界 筋 の 後 端 は , 体 部 長 軸 の 前 より ほ ゞ リ : の 高 さ 
感覚 器 は 8 対 を 観 符 し 得 た . cuticula より 鈍 円 鑑 形 に で 体 の 中 央 に 終っ つっ て いる . 
0.0017 mm 隆起 し , その 拓 端 に 小 毛 を 有 す . 体 前 端 に 境界 筋 の 前 級 に 近く , 左右 両側 を 腹 側 ょ より! 
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管 が 通過 し , 後 端 の 中 央 より 少し 背 側 に よっ つた 所 を 食 
道 が 通過 する . 外 終 筋 は , 14 条 の 筋 豆 より な り , ( 幅 径 
0.0042 mm) 各 筋 束 は 4 本 の 筋 線維 ( 幅 径 0.0012 mm) 

より な る . 考 腺 導 管 通 過 部 より 後方 で は , 特に 発達 し て 
いる 内 輸 筋 は , 8 本 の 筋 束 より な り , ( 幅 径 0.0037mm), 
各 筋 束 は 2 本 の 筋 線維 ( 幅 径 0.0020 mm) より な る . 

頭 論 : 失 端 を 前 方 に 向け た 舌 状 を し た 頭 則 は , 前 体 部 
の 過半 を 占 あ , 前 後 径 0.038 mm, 左右 径 0.0220 mm, 
腹 径 0.0160 mm で ぁ つ て, 中 に 屈 光 性 に 富み , 且つ 
Haematoxylin-Eosin 染色 に よ ょ つて 強く 好 酸 性 に 染まる 微 
細 題 粒 を 充満 し て お り , 時 に 不明 な 細胞 核 の 遺 残 を 見 
る . 頭 要 の 前 方 及び 側 方 に は , 核 色 質 に 富ん だ , 大 き さ 
0.0015x0.0038 mm の 核 を 有する 細胞 が 一 層 を な し 存 
在 す る . 後方 境界 筋 と の 間 に は , 0.0023 x0.0039 mm の 
核 色 質 の や > 逐 し い 核 を も つた 細胞 が , 一 光学 的 断面 9 
存在 する . 

境界 筋 通 過 後 の 奏 腺 導管 : 前 体 部 に 入 つ た 導管 は , 前 
外 背 方 に 向 つ て わずか に 進む が , すぐ 方 向 を 前 内 腹 方 に 
転じ 次 いで や > 前 外 方 に わずか に 進む . 導管 は この 走行 
の 間 に 急 速 に 太 さ を 減じ , 前 体 部 前 端 の 腹 側 寄 り に 到達 
する . 開口 部 に 一 致し て 5 対 の 刺 隷 が ある , これ は 前 方 
に 0.0014 mm 突出 し , 失 端 に 失 針 を 有する 中 空 の 突起 
で ある . 左右 導管 の 開口 部 の 距離 は 0.0072 mm で あぁ つ 

3. 腹 吸盤 

体 部 長 軸 の 後 よ りほ ゞ リ 』 の 位置 の 腹面 中 央 に , 腹 吸 
盤 が 存在 する . 正面 より 見 る と 類 円 形 , 側面 より 見 る と 
馬 忠 形 で ぁ つ た . 腹 吸盤 の 直径 は 0.0178 mm, 背 腹 径 は 
0.0223 mm で , 吸盤 溝 は 長 さ 0.0112 mm, 幅 0.0015 
mm, 深 さ 0.0150 mm で ぁ つ た . 筋 線維 の 間 に 存 在 す る 
核 は , 0.0017 x0.0027 mm で ぁ つ て 吸盤 底 の 方 に 多く 
存在 し た . 腹 吸盤 より 4 対 の 筋 線維 束 が 放射 状 に 背部 に 
向い , 走行 し て 皮下 に 終っ つっ て いる . その 各々 は 2 本 和 宛 の 
和 肪 線維 より な る . 即ち , 腹 吸 毅 前 面 の 両側 方 か ら 起 つた 
和 肪 線維 は , 前 方 か ら 背 部 に 向い , 眼 点 後方 の parenchym 
cell の 4~5 = っ 集合 する 皮下 に , 2 本 に 別れ て 終っ て い 
る . 腹 吸盤 後面 の 両側 か ら 起 つた 筋 線維 は , 後方 か ら 背 
部 に 向い , 第 4 位 , 第 5 位 の 考 腺 細胞 の 境 の 皮下 で pa- 
renchym cell が 4~5 = 集 つ て 形成 し て いる 高まり に , 
2 本 に 別れ て 終 つ て いる . 吸盤 側面 の 前 の 方 より 起 つ た 
筋 線 維 は , や > ゝ 前 方 か ら 背 部 に 走り , 2 本 に 別れ て 皮下 
に 終る . 吸 般 側面 の 後 の 方 より 起 つ た 筋 線維 は , や > 後方 
か ら 背 部 に 当り , 2 本 に 別れ て 皮下 に 終る . 前 二 者 の 筋 
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線維 は , 後 二 者 の 筋 線維 に 比較 し て よく 発達 し て いる . 

4. 神経 節 及 び 眼 点 

神経 節 は , 境界 筋 の 後 端 と 第 1 位 の 考 腺 細胞 と の 中 間 
の 高 さ で , 毒 腺 導 管 の 背 方 に 左右 対称 的 に 対 を な し て 存 
在 す る . その 外層 は 一 断層 25~29 コ の 密集 し た 神経 細 
胞 を 算 し , 内 部 は 神経 線維 の 集合 か ら な る . 神経 細胞 の 
核 は 析 円 形 で 核 色 質 に 富み , 大 き さ 0.0022 Xx0.0035mm 
で あぁ つた. それ ぞ れ の 側 の 神経 節 か ら 腹 側 に 前 及び 後 
枝 , 背 側 に 前 及び 後 枝 , 眼 点 に 一 枝 の 神経 線維 が 放射 状 
に 走行 し て いる の が 見 られ る . 両側 の 神経 節 を 連ね る 神 
経 線 の 集合 より な る 神経 中 枢 連合 は , 奏 腺 導管 の 背 側 に 
於 いて 橋 状 に 横たわり , その 断面 は 類 円 形 を 呈 する . 

眼 点 : 一 対 の 眼 点 は , 神経 節 の すぐ 後方 に 位置 し , 背 
側 の 皮膚 に 近く 存在 し , 球状 を 量 し , 直径 0.0068 mm 
で , 暗 褐色 の 0.0007 Xx0.0008 mm の 一 光学 的 断面 45 コ 
の メラ ニン 題 粒 の 集 り より な り , 内 に 0.0024x0.0046 
mm の 硝子 体 を 入れ て いる . 眼 点 間 の 距離 は 0.0095 
mm で あぁ つた. 

5. 食道 及び 腸 原 基 

境界 筋 附 着 部 か ら 少 し 前 方 の 腹 側 の 口 よ り 始 つ た 食道 
は , 境界 筋 の 後 端 近く を 背 側 に 向 つ て これ を 通過 し , 反 
転 し て わずか に 後 腹 方 に 走り , 次 いで 後背 方 に 方 向 を 転 
じ , 神経 節 中枢 連 合 の 腹 側 を 通り , 眼 点 と 奏 腺 導管 と の 
間 の 分 岐 し た 短い 盲 管 の 腸 原 基 に 終る . その 外 径 は , 境 
通過 後 の 所 で 0.0021 mm で あぁ つた. 

6. 排 器 系 

炉 状 細胞 は 7 対 あ り , 体 部 に 6 対 , 尾部 の 前 端 に 近く 
1 対 2C(3 二 3) 十 1]〕 認め られ る . 切片 に お いて は 排 洪 管 
は 判然 と し な か つた . 如 状 細胞 の 核 は , 0.0010x0.0034 
mm で 胞体 は 不明 瞭 で , 核 に つ ゞ いて 円 鑑 状 に 線 毛 束 が 
あぁ あり, その 周囲 に 一 層 の 膜 様 層 が 囲 続 し . 空間 が 認め ら 
れる . 線 毛 の 長 さ は 0.0063 mm, 幅 0.0018 mm で , 線 
毛 数 は 明らか で な い . 

7. 

C. ocellata の 毒 腺 は , 5 対 の 大 き な 単 細胞 腺 よ りな 
る . これ に は 体 前 端 に 開口 する 導管 が それ ぞ れ に 認め 
られ る . 

毒 腺 細 胞 の 位置 : 前 より 算 し て 第 1 位 の 奏 腺 細胞 は , 
体 部 長 軸 の 略 々 中 央 の 高 さ で , 腹 側 に 近く 左右 相 接 し て 
存在 し , すぐ 後方 に ある 第 2 位 の 毒 腺 細 胞 は , 腹 吸盤 を 
取り 囲む 様 に し て 存在 する . 第 3 位 の 毒 腺 細 胞 は , 第 2 
位 の 寿 腺 細胞 の 後方 に 接し て 腹 側 に 近く 存在 する . 第 4 
位 の 毒 腺 細 胞 は , 生殖 原 基 の 高 さ で 第 3 位 の 姓 腺 細胞 の 
背後 方 に 存在 し , 第 5 位 の 細胞 は , 第 4 位 の 細 
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胞 の 後方 に 接し て 存在 し て いる . 第 1 位 , 第 2 位 の 姓 腺 
細胞 は , 第 3 位 , 第 4 位 , 第 5 位 の 考 腺 細胞 に 比 し 大 で 
あつ た . 

奏 腺 導管 の 走行 : 左右 各々 5 本 ぁ る 考 腺 の 導管 は , 同 
側 の も の は 互 に 密接 し て , 一 つの 束 と な つて 体 前 端 に 向 
つて いる , 左右 の 導管 束 は , は じ め 眼 点 の 後 外 方 より 前 
内 腹 方 に 向 つ て 進み , 神経 節 の や > 前 の 高 さ で 腹壁 の 直 
下 に 達し , 左右 相 接 する . 次 いで 導管 束 は , 前 外 背 方 に 
向 つ て 進み , 更に 前 腹 方 に 転じ , 境界 筋 通 過 部 に 向う , 
この 走行 に 対し , 腹 側 に 存在 する parenchym cell の 集 
団 は 固定 的 な 役割 を 果して いる . 導管 束 は , 境界 筋 の 附 
着 部 より も 少し 後方 で 腹 側 寄 り に これ を 容 通し て いる 
が , この 時 , 導管 は 境界 筋 に より 強く 絞 拓 さ れる . 

前 体 部 に 入 つ た 導管 は , 前 述 す る 如く , 前 体 部 前 端 に 
両側 や > 腹面 に 近く 開口 し て いる . 

8. 生殖 器 

生殖 器 の 原 基 は , 腹 吸盤 と 体 後 端 の 中 間 よ りや > 前 寄 
り で , C. physellae に 比 し , や > ゝ 腹 吸 盤 よ り に 腹 側 で 体 
壁 に 接し て 存在 する 細胞 群 で , 細胞 体 は 好 塩 基 性 で あ 
る . 著しく 核 色 質 に 富ん だ , 大 き さ 0.0022x0.0032mm 
の 核 を 有する 細胞 群 (一 断層 13 コ ) が 腹 吸盤 よ り に , 
0.0021X0.0026 mm の 核 を 有する 細胞 群 ( 一 断層 12 コ ) 
が その 後 側 に 存在 する . 生殖 原 基 の 前後 径 は 0.0214 
mm, 幅 0.0197 mm, 背 腹 径 は 0.0096 mm で , CC. phy- 
sellae に 比 し 大 で あぁ つた (写真 27). 

総括 及び 考 接 
[IJ Cercaria physellae KK び Cercaria ocellata の 
微細 構造 に つい て 

C. physellae 及び C. ocellata の 体 部 の 表皮 直下 に 存 
する 筋 層 は , 外 輸 筋 と 内 縦 筋 の 二 層 を な し , その 中 間 は 
Azan 染色 に て 青 染 する 非 薄 な 膜 に て 境 さ れ て いる . 豆 
部 に は その 下層 の 終 層 筋 が 明らか で ある . 筋 層 の 内 側 に 
は , 一 重 の 体 肉 細胞 層 が ある . 

parenchym cell は , 体内 諸 臓 器 の 支持 組織 と し て 認め 
られ る が , 特に 神経 節 の や > 前 方 及び 体 後 端 部 に 集合 性 
に 存在 する . この 細胞 に つい て は , Neuhaus(1952) は 7 
szidati の cercaria に お いて , 高橋 (1928) は Schisto- 
soma. japonicum の cercaria に お いて 同様 の 所 見 を 記載 
ET . 

感覚 器 は , 表皮 より 突出 せる 小 球 で あつ て , 体側 に 8 対 
を 観察 し 得 た . その 位置 は , 前 は 毒 腺 開 口 部 の 後方 より , 
後 は 第 2 位 , 第 3 位 の 毒 腺 細 胞 の 間 の 高 さ の 範囲 に 認め 
られ る . 感覚 器 に つい て は , Ssinitzin (1909) が C. ocellata 
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に お いて 記載 し た の に 始ま る が , 以後 明確 な 記載 が な 
い .… 高橋 は , Schistosoma japonicum の cercaria に お 
いて は 体側 及び 背 腹 側 に 各々 6 対 の 感覚 器 が ある と 述べ 
て いる が , C. physellae 及び C. ocellata に お いて は , 
背 腹 側 の も の を 観 祭 する こと が 困難 で あぁ つた . 

頭 部 器官 の 後 端 を 形成 する 境界 筋 は , 他 の Ocellata 
型 cercaria と 同様 , 鈍 円 鑑 形 を 示す 外 終 内輪 の 筋 層 よ り 
な り , 多数 の 筋 束 より 構成 され る . この 艇 束 の 数 に つい 
て は , 他 種 住 血 吸 忠 に お いて 未だ 記載 が な い が , 選 . 
physellae の 外 縦 筋 の 筋 束 は 14 条 , 各 筋 束 は 4 本 の 和 
線維 より な る . また 内 輪 筋 の 筋 束 は 8 人 条 , 各 筋 束 は 2 本 
の 筋 線維 より な る . C. ocellata に お いて る も 同様 で ある . 

頭 部 器官 内 の 頭 裏 は , 好 酸 性 微細 題 粒 を 充満 し , 時 に 
核 破砕 物質 を 入れ て いる . この 核 破砕 物質 に つい て , 高 
橋 は ら . 7aponicum の cercaria で は , 成熟 cercaria に 
は 全く 認め られ な いと 述べ て いる が , C. physllae で は , 
25 中 10 認め た . 頭 周囲 は , 選 な 核 を 有する 
細胞 に よ つ て 取り 囲ま れ て いる . 

腹 吸盤 の 吸着 運動 を 司る 運動 筋 は ,。 4 対 の 筋 線維 東 共 
腹 吸盤 周辺 より 放射 状 に , 背 側 に 走 つ て いる . Ssinitzin 
(1909) は , C. ocellata に お いて 3 対 , Miller (1923) は 
と 記載 し て いる が , 私 の 観 では, C. physellae. 
C. ocellata 共に 4 対 の 筋 豆 より な る こと が 明らか と な 
つた . 他 種 住 血 吸 虫 に お いて は , 高橋 は 8S. japonicum 
の cercaria に お いて 3 対 , 小宮 は Gigantobilharzia 
sturniae Tanabe, 1948 の cercaria に お いて 3 対 の 筋 東 
を 記載 し て お り , 種 属 間 に 差異 が ある こと は 首 表 せら れ 
る と ころ で ある . 

神経 節 は , 境界 筋 の 後 , 眼 点 直上 に 亜 鈴 状 を 量 す る 神 
経 細胞 の 集団 で , 内 部 は 多数 の 神経 線維 より な る . この 
神経 線維 は 中 央 に 於 いて 神経 中 枢 連 合 を 作る . - 又 側 方 の 
腹 背 上 下 に 4 条 の 神経 線維 束 を 出し , 更に 眼 点 に も 神経 
線維 が 連 つ て いる . この 所 見 は TT. szidati の cercaria 
と ほ さ 同様 で ある . 

Talbot は , 神経 節 は 分 葉 し て 眼 点 の 背 側 に あり と 巡 
べ て いる が , 私 の 所 見 に よれ ば , 神経 節 は 眼 点 の 前 方 に 
位置 する . 

有 眼 点 は , 黒褐色 の 微細 な メラ ニン 題 粒 の 集合 より な 
り , 内 側 に 硝子 体 を 有する . 

排 江 管 は , 切片 上 で は 容易 に 認め る こと が 出来 ず , 各 
終末 細胞 は , 一 個 の 核 と それ に 接し た 毛筆 失 状 の 線 毛 束 
を 持ち , 線 毛 束 は 小さ な 間 内 に 入 つ て いる (写真 25). 
生態 に お いて 見 られ た 2 対 の cilia は 観 祭 す る こと が 出 
来 な か つた . この 終末 細胞 の 超 微 細 構 造 に 関し て は , 稀 
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臣 (1960) の S. japonicum の cercaria に つい て の 報告 
が ある . 

毒 腺 は , 腹 吸 盤 前 後に 5 対 認め られ , Haematoxylin- 
Eosin 染色 に て , 第 1, 第 2 位 の 細胞 は 青色 を , 
第 3, 第 4 5 位 の 細 胞 は 赤色 を た , Azan 染 
色 で 前 腺 細 胞 は 淡 紫 色 , 後 腺 細 胞 は 淡 青 色 に 染まる . 尚 濃 
淡 の 差 は ぁ る が , P.A.S. 染色 で は 全 寿 腺 軍 胞 に P.A.S. 
陽性 物質 が 証明 され た . 

Talbot は 生体 に つい て 歪 腺 を 観 祭 し , 2 対 の ノイ トラ 
ョ ー ト 好 染 性 大 細胞 と , 腹 吸盤 後方 の 3 対 の ニー ルプ ブラ 
ウ 好 染 性 小 細 胞 と を 記載 し て いる . 姓 腺 導 管 は , それ ぞ 
れ の 毒 腺 細 胞 よ り 出 て 左右 5 対 が 一 束 と な つて 体 前 端 に 
開い て いる . それ ぞ れ の 導 和 窟 の 開口 部 に は , 失 針 を 有 す 
る 突起 が あぁ あり, その 内 部 は 膝 を つく つて いる . 本 種 cer- 
caria の 突起 に つい て は , Talbot は penetration spine と 
称し て いる . 然し 本 装置 の 構造 より 考察 すれ ば ceracria 
の 容 入 に 直接 役立つ の で は な く , 毒 腺 物 質 の 皮 内 注入 用 
の , 愉 も 注射 針 の 如き 機能 を 営む も の で あろ うと 考え る 
方 が 愛 当 で ある . 

生殖 原 基 は , C. physellae 及び C. ocellata の 両者 に 
いて これ まで され な か つた が , 腹 後方 で 体 
壁 に 接し た 細胞 群 と し て 認め られ , 細胞 体 は 好 塩 基 性 で 
あり, 著しく 核 色 質 に 富ん だ 核 を 有する 細胞 群 と , その 
後方 に 存在 する 前 者 に 比 し 大 形 の 核 を 有する 細胞 群 に 別 
れ て いる . 一 光学 的 断面 に 於 いて , C. physellae は 前 和 君 
約 9 コ , 後 群 約 7 コ , C. ocellata は 前 群 約 13 = コ , 後 群 
約 12 コ の 細胞 を 算 え 得 た . この 生殖 原 基 細 胞 の 数 は , 生 
殖 原 基 の 全て を 意味 する も の で は な い が , 一 定 の 量 的 差 
異 を 示し 得る と 思う . 上 記 cercaria に 於 いて 生殖 原 基 
細胞 の 数 量 に 差違 を 認 む る 事実 が , 果して cercaria の 種 
別 , 若しくは 性 別 問題 に 関連 する 意義 を 有する や 韻 や は 
将来 の 課題 で ある . この 問題 に 関し , Cort(1921), Faust 
(1924) 、 高橋 等 は , これ が 解決 の 不可 能 で ある こと を 結 
論 し て いる . 

[I) 環境 の 相違 に よる cercaria の 構造 の 差異 , 特に 

毒 腺 内 容 の 消長 に つい て : 

cercaria の 中 間 和 宿主 体 よ り 未 だ 洗 出し な い 時 期 , 殊 に 
sporocyst 内 に て 成熟 期 に 入 つ た cercaria と , 宿主 体内 
を 通過 し て 水中 に 海 出し た cercaria と の 形態 的 差異 は , 
脱出 腺 に 於 いて 認め られ る . 脱出 腺 は , 出 期 cercaria 
に 於 いて は 全く 消失 し て 認め られ な い . 脱出 腺 は , cer- 
caria が 和 宿主 モノ アラ ガイ の 体内 を 通過 する 時 役立つ 臓 
器 で あり , その 内 容 の 分 泥 に よ ょ つて で 宿主 より の 通過 脱出 
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を 容易 な らし むる 作用 を 営む と 考え られ て いる の で , こ 
の 所 見 の 意義 は 明らか で ある . cercaria の 生体 観察 に 於 
いて も, 末 海 出 の cercaria 体 部 の 中 央 に , 混濁 状 の 部 分 
が あり , 湊 出 cercaria は これ が 消失 欠如 し て いる こと が 
認め らち られる. 

cercaria と , 鴨 血液 内 cercaria 又は 人 の 皮膚 
cercaria と の 差異 は , 毒 腺 細胞 の 所 見 に 於 いて 著 明 で あ 
る . 

毒 腺 細 胞 よ り の 分 泥 物 は , cercaria が 皮膚 に 侵入 する 
際 に 放出 され , cercaria の 容 入 に 役立つ こと が 知ら れ て 
いる . 毒 腺 の 内 容 を 種々 の 環境 に 於 ける cercaria に つい 
て 検討 する に , Lymnaea japonica 中 の 成熟 cercaria 
と , 出 後 の cercaria と は , 共に 毒 腺 細 胞 の 題 粒 の 量 及 
び 核 に 著 変 な きも , 嶋 血 液 内 に 侵入 せしめ た cercaria で 
は 毒 腺 の 題 粒 を 殆ど 消失 し て , 後に 線維 様 物質 ある い は 
網 様 物質 を 残す に すぎ な い . 人 の 皮膚 内 に 侵入 後 の cer- 
caria に は , 毒 腺 の 内 容 は 全く 認め られ な か つた . cercaria 
の 環境 の 差 に よる 奏 腺 内 容 の 消長 変動 の 組織 学 的 形 像 
は , 先 人 の 未だ 呈示 し な か つた と ころ で ある . 

この 所 見 は , 人 体 に 対し 皮膚 炎 を 起す 住 血 吸 虫 cer- 
caria の 生理 学 並 びに 病原 性 に 関す る 研究 上 , 将来 に 向 
つて 重要 な る 一 礎石 た る 意義 を も つも の と 思考 され る . 

1. 隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 体 で ある Trichobilharzia 
physellae KK び Trichobilharzia ocellata の cercrria の 
微細 構造 に つき , 詳細 な る 所 見 を 記載 し た . 

2. 両 種 の cercaria の 皮下 筋 は , 薄い 二 層 を な し , そ 
の 走向 は 外輪 内 縦 で ある . 皮下 筋 の 内 層 に 体 肉 細 胞 が あ 
る . 

3. 頭 部 器官 の 境界 は , 鈍 円 形 を し 二 重 の 筋 
より な る . 外 縦 筋 は 14 条 , 内 輸 筋 は 8 条 の 筋 束 か ら 構 
成 さ れる . 

4. 神経 節 は , 眼 点 の 前 方 に あり 左右 対称 的 に 各 5 本 
の 神経 線維 を 放出 する . 

5. 毒 腺 細 胞 は , 腹 吸盤 を 挟 た で 5 対 を 認め , 細胞 内 
容 は 前 2 対 は 好 塩 基 性 , 後 3 対 は 好 酸 性 を 示す 題 粒 を 充 
満 す . 毒 腺 細 胞 内 容 は 人 体 皮 膚 に 侵入 し て いる cercaria 
に 於 いて は 全く 消失 する . 

6. 脱出 腺 は , 中 間 和 宿主 体内 cercaria に の み 認 め ら れ 
境界 筋 よ り 後方 に 8 対 存在 し , 湊 出 後 の cercaria に 於 て 
は 消 退 し 痕跡 を 止め な い : 脱出 腺 の 胞体 内 容 は , P.A.S. 
強 陽性 で ある . 

7. 生殖 原 基 細胞 群 は , 腹 吸盤 の 後方 に あり 細胞 核 の 
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大 さ 及 び 核 色 質 の 量 を 異 に する 二 種 の 細胞 群 よ りな る . 
8. Trichobilharzia physellae の cercaria と Tri- 
chobilharzia ocellata の cercaria と の 微細 構造 上 の 相 
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写 真 説 明 


① 境 筋 食 道 ( 後 半 部 ) 腹 吸盤 ⑤ 神 経 節 ⑥ 腺 導 前 腺 細胞 ⑧ 後 腺 細胞 
10x40 Azan 染色 

① 表 皮 Immersion, Gitter 染色 

① 体 点 Immersion, Azan 染色 

前 体 部 ① ② 腺 導 境 筋 Immersion, H.E. 染色 

① 感 覚 器 神 経 節 腺 導 管 境 筋 Immersion, H.E. 染色 

① 境 ( 走 筋 束 ) 腺 導 Immersion, H.E. 染色 

① 境 筋 (内 輪 筋 ) ② 腺 導 ( 境 筋 通過 前 ) Immersion, Azan 染色 

( 外 ) ② 管 筋 通 過 後 ) Immersion, Azan 染色 

① 頭 (側面 ) ② 腺 境 Immersion, H.E. 染色 

① 腺 導 開口 部 Immersion, H.E. 染色 

① 境 筋 (内 輪 外 走行 明らか ) ② 食 ( 境 筋 通過 前 後 ) Immersion, Azan 
① 腹 吸盤 腺 細胞 Immersion, Gitter 染色 

腹 前 腺 後 腺 細 胞 Immersion, Azan 染色 

① 腹 吸盤 Immension, Gitter 染色 

① 神 経 節 ② 毒 腺 導 管 Immersion H.E. 染色 

① 神 経 節 ② 毒 腺 導 管 Immersion, Gitter 染色 

① 神 経 節 眼 点 境 筋 ( 走 筋 ) Immersion, HL.E. 

① 細胞 ② 後 腺 細 生 原 基 (Lymnaea japonica 中 ) Immersion, H.E. 
① 境 筋 ② 食 道 腹 吸盤 前 腺 細 胞 後 腺 細 ⑥ 生 基 (Lymnaea japonica 中 ) 
10x40 H.E. 染色 

① 後 腺 細 胞 生 原 基 ( ) Immersion, H.E. 染色 

① 脱 出 腺 ② 毒 腺 導管 (Lymnaea japonica 中 ) Immersion, P.A.S. 染色 

@① 脱 出 腺 及び その 導管 (Lymnaea japonica 中 ) Immersion, P.A.S. 染色 

① 導 眼 点 脱 出 腺 (Lymnaea japonica 中 ) Immersion, H.E. 染色 

人 体 皮 膚 侵入 後 の 虫 体 10Xx40 

① 燈 状 細 胞 Immersion, H.E. 染色 

① 細 Immersion, H.E. 染色 

Cercaria ocellata 10x40 H.E. 染色 
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STUDIES ON THE FINE STRUCTURE OF CERCARIAE OF TRICHOBILHARZIA 
PHYSELLAE (TALBOT 1936)'AND TRICHOBILHARZIA 
OCELLATA (LaVALETTE 1855) 

SHIZUKA MISAKI 

(Department of Pathology, Osaka Medical Collage, Osaka) 


Our present knowledge is too scant to outline a detailed morphology of frucocercous cercariae, 


Cercaria ocellata and C. physellae, which have been known in japan as a causative agent of 


dermatis in man. In this paper fine structure of them was stulied in an attempt to clese this gap 
in our information. 

Results obtained from observations on both cercariae were summarized as follows : 

1) Subcuticular musculature of both cercariae consists of two muscle layers, an outer circular 
and an inner longitudinal muscle at the inside of which was provided with a diagonal layer. An 
outer and inner layers consist of 14 and 8 muscular bandles respectively. 

2) A pair of ganglia from which 5 nerve cords proceed, usually two cords posteriorly and 
anteriorly and one to eye spot, were present symmetrically anterior to eye spet. 

3) Five pairs of penetration glands containing a number of granules which disappear after 
pentration of cercariae into the skin. Before pentration, granules in two paris of anterior gland 
cells are basophilic and those in three pairs of posterior ones are acidophilic. Eight pairs of escape 
glands were observed in cercariae found in intermediate snail hosts while they disappear after 
emerging from snail hosts. 

4) Genital primordium consisting of two kinds of cells which are distinguished with each 
other according to the size of their nuclei and quantity of their chromatin substance, is present 
posterior to acetabulum. 

5) No large difference is observed betweeen fine structures of both C. physellae and C. 
ocellata. 
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島 ・ 鳥 前 に お ける 住 血 吸 虫 皮膚 炎 に 関す る 研究 


(1) 了 産 モ ノア ラガ イ に Trichobilharzia 


序 言 

に お ける 住 血 吸虫 皮膚 の 研究 は 1953 年 田部 

教授 が 島 前 地区 黒木 村 (現在 西ノ島 町 ) に お いて 捕獲 し 
た 嶋 か ら Trichobilharzia ocellata (LaValette, 1855) 
Brumpt 1931 の 卵子 に 酷似 する 躍 卵 を 見 出す と と も に 美 
田地 区 水田 に お いて し た 山口 の 皮膚 は 住 血 
吸虫 Gigantobilharzia sturniae Tanabe 1948 の cer- 
caria と は 異種 の cercaria を 病原 と する こと を 病理 組織 
学 的 に 証明 し た こと が 端緒 と な つた . つい で , 田部 ・ 小 
田 ・ 宇 野 (1953) が 島 後 地区 の 水田 に 楼 島 する モラ アラ ガ 
イ Lymnaea japonica か ら 1 種 の Ocellata 型 cercaria 
(Sewell, 1922) を 見 出し , これ が 人 体 に 対し 皮膚 炎 起 生 
性 を も つこ と を 実験 的 に 証明 し た . 更に 小田 (1958) は 隠 
岐 産 モノ テラ ガイ か ら 海 出し た Ocellata 型 cercaria は 
体制 上 Cercaria physellae (Talbot, 1936) に 類似 する 
こと 及び 同島 で 捕獲 し た 鴨 か ら 見 出し た 2 種 の 住 血 吸虫 
及び 卵子 は Trichobilharzia physellae (Talbot 1936) 
及び Trichobilharzia ocellata に 類似 する こと を 報告 
し た が , その 種 属 の 同定 を 保留 し た . その 後 , 田中 (1959) 
; は 隠岐 島 で 採集 し た Ocellata 型 cercaria の 家 鴨 に よる 
育成 実験 及び 鴨 か ら え た 卵 子 の 育成 実験 の 結果 , その 1 
種 を Trichobilharzia physellae と 同定 し た . 

こ > ゝ に お いて 我国 に お いて も 人 体 に 対し 病原 性 を も つ 
鳥類 住 血 吸 虫 の 1 種 と し て Trichobilharzia physellae 
が 分 布 し て いる こと が 明確 に な つた と 共に モノ アラ ガイ 
が Trichobilharzia Physellae の 新 中 間 和 宿主 と し て 予防 
医学 に お け る 重要 な る 意義 を ぃ 帯び ぴ びる に 到 つ た . 

そもそも Trichobilharzia hysellae は Talbot が 
1936 年 北米 Michigan 州 Douglas 湖 に お いて 採集 し た 
Physa parkeri よ ) Cercaria physellae を 見 出し , その 


physellae の 発育 に つい て 
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後 1945 年 に McMullen と Beaver に よ つ て cercaria の 
成虫 育成 実験 が 行わ れ Trichobilharzia 属 に 配属 され . 
た 住 血 吸 虫 で ある . 

隠岐 に 延 する 住 血 皮 に つい て は , 小田 (1958), 
宇野 (1958) の 研究 が ある が , その 予防 対策 と し て は 隠岐 
の 水田 に 非常 に 多数 濃厚 に 棲 鳥 し て いる モノ アラ ガイ を 
殺 滅 除外 する こと が 最も 予防 上 の 近道 で ある . 

以上 に よ ょ つて 私 は 本 病 の 隠岐 島 に お ける 撲滅 を 鋼 極 の 
目的 と し て Trichobilharzia physellae の 新 中 間 和 宿主 で 
ある モノ アラ ガイ の 実態 を 明らか に せん が た め 本 研究 を 
た た. 

まず , 本 お いて は Trichobilharzia physellae 
中 間 宿 主体 内 に お ける 発育 に つい て 検索 し た . 既に 
Cort, Ameel & Woude (1955) は Physa parkeri の 体 
内 に お ける Trichobilharzia physellae の 発育 に 関し で 
詳細 な 記載 を し て いる が , 隠岐 産 の モノ アラ ガイ に お い 
て は これ 迄 発育 史 的 な 追究 が 行わ れ て いな い の で , その 
sporocyst 並び に cercaria の 発育 過程 を 追究 する と と も 
に , 特に 御前 (1960) が cercaria 内 の PAS 陽性 物質 の 溢 
長 に つい て 記載 し て いる の で , この PAS 陽性 物質 が 
sporocyst 内 で 如何 な る 形成 過程 を と る か を 併せ 検討 し 
た . 

研究 材料 び 並 に 研究 方 法 

隠岐 産 カル ガ モ Anas poecilorhyncha zonorhyncha 
Swinhoe 及び マガ モ Anzas platyrhyncha Linneaus 
腸 粘 膜 に 介在 する Trichobilharzia physellae の 卵子 よ 


り 湊 出せ る miracidium を 研究 室内 に 飼育 し た 殻 径 7 mm 


か ら 10 mm の 隠岐 産 モ ノア ラガ イ に 侵入 せしめ た . モ 
ノア ラガ イ の 総数 は 16 個 で , 恒温 飼育 槽 に お いて 飼 謀 
し た . miracidium 侵入 後 7 日 目 に 8 個 の モノ アラ ガイ 


Cc 
者 
に | 
る . 
Dh 
2 
態 
i) 
も の 
き さ 
; で あ 
色 
も 


ガイ 


に つい て 人 母 sporocyst を 検 し , "更に 20 日 目 , 25 日 目 , 
30 日 目 に それ ぞ れ 2 個 , 2 個 , 4 個 の モノ アラ ガイ に つ 
いて 娘 sporocyst を 検 し た . モノ アラ ガイ は 殻 を は ず し 
た 後 , 10% ホ ル マ リ ン に 固定 し , 型 の 如く 脱水 , 包 埋 し 
て 薄 切 連続 切片 標本 を 作り , Haematoxylin-Eosin 染色 , 
PAS 染色 , Azan 染色 , Bielschowsky 染色 を 施し 
て 鏡 検 し た . 
実験 成績 

モノ アラ ガイ の 体内 に お ける Trichobilharzia phy- 
sellae の 発育 

miracidium 侵入 後 7 日 目 の モ ノア ラガ イ 8 個 の 中 1 
個 の 標本 より 母 sporocyst を 見 出し , 20 日 目 の モ ノア ラ 
ガイ 2 個 よ り 1 個 , 25 日 目 の 2 個 よ り 1 個 , 30 上 日 目 の 
4 個 よ ょ り 2 個 の それ ぞ れ の 標本 に 娘 sporocyst を 検出 し 
た . miracidium は モノ アラ ガイ に 侵入 する と 外 に 
附 着 し て 母 sporocyst と な り (7 日 目 ), 母 sporocyst 内 
で は 胞 が 細 胞 か ら 娘 sporocyst の 幼 若 型 へ と 成 
す る . sporocyst を 脱出 し た sporocyst は モノ ア 
ラガ イ の 消化 腺 内 に 移行 し て 成長 し , 内 部 に cercaria 
を 内 蔵 す る よう に な る (20, 25, 30 日 目 ). 

この 母 sporocyst と 娘 sporocyst の 形態 及び PAS 陽 
性 物質 が どの 時 期 か ら 出 現す る か を 観 祭 し , 併せ て cer- 
caria の 発育 過程 を 追 完 し た . 

1) 母 sporocyst 母 sporocyst の 体内 に は 肥 細 胞 が 
充満 し て お り , 後に 膝 細 胞 塊 と な つて 娘 sporocyst の 幼 
若 型 に 発育 する . モノ アラ ガイ の 外 卒 膜 の 近く に 認め た 
母 sporocystt の 一 つ は 大 き さ が 凡そ 0.5mm で , 所 々 
に 収縮 し た 部 分 が あぁ り , 内 部 に 肥 細 胞 と 逐 細胞 塊 を 含有 
し て いる . 肥 細 胞 の 多数 は 母 sporocyst の 内 腔 壁 に 附 着 
し て お り , や > 大 型 の 細胞 で 核 色 質 に 富む 核 を 有 し て い 
る . この 時 期 に は PAS 陽性 物質 は 認め られ な い . 

2) 娘 sporocyst モノ アラ ガイ の 終 腸 腺 内 に は 多数 
の 娘 sporocystt が み ら れ る が , その 大 き さ は まち まち で 
ぁ る . 胞 が 集 つ て cercaria の 若 型 と し て の 有形 
態 が と > ゝ > の い 次 第 に cercaria に 成長 する . 

娘 sporocyst の 大き さ 0.1Xx0.027x0.015 mm の 
も の で は cercaria の 幼 若 型 が 9 個 含 まれ て お り , その 大 
き さ は 最小 0.012x0.014 mm, 最大 0.026 x0.035 mm 
で あぁ あり, 大 型 の 核 を 有する 細胞 と 小型 の 核 を 有する 細胞 
が あぁ あぁ る. 大 型 の 核 は 大 き さ 0.005Xx0.004mm で 比較 的 
核 色 質 が 少く , その 細胞 は cercaria 幼 若 型 の 中 央 部 に 
あぁ る . 小型 の 核 は 大 き さ 0.002x0.002 mm で , これ を 
も つ 細 胞 は cercaria 幼 若 型 の 周辺 部 に み ら れ る . cercaria 
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幼 若 型 の 周辺 と に は は つき り し た 被膜 は み ら れ な い . 嬢 
sporocyst の 被膜 は 線維 性 の も の で 出来 あ が つ て お り , 所 - 
々 に 核 が あり , そ の 大 き さ は 0.004X0.005 mm で ある . 
この 娘 sporocyst に は PAS 陽性 物質 は 認め られ な い . 

ji) 娘 sporocyst の 大 き さ 0.084x0.050 x0.030 mm 
の も の に は 3 個 の cercaria 幼 若 型 が あり, その 大 き さ は . 
最小 0.044x0.037 mm, 最大 0.075Xx0.033mm で あ 
る . 幼 若 型 を 構成 する 細胞 は 核 小 体 が 明瞭 で 核 色 質 に . 
し い 核 を も つて お り , 核 の 大 き さ は 0.006 x0.006 mm 
で ある . この 娘 sporocyst に は PAS 陽性 物質 を 認め た . 
即ち , cercaria 幼 若 型 の 略 々 中 央 部 に 題 粒 状 に 出現 する . 
更に PAS 陽性 物質 の 現われ て いる cercaria 幼 若 型 12. 
個 に つい て , その 大 き さ を 計測 する と 最小 0.040x0.033. 
mm, 最大 0.128 Xx0.042 mm で あぁ つた. 

折 ) 更に 発育 し た 娘 sporocyst に お いて は , cercaria 
功 若 型 が 分 化成 熟し て 体 部 , 幹 尾 , 岐 尾 に 分 れ で ゆく . 
即ち , 体 郭 の 長 さ は 0.110 mm, 幅 は 0.044 mm, 岐 尾 . 
の 長 さ は 0.035 mm, 幅 は 0.012 mm で あぁ あり, これ ら の 
境界 は まだ 極め て 不明 瞭 で ある . この 時 期 に は 爪 尾 に 林 
当 す る も の は 認め られ な か つた . 体 部 , 尾部 を 構成 する 
細胞 は 略 々 円 形 の 核 を も ち , 不 規則 に 並ん で いる . 核 の 
大 き さ は 0.0035Xx0.0035 mm で ある . 体 部 の 中 心 に は 
Azan 染色 に よ ょ つて 強い 青色 を 示し , PAS 陽性 の 微細 : 
題 粒 が 充満 し た 細胞 2 対 が 認 め ら れる が , これ は 明らか - 
に 寿 腺 細胞 と 考え られ る . 

iv) 娘 sporocyst の 中 で 殆ど 成熟 し た cercaria の 発 
育 は 次 の よう に な る . 体 部 は 長 軸 方 向 に 伸展 し て 長 さ 
0.208 mm, 幅 0.035 mm と な り , 体 部 の 後 の 部 分 に 奏 腺 : 


が 認め られ , 後 1 対 は Azan 染色 に て 強く 


染色 し , PAS 陽性 で ある . 前 1 対 は 神 色 に 染色 し た 簿 : 
粒 が 充満 し , こ ゝ から 幅 0.0009 mm の 考 腺 導管 が 体 前 端 : 
に まで 続い て いる . 歪 腺 導管 の 中 に は 奏 腺 題 粒 だ 入 つ て 
お り , これ に 沿 つ て 脱出 腺 が 認め らち られる. 脱出 腺 は 更に 
第 3 細胞 の 両側 に も 出現 し , 殆ど 成 る cercaria 
に お いて は すでに 計 8 対 を 認め た . 脱出 腺 の 細胞 の 大 き 
さ は 0.014x0.047 mm で , 細胞 内 に PAS 陽性 物質 訟 
あぁ る. これ は 奏 腺 細胞 内 の PAS 陽性 題 粒 に 比べ て や * 
反応 が 弱い . 腺 細胞 の 間 に は や 褐色 が か つた 
題 粒 状 細胞 が あり , 生殖 原 基 細胞 群 と 考え られ る . これ 
よう り 前 方 に は Azan 染色 に で 淡 青 に 梁 つ た 一 層 の 膜 様 庄 
が あぁ つて 頭 部 器官 と 境 さ れ , 境界 膜 際 着 部 は 強く 絞 折 さき 
れ て いる . 腹 吸盤 は 体外 に 突出 し て いる が , 吸盤 の 形 を 
と ら ず に 細胞 の 集合 体 で ある . 頭 部 器官 の 大 ぎ さ は 
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0.072X0.016 mm で あぁ つて, この 後方 に 不 規 則 に 放線 
: 状 に 伸び た 神経 線維 が 5 対 認 め ら れ , 頭 褒 に は Eosin 向 
性 の 物質 を 含ん だ 細胞 が ある . cercaria の 体 表 に は まだ 
クチ クラ 層 は 形成 され て いな い が , 眼 点 は 認め られ る . 
並び に 者 

隠岐 島 に 分 布 し て いる 7yichobilharzia 属 住 血 吸虫 の 
1 種 Trichobilharzia physellae に つい て , その 中 間 宿 
主 で ぁ る モノ アラ ガイ 体内 に お ける 発育 を 薄 切 連 続 切片 
標本 に お いて 検索 する と 共に , 御前 (1960) が cercaria 
4 に < お いて 追 完 し た PAS 陽性 物質 が sporocyst の 如何 な 
る 時 期 か ら 発 現す る か を 観 祭 し た . 既に Cort, Ameel, 
Woude (1952, 1953, 1953, 1955) が Lechriorchis, 
Schistosomatium douthiti, Strigeoidea, Trichobilhar- 
zia physellae に つい て sporocyst の 生態 及び 形態 を 検 
索 し て いる が , これ は 主として sporocyst 体内 の 腺 細 胞 
か ら cercaria 功 若 期 ま で の 発生 を 記載 し て いる に 弟 る . 
私 も 生態 及び 形態 的 に は Cort, Ameel, Woude と 略 々 同 
ーー の 所 見 を 得 た . 

し か し な が ら , sporocyst に お ける PAS 陽性 物質 の 
消長 に 関す る 知見 は 木 だ 先 人 に よる 記載 が な い . 私 の 所 
見 で は 母 sporocyst に は PAS 陽性 物質 は 認め られ ず , 
娘 sporocystt に お いて は ,cercaria 幼 若 型 の 大 き さ 0.035 
X0.026 mm 以下 の も の に PAS 陽性 物質 は 認め られ ず 
0.040x0.033 mm 以上 の も の に お いて cercaria 幼 若 型 
の 中 央 部 の 細胞 内 に 題 粒 状 の PAS 陽性 物質 が 現われ 始 
め る . cercaria 幼 若 型 は 次 第 に 分 化し て 体 部 , 幹 尾 , 岐 
尾 に 分 れ 始 め る 頃 に PAS 陽性 題 粒 を 充満 し た 奏 腺 細 胞 
が 現れ て くる . 更に その 後 cercaria 幼 若 型 は 分 化し て 毒 
腺 , 頭 部 器官 , 幹 尾 , 岐 尾 , 腹 級 盤 , 脱出 腺 , 毒 腺 導 
神経 の 順に 発生 し , cercaria の 成熟 形態 を と り 
め , PAS 陽性 物質 は 毒 腺 及び 毒 腺 導 管内 に 充満 する よ 
うに な る . 又 , 脱 出 腺 に も PAS 陽性 物質 が 認め られ る . 

以上 の よう に 娘 sporocyst に お ける 幼 若 cercaria に 
PAS 陽性 物質 を 認め た が , 御前 (1960) も モノ アラ ガイ 
体内 に お ける Trichobilharzia physellae の 成熟 cer- 
caria に お いて 考 腺 , 毒 腺 導管 及び 脱出 腺 内 に PAS 陽 
性 物質 を 認め てい る . 考 腺 に ある PAS 陽性 物質 は cer- 
caria が 終 宿主 に 侵入 する 際 に 侵入 を 容易 に する 物質 で 
あり , 同時 に 人 体 に お いて は 皮膚 炎 起 生 性 に 関与 する 物 
質 で ある と 考え る . 叉 , 脱出 腺 に ある PAS 陽性 物質 は 
御前 (1960) が モノ アラ ガイ 体内 の cercaria に 脱出 腺 を 認 
め る が , 出 後 の cercaria に は 認め えな い 事 か ら cercaria 
が モノ アラ ガイ の 体内 を 通過 する 時 に 役立つ 物質 で あろ 


(132) 


, 0.040X0.033 mm 以上 の 幼 若 cercaria に PAS 


うと し てい る と 全く に に ナ る 
で あろ うと 考え る . : 
結語 
1) 隠岐 水田 皮膚 の 病原体 Trichobilharzia phy 
sellae の 中 間 和 宿主 モノ アラ ガイ Lymnaea jdponica 
お ける 発育 及び PAS 陽性 物質 の 消長 を 検索 し た . 
2) 母 sporocyst に は PAS 陽性 物質 は 認め られ な い . 庫 
3) 娘 sporocystt に お いて 幼 若 型 cercaria の 大 き ‘ 
0.035x0.026 mm 以下 に は PAS 陽性 物質 を 認め な v 生 


陽性 物質 が 頼 粒状 に 現れ 始め , cercaria の 体形 を と と 9 凍 
える 頃 に は 及び 導管 内 に 充満 する よう に な 
この 頃 に 毒 腺 導 管 に 沿 つ た 部 分 と 第 3 奏 腺 の 両側 に 脱 弓 
腺 が 出現 し , 殆ど 成熟 せる cercaria に お いて は , 既 細 
計 8 対 を 認め , 脱出 胞 に は PAS 陽性 物質 が 存在 
る . 
終る に 終始 な る 御 指 導 並 びに 御 
賜 つ た 恩師 田部 教授 に 衣 心 より 感謝 する と 共に 本 研究 
保健 所 職員 に 謝意 を 表し ます ." 


本 論 の 要 紀 一 部 は 昭和 35 年 6 月 29 
生 学会 総会 に いて 発表 し た . 
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写 真 説 明 


大 きき さ 約 0.1 mm の 細長 い 肥 細 胞 塊 を 有する 母 sporocyst. PAS 陽性 物質 は 認め な い (PAS 
色 , 40 X10) 

PAS 陰性 の sporocyst (PAS 染色 , 40Xx10) 

PAS 陰性 の 幼 若 型 cercaria の 構成 細胞 (PAS 染色 , 90Xx10) 

sporocyst の 横断 面 , PAS 陽性 の 若 型 cercaria が 認め ちら れる (PAS. 色 , 90x10) 

写真 4 に 同じ . (PAS 染色 , 90Xx10) 

妨 sporocyst の 縦断 面 , PAS 陽性 の 幼 若 型 cecaria を みる (PAS 染色 , 90x10) 

比較 的 成 熟 し た 娠 sporocyst. 毒 腺 を 形成 し た 幼 若 cercaria (1 印 ) が ある (PAS 染色 , 40X10) 
幼 若 cercaria. 頭 部 器官 の 形成 , 腹 吸 盤 の 隆起 が み ら れ る (PAS 染色 , 40x10) 

毒 腺 を 有する 幼 若 cercaria (1) と 有 し な い 幼 若 cercaria (2) (Azan 染色 , 40Xx10) 
尾 の 発生 し た 若 cercaria (Azan 染色 , 40Xx10) 

腺 細胞 (1) た つい で 及び 排 (3) が み ら れ る (PAS 染色 , 40Xx10) 

毒 腺 か ら 頭 部 器官 に 向っ つて 2 本 の 線維 に 隔て られ を た 細胞 間隙 が みち られ る , と れ は 毒 腺 導 竹 
(1 印 ) の 発生 で ある (PAS 染色, 40X10) 

前 毒 腺 細胞 の 横 に 体 表 か ら 膨 隆 す る 細胞 群 即ち 腹 吸 盤 の 発生 を みる (Azan 染色 , 90Xx10) 
頭 部 直下 に PAS で 弱く 三角 形 の 神経 原 基 (1 印 ) が 認め あめ ち れる , 腹 僅か 
に 隆起 し て いる PAS 染色 , 40Xx10) 

毒 腺 導 管 側 方 た PAS 陽性 物質 を 含む 小型 の 細胞 の 脱出 腺 (1) の 発生 が 見 ちら れる , 下 の 幼 若 
cercaria に は 毒 腺 導 管 (2) が 発生 し て いる , 脱出 腺 は PAS 陽性 で ある (PAS 染色 , 40X10) 
完全 に 成熟 し た cercaria 群 を 含む 娘 sporocyst で , 前 端 体 表 た は 役 細 な 線 毛 が み ら れ る (Azan 
, 40x10) 
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STUDIES ON SCHISTOSOME DERMATITIS IN DOZEN REGION 

IN OKI ISLANDS 1. ON THE DEVELOPMENT OF TRICHO- 
BILHARZIA PHYSELLAE IN LYMNAEA JAPONICA 

FOUND IN OKI ISLANDS 


SyUNPE TWAKAMI 
(Department of Pathology, Osaka Medieal College, Osaka) 


In 1959 Tanaka reported that dermatitis in Oki Island was due to the cercaria of an aviar 
schistosome, Trichobilharzia physellae and a fresh water snail, Lymnaea japonica served as a 
new intermediate host of this trematode. Lack of the fundamental information concerning the develop- 
ment of this trematode in the new intermediate snail host in Japan is regrettable since this organism. 
constitutes an important hitherto unsolved problem in preventive medicine, although in the Unitet 
State detailed investigations on that of Trichobilharzia physellae in the snail host, Physa parkert 
were made by Cort et al. (1955). 

The present study was designed to investigate the development of sporocysts and cercariae of 


this species in a snail host, Lymnea japoniaca and described the P.A.S.-reaction positive substance 


in this cercaria. 


The results obtained were summarized as follows : 
1) Microscopical examination indicate that the morphology of the sporocyst in the snail is. 


as almost same as that reported by Cort et al. (1955). 

2) So-called PAS-positive substance were not found in the mother sporocyst but found granule- 
shaped in daughter sporocyst containing cercariae measuring more than 0.04 mm long by 0.033 mm 
wide and no granules in those measuring less than 0.35 mm in length by 0.026 mm in width. Later 


on in the stage of completely developed cercariae pentration gland and its ducts were filled with 


these granules and they are present also in the eseape gland. 
These PAS-positive granules were considered to be related to the mechanism of cercariak 


emergence from the snail host. 
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序 言 
島 は 大 別して 前, 島 後 の 2 地区 に 分 れ てい 
る . 島 前 地区 は 主 な る 島 3 島 か らち ら なり, 島 後 地区 は 1 島 
で ある (第 1 図 ). 


( 知 ま 本 ) 


第 1 図 鳥 前 地区 略 図 


隠岐 諸島 の 水田 に 発生 する 皮膚 に つい て は , 前 
お いて 述べ た よう に , 1953 年 の 田部 教授 の 研究 が 端緒 と 
な り , 田部 ・ 小 田 ・ 宇 野 (1953) に よ つ て これ は 住 血 吸虫 
で ある こと が 判明 し た . 住 血 吸 虫 は 隠岐 に 棲息 
する 鴨 を 終 和 宿主 と し , モノ アラ ガイ Lymnaea japonica 
を 中 間 和 宿主 と し て いる . 従っ て 隠岐 水田 皮膚 炎 の 臨床 症 
状 に お いて は 島 前 ・ 島 後 両 地区 と も 同じ で あぁ ろう が , 地 
勢 的 に 性 格 の 異な る 島 前 地区 に お いて は 疫学 的 に 特異 な 
る も の が 期待 され る の で , 疲 に 島 前 地区 の 水田 皮膚 炎 の 
実態 を 明らか に し , 同 地区 に 適合 する 予防 方 法 を 究明 す 
る 目的 を も つて 本 研究 を 施行 し た . 

研究 材料 及び 研究 方 法 

臨床 症状 は 1957 年 5 月 か ら 7 月 まで に 島 前 地区 に 発 
生 し た 患者 11 名 に つい て 検診 し た . 
疫学 的 事項 は 西 の 島 町 ・ 海 士 村 ・ 知 夫 村 の 水田 作業 者 を 
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際 岐 諸島 ・ 島 前 に お ける 住 血 吸 虫 皮膚 炎 に 関す る 研究 
(2) 際 岐 水田 皮膚 炎 の 臨床 症状 , 疫学 及び 予防 に つい て 
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対象 と し て 書類 調査 を 行 つ た (第 1 表 ). 予備 調査 (1956 
年 施行 ) は 調査 用 紙 600 枚 を 各部 落 に 配布 し , 皮膚 炎 患 


者 を 探し だ し た . 本 調査 (1957 年 施行 ) は 予備 調査 を 基 
礎 と し て 実施 し た . 


水田 皮膚 炎 調 査 表 
男女 , 年 齢 歳 , 田 


水田 た に 入 つて か ゆい 病気 た に か > り ま し た とか. 

か > ゝ > ら な い . 

発疹 は 赤い は ん て ん 。 も り リ り 上 つて いる , 水 ぶ 
くれ で すか . 後 で 化 膝 し まし た か . 

大 きき さき さ は, 小指 頭 大 , えん どう 大 , 小豆 大 , 米 
大 , 大 すか . 

色 は , 赤 , 紫 が か っ て る , 茶色 , 黒っぽい で す 


第 1 表 
所 氏名 


to 


形 は , 漠 立 し て いる , つなが つて いま すか . 
梗 さ は , 非常 に 硬い , 硬い , や 硬い , ぶよ ぶ 
よし て いま すか . 
数 は , 30 以上 , 29~20, 19~10, 9~1 で すか». 
3. か きつ た 時 期 
5 月 上 旬 5 月 中 旬 5 月 下旬 6 月 上 旬 
6 月 中 旬 6 月 下旬 7 月 上 旬 7 月 中 旬 
7 月 下旬 8 月 上 旬 8 月 中 旬 8 月 下旬 
その 他 ( 月 包 ) 
4. か きつ た を た 部位 


手 ( 背 面 , 掌 面 ) 足 ( 伸 側 , 屈 側 ) 


予防 実験 は 西 の 島 美田 地区 に お いて 採集 し た モノ アラ 
ガイ ( 毅 径 14 mm か ら 18 mm, 総数 約 200 個 ) を 試験 
室内 の 水槽 に 5 日 間 飼 育 し て , 一 定 方 法 に よる モノ アラ 
ガイ の 生存 条件 及び 殺 滅 方法 を 検討 し た . 

研究 成績 

(1) 臨床 症状 

皮膚 患者 は 水田 作業 中 又は 離 水 後 間もなく 水 に 
れ た 四肢 の 皮膚 に 療 療 感 を 覚え , 早い も の で は 直後 , 層 
いも の で は 4,5 時 間 後 に 下肢 で は 膝 関節 部 より 下方 約 洲 
の 範囲 で 伸 側 及び 屈 側 の 皮膚 , 上 肢 で は 主として 手 背 の 
皮膚 に 発赤 を 起す . 発赤 部 は を 増し て 丘疹 と 
な る . 丘疹 の 大 き さ は 2mm か ら 15 mm 前 後 で あり , 
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第 2 表 臨床 所 見 


発 
年 月 日 診療 月 日 部 位 
大 きき 色 か た ち 硬 さき 数 

症例 1 36 13 5. 14 2~6mm 赤 水 , や 10 個 以上 両 下 
8 67 5. 23 5~6 丘疹 , 独立 
#8 8 52 5. 29, 5.31 5~6 丘疹, 5 個 
g 20 6 1 6 2 6 丘疹 , 3 個 
8 55 6 6. 19 茶 5 個 
8 8 35 5. 中 旬 潰瘍 , 30 
10 35 - 8mm 赤 丘疹, 独立 や 7 個 


第 3 表 町 村 別 夏 患 率 及 び 発 症 水 田 率 


1,071 117.0 17.4 14.8% 240 98 40. 8% 


189.0 


1,724 
26.0 


203 


18.5 
2.4 


9.8% 
9.2% 


38.5% 
26.9% 


2,998 332.0 


38.3 


11.5% 505 38.2% 


弾性 硬 , 境界 は や > 不鮮明 で ある . 丘疹 の 多く は 孤立 し 
て 存在 する が , 多数 発生 し た 場合 に は 殆 ん ど 健康 部 皮膚 
は み ら れ ず 連 続 し た 状態 と な る . 更に 後に 屋 々 水 癒 を 形 
成す る . 癒 準 は 4, 5 日 で 消 退 する が , 丘疹 は 暫く 残存 
し , 7 日 か ら 14 日 で 閣 皮 を 形成 し て 治癒 する こと が 多 
い . 叉 , 径 痕 部 に は 色素 沈着 を みる . し か し な が ら 具 准 
感 の 激しい 時 期 特 に 入浴 時 , 就寝 時 に 拓 把 する こと に よ 
っ つて 訂 粒 を 示し , 二 次 感 湊 を 起 し て 潰瘍 を 形成 する . 全 
身 症 状 は な い . 

農 患 者 11 名 に つい て の 検診 所 見 は 第 2 表 の よう で あ 
り , 丘疹 ・ 水 が 普通 の 病 型 で あつ て , . より 皮膚 
に 傷 が つっき 二 次 感 を 起 し て 化 よる 及び を 
形成 する (写真 1~5). な お 本 皮膚 炎 は 現在 の と ころ 急 
性 症 の み で ぁ つ て 慢性 に 移行 し た 例 は 経験 し て いな い . 

(2 疫学 的 事項 
i) 調査 地区 の 概況 
島 前 地区 は 西ノ島 ・ 中 ノ 島 ・ 知 夫 里 島 の 3 島 に 分 れ て 
お り 人 口 は 約 1 万 5 千 で , 総 面 積 は 104.49 km? で ある . 
島 の 大 半 が 山陵 で あり , 海 賠 線 の 多く は 断崖 と な つて 海 
に 接し , 湾 や 入江 と な つて 入り 込ん で いる . 水田 は 海岸 
の 近く の 僅か な 平地 と これ か ら 段 々 と 山間 に 向 つ て いる 
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斜 面 及び 山間 部 の 衛 地 に あぁ つて , 本 土 に み ら れ る 平地 の 
水田 と は 趣 を 異 に し て お り , いずれ の 水田 に も モノ アラ 
ガイ が 多数 棲息 し て いる . また タニ シ , ヒラ マキ ミズ マ 
イマ イ も 見かけ る. 島 前 地区 の 一 部 に は 昔 か ら 「 ウ ル シ 
田 」 と 呼ば れ て いる 水田 が あり , 土地 の 古老 は 水田 で 起 
る カプ ブ プレ を 「 ク リマ ケ 」 と 言い 伝え て お り , 相当 古く か ら 
今日 の 住 血 吸虫 皮膚 炎 ら し いも の が 発生 し て いた の で は 
な いか と 思わ れる . 「 ウ ル シ 田 」 の 附近 は 勿論 で ある が 島 
前 地区 に は 嶋 の 1 種 カ ル ガ モ が 年 中 棲息 し て お り , 屋 間 
は 谷間 に か くれ て 夜 に な る と 海岸 に 近い 水田 に 出 て 餌 を 
ぁ あさ つて いる . 時 に は 土着 し た マガ モ そ ゃ も 姿 を 見 せる こと 
が ある . この よう に 島 前 地区 は 住 血 吸虫 の 終 宿 主 で ある 
鴨 が 棲息 する に は 絶好 の 地勢 を そなえ て いる . 以上 の よ 
5 に 終 宿 主 と 中 間 宿 主 の 2 つの 条件 を 備え た この 地方 に 
住 血 吸 虫 皮 膚 炎 が 発生 する こと は 当然 で あろ う . 

ii) 住 血 吸虫 皮膚 炎 殿 患者 の 紙上 調査 成績 (( ) 内 は 予 
備 調 査 成績 ) 

稔 患 者 数 : 調査 人 員 総 数 505 名 の うち 穫 患 者 は 194 名 
(223 名 ), 快 患 率 は 38.2 % ( 旧 黒 木村 に お いて は 26.0 
%) で ある (第 3 表 ). 

部 落 別 衛 患 者 数 : 西ノ島 町 船越 部 落 に 一 番 多 く , 海士 


769 
6 
西ノ島 
2 : 
14 
知夫 村 52 G0) 
の 
と 
’ 


770 


3(3) 3(3) 


第 2 図 町 村 別 , 部 落 別 擬 患 数 


14(i0) 
3 図 時 期 別 数 


る が , 30 歳 代 が 一 番 多 い (第 4 表 ). 
性 別 : 女性 が 若干 で ある が 多く 第 患 し て いる (第 4 表 ). 
稚 串 時期 : 5 月 上 旬 か ら 10 月 下旬 まで で ある が , 5 月 
と 6 月 に 多く , 特に 5 月 下旬 と 6 月 上 旬 の 田植 時 期 に 一 


村 東 部 落 , 豊田 部 落 が これ に 次 いで いる . 知夫 村 で は 仁 
夫 里 部 落 に 比較 的 多い (第 2 図 ). 
年 齢 別 : 20 歳 代 か ら 60 歳 代 の も の が 多く 和 患 し て い 


第 4 表 町 村 別 , 年 齢 別 , 性 別 , 路 患 者 数 及び 志 患 率 


年 
町 村 性 別 10~19 20~29 30~39 40~49 50~59 60~69 70~79 80 以 上 不詳 合計 
西島 20) 914 45) 33) 48(68) 
海 00) 3(4 13(5 5(8 12 0@ 00@) 37(36) 
2(4) 8(5 7(2 00) 00) 45(4) 
知 村 00) 0( 0) 1( 1) 1( 0) 1( 2 2(1) 0(0) 00) 6( 5) 
1(1) 0( 0) 3(0) 1( 2) 0(0) 0(0) 0(0) 8( 5) 
合 20) 2420) 14023) 68 03) 3(3) 91(109) 
3) 18(16) 25(29) 24(31) 17(16) 23) 00) 33) 103114) 
2.2(0.0) 4.4( 15.4(21.1) 12.1(16.5)6.5(7.3)0.0(2.8) 3.3(2.8) 100.0(100.0) 
0% 9.6)1.9(2.7)0.0(0.0) 2.9(2.7) 100.0(100.0) 
( ) 内 は 予備 調査 に よる 
第 5 表 時 期 別 路 患 状 況 
5 月 6 7 月 9 月 10 朋 
旬 旬 旬 旬 旬 和 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 旬 包 旬 旬 旬 
(11) (39) (41) (10) (8)(5) (5) (8)(0)(1) (0)(0)(0) (0)(0)(0) (M64) 
延 (5) (7) (28) (47) (10) (8)(3)(8) (4)(1)(1) (1)(0)(0) (0)(0)(0) MA47 
120 136 35 10 2 4 307 
延 合計 (113) (135) (47) (15) (C19 (0) (311) 
RN 39.1 44.3 11.4 3.3 0.6 1.3 100.0 
% (36.4) (43.4) (15.1) (4.8) (0.3) (0) M00:0) 


( ) 内 は 予備 調査 に よる 
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第 表 患部 位 


番 多 い ( 第 5 表 , 第 3 図 ). 


下 前 不詳 合計 


快 患部 位 : 下 有 だ け に 発生 し た も の が 多い (第 6 表 ). 
発疹 の 症状 : 本 項 は 紙上 調査 に つき 発疹 の 症状 に つい 


137 >・ 55 0 194 

数 (167) (1) 53) (2) 223) 
70.6 0.0 100.0 
(24:9) 0:4) G3.8) (0:9) M0:0) 


て は 各自 の 主観 の 加わ る こと を 韻 定 し えな い (前 記 臨 床 
症状 参照 ). 
発疹 の 大 き さ は 粟 粒 大 か ら 小 指 頭 大 まで に 至る 大 き さ 


( ) 内 は 予備 調査 に よる 


第 7 表 発疹 の 大 きき 


を 示す (第 7 表 ). し か し , 発疹 の 時 間 的 関係 は 調査 され 


米粒 大 小豆 大 大 小指 頭 大 不詳 
者 数 4(36) 34(41) 42(36) 58(43) 42(51) 14 (16) 194 (223) 
10 有 A 率 2.1(16.1) 17.5(18.4) 21.6(16.1) 29.9(19.3) 21.6(22.9) 7.3(7.2) 100.0(100.0) 
( ) 内 は 予備 調査 に よる 碗 
第 8 表 発疹 の 色 筑 12 表 発疹 の 数 
4 表 赤色 赤 和 紫色 茶色 その 他 合計 30 個 以 29~20 19~10 9~1 不詳 合 計 
a 5 月 上 
数 (93) (2) (45) QQ3) 223) 
(78.0) 10.8) GG.1) G.1) (M00.0) 42.3 24.2 16.5 10.8 6.2 100.0 
(41.7) (23.3) (20.2) 0.3) (4.5) 100.0) 
( ) 内 は 予備 調査 に た ょ る - 
¥ 第 9 表 発疹 の か た ち (I) ( ) 内 は 予備 調査 に ょ る 
68) も 上 ー て いな い . 発疹 の 色 は 赤色 で ある (第 8 表 ). 発疹 の か た 
し 不詳 ち は 「 も り 上 つて いる 」 が 多い .「 水 ざく れ 」,「 化 た 
拉 ri : ーー も の 」 も ある (第 9 表 ). 発疹 の 個々 は 独立 し て いる も の 
者 数 G10 53) (46) (8) G2 ,¢236) が 多い (第 10 表 ). 発疹 の 硬度 は 「 い 」, 「 や 」 の 
5) (49.6) (22:5) 19:5) (3.4) G5.0) 00.0) 順に 多い (第 11 表 ). 発疹 の は 30 個 以 上 多発 し た も の 
09) ( ) 内 は 予備 に ょ 
14) ⑬ 予防 
00.0) istic cata es - 前 に 記載 し た よう に 比較 的 多数 の 堆 患 者 を みた 西ノ島 
a 下 立 し て 連 つ て い 示 詳 合計 町 美田 地区 水田 と 海士 村 中 里 , 北部 地区 水田 , 並び に 調 
os ~ 査 に 好都合 な 場所 に ある 西ノ島 町 別府 地区 水田 に お い 
143 30 21 194 a . 
と を 調べ , これ と 終 宿主 及 び 率 と の 関係 を 検討 し 
の 00 た (第 13 表 , 第 4 5, 6 図 ). 美田 地区 , 中 里 , 北部 地 
計 ( ) 内 は 予備 調査 に よる 区 の 水田 に お いて は 嶋 , モノ アラ ガイ , 衛 患 者 の 間 に 一 
a 第 11 表 発疹 の 硬 ミ 連 の 関連 が あぁ あり, それぞれ 表 に 示す 如き 成績 を えた が , 
149 i 別府 地区 水田 に お いて は モノ アラ ガイ の 生存 に 全く 信 し 
3 の 硬い 、、 ょ よし て 下 詳 合 計 られ な い ほ どの 変遷 を 認め た . 即ち 前 年 に は モノ アラ ガ が 
ーー ゃ も イ が 水田 に お ける 水 の 落 下部 位 に 両手 に 1 杯 すく われ る 
30 者 102 66 4 13 194 
(311) 数 (4) GG) MD M5 2 (223) ほど 存在 し , cercaria 寄生 率 0.02 % か ら 0.1 % で , 作業 
00.0 4:6 52.6 34.0 2.1 100:0 者 14 名 中 者 4 名 率 28.5 % で ぁ つ た に も 拘ら 
00.0) (1.9) (36.3) (45.3) (6.7) (9.8) (00.0) 


( ) 内 は 予備 調査 に よる 


ず , 翌年 に は モノ アラ ガイ が 見 当ら ず , 衛 馴 者 は 発生 し 
な か つた . ” 
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第 13 表 発症 田 と モク ノア ラガ イオ と の 関係 


調査 水田 率 モノ アラ ガイ 
調査 地区 附近 の 地勢 ア ー ル ) 数 % の 


海 に 向 つ 
29 10 34.5 8) 0.03~0.17 
平坦 地 
中 里 ・ 北 部 地区 谷間 50 12 5 41.6 0.07~0.4 
N 


第 5 図 中 里 , 北部 地区 調査 水田 附近 の 略 図 


調査 水田 
この 事実 に より 住 血 吸 虫 皮 膚 炎 を 予防 する に は 中 間 御 
主 で ある モノ アラ ガイ を 殺 滅 する こと が 最も 近道 で ぁ 条 
こと は 自明 で ある . 他 種 の 住 血 吸虫 症 に お いて も 病原 失 
滅 の 手段 と し て 中 間 宿 主 の 殺 滅 対策 が こう じ ら れ て い 雑 
こと は 周知 で ある . よ つ て それ と 同じ ょ うに , こ > に 境 
ノア ラガ イ 関す る 基礎 的 研究 を 行 つ た . 
j) モノ アラ ガイ の 生存 条件 i 
モノ アラ ガイ に 対す る 水 及び 土 の 影 響 を 一 定 条件 の 彰 
; と に 検討 し た . 

第 6 図 別府 地区 調査 水田 附近 の 略図 水 の 影響 : そ を ノ アラ ガイ の 大 部 は 水中 生活 を し て い 御 
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| 
第 4 図 美田 地区 調査 水田 附近 の 


第 14 表 モノ アラ ガイ に 対す る 水 と 土 の 影 響 
(試験 内 数 15, 数 字 は 生存 中 数 ) 


条件 


— 
© 


11 23 13 15 13 9 
12 26 6 
13 23 6 
14 26 6 
15 26 8 
20 26 2 
21 26 2 
23 26 2 
24 27 2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 


30 日 後 の 生 存 率 (%) 73.3 86.6 73.3 13.3 0 


が , 時 に は 水分 の な い 笑 の 茎 や 地表 に も 棲息 する の を 見 
か ける の で , 1) 水 の み , 2) 水 と 土 , 3 水 と 土 と 草 
と 条件 を 変え て 1 ヵ月 間 生 存 状況 を 観 祭 し (第 14 表 ), 

4 水温 (第 15 表 ) 及 び 5) 水 の pH の 影響 を も 観 祭 し 
た . 1) 水 の み の 場合 は モノ アラ ガイ は 15 個 中 11 個 が 
1 ヵ月 後 まで 生存 し , 生存 率 は 73.3 % で あり , 2) 水 


第 17 表 モノ アラ ガイ の 地下 ょ より 地 表 へ の 移行 状況 


第 15 表 モノ アラ ガイ に 対す る 水温 の 影響 
上 只 数 (使用 中 数 10) 
( 〇 ) の 活動 


6° 9 1 0 
26° 10 0 0 
30°~36° 6 4 0 | 
36°~46° 6 3 1 J 活 淫 
46° ~50° 0 0 10 


と 土 の 場 合 は 15 個 中 13 個 生 存 し , 生存 率 は 86.6 % で あ 
り , 3) 水 と 土 と 草 の 場 合 は 15 個 中 11 個 生 存 し , 生存 
率 73.3 % で あつ た . 4 水温 を 26°C か ら 上 げ て 36°C 
前 後に する と モノ アラ ガイ の 60 % が 盛ん に 運動 (逃避 運 
動 と 思う ) を お こし 水中 か ら 吐い 出 そ う と する . 又 , 急 
激 に 46°C か ら 50°C に 上 昇 せしめ る と 100 % 死 滅 す 
る . 一 方 , 6°C まで 温度 を 下降 させ る と モノ アラ ガイ は 
水中 で 運動 を 続行 する . 5) 水 の pH 5.8 か ら 7.8 の 
間 に お いて モノ アラ ガイ の 生存 状況 を 24 時 間 観 察し た 
が , 常温 に お いて は 何等 異常 を 認め な か つた . 
の 響 : 1) と 2) 乾燥 に お ける モノ アラ 


第 16 表 モノ アラ ガイ に 対す る 


大 気温 影響 

湿度 70% 湿度 90~100% 

具 数 15 10 

1 15 0 10 0 
2 15 0 10 0 
3 13 2 6 4 
4 8 7 2 8 
5 4 11 0 10 
6 2 13 
7 0 15 


| 


No. 2 No. 3 


No. 4 


5 


5 


3 6 3 


深 さき さ (cm) 
6 5 _ 10 _ 


1 3 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 
(60%) (0%) (60%) (0%) (20%) (0%) (20%) (0%) (0%) (0%) ( 0%) (0%) 

24 5 2 5 2 4 1 4 1 4 2 5 0 
(100%) (40%) (100%) (40%) (80%) (20%) (80%) (20%) (80%) (40%) (33.3%) (0%) 

48 5 2 5 2 4 i 4 1 " 洒 2 5 0 
(100%) (40%) (100%) (40%) (80%) (20%) (80%) (20%) (80%) (40%) (33.3%) (0%) 


数 字 は 地表 へ 移行 し た 上 中 数 , ( ) 内 は その 率 


773 
— 
No. 1 | | No. 5 No. 6 
上 内. 数 5 5 5 5 HH HE 5 5 5 5 15 15 


写真 説明 
1. 26 歳 , ?, 押 患 後 2 日 目 , 丘疹 が 多数 連 つ て いる 
2. 同 上 

3. 36 歳 , 8, 患 後 2 日 , 水 を 作る 
4. 18 , 8, 患 後 34 日 目 , 感 染 に より 化 し な る 
5. 55 歳 , 8, 後 11 日 目 皮 を 形成 する 
6. 島 前 , 美田 地区 水田 た て 採集 し た モノ アラ ガイ 3 
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第 18 表 モク アラ ガイ の 撲 減 実験 成績 
500Xx 1,000X 2,500X 5,000Xx 10,000x 50,000x 100,000X 500,000x 


PCP-Na 
ED 任 4 10 10 10 10 10 10 10 10 
死 6 0 

生 0:10 3 10 10 10 
Ammonium 0 0 0 4 
sulphate 10 10 10 6 
Ammonium / 生 0 
itrate 3 


ガイ の 生存 状況 (第 14 表 ) と 3) 東 燥 士 上 の モノ アラ ガ 
イ に 対す る 大 気 の 湿度 の 影響 (第 16 表 ) 及び 4 土 中 の 
態度 (第 17 表 ) を 観察 し た . 1) 湿潤 土 で は 15 個 中 2 個 
が 1 ヵ月 後 ま で 生存 し , 生存 率 は 13.3 % で あり , 2) 齋 
燥 士 で は 15 個 の モノ アラ ガイ が 7 日 目 に 生存 率 0% と 
な つた . 3) 大 気 湿 度 70 % に お いて は 7 日 目 に 生存 率 
0% と な り , 湿度 90~100 % で は 5 日 目 に 生存 率 0% と 
な つた . 4) 地表 下 3cm, 5cm, 6cm 及び 10cm の 
深 さ に モノ アラ ガイ を お き , 24 時 間 後 に お ける 地表 へ の 
移動 率 を 検 す る と , 3 cm か ら は 80~100 %,'5 cm は 33 
%, 6cm は 20~40 %, 10cm は 0% で あつ た. 48 時 
間 後 の 数 値 は 24 時 間 と 変り は な か つた . 従 つ て 地下 か 
ら 地 上 へ の 移動 可能 の も の は 24 時 間 ま で に 移動 し て し 
まう と 判定 せ ざ る を えな い . 地上 に 移動 し な い モ ノア ラ 
ガイ は すべ て 死滅 の 状態 で あつ た . 

室内 に お いて 市 販 の 殺 躍 剤 , PCP-Na, 2, 4-D, Para- 
thion, Lime nitrogen, Ammonium sulphate, Ammonium 
nitrate の 6 種 に つい て モノ アラ ガイ に 及ぼ す 影響 を 検 
索 し た . 各種 濃度 の 溶液 100 cc を 入れ た 直径 15 cm の 
シャ ー レ 及び 溶液 5cc を 浸 ま せ た 濾紙 を 全 底 面 に 敷い 
た シャ ー レ に モノ アラ ガイ 10 個 を 入れ て , その 生存 性 
を 観 祭 し た . 各 薬 剤 の 殺 上 中 効果 は PCP-Na は 深 液 内 で 
は 50,000 倍 で 100 %, 濾紙 上 で は 1,000 倍 で 100 %, 
2, 4-D で は 100 倍 溶液 内 で 60 %, Parathion で は 5,000 
倍 溶液 内 で 100 % で あり , 濾紙 上 で は 1,000 倍 に お いて 
も 無効 で あつ た . Lime nitrogen, Ammonium sulphate, 
Ammonium nitrate は いずれ る も 100 倍 溶液 内 で 100 % の 
殺 中 効果 が ぁ つ た (第 18 表 ). 
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並び に 者 接 

島 前 地区 に お ける 水田 皮膚 炎 の 臨床 症状 は 四肢 触 水 部 
皮膚 の 性 の 皮膚 あぁ つて , 丘疹 ・ 水 が 普通 の 病 
型 で ある . 

島 前 地区 に お ける 調査 人 員 総 数 505 名 の うち 快 患者 は 
194 名 で 率 38.2 % で ある 者 は 島 前 地区 3 島 , 
即ち 西ノ島 , 中 ノ 島 , 知夫 里 島 の 殆 ん ど 全 部 落 に 及 ん で 
いる が , 特に 西ノ島 で は 船越 , 小 向 , 大 津 , 市 部 の 各部 
落 で 所 調 「 美 田 」 と 呼ば ん て いる 地区 に 多発 し て いる . 中 
ノ 島 に お いて は 北部 , 東 , 中 里 , 福井 , 西 の 各部 落 に 多 
い . これ ら の 部 落 は 西ノ島 町 , 海士 村 の 殻 倉地 帯 で あつ 
て , 水田 の 開け て いる 海岸線 は 湾 や 入江 と な り , 背部 に 
山 が 迫 つ て いる た め 浪 の 棲息 に 適し て お り , 水田 に は モ 
ノア ラガ イ が 濃厚 に 生存 し て いる た めで ある ろう. 選 患 時 
期 は 5 月 上 旬 か ら 10 月 下旬 まで で ある が , 5 月 下旬 か ら 
6 月 上 旬 の 田植 時 期 に 一 番 多 く 羽 患者 を みる . 

モノ アラ ガイ の 生活 環境 の 条件 と し て 水 が 生 存 上 絶対 
必要 欠く べから ざる も の で あり , 適温 は 6°C 乃至 30°C 


で ある . 水 の pH は 5.8 か ら 7.8 まで 生存 に 影響 は み 


られ な い . 乾燥 士 で は 7 日 目 に 生存 率 0% と な り , 大 気 
湿度 は 高 湿度 が 生存 , 運動 に 好 影 響 を 及ぼ す と は 限ら な 
い . モノ アラ ガイ の 地下 か ら 地表 へ の 移動 率 は 48 時 間 
後に お いて 3 cm か ら は 80~100 %, 5cm は 33.3 %, 
6 cm は 20~40 %, 10cm は 0% で あり , 地表 に 移動 し 
な い モ ノア ラガ イ は 地下 に お いて 死滅 する の で , 水田 の 
耕作 に ょ つて 埋 れ た モノ アラ ガイ は 地表 より 大 体 5, 6cm 
ぐら い の も の の み が 地 表 に 移動 する も の と 思わ れる . 従 
つて 予防 対策 上 モノ アラ ガイ を 殺 滅 する に は 深耕 法 若 し 
く は 水田 の 乾 田 化 は 有力 な 一 方 法 で あろ 5. 


10Xx 50Xx 100X 
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殺 只 剤 に よる 実験 で モノ アラ ガイ の 100 % 死 滅する 
濃度 の 限界 は PCP-Na 深 液 50,000 倍 , Parathion 溶液 
50,000 倍 , Lime nitrogen 落 液 100 倍 , Ammonium sul- 
phate 深 液 100 倍 , Ammonium nitrate 深 液 100 倍 で あ 
つた . 2, 4-D は 期待 で き な い . PCP-Na (Santobrite) は 
Hunter III (1952) が 信 留 米 市 長門 石 に お いて Schisto- 
soma jaonicum の 中 間 和 宿主 宮入 由 Oncomelania noso- 
2hora を 殺 滅 する た め に 用 いて 成功 し , 以来 各地 で 賞 用 
され る よう に な つた も の で あり , 岡部 ら (1956) が PCP- 
Na に 対す る 耐性 の な い 岡山 県 井原 市 西 代 産 の 宮入 中 に 
つい て 実験 し た 成績 で は 液 中 50 万 倍 , 濾紙 上 5 万 倍 で 
全部 死亡 し て いる : きれ に 比べ る と モノ アラ ガイ の 殺 減 
に は や > 高 濃度 の PCP-Na が 必要 と な つて くる が 隠岐 
水田 皮膚 炎 の 予防 上 有効 な る 殺 躍 剤 と 認め られ る . 

隠岐 島 に お ける 水田 皮膚 炎 の 予防 に つい て は , 宇野 
(1958) が 島 後 地 区 に お いて モノ アラ ガイ を 人 為 的 に 捕捉 
除去 する 方 法 を 行 つ て 効果 を あげ て いる が , 私 の 島 前 地 
区 に お ける 実験 成績 に よれ ば 水田 の 地形 , 水量 の 関係 上 
実施 困難 の 人 箇所 が 少く な い . 島 前 地区 に お いて は 更に 水 
法 若 く は 化 , 又は PCP-Na, Parathion な 
どの 使用 を 追加 すれ ば より 完全 な 予防 方 法 が 確立 され る 
も の と 考え る . 

1) 隠岐 諸島 ・ 島 前 に お ける 水田 皮膚 炎 は 四肢 触 水 部 
の 性 発疹 性 の 皮膚 で ある . 

2) 島 前 全 地 区 に お ける 水田 皮膚 炎 衛 患 者 は 水田 作業 
者 505 名 の 内 194 名 , 率 38.2 % で ある . の 時 
期 は 5 月 か ら 10 月 の 問 で あり, 特に 5 月 下旬 か ら 6 月 
上 旬 の 田植 時 期 に 多発 する . 

3) モノ アラ ガイ の 存在 し な い 水田 に は 皮膚 炎 患 者 の 
発生 を みな い . 従 つ て 隠岐 水田 皮膚 炎 は 疫学 上 か ら せ も 住 
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血 級 虫 皮膚 炎 の 性 格 を も つ . 

4) モノ アラ ガイ は 乾燥 士 の 上 で は 7 日 以上 生存 で き 
な い , 土 中 の 生活 も 不可 能 で ある . 

5) モノ アラ ガイ は 50,000 倍 PCP-Na 沙 液 及び 
5,000 倍 Parathion 深 液 に お いて 100 % 死 滅する . 

稿 を 終る に 当り , 終始 る 御 指 導 びに 御 校 を 
つた 田部 教授 に より 感謝 する と 共に 本 研究 に 
多大 の 御 援助 を 糞 い た 田中 議 師 , 島根 県 厚生 部 , 黒木 保 
健 所 職員 及び 島 前 地区 各 小 ・ 中 学校 の 生徒 の 皆様 に 謝意 
を 表し ます . 

本 論 要 一 部 は 昭和 33 年 11 月 , 第 19 阪 
医科 大 学 医 学会 総会 族 びに 昭和 34 年 11 月 , 第 15 回 日 
本 寄生 虫 学 会 西日本 支部 大 会 に i# い て 発表 し た . 
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STUDIES ON SCHISTOSOME DERMATITIS IN DOZEN REGION IN OKI 
ISLANDS Il. ON CLINICAL SYMPTOMS, EPIDEMIOLOGY & 
ITS PREVENTION OF PADDY-FIELD DERMATITIS 
IN OKI ISLANDS 


SYUNPE TWAKAMI 
(Department of Pathology, Osaka Medical College, Osaka) 


Dermatitis in Oki Island is caused by the cercaria of an avian schistosome, final and intermediate 
host of which are teal duck, Querguedula creca crecca and a fresh water snail, Lymnaeg japonica 
respectively. Present author attempted to develope a suitable control measure on the of clinical 
and epidemiological informations on this dermatitis in Dozen region, Oki Islands. To lay a foundation 
towards shuch a approach, a study was undertaken and is reported below : 

1) Dermatitis in Dozen region, Oki Islands is charcterized by the rapid development of 
urticarial wheal accompanied with an intense itching, which develope in the limbs on contact with 
infected water. 

2) Out of 505 persons who are working in the paddy-field in this region, 194 persons (38.2%) 
experience such a dermatitis, which occurs from May to October, especially very frequently in the 
Trice-planting season. 

3) The fact that no dermatitis occurs in the persons working in the paddy-field without 
Lymnaea japonica indicates that dermatitis in Oki Islands is due to the dermatitis-producing 
schistosome cercaria. 

4) Lymnaea japonica do not survive on and in the dry soil for more than seven days. And 
all these snails were destroyed by the use of PCP-Na (1 : 50,000) and Parathion (1 : 5,000) solution. 
Ploughing deeply, keeping the paddy-field dry and the use of chemicals above mentioned were 
considered a effective control measure against snails. 
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